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香川県内では,瀬戸大橋や四国横断自動車道 (高松～豊浜間)の整備に続き,現在,県

東部の主要幹線道路の整備が進められているところであります。

こうしたなか,香川県教育委員会では,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託

し,高松東道路建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査と出土文化財の整理研究 。報告書刊行の

業務を行つてまいりました。

このたび,「高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第七冊 鴨部 。川田遺跡

I」 として刊行いたしますのは,平成 2年度 。3年度の 2ヵ 年度にわたって実施いたしま

した,大川郡志度町に所在します鴨部 。川田遺跡についてであります。この遺跡の調査で

は,弥生時代から平安時代にかけての多くの遺構 。遺物が出土しております。なかでも,

大規模な環濠が取り巻く弥生時代前期の集落跡が確認でき,ま た日常生活に欠くことがで

きない土器や木製品などが大量に出土したことにより,当時の生活 。文化を解明すること

ができました。

本報告書が,本県の歴史研究の資料として広く活用されるとともに,埋蔵文化財に対す

る理解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが,発掘調査から出土文化財の整理・報告にいたるまでの間,建設省

四国地方建設局及び地元関係各位には多大の御指導と御協力をいただきました。ここに深

く感謝の意を表しますとともに,今後ともよろしく御支援賜りますようお願い申し上げま

す。

平成 9年 12月

香川県教育委員会

教育長  金 森 越 哉
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1。 本報告書は,高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第 7冊であり,香川

県大川郡志度町鴨部に所在する鴨部 。川田遺跡 (かべ 。かわたいせき)の報告のうち,

平成 2年度の発掘調査分について収録した。

2.発掘調査は,香川県教育委員会が建設省四国地方建設局から委託され,香川県教育委

員会が調査主体,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3。 発掘調査は,試掘調査を香川県教育委員会事務局文化行政課が平成元年10月 23日 ～10

月26日 と平成 2年 7月 3日 ～ 7月 5日 に実施し,本調査を平成 2年 9月 20日 ～平成 3年

2月 28日 ,平成 3年 4月 1日・～平成 4年 1月 20日 まで財団法人香川県埋蔵文化財調査セ

ンターが実施した。発掘調査の担当は,以下のとおりである。

試掘調査  香川県教育委員会事務局文化行政課 岩橋 孝・北山健一郎
本 調 査  財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

平成 2年度 森 格也・古野美穂子 。多田政弘

平成 3年度 大久保徹也・土佐修治 。満岡博隆
4.報告書の作成は,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆・編集は,森が担当した。

5。 報告書の作成にあたっては,下記の方々のご教示を得た。記して謝意を表したい。

(順不同,敬称略)

伊藤健司 (元興寺文化財研究所),扇崎 由 (岡山市教育委員会),甲斐昭光 (兵庫県教
育委員会),山本一伸 (寒川町教育委員会)

6。 本報告書で用いる方位の北は,国土座標系第4系の北であり,標高はT.P。 を基準

としている。

また,遺構は下記の略号により表示している。

SD 溝状遺構       SE 井戸跡       SH 竪穴住居跡
SK 土坑         SP 柱穴        SR 自然河川

SX 不明遺構

7。 本遺跡の報告にあたっては,下記の方々に鑑定,分析を依頼し,ま た玉稿をいただい

た。(順不同,敬称略)

第4章第 1節・・・パリノ・サーヴェイ株式会社

口



第4章第 2節 。・・藁科哲男 (京都大学原子炉実験所)

石器石材鑑定・・・谷山穣 (香川大学)

8。 本報告書の石器実測図の網目は摩滅痕を,輪郭線の周囲の実線のうち矢印のものは摩

滅 。使用痕の範囲を,実線の先端部が矢印でないものは敲打痕の範囲を示している。

9.挿図の一部に国土地理院地形図「高松南部」(1:50,000),「徳島」(1:200,000),

「岡山及丸亀」(1:200,000)を 使用した。



例

本報告書の遺物観察表では以下のような省略を行つた。

1.器種

弥生土器 弥     土師器 。土師質土器 土     須恵器 須

2.口径

口径の項で*が付いているものについては,細片のため口径を正確に復元出来なかった

ものであるが,参考までに復元値を掲載したものである。

日径の値は全て口縁部の内径の値である。

3.胎土

また,胎土の項では以下の基準によって分類を行った。

微 含まれる鉱物・岩石の径が0.5nlm以下   多 鉱物・岩石を非常に多く含む

細 含まれる鉱物・岩石の径が0.6～ 1.OIIlm  普 鉱物・岩石を含む

中 含まれる鉱物・岩石の径が1.1～ 3.9nlm  少 鉱物・岩石を少量含む

粗 含まれる鉱物・岩石の径が4.Omnl以上

4.色調

色調の項では『新版標準土色帳 1992年度版』日本色研事業株式会社を基準とし,その

色名及び Munsell表示を記載した。また外面 。内面の色が異なれば外面から先に記入した。

5。 単位

単位はcm,gで統一し,異なる場合はそれぞれ単位を付記した。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経緯

高松平野を東西に貫く高松東道路 (一般国道H号高松東バイパス)の建設は,高松市内

から周辺部における交通渋滞を緩和することを目的に,昭和53年 に都市計画決定された。

高松市内の上天神町から前田東町の区間は昭和63年 に工事を開始している。一方,高松市

以東の三木町池辺から津田町鶴羽にかけての区間については,平成元年に都市計画を変更

し高規格幹線道路とすることに決定され,さ らに路線も決定された。このことにともなっ

て,香川県教育委員会と建設省四国地方建設局との間で,建設予定地内に所在する埋蔵文

化財の取り扱いについて協議が行われた。

しかし道路予定地の用地買収が進展していなかったため,す ぐに予定地内での埋蔵文化

財の有無と範囲を確定するための試掘調査を実施することが出来ない状況であつた。その

ため,香川県教育委員会としては鴨部地区で予定されていた県営ほ場整備事業実施に先立

ち,ほ場整備事業地内の埋蔵文化財試掘調査を行い,併せてほ場整備事業地内を横断する

高松東道路部分についても試掘調査の対象とすることにした。調査は平成元年10月 23日

～10月 26日 にかけて実施した。その結果,鴨部川寄りで埋蔵文化財を発見し鴨部 。川田遺

跡と命名し,高松東道路部分についての遺跡の範囲を確定した。路線内における遺跡の面

積は12,000ぽである。

上記の試掘調査結果を受け,香川県教育委員会事務局文化行政課では建設省四国地方建

設局と平成 2年度に実施予定の高松東道路埋蔵文化財発掘調査事業に係る調査計画及び予

算について協議を重ねた。これに加えて試掘調査の結果,遺構面が深く砂層が厚く堆積し

ているため調査区の壁が崩壊する危険性や,湧水が激しいことが判明したので,発掘調査

は工事請負方式によることになった。そして正確な埋蔵文化財の包蔵状況を把握し,本調

査計画の策定に必要な資料を得るために平成 2年 7月 2日 ～ 7月 6日 にかけて,高松東道

路予定地内の埋蔵文化財試掘調査を行なった。

平成 2年度に本調査を行なうことになつたが,鴨部地区の用地買収が遅れており4月 か
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ら調査に着手することが出来ない状況にあつた。そのため鴨部 。川田遺跡の調査開始まで

は同じ高松東道路関連の高松市内区間の調査を行なうこととなった。平成 2年の4月 は高

松市大田下・須川遺跡を, 5月 ～ 7月 まで高松市前田東 。中村遺跡の調査を行い,その後

に鴨部 。川田遺跡の調査を行なうことに決定した。

平成 2年度は調査対象面積12,000ぽのうちの5,000ぽ について調査を行い,残 りは平成

3年度に行なうこととなった。平成 2年度の調査は 9月 20日付けで締結した「埋蔵文化財

調査委託契約書」に基づき香川県教育委員会が調査主体,財団法人香川県埋蔵文化財調査

センターが調査担当者として実施している。

第 2節 調査の経過

T.N.

1

第 2図 遺跡位置図



(1)発掘調査の経過

発掘調査は平成 2年 9月 20日 から開始した。発掘調査面積は12,000ぽで,東西の道路建

設予定地の約210m分で,道路幅は60mである。遺跡全体を現有道路などによって複数の

調査区に分割して調査を行なった。そして道路建設予定地のセンターライン上に20m間 隔

の杭を打設して調査の基準杭とした。調査には航空測量を導入して図化の迅速化を計り,

併せて国土座標と対応させた。なお,発掘調査には工事請負方式を導入し,遺構面が深く

湧水が激しいことから綱矢板を打設しての調査となった。平成 2年度の調査は道路の排水

路部分を先行して工事するため,調査対象部分の南側の工事部分を幅14mで ,東西に165

m分の調査 (B～ D区)を行なった。これに加えて鴨部川の堤防の真下の調査区 (A区 )

ではかなりの湧水が見込まれるため冬場の渇水期に調査を行なうことになり,平成 2年度

に調査を行なった。

平成 2年度の調査は9月 20日 から準備工を開始したが,秋の長雨の影響で実際に調査が

遺 跡 名

調 査
対 象
面 積

年 度 調 査 面 積

鴨部 。川田 12,000 5,000 7,000

末 3号窯跡 3,939 3,439

西 浦 谷 12,672 10,400 2,272

野牛 古 墳

幸 田 1.600 1,600

合計 (ぽ ) 30,711 5,000 10,439 0 13,000 2,272

第 1表 高松東道路 (三木～津田)調査遺跡一覧
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開始出来たのは11月 1日 からであった。しかし,調査開始まもなくの11月 5日 には前日の

台風による大雨で,調査区が水没するなど調査が軌道にのるまで時間がかかつた。道路の

工事部分と周囲で行なわれている県営ほ場整備事業との関係で,各種の工事が入り交じり

協議 。打ち合せが度重なった。そして,調査区を細切れに明け渡すなど日程に追われた調

査となった。また鴨部川の真横の調査区 (A区)では冬場の渇水期にもかかわらず,鴨部

川が天丼川で河床が調査区よりも高いこともあり,当初予想した以上の湧水に見舞われた。

そこで当初は予定していなかったA区 にも鋼矢板を打設して対応した。その後は順調に調

査は進み,平成 3年 2月 28日 に平成 2年度の調査は完了した。

遺物包含層には彩しい量の土器・石器が含まれており,包含層の除去に手間取つた。さ

らに湧水によりたえず遺構面が水浸しになるなど,排水面に苦労した。しかし調査の成果

としては,当初予想していた以上の遺構・遺物を検出した。弥生時代前期の竪穴住居群や

集落と取り囲む環濠の一部を検出するなど多大な成果をあげた。東讃地方で弥生時代前期

の集落の調査例はまだ乏しく,本格的な調査は鴨部 。川田遺跡が最初の例となった。遺物

でも多量の土器・石器・木器が出土し,弥生時代前期の基準資料となると考えられる。ま

た,平成 3年度の調査では環濠の残りと環濠の内部が検出され,弥生時代前期の環濠集落

の全容がほぼ検出された。併せて鍬の製作工程が復元できる一連の資料や,土偶などの出

土により全国的にも注目される遺跡となった。平成 3年度の調査成果については,後年度

に報告書を刊行する予定である。

本報告書に係る発掘調査の調査体制は以下のとおりである。

平成 2年度

香川県教育委員会事務局文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括 課長

課長補佐

副主幹

係長

主任主事

主事

主事

太田 彰一

菅原 良弘

野網朝二郎

宮内 憲生

横田 秀幸

水本久美子 (～ 5。 31)

石川恵三子 (6.1～ )

所長    十川  泉

次長    安藤 道雄

係長 (事務)加藤 正司

主査 (土木)山地  修

主任主事  黒田 晃郎

参事    前田 輝夫

係長    廣瀬 常雄

総括

総務

総務

調査



埋蔵文化財係長

技師

大山 真充

北山健一郎

技師

技師

調査技術員

事務員

整理作業員

森  格也

古野美穂子

多田 政弘

高橋三千代

森澤 千尋

(2)整理作業の経過

発掘調査は平成 2年度 。3年度に実施したが,調査面積の割に土器 。石器・木器を含む

膨大な量の遺物が出土したことと多数の遺構を検出したことから,通常より長期の整理期

間を充てることになった。この結果発掘調査を担当した 2名の調査員が合計 5年間で報告

書を作成することとなった。しかし,他の業務との関係でこの 2名の調査員が同時に整理

業務を行ない,報告書を刊行することは不可能となった。そこで,平成 2年度の調査分を

先行 して調査員 1名 により整理作業と報告書刊行を行なうこととなり,平成 7年度・ 8年

度の 2年間で,森 を担当者として実施することとなった。整理作業は調査員の他に整理作

業員 8名で実施した。遺物が多量にあつたが熟練した整理作業員が多かったため順調に整

理作業を行うことが出来た。

平成 7年度には遺物の注記作業・接合・復元を行った後に,遺物の実測作業を主に行つ

た。遺物は土器約2400点 ,石器529点 ,木器35点 を図化した。併せて遺物観察表も作成し

た。図化に至らなかった遺物についても,壷や甕の口縁部や体部の文様部分については,

その形態や特徴を記録して統計処理を行つた。加えてサヌカイトの細片やその他石器の石

材として使用しているものの細片については重量を計測した。遺物の実測が終了した調査

区から遺物と遺構のレイアウト作業を行い,一部の遺物については写真撮影を行つた。ま

た本器については樹種鑑定を,多量に出土したサヌカイトについては蛍光X線分析による

石材産地分析をそれぞれ委託により実施した。さらに木器については腐食・乾燥が予想さ

れるので保存処理を行った。

平成 8年度には遺構 。遺物のトレース,遺物写真撮影,写真レイアウト,各種観察表作

成,原稿執筆,台帳類作成,編集作業,遺物収納を行つた。遺物写真については実測した

遺物についてはなるべく掲載するように努めた。遺構・遺物ともに多種 。多量のため編集

作業に予想以上の時間を要した。遺物の実測図と観察表,さ らに本文がなるべく近接した

ところにくるようにレイアウト・編集を行い,読みやすい報告書の作成に努めた。また報



告のまとめとして,遺構 。遺物から考えられることを記載したが,平成 3年度調査の報告

を行つていない段階なので全体的なことまでは及ばなかった。平成 3年度調査の整理が終

了した段階で始めて鴨部・川田遺跡の全体像が把握出来るものであるが,本報告でその一

端はつかめるものと思う。

整理作業の年度別の工程は以下の表の通りである。報告書の刊行業務は平成 9年度に行

なった。

基礎整理 (遺物注記等)

遺 物 接 合 ・ 復 元

遺 物 実 測

遺構 。遺物 レイアウト

遺 構 遺 物 トレース

遺 物 写 真 撮 影

遺 物 観 察 表

原 稿 執 筆

台 帳 作 成

編 集

第 2表 平成 7年度 鴨部・川田遺跡整理作業工程表



1

基礎整理 (遺物注記等)

遺 物 接 合 ・ 復 元

遺 物 実 濃1

遺構 。遺物 レイアウ ト

遺構 。遺物 トレース

遺 物 写 真 撮 影

遺 物 観 察 表

原 稿 執 筆

台 帳 作 成

編 集

第 3表 平成 8年度 鴨部 0川田遺跡整理作業工程表

本報告書に係る整理作業の体制は以下のとおりである。

整理作業

平成 7年度

香川県教育委員会事務局文化行政課    財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括  課長   高木 尚 (～ 10.24) 総括  所長    大森忠彦

10



課長

課長補佐

総務  係長

主査

主任主事

埋蔵文化財担当

副主幹

(10.25～ ) 次長

主任文化財専門員

総務  係長

主査

整理 文化財専門員

整理補助員

総務  係長

主事

真鍋隆幸

廣瀬常雄

前田和也

西村厚二

森 格也

山下登志子

香川明美

山地真理子

陶川真由美

新出容子

前田和也

佐々木隆司

藤原章夫

高木一義

山崎 隆

星加宏明

高倉秀子

渡部明夫

東條俊子

中野優美

吉田育代

平成 8年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

総括  課長   藤原章夫

課長補佐 高木一義

総務  係長   山崎 隆

主査   星加宏明

主事   打越和美

埋蔵文化財担当

副主幹  渡部明夫

整理作業員

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括  所長 大森忠彦

小野善範次長

主任文化財専門員 廣瀬常雄

主任文化財専門員 大山真充

整理 文化財専門員 森 格也

整理員 山下登志子

整理補助員  東條俊子 香川明美

中野優美 山地真理子

整理作業員  陶川真由美 吉田育代

新出容子



第 2章 立地と環境

第 1節 地理的環境

鴨部 。川田遺跡は香川県大川郡志度町鴨部に所在する。志度町は香川県の北東部に位置

し,瀬戸内海東部の播磨灘沿岸部にあり,庵治半島と大串半島,馬が鼻半島にはさまれた

志度湾と小田湾に面し,対岸には小豆島を望む。鴨部地区は志度町の南東部にあり,東側

は津田町と,南側は寒川町と接している。

鴨部地区は四方を100～ 200mほ どの山に囲まれ,西部を流れる鴨部川により形成された

沖積平野となっており,南北約 2 km,東西 1～ 1.4kmの小さな盆地状の平野である。西側

の五瀬山 (標高242.8m)か ら派生する丘陵部は平野部と明瞭な境界をみせる。これに対

して東側の津田町との境となっている山地から派生する丘陵部は,平野部分との境は不明

瞭で緩やかに低 くなり,扇状地を形成している。

平野南部の甑山 (標高 105。 3m)付近の平地部では標高10m前後,北部で 6m前後と

なっている。また東西方向は,平野の中央部分が両端部よりlmほ ど低 くなっている。鴨

部川の旧河道が平野の中央部分に流れていた可能性がある。現在の鴨部川は平野部の西端

を流れており,周囲の平地部よりも川底が高い天丼川となっている。

鴨部川により形成されたこの沖積平野は,高松東道路部分のボーリング調査の結果によ

ると,花間岩の基盤層に至るまで深いところで地表から25mほ ど (標高約-15m前後)の

非常に厚い堆積をみせている。地表から5mほ どは砂質土, 5～ 10mほ どは粘質土層,そ

れより下は砂礫土層となっている。

鴨部・川田遺跡は,こ の鳴部地区の平野部の南部で甑山の山裾から北へ約300mの所に

位置し,鴨部川の東側の堤防のすぐ下から東側に向かつて広がつている。遺跡の現地表面

は標高8.5～ 9。 lmで ,西から東に向かって緩やかに下つている。鴨部・川田遺跡では弥生

時代前期末～中期初頭の遺構 。遺物を現地表面より1.5～ 1。 8m下の標高7.3m前後で検出

した。遺構面も西から東に向って,道路センター杭NQ854と NQ855の 間,NQ859付近で変換

しながら緩やかに下つている。調査区の西端の標高は7.60m,東端の標高は7.12mで比高



鴨部川
鴨部 。川田遺跡

-5

-10

-15

縦の線はボーリングの位置と深度

1:表土, 2:砂質土層, 3:粘性土層, 4:礫まじり砂層, 5:砂礫層, 6:花商岩層 (基盤), 7:火山灰層

第4図 鴨部地区高松東道路通過地の地質断面図 (参考文献 pp.11の 図に加筆引用)

差は48cmと なっている。弥生時代前期末の遺構面より50cmほ ど上には平安時代の遺構面が

あるが,弥生時代前期末の遺構面から上部は大部分が砂層となっている。弥生時代前期末

から現在に至るまでに砂が1.5～ 1.8mも 堆積したということは,鴨部川の氾濫がいかに激

しかったかを物語っている。鴨部・川田遺跡は,こ の沖積平野の上部の砂質土層中に営ま

れており,ま さに水との闘いであったと考えられる。

参考文献 寺戸恒夫「志度町の自然環境」『大学と地域』徳島文理大学 1995

第 2節 歴史的環境

鴨部 。川田遺跡は志度町南東部の鴨部地区にあり,周囲を山に囲まれた沖積平野 (こ こ

では鴨部平野と呼ぶことにする)に位置している。この鴨部地区は鴨部平野を取り巻く山

地を中心に多くの遺跡が知られている。また鴨部地区は東を津田町,南を寒川町に接して

おり,一部これらの町の遺跡も併せて鴨部地区を中心とする周囲の遺跡を,時代順に紹介

してゆくことにする。

旧石器時代の遺跡や遺物は,現在のところ志度町内や周辺の地域で発見されていない。

本書で報告する鴨部 。川田遺跡で旧石器時代末の細石刃核が出土したのが最初の例である。

河川や平野部の周囲の扇状地や段丘上などで,今後新たに発見される可能性は十分に考え
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鴨部 0川 田遺跡 六番古墳群 ―b 寺尾 8号墳 ―e ttH号墓
鴨部南谷遺跡 西山古墳群 ―C 寺尾 9号墳 雨滝城跡

田中古墳群 坂子古墳群 ズバ山東弥生遺跡 船井古墳群

日浦古墳群 ―a 坂子 1号墳 奥古墳群 石井廃寺

二番遺跡 坂子若宮古墳群 ―a 奥 3号墳 中峠古墳

成山古墳群 ズバ山弥生遺跡 ―b 奥13号墳 北羽立峠古墳
―a 成山 1号墳 寺尾古墳群 ―c 奥14号墳 宮奥古墳

五所古墳群 ―a 寺尾 4号墳 ―d 奥10号墓 龍王山古墳

第 4表 周辺の遺跡一覧

られる。

縄文時代では,鴨部平野の北東部の扇状地に位置する鴨部南谷遺跡で,旧河道から縄文

時代後期の土器が出土している。鴨部南谷遺跡の周辺の扇状地に縄文時代の遺跡が展開し

ている可能性が高い。

弥生時代になっても依然として遺跡数は少ない。弥生時代前期末～中期初頭には鴨部平

野の南部に,本書で述べる鴨部 。川田遺跡がある。先に述べた鴨部南谷遺跡では弥生時代

中期後半～古墳時代前半の竪穴住居を含む集落を検出した。鴨部 。川田遺跡のすぐ南側の

甑山 (通称ズバ山)の山頂から南側斜面にかけてズバ山弥生遺跡がある。弥生時代中期後

半を中心とした土器や,石鏃や打製石庖丁などの石器が散布している。遺跡の東部では弥

生時代後期の壺棺が検出されている。また甑山の山頂から東へ約400mの ,津田川へ向

かって南側に伸びる尾根上にはズバ山東弥生遺跡がある。土器の細片,石鏃・石錐・大型

蛤刃石斧などの石器が出土している。両者とも調査が行なわれておらず詳細は不明である

が,いずれも山頂から南斜面にかけての津田川に向かった立地となっている。ズバ山弥生

遺跡ではさらに鴨部川を望むことが出来て,交通 (水運)を監視する高地性集落と考えら

れる。この他に鴨部平野の西部の五瀬山と北西部の天野峠の間の山間部の志度町天野で ,

弥生時代中期後半の製塩土器と弥生土器が出土している。

古墳時代では,先程の鴨部南谷遺跡で古墳時代前半の竪穴住居を含む集落があるが,そ

れ以外は現在のところまだ知られていない。古墳は鴨部平野を取 り巻く山に多く営まれて

いる。鴨部平野の東側の山地には,田 中古墳群 。日浦古墳群が,北側の山地には成山古墳

群がある。このうち成山 1号墳は箱式石棺を主体とする円墳で,倭製内行花文鏡 。鉄剣・

勾玉 。管玉が出土している。西側の山地の北から南に向かって,五所古墳群・六番古墳群

・西山古墳群・坂子古墳群・坂子若宮古墳群がそれぞれ造営されている。この中で坂子 1

号墳は全長30mの前方後円墳で,後円部に竪穴式石椰をもつものと考えられている。平野



の東・北 。西側の山地に造営されたこれらの古墳は,詳細は不明ながら横穴式石室をもつ

ものはないことから古墳時代前半期の可能性が高い。また前方後円墳と記録されているも

のが多いが,現状で前方後円墳と考えられるのは坂子 1号墳のみで,その他は円墳の可能

性が高い。

これらに対して平野の南側の甑山の南斜面から東斜面を中心にして寺尾古墳群がある。

寺尾古墳群は23基からなる古墳群である。 4号墳は全長20mの前方後円墳で,後円部に竪

穴式石椰を,前方部に箱式石棺をもつ。 8号墳は直径15mほ どの円墳で,主体部は不明で

あるが,甲 冑を含む鉄器類と埴輪 (円筒・形象)が出土しており, 5世紀中ごろと考えら

れている。 9号墳は横穴式石室をもち, 8世紀前半の須恵器が出土している。寺尾古墳群

は横穴式石室 3基の他は,竪穴式石椰と箱式石棺のものが多い。古墳は甑山の南～東斜面

の寒川町側に大部分が造営されており,鴨部平野ではなく津田川のほうを意識 して造営さ

れている。

寺尾古墳群と津田川をはさんで南東側の雨滝山山麓には奥古墳群がある。 3・ 13・ 14号

墳はいずれも古墳時代前期の前方後円墳で,竪穴式石椰に割竹形木棺をもつ。 3号墳から

は京都府椿井大塚山古墳のものと同籠の中国製三角縁神獣鏡が出土しているのが注目され

る。10。 11号墓は竪穴式石椰をもつ弥生時代終末期段階の墳丘墓で,10号墓からは器台な

どの供献土器が出土している。

鴨部平野の東側の山地の津田町との町境に中峠古墳がある。この山地の東側の津田町側

には,箱式石棺を主体部にもつ前方後円墳である北羽立峠古墳,円墳であるが長大な竪穴

式石室をもつ龍王山古墳,横穴式石室をもつ宮奥古墳などがある。

古代には鴨部平野の南東部の山裾に二番遺跡があるが,詳細は不明である。古代寺院と

しては寒川町側であるが,奥古墳群の南西部に石井廃寺がある。石井廃寺では四重弧文軒

平瓦,藤原宮式の蓮華文軒丸瓦・偏行唐草文軒平瓦が出土しており創建は白鳳時代と考え

られる。複弁 8葉蓮華文軒丸瓦に加えて,鴎尾が出土していることは注目される。白鳳時

代に現在の寒川町石田の創建された極楽寺が,天長元年 (824)に志度町鴨部東山に移転

した。鴨部平野の北東部で,現在長福寺の南西付近にその場所が考えられている。この場

所は現在でも寺院の弟子僧に仏教の奥義を話し,仏典を教えたり研究するという意味をも

つ「談義所」という地名が残っている。その後極楽寺は建武 2年 (1335)に 現在ある長尾

町に移転している。

鴨部地区は旧寒川郡鴨部郷に含まれる。『倭名抄』には訓がないが,「かも」と読んだと



考えられている。鴨部平野の北東部には式内社の志太張神社があり,天下春命を祭る。鎌

倉時代には当地区に石清水八幡宮領鴨部荘が成立する。現在のところ鴨部平野を中心とし

た一帯には古代～中世の集落跡は発見されていない。しかし,鴨部・川田遺跡で平安時代

の溝跡が検出されており,遺物が出土していることから,周辺地域に遺跡が展開するもの

と思われる。

鴨部地区から鴨部川に沿って寒川町に至る一帯は,条里制地割りが良く残つていた地域

であるが,近年のほ場整備によりその姿は失われつつある。旧寒川郡には条里に関する地

名の残つているところが少ないため,その復元が困難となっている。しかし鴨部 。川田遺

跡の所在する川田地区のすぐ北には江戸時代の名称であるが,九条免という地名が残って

おり,僅かな手がかりとなっている。

以上,鴨部平野を中心とした地域の歴史を見てきたが,調査された遺跡はまだ少なく,

今後新しい遺跡も発見されることと思われる。

参考文献  『新編 志度町史』1986
『寒川町史』1985

『香川県史』 1 原始・古代 1988

『香川県史』2 中世 1989



第 3章 調査の成果

第 1節 A区の調査

1.調査区の概要

最も鴨部川寄りの調査区で,東西45m× 南北60mの合計2700ぽの調査区である。現地表

面は東西方向で標高9.0～ 9。 lm,南北方向で標高8.8～ 9。 lmと なっている。弥生時代前期

の遺構面は現地表面から1.4～ 1.6mほ ど下の,標高7.40～ 7.60mの所で検出した。また遺

構は希少ながら現地表面から1,Omほ ど下の標高8.lm前後で,平安時代の遺構面を検出し

た。

弥生時代前期の遺構面は,A区の東側は茶褐色粘質土～茶灰色粘土層,中央から西側部

分では青灰色砂混じり粘質土層がそれぞれ遺構面となっている。現在の鴨部川の東側の土

手の直下に調査区があるために,かなりの湧水が予想されたが,渇水期の冬場に調査を行

なったため幾分湧水は和らいでいたが,それでもかなりの湧水と遺構面が深く調査区の壁

が崩れるため,綱矢板を打設しての調査となった。遺構面の上には10～ 15cmほ どの黒褐色

砂混じり粘質土の包含層が形成されているが,調査区の北側では見られず,南側を中心に

包含層が広がつている。包含層には土器・石器などがかなり含まれており,包含層掘削に

は時間がかかつた。

平安時代の遺構面から上には,主に褐色系の砂質土と細砂が厚 く堆積しており,調査区

のすぐ西側の鴨部川の氾濫による洪水砂と考えられる。また弥生時代前期の遺構面と平安

時代の遺構面との間は,青灰色系の粘土もしくは粘質土が水平に堆積している。このこと

はA区が弥生時代前期末以降平安時代までの時期に,鴨部川の河床になっていた可能性を

示している。

遺構は調査区の北半分では疎であつたが,南半分では竪穴住居跡あるいは平地式住居跡

や溝などの弥生時代前期後半～末を中心とする遺構を検出した。また,他の調査区では見

られなかった平安時代の遺構 。遺物も検出している。
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2。 調査の成果

(1)弥生時代の遺構 0遺物

S D01(第 8図～第 9図 )

調査区の東側に位置する溝で,調査区の南壁から北に22mの所から始まる。北へ 8mほ

ど向つた後に北東方向に変換 し,そのままほぼ直線的に伸びて北側の調査区外へ至る。幅

は50cm前後,深 さは10～ 30cmほ どである。断面はU字形で,下層には主に明灰色粘質土が

堆積している。

1は壺で口縁部内面に断面三角形の突帯を

L字形で,日縁部端部に刻み目を施し,体

部にはヘラ描き沈線を4条施している。

1条貼 り巡らせている。 2は甕で口縁部は逆

遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手 法の特徴 備 考

こぶ い貢橙 10YR7/2、 口縁 内 面に架帯 1条 昨 面 材 日→ ナテ 、 内 面 マメツ

不 籠
薔

曳買橙 10YR8/3、 灰 自
2.5Y/8/1

ヘ ラ描 沈繰 引存 4条 、 日材
蔀辮部力lみ 日

第 8図  A tt S D01出 土遺物 (1/4)

7.40里
A'  B―――

7.堕
B,c_

3 茶褐色粘質土
4 明茶褐色砂質土

7.堕
c,

0                 50cm

1 黒灰色粘土
2 明灰色粘質土
黄褐色粘土プロック含む

第 9図  Att S D01断 面図 (1/20)

S D02(第 10図 )

調査区の東側で, S D01の東 2mの所に位置している。北北東一南南西の溝で,長 さは

6m弱 ,幅は0。 5～ 1。 lmで ,溝の南側が広 くなっている。深さは10cm前後と浅く,埋土は
ヽヽ       :       タク  、       |      .′灰

1「11量:IPIi::3の   
＼ヽ

外面にはハケロが残っている。      1

灰茶色粘土の単一層である。    ＼    |   〃′ 
｀ヽ
、    |   ん′

写イ

―

―

       
ピ ロ ヽ コ L‐ ‐

遺物 番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施文 形 態 。手法 の特徴 備 考

少 見黄25Y7/3
小面材 目・マメツ、内面指押え 。マメツ

杯 ・ 覺 ヂ・晋 腱5YR6/8、 灰黄 界面マメツ・指押 え、内 面指押 え→

"‐

第10図  A tt S D02出 土遺物 (1/4)



S D03(第 11図 )

調査区の東側で, S D01の南側先端部の東約 l rnの所に位置している。南北方向の溝で,

S D01の南側先端部分と平行になっている。長さは5。 6m,幅40cm,深 さ10cm前後の小規

模な溝である。埋土は灰色砂混じり粘質土の単一層である。

5は蓋で,つ まみ部は指押さえで整形している。

6は平基の石鏃で,基部の片方が歪んでいる。サヌ

カイト製である。 0  ' 5cギ

ー遺物番 号 器 種 口径 器 両 底径 胎 土 色調 施 文 形憲・ 手伝 の特傲 悧 考

か
゛
1数 つまろ

径51

。少 、甲・ にぶい橙7 5YR7/3、
にぶい黄橙 10YR7/`

つまみ部指押えにより整形、外面
"‐

遺物番 号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石 材 形 騰 キ活 の特ロ 備 考

百麟 ナヌカイト 平基

第11図  Att S D03出土遺物 (1/2, 1/4)

S D04(第 12図～第14図 )

調査区の南東部に位置する溝である。調査区内で15。 4mほ ど南西方向に伸びて,調査区

外へ続いて行 く。幅は1.4～ 2.6mで ,北側の先端部は広がり気味に収束する。溝の南側の

部分は,西側に広いテラス状の平端部を形成している。断面は溝の南側でV字形で,北側

に行 くほどU字形になって行 く。深さは30～ 60cmで ,中央部分がやや浅くなっている。埋

土は最上層に黒灰色砂質土が堆積しており,最下層には粘性の強い粘土が堆積 している。

7.50里
B,

7.50m c,

第12図  A tt S D04断面図

1 黒灰色砂質土

2 黒茶色粘質土

3 黒色粘土 粘性強い

4 灰色砂質土

5 茶褐色粘質土

6 暗灰色粘土 粘性強い

0               1m

(1/30)
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遺 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 偏 考

弥・壺 rtl。 少、甲・
普

天貢褐10YR6/2、 灰自
25Y8/2

ヘラ描沈綬 条、複条貼伺
突帯 (2条1単位 )

本面ヘラミカ
。
キ、内面マメツ

弥 。甕 +25 甲・晋 にぶい貢橙 10YR6/3、
にぶい未福2 5YR4/4

ヘラ描沈線 12条 、円形浮
文

口縁部

"‐

、外面け 目→

"‐

、

邦 ・ 聖 ネ23. 綱 。多 晋褐 10YR3/3、 灰貢 2 ヘラ描沈線 10条 、口縁部 口縁部77、 21・ lEl"、 円口彊
lIF'・ 情

°

甲・ 多 にぶい橙 7.5YR6/4、 拝
灰10YR4/1

ヘラ描沈繰現存2条 、口編
部蝋蔀力!み 目

1 弥・甕 *28 中・少、細・

少
慶5YR7/6 口縁部

"・

、外面マメツ、内面板ナ

1 弥・甕 甲・多 灰黄褐10YR5/2、 灰藤 口縁部下部を棒状工具により
押圧、外面持

°
、内面持・

か
。
聖 甲・ 晋 置5YR7/6、 にぶい貢権 口縁部

"や

、外面板″
‐
・材 日、

著買 2.5Y7/3、 にぶし

'格

10YR7/3
外面板″

‐
、内面板

"｀

ハ ・ 霊 甲
。
多 にぶ い橙 2.5YR6/4、

書″ ,RYS/1
外面マメツ、内面指押え 。″

‐

赤 10R5/6、 にぶい貢任
10YR7/4

外面け 目・マメツ、内面llEF7え 。

マメツ

杯・秘
10YR7/1 ・マメツ

弥 ・ 翌 世 ・ 多 にぶい黄橙 10YR7/3、
灰白10YR7/1

外面マメツ、内面

"・

・指押え

にぶ い貢 2.5Y6/3、 澤 全体 に

赤橙 10YR6/6、 灰買 2. 外面マメツ、内面″
‐

弥・翻 甲・ 多 にぶ い買覆 10YR6/3、
冷苦 25Y7/3

全体 にマメツ、底部外 面情 IIIえ

甲・ 多 にぶい黄褐 10YR5/3、
灰黄25Y7/2

弥・甕 bl杯慟 2.5YR6/8、 に嬌
い黄橙 10YR7/2

杯
。
1配 ・  夕 た、  甲  

。 にぶ い赤褐 5YR5/4、

`r玉
ぃ書悟 loYR7/■

外面

"・

、内面指押え

第13図  AttS D04出土遺物(1)(1/4)



0 5cm
1,,..1

遺物番号 器種 現存長 最 大幅 最大厚 菫 量 石材   1    形態 。手法の特徴     1  備考

石庖 丁 晶 片岩     l両 側縁 に挟 り、快 り部分・刃部屋滅

第14図  A tt S D04出 土遺物(2)(1/2)

7は壺で,体部上部にヘラ描き沈線を2条施し,体部中央には 2条 1単位の複条貼付突

帯文を施す。外面にはヘラミガキを施している。 8～ 13は甕で,日縁部はいずれも逆 L字

形である。 8はヘラ描き沈線12条 を施し,その下に円形浮文を貼 り付けている。 9はヘラ

描き沈線が10条施されているが,あ るいは櫛描文かも知れない。11は 口縁部直下の外面を

強くナデている。12は 口縁部外面の下部を棒状工具で押している。日縁部は端部の上を包

み込むように粘土を足 して逆 L字形に仕上げている。14～ 24は壺あるいは甕の底部である。

16は外面にハケロが残る。17は全体に摩滅しているが,外面にヘラミガキの痕跡が認めら

れる。20の体部は若干内湾している。21は底部外面のやや内側を強く指押えを行つている。

23は底部の内・外面に指押えを行なっている。

25は結晶片岩製の打製石庖丁である。両側縁部に扶 りを入れており,扶 り部分の内側に

紐によると思われる摩減痕がある。背面は外湾しており,刃部はほぼ直線である。刃部は

若千摩滅している。

S D05(第 15図 )

調査区の南東部で, S D04の北端部の東側と重なって, S D04の埋没後に掘削された南

0                 10cm 0 5cm
l-----------:---

遺物 番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態・手 種 の特似 備 考

5YR5/6 面

"・

、内面

"・天黄褐 10YR6/2 外面板ナテ
・
、内面マメツ

甲・ 多 登2 5YR6/8、 に
ぶい黄橙10YR7

全体にマメツ

第15図  AttS D05出土遺物 (1/2, 1/4)

遺物番号 1   器種 現 FF長 最 大 幅 最 大 厚 重量 石 材 形 態 。手話 の特似 備 考

ナヌカイ ト 』基



北方向の溝である。長さは4.2m,幅 50cm,深 さ10cm前後の小規模な溝である。埋土は黒

灰色砂混じり粘質土の単一層で,断面はU字形である。

26は壺で,国縁部は大きく開き,端部は外側に平坦な面をもつ。全体にナデている。27

は外面に板ナデの痕跡がある。

29は凹基の石鏃で,剥片の周辺に加工を施して仕上げている。

S D06(第 16図～第18図 )

調査区の南東部で, S D04・ 05の北東部に隣接する溝である。北東―南西方向に直線的

に伸びる溝で,中央部をS D07・ 14に切られている。全長7。 7m,幅 0。 6～ 1.Om,深 さ15

～35cmである。断面はU字形で,最上層には暗灰色砂質土が堆積しており,それより下層

には茶色系統の粘質土・粘土が堆積している。最下層とその上の層から遺物が多量に出土

している。

30は壺で,直立する頸部から口縁部は大きく外反する。頸部にはヘラ描き沈線が現存で

5条施され,外面には粗いハケロが,内面にはヘラミガキがそれぞれ施されている。31

～42は甕で,31は如意形口縁,32～ 42は逆L字形口縁となっている。31は 口縁部端部に刻

み目を施し,外面にヘラ描き沈線が現存で 6条施されている。33の外面のヘラ描き沈線は14

条と多条である。34～ 36の口縁部は断面が三角形になっている。35の体部上半は膨らんで

いる。37の 口縁部は逆 L字形に粘土を貼ったときの余りが,内側にはみ出して肥厚してい

る。外面は摩滅しており沈線の有無など不明である。38は外面にヘラ描き沈線が 7条施さ

れているが,不揃いで雑な線である。体部は上半部のみであるが,直線的になっている。

日縁部は下側がやや肥厚している。39は体部上半は少し膨らんでおり,外面のヘラ描き沈

線は13条 と多条である。40は 日縁部を強くナデており,端部は若干上向きになっている。

外面のヘラ描き沈線は8条であるが,不揃いで雑な引き方である。沈線文帯の下には列点

文が巡っている。体部は直線的で外面にはハケロが,内面には板ナデがそれぞれ施されて

いる。底部は上げ底である。41は 口縁部は端部をそのまま横へつまみ出して逆L字形にし

ている。42は 口縁部のすぐ下に断面三角形の突帯を貼り巡らせている。43～ 48は壺及び甕
7.40m A'

A―一 1 暗灰色砂質土
2 茶褐色粘質土
3 暗茶色粘質土
4 暗灰褐色粘土
5 灰茶色粘土

0                  50cm

第16図  Att S D06断 面図 (1/20)
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遺物番 号 器種 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

1 甲・ 多 寃黄2.5Y7/3、
藁苦2_5Y7/2

頃部ヘラ描沈繰現存5条 口縁部

"・

、外面粗いけ日、内面ヘラミカ
キ。指押え・

"°3 中。少、細・
′♭

火貢褐 10YR5/2 ヘラ描沈線現存6条、口胴
鰍僣語鍬メ劉み 日

如意形口縁、口縁部ナデ、外面ナテ
・

内面板

"・中 。少、細・
少

こぶい黄褐10Y
t5/3、 にぶい黄
隔10YR7/2

ヘラ描沈線現存7条 、口縁
部端部刻み 目

口縁部ナテ
・
、外面ナテ
・
、内面

"‐

か・贅 甲 。多 天貢2.5Y7/2 ヘラ描沈線 14条 、口縁部
端部刻み 目

口縁部ナテ
や
、外面

"・

、内面″
・

添 ・ 狙 浅貢橙 10YR8/3
にぶい橙 5YR7/

口縁 郡 ″ 、 外 国 7V日 、 困 口 ″

杯
。
独 *50. 甲・ イン OYR7/し 、民 買

17.5YR8/3
口縁部ナテ

‐
、外面″ 日、内面マメツ

甲 。多 にぶい貢橙 10Y
R6/3、 浅黄橙 10

ヘラ描沈線 13条 2倅にマメツ

弥・甕 甲
°営

7.5YR5/2
口縁部端部刻み 目 口縁部

"‐

、外面マメツ、内面IIEFIIえ→

弥 ・ 甕

普

にぶい貢覆10Y
R6/4、 にぶい黄

ヘフ轟賓冗商抒粂、口稼間
'踊郭刻み 目

口縁部

"‐

、外面

"‐

、内面″

鯛 。多 にぶい貢褐10Y
R5/3、 にぶい黄
縫10YR6/3

ヘラ描沈繰 13条 、口縁部
端部刻み目

口縁部

"‐

、体部マメツ

が・狙
多 こぶい黄橙10Y

t7/3

ヘラ描沈線8条、口縁部靖
部刻み日、沈線帯下に列

口縁部″
‐
、外面材 日、内面板″

甲 。多 こぶい貢橙 10Y
17/4、 灰 自25

ヘラ描沈線6条、口稼脳
部刻み目

口縁部つまみ出す、全体にマメツ

4 添・ 盤 不自 甲・晋 天貢2.5Y7/2 口縁部やや下に突帯を貼 り付ける、
全体にマメツ

第17図  AttS D06出土遺物(1)(1/4)
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退物番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 間 施 文 形 態 。手法 の特徴 備 考

阻・ 多 火黄褐 10YR6/2 小面″
マ
、内面指押え・

"・

、底部外
面ヘラタス・リ

が・曼 阻
°
多 曳黄橙 7.5YR8/3、

天白10YR8/2
全体にマメツ

ぶい貢橙 10YR7′
灰 白2 5YR8/1

71・ 面襦押 え、内面指押 え、底 部薄 し

7 こぶい褐7 5YR5/( 全体にマメツ

甲・ 晋 火節 10YR5/2、 に 外面け 日、内面指押え・板ナデ→

"・

、底
部外面ヘラケス・り→

"°中・少 にぶい貢橙 10YR7ノ
2、 灰白10YR3/2

界山宿 FIIえ → 板″
‐
、内面マメツ

遺 物 番 号 器 種 現存長 最 大幅 最 大 厚 菫 量 石 材 備 考

二次加工のある
剥片

3 ナヌカイ 剛稼部に刀ロエ反

』石 山 岩 庁面が経む

第18図  Att S D06出土遺物(2)(1/2. 1/4)

の底部である。43の底部外面はヘラケズリとなっている。45の底部は上げ底で非常に薄く

なっており,内・外面ともに指押えが顕著である。立ち上り部は外側に突出している。47

は外面はハケロ,内面は板ナデとなっている。48は底部立ち上り部の外面に板状工具の小

口部の当たった痕跡が多く見られる。

49は縁辺部に加工痕が見られる。50は一面のみに敲打による凹みが見られる。安山岩製

である。

S D07(第 19図 )

調査区の南東部で, S D06と 重なって検出した南北方向の溝である。S D06の 埋没後に

掘削され,溝の北端部はS D14に より壊されている。この溝の北端部はS D14よ り北側で

検出されなかったため, S D14に より壊された部分の中で収東すると考えられる。検出長

2.8m,最大長3。 9m以内,幅 0.8～ 1。 4mと なっており,中央部分が狭くなり,北側が広く

なっている不整形な溝である。深さは10cm前後と浅く,埋土は暗茶褐色粘質土の単一層で

ある。



51は壺の底部で,全体にナデている。

52は平基の石鏃である。やや厚手の剥片

の周囲を大きく剥離して加工している。 0              1 0cm

遺物 番 号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 形熊・ 手法 の特徴 備 考

死白25Y8/1、 灰 雷 25Y7/` 外面

"‐

、内 面

"

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最 大厚 菫 麓 石 材 形態・ 手種の特徴 備 考

百鏃 サヌカイ ト 平基

第19図  A tt S D07出 土遺物 (1/2, 1/4)

S D08(第 20図 )

調査区の南東部で,調査区東壁際で検出した溝である。溝は西北西方向から緩く弧を描

いて南東方向に向かい,A区 とB区の境部分の調査区外で収束する。調査区内での全長は

2.2m,幅 50cm,深 さ20cm前後となっている。溝の埋土は黒灰色粘土の単一層である。途

切れてはいるが,B tt S D01と 同一の溝であった可能性もある。

53～ 55は甕で,53・ 54と もに逆L字形口縁である。53は外面にヘラ描き沈線が現存で 4

条あり,内面にはハケロを施している。54の外面のヘラ描き沈線は13条 と多条で,体部は

蚤ili[[iiゝ  6訃序八鱚昴
―

の痕跡がある。 1 0cm

S D09(第 21図 ～第22図 )

調査区の南東隅で検出した溝で,その大半はB区に位置しているが,周辺の遺構との関

係で,本調査区で報告する。溝は調査区の南壁から北に1l mの所から始まり,若千蛇行し

7.聖
A'

7.聖
B,

1 黒褐色粘土 粘性強い

2 黒褐色砂混 じり粘質土

3 黒灰色砂混 じり粘質土

4 灰色粗砂

0           1m

遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備考

甲・ 晋 灰褐 7 5YR5/2、 錦こ欝究曇習存4条、口編口縁 部ナテ
~、

外 面″
‐
、内面″ 目

ホ50 細・ 多 灰貢褐10YR4/2
にぶい黄橙 10Y
R7/3

ヘラ描沈線 13条、口縁部
瑞部刻み目

口縁 部ナテ
‐
、外 面″

‐
、内面″

‐

が ・ 賀 9 阻・晋 灰黄25Y7/2、
灰白25Y8/2

本面指押え 。″
‐
、内面ナテ

‐
・板″
‐

第20図  Att S D08出 土遺物 (1/4)

第21図  AttS D09断面図 (1/40)



ながら南北方向から南南西方向へ緩くカーブして調査区外へと至る。調査区内で全長約13

m,幅 1.4～ 2.4m,深さは40cm前後となっており,幅が広くなったり狭くなったりしてい

る。埋土は最上層に粘性の強い黒褐色粘土が堆積しており,最下層は北側へ向かうほど砂

が多くなり,B一 B'ラ インでは灰色粗砂となっている。溝の北端部とS D04と の間隔は3.5

mほ ど開いており,B区 と平成 3年度調査区にまたがって,一ヶ所が途切れながら長楕円

形に巡る溝 (B tt S D02)が S D09の 東約 5mの ところにあることからも,S D09も S D04

と調査区外でつながって一ヶ所が途切れた長楕円形に巡る溝になる可能性がある。

遺物はA区内で少量出土し,

B区側では細片が出土したのみ

である。56は壷で,頸部にヘラ

描き沈線が現存で 2条施され ,

最も上の沈線は不連続となって

いる。外面はヘラミガキとなっ

ている。日縁部は厚手となって

いる。57は逆 L字形口縁の甕で

外面にヘラ描き沈線が現存で 8

条施されている。58は大型蛤刃

石斧の基部中央部分の破片であ

る。

0                 1 ocm

遺物番号 器種 口 径 器 lll [径 胎 土 色調 麗 又 形 悪 。手 法の特徴 備考
甲 。多 にぶい貢25Y6

/3、 黄灰25Y5
/1

項部にヘラ描沈線現存2条 冷回ヘフコ 千、円 山 77、 お 壁厚 い

不 。覺 〒・多 灰白25Y8/2 ヘ フ抽 死課 現 仔 8朱、 日愕
部端蔀力!み 目

口縁司
`″
、外面ナテ

~、

内面指押え

遺物 番 号 器 種 男存長 最 大幅 最大厚 重量 石 材 形慰 。手法 の特徴 備 考
型蛤 刃石斧 岩 )安 山岩 部 中央部分 色

第22図  Att S D09出 土遺物 (1/2, 1/4)

S D10

調査区の南東部分で, S D04の北端部の西側 3mほ どの所に位置 している東西方向の溝

である。溝は東側で若千南東方向へ屈曲しており,東端部はS D14に 壊されている。溝は

0 5cm
t,,..1

-



S D14を 越えて検出されなかったことから, S D14の範囲内で収束するものである。検出

長で6.2m,幅 0。 8～ 1.lm,深 さは10cm前後であるが,中央部分がやや浅くなっている。

埋土は明灰色粘質土の単一層である。遺物は図化出来なかつたが,逆 L字形口縁甕を含む

細片が少量出土している。

S Dll

S D10の 東端部の北側に隣接して検出した溝で,S D10の東端部に平行している。S D10

と同様に東端部をS D14に 壊されており, S D14付近で S D10に も壊されている。検出長

は2.4m,幅 60cm,深 さ10cm前後である。埋土は茶褐色粘質土の単一層である。遺物は図

化出来なかったが,ヘラ描き沈線 4条 を施した甕と貼付突帯 2条 を巡らせた壺を含む細片

が少量出土している。

7.聖
A'

の

ノ
ノ
ノ

/′
ト

第23図  A tt S H01(古 )平 0断面図 (1/80)
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S H01(第 23図～第26図 )

調査区の西部中央の西壁際で検出したものである。柱穴のみの検出で,壁の立ち上りは

後述の他の住居と同様に検出されなかった。柱の配列や平面形態などから考えて,壁の削

平された竪穴住居の可能性が高い。しかし調査区の堆積状況から遺構面の著しい削平は考

えにくい。このため元々掘り込みと壁の立上がりをもたない平地式住居の可能性も十分に

ある。

主柱の一つは西側調査区外になるが, 8本 と考えられる。中央部に楕円形の土坑 (SK

ヽ

だ
′
′

「
・
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「
¨

′
′

′

「

ぃ

第24図  Att S H01(新 )平・断面図 (1/80)



0              1 0cm ′

遺物 番 号 器種 口 後 器高 底 径 胎 土 色調 施 文 偏 考

弥・壺 F° 多 灰自 10YR8/2 口縁 部副 IIえ・

"、
外 山′V日 、内 山

"・杯 ・ 聖 甲
°
多 浅東健 10YК 8/3

にぶい黄橙 10Y
R7/2

ラ薔 沈緑 5条 口縁部 研 り曲げ 、外 向マメツ、内 向′ソ日
→ヘラミカ
゛
キ

6 9 中・普 暗灰黄2.5Y5/2
黄灰2.5Y4/1

朴面材 日、内面″
‐

甲・

`´

灰25Y7/1、 灰
白2_5Y8/2

全体にマメツ、外面指押え

跡・蓋 驚
笛

甲・ 多 火東 2.5Y8/3、

死白 loYR8/2
個1単位の穿孔2単位 2倅にマメツ ,P02

第25図  Att S H01内 S P01 002出 土遺物 (1/4)

01)を配しており,土坑の両端部には中央 2主柱をもつ。土坑と中央 2主柱の主軸は東西

方向になっている。 8本の主柱は直径5。 4mの 円周上に配置されており,柱間の平均は2.2

mと なっている。主柱穴の掘形の平面形は円～楕円形で,直径40～ 80cmで深さは30cm前後

である。柱痕が確認された柱穴もあり,柱痕の直径は15cmほ どである。掘形の埋土は灰色

粘質土の単一層で,柱痕は暗灰色粘質土となっていた。住居の中央部の土坑は長径1.Om,

短径 0。 8mの楕円形で,深 さは37cmで底部の中央部が一段ピット状に低 くなっている。こ

の一段低 くなった部分には粘性の強い黒灰色粘土と灰色粘土が堆積しており,黒灰色粘土

層中には炭化物が少量混ざっていた。この土坑の長軸の両端には柱穴が接するように配さ

れている。この柱穴は直径30cm程度で,深 さは15cmと 26cmと 浅いもので,埋土は灰色粘質

土の単一層である。

この住居は中央の土坑と中央 2主柱はそのままで,立て替えを行なっている。新 しい主

柱も西側の 1本が調査区外にあるものの 8本で,住居の北側部分では古い主柱の外側に重

ねて柱を配している。主柱は古いものに比べてやや広 く,直径約5.5mの 円周上に配され

ている。新しい柱穴の規模は古い柱穴とほぼ同じであるが,中 には柱痕部分の深さが80cm

近くまで及ぶものがあった。柱穴の埋土は古いものとほぼ同じであるが,古いものに比べ

て粘性が少し強くなっている。

この住居の平面形は主柱の配列から円形と考えられる。竪穴住居であれば,規模は壁が
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遺物番号 器 種 現 rF長 最大幅 最大厚 重 量 石材 形憲 。手 法の特徴 備 考

け製石庖丁 3 ナヌカイ ト
51尋 3 2 ヌカイ

刃器 サヌカイ ト

石鍬 ケヌカイ 俸部甲央部は整えてお らず凹凸多い、
夫製品

ぼ石 1紋岩

第26図  Att S H01内 S K01, S P03～ 05出土遺物 (1/2)



主柱からlm離れていたとすると,直径7.4mぐ らいと推定できる。この住居の床面のや

や上から,多量のサヌカイトの剥片が出土している。製品は後に述べるように石鍬の未製

品や楔形石器など少量である。これに対してサヌカイトの剥片や砕片は,確認できたもの

で66個で,総重量は159。 8gに及んでいる。多量の剥片類の出土と敲石が出土したことか

ら,こ の住居内で石器を製作 していたと考えられ,製品は集落内の他の住居等に持ち出さ

れたのであろう。土器は石器に比べて少量であつた。

59～ 62は S P01か ら出土した土器である。 S P01は 住居の主柱穴ではないが,こ の住居

に伴う柱穴と判断した。59は壺で,日縁部は直線的で内面には指押えを強く施している。

日縁部は頸部に比べて肥厚している。体部は張りがあまりなく,外面はハケロとなってい

る。60は甕で口縁部を横へ短く折 り曲げている。体部外面にはヘラ描き沈線が 5条あり,

内面はハケロの後にヘラミガキを施している。61・ 62は甕と考えられ,61は外面全体にハ

ケロを施している。63は S P02か ら出土した蓋で,つ まみ部に2個 1単位の穿孔が 2単位

ある。

64～ 68は住居の主柱穴および土坑から出土した石器である。64は S P05か ら出土した打

製石庖丁で,側縁部の細片である。側縁部の上側に小さな扶 りを入れている。65は S P03

から出土した楔形石器で,上下に敲打痕が認められる。66は S P04か ら出土したもので,

刃部を作 りだした部分以外は折れており,全体の形は不明である。67は S P05か ら出土し

た石鍬の未製品である。側縁部は敲打により整えており,自 然面の部分をそのまま利用し

て全体の形を整えようとしたものと思われる。基部の中央部分はまだ凹凸が著しい状態で

ある。刃部は製作途中で折れたようで,その段階で石鍬の製作を止めたと考えられる。68

は S K01か ら出土した敲石で,先端部に敲打痕がある。握 りやすい形のものを素材に選ん

でいる。図化できなかったがその他に,床面直上から安山岩製の凹石と考えられるものが

出土している。

S H02(第 27図 )

S H01の 南 5mほ どのところに位置する住居で, S H01と 同様に壁が削平され,柱穴だ

が残った竪穴住居あるいは平地式住居である。住居の東側は後述するS H03と 重なって検

出された。主柱は南側で 2本分検出できなかったが, 8本と考えられる。主柱は直径7.8

mの円周上にほぼ乗っている。主柱間の距離は平均3.Omであるが,北東部の柱間だけが4.1

mと広くなっている。主柱穴の掘形の平面形は円形で,直径20～ 42cm,深 さは12～ 29cmと

小規模なもので,一部に柱痕が確認できたものがある。掘形の埋土は茶褐色粘質土の単一
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第27図  Att S H02平・断面図 (1/80)

層である。主柱穴以外に土坑などの住居に伴う施設は検出されなかった。住居の平面形は

主柱の配置から円形と考えられる。全体の規模は竪穴住居であれば壁が主柱穴からlm離

れているとすると,直径9.8mと 大型の円形住居ということになろう。

遺物は主柱穴の 1つから土器の細片が出土したにとどまるが, S H01と 同時期と考えら

れる。

S H03(第 28図 )

調査区の西側に位置し,北西側が S H02と ,北東傾1が S H04と 重なつて検出された住居

で,壁が削平されて柱穴だけが残つていた竪穴住居あるいは平地式住居である。主柱穴は



直径6。 lmの円周上に配されている。この円周上の柱穴は10cm程度外れるものを含めると12

個ある。しかし住居の東側～南側にかけての柱穴は10～ 30cmほ どに近接しており,B― B'

ラインではB'側の柱穴がライン上で 8 cmと 近接している。これらの近接した柱穴を建て

替えによるものと考えると,Cと そのすぐ西側の柱穴は少し離れているがこの住居の主柱

は現存で 8本 ,西側～南側の未検出の部分に柱を想定すると主柱は10本 と考えられる。こ

れとは別に住居中央付近に柱穴が 4つあるが,た とえばA一 A'方向の 2つ ,B一 B'方

向の 2つなどがあるいは主柱で, 2本主柱の住居の周囲に垂木を巡らせたものとも考えら

れよう。主柱間の距離は平均1.75mで ,主柱穴の掘形の平面形は円形で,直径10～ 35cm,
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第28図  A tt S H03平 ・断面図 (1/80), S P06出 土遺物 (1/12)



深さ20cm弱 ,掘形の埋土は灰色粘質土の単一層である。土坑などの屋内施設は検出されな

かった。主柱の配列からこの住居の平面形は円形と考えられ,竪穴住居であれば主柱と壁

が lm離れているとすると直径 8mほ どの住居が想定される。主柱穴のS P06で は柱材

(69)が残つており,下部を尖らせ地面に打ち込んでいた。直径13.6cmの丸太材で下部の

二部が焦げている。その他の遺物は出土しなかった。
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第29図  A tt S H04平・断面図 (1/80)



S H04(第 29図 )

西側部分がS H03と ,東側部分がS H05と 重なって検出された住居である。壁が削平さ

れて柱穴のみの検出となった竪穴住居あるいは平地式住居である。主柱は直径6.2mの 円

周上に配されるものと,直径4.3mの 円周上に配されるものの 2群があるが,外側の一群

は建て替えた時に拡張されたものと考えられる。内側の一群は主柱は現存で 6本であるが,

南東側に 1本あつたものと考えられ,本来は7本の主柱と思われる。西側の主柱の 1つ は

やや外寄りにある。外側の一群の主柱は8本でC' ・D'部分の主柱は円周より外側に,

B'部分は円周より内側にそれぞれ配置されているが概ね円周上に配されている。主柱の

柱間は内側で平均1.9m,外側で2.5mと なっており,内・外両側とも北東部分の柱間が短

くなっている。主柱掘形の平面形は円形で,直径20～ 40cm,深 さ15～ 35cm,埋土は茶褐色

粘質土の単一層である。外側の 2つの主柱穴には柱材が残存していた。主柱の配置から住

居の平面形は円形と考えられ,竪穴住居であれば主柱と壁の間隔が lmと すると,拡張後

の住居で直径8.2mの住居が想定できる。遺物は出土しなかった。
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第30図  A tt S H05平・断面図 (1/80)



S H05(第 30図 )

調査区の中央南寄りで,西側が S H04と 重なって検出された住居である。壁が削平され

て柱穴のみの検出となった竪穴住居あるいは平地式住居である。主柱は直径7.lmの 円周

上に配されており, 5本検出されたが,西半分の主柱は検出できなかった。線で結んでい

ないが,Aの柱穴の南西に円周に乗る柱穴が 1つある。これはS H04の 主柱であり,ある

いはこの柱穴を共有しながら住居を移動させたのかも知れない。おそらく8本の主柱とな

るであろう。主柱の柱間は平均2.7mで ,北側が広 く南側が狭 くなっている。主柱掘形の

平面形は円形で,直径20～ 30cm,深 さ20cm前後と小さなもので,埋土は灰色粘質土の単一

層である。柱痕は確認できなかった。住居内の南西部で長径1.04m,短径0。 75m,深さ18

cmの土坑を検出した。しかし埋土は黒褐色粘土で,柱穴の埋土と著しく異なるためこの住

居に伴うものではないと考えた。住居からは遺物は全 く出土しなかった。

S H06(第 31図 ～第32図 )

調査区の東壁際の中央部で検出した住居で,壁が削平された竪穴住居あるいは平地式住

居で,柱穴と土坑 (S K02)を検出した。主柱は直径4.Omの 円周上に配されており, 6

本分を検出した。A'一 B'間 ,B'一 C'間 にそれぞれ主柱が本来あったと考えられ ,

主柱が 8本の住居であろう。主柱の柱間は平均 1。 7m,主柱掘形の平面形は円形で,直径25

～30cm,深 さ15～ 50cmで ある。掘形の埋土は灰色粘質土の単一層で,柱痕は確認できな

かつた。南側の主柱は S D14に よって壊されている。住居内の中央やや北寄 りには土坑

(S K02)が あり,柱穴の埋土と同じであることから住居に伴うものと考えた。土坑の平

面形は楕円形で長径88cm,短径74cm,深 'さ は40cmで ある。土坑の掘 り込みはB一 B'方向

が急になっている。土坑は 3層 に大別できて,最下層には粘性の強い暗灰色粘土が堆積し

ている。中層の粘性の強い灰色粘土層と最下層の上部から土器が出土した。主柱の配列か

ら住居の平面形は円形と考えられる。竪穴住居であれば主柱と壁の間隔が lmと すると,

直径6.Omの円形住居が復元出来る。

70～ 78は住居内の S K02か ら出土した遺物である。70～ 76は甕である。70は如意形口縁

で回縁部内面にはハケロを施している。体部外面にはハケロの後にヘラ描き沈線が現存で

7条見られる。71～ 73は逆 L字形口縁のもので,日縁部端部には刻み目を入れている。72

は外面のヘラ描き沈線はH条 と多条で,沈線文帯の下には布巻き棒の押圧による列点文が

ある。体部は膨らんでおり,外面はハケロで,内面は指で縦方向にナデている。73の体部

は直線的で,外面は全体にハケロを施している。75。 76と も外面は全体にハケロで,底部
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第31図  A tt S H06平 ・断面図 (1/80), 平 0断面図 (1/20)
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第32図  A tt S H06内 S K02出 土遺物 (1/4)

は若干上げ底となっている。77は鉢で,日縁部は下方に向いており,端部に刻み目を入れ

ている。体部は内傾 しており,大 きな甕の可能性もある。78も 鉢で,日縁部は粘土を細切

れに足して整形しており,日縁部外面の下部を強く指押さえしている。内 。外面とも板ナ

デとなっている。

S K03(第 33図 )

調査区の南東部で検出した土坑である。平面形は長楕円形であるが隅丸長方形に近い。

長径1.6m,短径0。 9m,深さ10～ 15cmで ある。埋土は暗茶褐色粘土の単一層である。

79は如意形口縁の甕である。日縁部外面には整形時の指押さえ痕がある。80～ 82は逆 L

字形口縁の甕である。80の外面のヘラ描き沈線は16条 と多条である。81の 口縁部端部は下
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第33図  AttS K03出土遺物 (1/4)

方を向き刻み目を施す。体部は直線的に外傾している。82の 口縁部上面は傾斜するが,端

部は指押えにより上向きとなり,刻み目を施している。体部外面には沈線を施していない。

83・ 84は全体に摩減しているが,85の外面にはヘラミガキが僅かに認められる。

S K04

調査区の南東部で, S K03の南側に隣接する土坑である。平面形はやや不整形な隅丸長

方形に近い長楕円形で中央部分が膨らんでいる。長径2.5m,短径1.2m,深 さ10cmで ある。

埋土は黒褐色粘土の単一層である。遺物は細片が少量出土したのみで図化出来なかったが ,

壺の貼付突帯の部分が出土している。

S K05(第 34図 ～第35図 )

調査区の南東部の,東壁際で検出した土坑である。平面形は隅が丸味を帯びた長方形で

溝に近くなっている。北西と南西の隅は角張っているが,北東と南束の隅は丸くなってい

る。長辺2.37m,短辺0。 55m,深 さ17～ 20cmである。掘 り込み部と底部の境は明瞭な稜線

を形成している。埋土は茶色系の粘質土が中心となっている。土坑の北側隅部分の底部直

上で,遺物が集中して出土した。

86は無頸壺で,体部は上半部に最大径部分があり,そ こから内湾してそのまま口縁部に

至る。日縁部の外面には, 2個の穿孔がある把手状のものが現存で 2個貼り付けられてい



る。内面には全体に指押さえが見られる。87は逆L字形口縁の甕で,日径の割に器高が低

く寸胴である。体部は直線的に外傾しており,外面にはハケロが施され,ヘラ描き沈線は

ない。88も 逆L字形口縁の甕で,日縁部上面は傾斜し,端部には刻み目が施される。体部

外面には断続的なヘラ描き沈線が 7条ある。89は口縁部端部に貼った粘土が内・外面に肥

厚しており,T字形の口縁となっている。日縁部内面の肥厚した粘土の下部には,指押え

の時の爪の痕跡がある。90の底部外面はヘラケズリの後にナデている。91は土錘で端部を

丁寧に面取りしている。
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第34図  Att S K05出 土遺物 (1/21 1/4)
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第35図  AttS K05平 0断面図 (1/30)

92は磨製石庖丁で,刃部は外湾,背部は直線となっている。刃部は両面から作つている

が,研 ぎ出しは片側が強くなっている。全体の形を復元すると,紐部の位置が偏っている。

また片方の紐部には穿孔しかけて中止した痕跡がある。紐部の上と,紐部から刃部にかけ

て使用によると考えられる擦痕が認められる。

S K06(第 36図 )

調査区の中央部南よりで検出した土坑で,土坑の南半分は S D14に より壊されており,

全体の形 I規模は不明である。検出部分の平面形は楕円形で,深 さ10cm前後である。埋土

は灰色粘質土の単一層である。

遺物は少ない。93は壺の頸部で,横方向の突帯の間に縦

方向の粘土紐を貼付けて,全体として長方形の格子状に仕

上げている。

、〔
"

0              1 0cm

遺物 番 号 器 極 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

杯・ 量 甲・ 昔 機黄25Y7/3、
天白2.5Y8/2

格子状に突帯を貼り付け
る、突帯に刻み目

2倅 にマメツ、内 向脩碑 え

第36図  AttS K06出土遺物 (1/4)

S K07(第 37図 )

調査区南壁際の中央やや東寄りで検出した土坑であ

る。南側は調査区外のため全体は確認出来なかったが

楕円形の土坑と思われる。長径は不明であるが,短径

は92cm,深 さ10cmで ,下層には黒褐色粘質土が堆積し

ている。遺物は全 く出土しなかった。

1 明茶掲色砂粘土

2 黒褐色粘質土

第37図  AttS K07断面図 (1/30)



S K08(第 38図 )

調査区南壁際の中央で, S K07の 西4.5mの ところで検出した土坑である。南側は調査

区外のため,全体の形は確認出来なかった。調査区壁際の幅は2。 lmで ,壁際でやや広が

りをみせている。深さは54cmで ,断面は幅広のU字形となっている。掘 り込みはなだらか

で,最下層には粘性の強い黒灰色粘土が堆積していた。土坑の北部はS D16に よって僅か

に壊されている。一応土坑としたが,溝の先端部分の可能性も考えられる。遺物は全 く出

土しなかった。

7.60里
A' B一 7.60m B,A――

土  粘性 強 い3 黒灰 色粘1 茶褐 色粘 質土

4 灰色砂質土2 暗灰色粘質土

第38図  AttS K08断面図 (1/30)

S K09(第 39図 ～第40図 )

調査区東壁際で検出した土坑で,北側半分

をS D14に 壊されている。平面形は長楕円形 A

と考えられ,長径は1.9m,深 さ38cmで ,短

径は不明である。長径方向の断面は幅広のU

字形で,底部は西側に向かって深 くなってい

る。埋土は 3層 に分層でき,中層の暗灰茶色

粘土層から土器が出土した。

1 暗茶掲色粘質土
2 暗灰茶色粘±     0
3 暗灰色粘土

0           50cm

-

lm

第39図  AttS K09断面図 (1/40)

94は 国縁部を外側へ折り曲げて逆L字形にした甕で,日縁部端部には刻み目を施してい

る。体部は僅かに膨らみ,外面にはヘラ描き沈線が11条現存じ多条である。95～ 97は逆 L

字形口縁の甕で,日縁部端部に刻み目を施している。95の体部は直線的である。96は 口縁

部内面と端部の下部に強く指押えを行なっている。外面のヘラ描き沈線は現存で11条 と多

条である。97の 口縁部上面は傾斜している。98の底部は高台状に突出しており,外面には

ハケロを施している。100は蓋で外面にバケロが見られる。

S K10

調査区の東側で, S H06の北東部に隣接 して検出した土坑である。平面形は隅丸の長方



…

6 l0cm

@

第40図  Att S K09出土遺物 (1/4)

形で長径1.5m,短径0。 9m,深さ12cmで ある。土坑の北側部分は丸味を帯びているが,南

側は角張っている。埋土は灰褐色粘土の単一層である。

遺物は細片が少量出土したのみで図化出来なかったが,日縁部端部に刻み目をもつ逆 L

字形口縁の甕と壺および甕の底部が出土している。

S Kll(第 41図 )

調査区の東側で, S K10の南東に隣接する土坑である。平面形はやや不整形な円形で ,

東側部分がやや張り出している。直径 0。 9m,深 さ10cm前後で,埋土は灰褐色粘質土の単

一層である。101・ 102と も逆 L字形口縁の甕で

101は口縁部上面が傾斜する。102の外面は無文

である。

遺 物番 号 器 種 口径 器 lHI 底径 胎 土 色 調 施 文 形 態・手紙 の特似 備 考

鯛 °多 天貢褐 10YR5/2
更白10YR8/2

ラ捕費た漸両見存 11条 、 ロ
鰍備蔀力|み 日

口縁部折 り曲げ、日縁部ナテ
‐
、外面

"‐内面板ナテ・

1 粗 。少、中・

普
にぶい貢橙10Y
R7/2、 灰白25
Y7/1

ヘラ描沈線8条 、口縁部端
郭刻み目

口縁部ナテ
・
、外面ナテ

‐
、内面指押え 。ナ

杯 。う配 宇・ 多 又白25Y7/1 ヘラ描沈線現存 H条、ロ 口縁 部
"‐

。指押 え、外 面″
‐
、内 面

指押 夕・ 情・

か ・ 費 甲 。1晋 灰黄褐 10YR6/2
灰白10YR8/2

ヘラ描沈線現存3条、日材
郭端部刻み目

口縁部ナデ、外面ナテ
・、内面指押え 。ナ

杯 ・ 霊 阻 。少 にぶい黄橙 10Y
R6/3、 灰黄2.5
Y7/2

外面″目、内面″
‐
・帽Fllえ 、底目

`ヤや歪む

杯
。
観 阻 。少 明赤褐2 5YR5/

6、 にぶい黄橙
10YR7/2

本面指押 え 。

"‐

、内 面揖碑 え・ ″

2L4 1
租 ・ 多

>、
 1綱 ・

普
吹黄褐 10YR5/2 本面材 日、内 面指 FFえ 。け 日

遺物番 号 器 種 口径 胎 土 色調 施 文 備 考

杯 ・ 盤 +49
少

こぶい貢橙 10Y
t6/3、 黒10YR2

ヽラ硝費た繰6条 、日縁部晰
郭刻み目

火日10YR8/2、
こぶい黄橙 10Y
t7/2

口縁部ナテ
‐
・指押え、外面ナテ

‐
、内面サ

第41図  AttS Kll出土遺物 (1/4)



S K12

調査区の南部で,その東側をS D04に 壊されている土坑である。全体の形は不明である

が,西北西一東南東方向に長い長楕円形になるものと思われる。長径は不明であるが,短

径は2.Om,深 さ10cmほ どである。埋土は暗灰色砂混じり粘質土の単一層である。

遺物は細片が少量出土したのみで図化出来なかったが,逆 L字形口縁甕で体部が無文の

ものと,甕の体部でヘラ描き沈線 7条 とその下に三角形列点文が施されているものが出土

している。

S K13(第 42図 ～第43図 )

調査区の南東部で, S D04と S D09の 北端部に挟まれた場所で検出した土坑である。平

面形は楕円形で,長径2。 lm,短径1.6m,深 さ10～ 23cmと なっている。土坑の底部は平坦

に近いが,西側部分が少し深くなっている。埋土は上下 2層 に大別出来るが,下層の黒色

粘質土および西側底部のやや低 くなった部分に堆積している黒色砂混じり粘質土から,遺

物が出土している。遺物の中に櫛描き文を施した壺が出土していることから,こ れまでの

遺構より若干時期的に下り,弥生時代中期初頭の土坑と考えられる。

―
A'

暗灰色砂混じり粘質土

黒色粘質土

黒色砂混じり粘質土

0           50cm

第42図  Att S K13平 0断面図 (1/30)
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遺物番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 施 文 r//態 。手法の特徴 備 考

にぶい貢25Y6
/3、 浅黄2.5Y7
/3

撃栗薇犬ラ播洗ぷ千マ筵鵠
文)1条

小面

"・

、内面指押 え・

"‐

+22. 綱・ タ にぶい黄橙 10Y
R6/4、 明褐7.5

ヘラ描沈線9条 小面け 目→ナデ、内面指押え→ヘラミカ

不・観 こぶい褐7.5YR
ブ4、 にぶい黄
登10YR7/4

口縁部端部刻み 目 口縁部″
・
、外面材 日、内面ナテ

・

が・犯 11,3・ イリ
'〉

、 租・
微

こぶい黄橙 10Y
t7/4

ヘ ラ描 の文様 マ 獣≠,1う馬訴舞案所薦電慕護79≒ 目霞
部折り曲げ

が・観 甲・晋 こぶい黄橙 10Y 太い欅状工具による沈繰 3 :形 口稼 、 口泳間∫アア 、 /1・回″
i指押 え 。マメツ

甲・ 晋 にぶい貢褐10Y
R5/3、 にぶい黄
桐
=10YR6/3

加意形口縁、口縁部指押え→

"・

、外
静サロ→ナテ・、内面

"・

が・憂 宇・少、 細・
多

小面マメツ、内面指押え

弥 ・ 壺 鯛・ 多 ]εk10YR6/1
3月マ10YR4/1

小面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

~キ

、底日S外山ハ

弥 ・ 質 6 中・少、細・ 火天僧 10YК b/Z
灰黄 25Y6/2

本面指押え 。″
・
、底部内面に指押え

置著

遺物番号 器種 現存長 最 大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備 考

スクレイ′ サヌカイ ト

第43図  AttS K13出土遺物 (1/2, 1/4)



口縁部直下にヘラ状工具の先端部による文様のようなものがある。外面はハケロ,内面は

板ナデである。107は如意形口縁の甕で,体部外面に太い棒状工具による沈線が 3条施され

ている。線の引き方は稚拙である。日縁部は体部に比べて薄くなっている。108も 如意形口

縁の甕であるが,日縁部の屈曲は弱く若干外傾する程度である。口縁部外面には指押えを

行い,体部にはハケロを施している。HOは内 。外面全体に丁寧にヘラミガキを施している。

底部外面はヘラケズリの後にナデている。Hlは突出した甕の底部と考えたが,蓋のつまみ

部分の可能性もある。底部内面には指押えが顕著である。底部外面はナデている。

112は サヌカイト製のスクレイパーで,正方形に近いものである。下縁部と両側縁部に

刃部を作 り出している。裏側は一枚の主要剥離面に中央部に横から剥離を加えている。こ

の横からの剥離の打撃部分を中心に調整を多く加えていることから,こ の横方向の剥離は

側縁部に刃部を作る時に刃部を作 りやすいように,側縁部を薄くするためのものと考えら

れる。

S P07～ 15(第 44図 )

建物を構成しないものである。埋土は S P07・ 08が灰色粘質土, S P09。 10～ 15が茶褐

色粘質土である。平面形は円形のものが多く,直径は20～ 50cm程度,深 さは15～ 40cmであ

る。 S Pllは 長径75cm,短径50cmの 楕円形で,他のものより大きいものである。

124・ 126が S P07出 土,H3・ 118が S P08出 土,123が S P09出 土,114・ 121が S P10

出土,116が S Pll出 土,H7が S P12出 土,122が S P13出 土,119が S P14出 土,115。 120

・125が S P15出 土のものである。

113は壺で,日縁部外面にヘラミガキを施す。115は壺の頸部から体部上半にかけての破

片である。 5条 1単位の櫛描き直線文と波状文を施している。116～ H9は逆 L字形口縁の

甕である。H7の外面は無文である。118は 口縁部に粘土を包み込むようにして足 して逆 L

字形に整形している。全体に摩減しており,外面のヘラ描き沈線の条数も分かりにくいが ,

10条ではないかと思われる。119は 口縁部上面は傾斜しており,直下には板状工具の小口

痕がある。

124は打製石庖丁である。刃部・背部とも外湾している。側縁の袂 りはなく,裏面は一

枚の大きな剥離面のままである。125は磨製石庖丁である。長方形で刃部・背部ともに直

線となっており,側縁部に扶 りを入れている。背部に相当する部分にも刃を作 り出してお

り,両刃のものとなっている。刃は両方とも片面側から作 り出している。両方の刃部付近

には使用のためと考えられる擦痕が顕著である。126は 下部がやや外湾しているものの ,
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0                 10cm
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遺物 番 号 器 極 口 後 器高 底 径 胎 土 色 調 麗 又 形態・手法の特徴 備 考

弥
。
憂 k貢褐 10YR4/2

マモ霞2 5Y7/2
小面ヘラミカ

‐
キ・ナテ

~、

内面

"
,P08

吹自 10YR7/1

弥・ 憂
善

吹白10YR8/2 節描文 (直線文・波状文 ) 恥口 秋 ″

弥
。
甕 甲・イリレ〉、 'FJU・

普
灰貢褐 10YR5/2
にぶい黄2.5Y6
/3

ヘラ描沈線現存6条 口縁部

"‐

、外面″
‐
、内面マメツ

が ・ 霊 不 籠 〒・多 灰白10YR8/2 口縁部指押え 。

"・

、外面マメツ、内面
贈細 ,

〒・毛ラ にぶい貢橙 10Y ラ描沈繰 10条 全体 にマメツ、内面信 FFえ SP08

0多 灰 貢 2.5Y7/2 舛面マメツ 内面″
‐

が・観 阻・ 多

ヨ灰7 5YR4/1
全体にマメツ、内面指押え

か。重 7 阻・多 て黄褐10YR6/2
マ黄25Y7/2

全体にマメツ SP10

杯 ・ 狙 6.

普 〕、黒褐7 5YR3
本面マメツ、内面指押え→

"‐

が・霊 7 F下局5YR4/6、
そ黄褐 10YR5/2

外面マメツ 内面″
｀

遺物番 号 器種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石材 備 考

石 丁 サヌカイ

警製石庖丁 流紋岩 9部が上下両方に有る

露形石 3 サヌカイ

第44図  AttS P07～ 15出土遺物 (1/2. 1/4)



上下に調整があり,階段状の剥離になっていることから楔形石器と考えた。上部に敲打痕

がある。

S X01(第 45図 ～第46図 )

調査区の南壁際の中央やや東寄りで検出した落ち込み状遺構である。南側が調査区外に

広がるため,全体の形は不明である。調査区内ではやや不整形な長方形となっている。調

査区内で長辺4.2m,短辺3.4m,深さ30cmである。北側から西側にかけては浅くテラス状

になっているが,南側は一段低くなっている。埋土は粘性の強い黒灰色粘土と灰色粘土が

中心となっている。遺構の性格は不明である。

127～ 130は逆 L字形口縁の甕である。127は 口縁部端部に,不揃いな刻み目を施してい

7.60m A'

7.60m B,

7.60m c,

1 黒灰色砂混じり粘質土

2 黒灰色粘土 粘性強い

3 灰色粘土 粘性強い

4 暗灰色砂混じり粘質土

0           1m

第45図  AttS X01断面図 (1/40)

退物番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 文 備 考

が・聖 甲・ 多 にぶい黄橙10Y
R6/3、 灰黄褐 10
VR6/2

口稼 目端 部刻 み 日 口縁部汗
‐
、外面″

‐
、内面

"・

添・ 聟 灰買 2.5Y7/2、
灰白2.5Y8/2

端
る
部
よ
縁
に
口
旺

卜澤状 工具 の FF
」み目

全体にマメツ

か。聖 甲・ 昔 灰褐 7.5YR5/2、

吹白25Y8/2
口縁部直下にヘラ描沈線 ]
各

口縁部″
‐
、外面材 日、内面

"・。多、微・ 浅黄2.5Y7/3、
浅黄橙10YR8/3

口縁部

"・

・指押え、外面マメツ、内面
メツ

か。盤 平・ 多 灰自2.5Y8/2、
暖白 10YRR/2

小面″
‐
、内面マメツ

か。甕 7 ア・ 1計 オリープ褐25
Y4/3、 浅黄25
Y7/3

全体にマメツ、外面指押え

杯・ 露

普
隔灰 10YR6/1、
暖昔褐 lo鞭 A/,

金体にマメツ、内面指押え

甲 。晋

天黄2.5Y7/2 =「
にマメツ、外 面指 Fllえ 、内面指押 え

几器 ・例 天5Y5/1、 暗灰
請2_5Y5/2

司向に暗文 小面″
‐
・指押え、内面ヘラミカ

・
キ、和療

到

AttS X01出 土遺物観察表

還物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 備 考

石鍬 285.2安 山岩

山岩
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第46図  AttS X01出土遺物 (1/2, 1/4)



る。128は 口縁部端部に棒状工具の先端部あるいは指先による押圧で,幅広の刻み目を入

れている。体部は上半部が大きく膨らんでいる。129は 口縁部上面は傾斜している。体部

外面はハケロを施した後に口縁部直下をナデている。そしてナデた部分にヘラ描き沈線を

1条加えている。体部は直線的に外傾している。127・ 128の体部外面は無文である。130

は口縁部の指押さえにより,日縁部下面がやや歪んでいる。体部は膨らみ,外面には 間

隔のあいたヘラ描き沈線が 4条施されている。135は遺構の最上層の凹み部分から出土し

たもので,後世の混入品と考えられる。外面全体に指押さえを行なった後に上半部を2段

に回転ナデを加えて,指押さえ痕を消している。内面は丁寧に暗文を加えており,高台は

断面三角形となっている。和泉型の瓦器椀である。

136・ 137と もに安山岩製の石鍬である。136は刃部付近の破片で,刃部先端部は欠損し

ている。137は有肩式の石鍬で,両側に肩部を斜めに作り出している。頸部の幅は6.5cmと

大きなものである。肩部から刃部に向かっては鋭角になっており,刃部は欠損している。

S X02(第 47図 )

S X01の 北側 2m弱の所に隣接する落ち込み状遺構である。北側をS D14に よって壊さ

れている。不整形な南北方向の長方形の西側が突出した形である。南北方向は残存部分で

6.Om,東西方向は長い部分で3.4～ 4.3m,短い部分で2.7mと なっている。深さは15cm前

後で,底部は平坦になっている。埋土は青灰色粘土のブロックを含む黒灰色粘質土の単一

層である。遺構の性格は不明である。

138は逆L字形口縁の甕で,体部外面にヘラ描き沈線が 6条施されている。140は底部内

・外面を指で強くナデている。

b140 'lOcm

第47図  A ttS X02出土遺物 (1/4)

(2)古代の遺構・遺物

S D12(第 48図 ～第49図 )

調査区の南西隅で検出した北西一南東方向の溝である。溝は北側の肩が調査区の壁際で

遺物番号 器 極 口 径 器 尚 圧 径 胎 上 色 調 施 文 偏 有

平 °多 にぶい貢褐10Y
R5/3、 にぶい

ラ描沈線6条 口稼部″ 、外 山 ,テ 、内 面″
‐

甲・ 多 買
白

2体 にマメツ、内面指押え

普
橙5YR7/6、 にぶ
い黄橙 loYR7/2

小面指押え→

"‐

、内面指押え→

"・



大きく曲がっているが,全体として直線的である。南東部分は自然河川S R01に よって壊

されている。南壁際のS K08と S R01に 挟まれた部分で,溝の肩の部分が検出されている

が,あるいはこの溝の続きかも知れない。溝は幅4.3～ 7.2m,深さは20cm前後で,検出長

はH.5mである。底部にこの溝掘削以前の溝の痕跡が確認された。埋土は上層に黒褐色粘

質土,下層に青灰色粘土のブロックを少し含んだ黒褐色粘土で,溝の北側では部分的に明

灰色砂質土が堆積していた。

141・ 142は混入した弥生時代の遺物である。143は土師器の鉢で,体部は内湾しており

ボウル形をしている。口縁部はやや内傾しており強くナデている。日縁部の少し下に指押

さえを行い,体部外面にはハケロを,内面には板ナデを施している。日縁部に注ぎ日の一

部が僅かに残つている。144は須恵器の高杯の脚部である。脚部は大きく屈曲して開いて

いる。脚端部と杯部は欠損している。

S D13(第 50図 )

調査区の南西隅で検出した北西一南東方向の溝で, S D12と 並走しており西側の一部を

S D12に 壊されている。また溝の南東部は自然河川S R01に 壊されているが, S R01の反

対側の調査区南壁際で,こ の溝の続きと考えられるものが検出されている。溝は直線的で

1

A' 2

3

明灰色砂質土

黒掲色粘質土

黒掲色粘土十

青灰色粘土プロック

灰色粘土十青灰色粘土

暗灰色粘土

灰掲色砂

第48図  Att S D12断 面図 (1/60)
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 麗 又 備 考

阻 ・ [夕 買 健 ′ bY8/3
灰25Y4/1

全体にマメツ

死雷 25Y7/2 傲Iにマメツ

普
橙 5YR6/4、 にぶ
い橙 7 5YR7/3

注ぎ口の一部優かに残る、日縁部

"‐絆面指押え・材 目→ナテ
・
、内面指押え 。

版持
°

1 狽
°尚利ヽ 脳・ 普 貢灰 2.5Y6/1、 界口回転″ 、円 山回転 77

第49図  Att S D12出 土遺物 (1/4)



7.50m A'

ノ■1“
0                 1 0cm

7.50m B,

1

2

3

4

灰褐色粘質土

黒灰色粘土 粘性強い

灰色粘土 青灰色粘土プロック含む
灰色砂混じり粘質土

o                  50cm

退物番 号 器 租 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文

■・膵 ア・イン、 剤 °
多

にぶい橙5YR6/
4、にぶい橙7.5
YR6/4

口稼目S猥い″ 、 91・山僣FFえ →′ソ日、
内面指押え・″

°

第50図  AttS D13断面図 (1/20).出 土遺物 (1/4)

あるが,一部 S D12に壊されている部分が広 くなっている。溝は幅0。 6～ 1.3m,深 さ50

～60cmで , S R01か ら北側部分での検出長は16mほ どである。溝の断面形は南東部分では

U字形であるが,北西方向に行 くほど下部の掘り込みが急になる。埋土は灰色系の粘質土

が中心であるが,南西部分には粘性の強い黒灰色粘土が堆積している。

遺物は少なく細片のものが多い。145は土師器の鉢で,日縁部を強くナデている。体部

は内湾しており,外面は指押さえ整形した後にハケロを施し,内面はナデている。

S D14(第 51図～第52図 )

調査区の南側で検出した東北東一西南西方向の直線的な溝である。西南西部分が S R01

と合流しているが,合流部分から5mほ どS R01側 に入つたところで,溝の底のレベルが

急激に落ち込むことから, S D14は S R01に よって壊されていると考えられる。弥生時代

の遺構面で検出したため,幅・深さとも本来のものよりだいぶ狭 くなっている。検出幅は

1.0～ 1。 2m,深さは55～ 80cmである。溝の断面形は逆台形で,埋土は最下層に暗灰色粘土

が堆積しており,それより上は砂層が中心となっている。調査区の東壁の土層断面による

と,こ の溝の掘 り込み面は,検出面である弥生時代の遺構面よtり 80cmほ ど上の標高8。 2m



0               1m

1 暗灰色粘土混じり砂質土
2 褐色粗砂
3 灰色砂
4 暗灰色粘土

7.50m B,

灰褐色粘質土

2+5
褐色細砂

第51図  AttS D14断面図 (1/30)

0                 1 0Cm

遺物番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 形慰 。手 伝の特似 備 考

甲 。多 天黄2.5YR7/2 1体にマメツ、口縁部直下に板状工具の

阻・ 多 にぶい黄橙10Y
R7/4、 灰白2.5
r8/1

ヘラ描沈線現存6条、口縁
部端部刻み 目

トロ
"、
困口77・ 硝碑え

■・ 利ヽ 馘貢橙 10YR8/4 弔山回摯
`ア
テ 、困 向回零●アテ 、圧二司Sヘフ

刀り→

"・上 。1,お」 5 小面

"・

→ヘラミカ
‐
キ、内面板

"・

→ヘラミカ

第52図  Att S D14出 土遺物 (1/4)

の ところか らで,本来の溝は幅2.2m,深 さ1.3mと 大 きなものであった。

146。 147は混入と考えられる逆L字形口縁の甕である。147は 回縁部端部は上方を向い

ており刻み目を入れている。148は土師器の杯で,体部は直線的で全体に回転ナデを施し,

日縁部の下がナデのために器壁が薄くなっている。底部はヘラ切りの後にナデている。149

は土師器の椀である。体部は内湾気味に立ち上り,外面には横方向にヘラミガキを施す。

内面は板ナデの後に雑なヘラミガキを施す。高台は底部のやや内側にあり,断面方形で

しっかりとしている。

S D15(第 53図 )

調査区の西側で検出した北北東一南南西方向の直線的な溝である。南南西部分はS R01

により壊されている。弥生時代の遺構面で検出したため,幅・深さとも本来のものよりだ



7.聖
A'

7.40m B,

1 褐色細砂

2 暗灰色粘土

3 灰色粘土

4 暗褐色砂

5 暗灰色砂混じり粘質土
0          50cm

第53図  AttS D15断面図 (1/30)

いぶ狭 くなっている。検出幅は0。 7～ 2.2m,深 さは36～ 68cmで ,A一 A'ラ インの南側が

部分的に広くなっている。溝の底部の最深部分は溝の中央より偏った部分にくることが多

い。埋土は最上層に細砂層があるが,下層部分は粘土層が基本であるが,部分的に最下層

が砂層になっているところがある。調査区の東西方向の土層断面によると,こ の溝の掘 り

り込み面は,検出面である弥生時代の遺構面より70cmほ ど上の標高8.lmの ところからで,

本来の溝は幅2.8m,深さ1.4mと 大きなものであった。遺物は全 く出土しなかったが, S

D13を壊しておりS D13以 降の時期のものである。

S D16

調査区の南部で, S D14の南側 6mの ところで検出した東西方向の直線的な溝である。

幅30～ 45cm,深 さ20～ 30cmである。断面はU字形で,埋土は暗灰色粘土の単一層である。

調査区内で全長26.5mあ り, S D09上で収束している。遺物は全 く出土しなかったが, S

D12と S D13の 続きの溝と考えられるものを壊していることから,こ れらの溝以降の時期

のものである。

S P16(第 54図 )

調査区の中央やや西寄りで, S D15の東側に隣接 して検出したものである。平面形は円

形で,直径65cm,深 さ60cmの もので大きめのものである。底部から40cmほ ど上の部分で ,

木製の曲物の底部が出土している。埋土は灰色粘質土の単一層である。土器が出土してお

らず遺構の正確な時期は分からないが,埋土の色調や様子からS D15に 近い時期ではない

7.40m c,



かと思われる。

150は木製の曲物容器の底部である。図の下側の部分が少し扁

平になっているが,ほ ぼ円形のもので,加工痕が残つている。側 _

縁部は垂直に加工している。厚さ 5111mの 柾目材を使用している。

150

0                 1 0Cm

還物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 木取 り 形態・ 手法 の特徴 備考

曲物 匪目 m工痕有 り の底  ヒ ノキ属

第54図  AttS P16出土遺物 (1/4)

S R01(第 55図 ～第58図 )

調査区南東部で検出した自然河川である。調査区内で南東方向に13mほ どで収束するも

ので,本流は調査区外にある。収束部分の東側は狭くなって, S D14の底部を部分的にテ

ラス状に残しながら壊 している。また西から北西部分にかけてはS D12・ 13・ 15を それぞ

れ壊している。幅は調査区の壁際で10.Om,深 さは1.83mと なっている。この自然河川の

河床は標高5.6m前後で,現在の鴨部川の河床が標高8.7m前後であることを考えると,当

時よりかなり低い所を流れていたと言えよう。河川の断面形は幅広のU字形で,両岸から

緩やかに下り,河床に至る。河床は一段低 くなっており平坦な部分が多い。この自然河川

の埋土は,最上層に黒灰色粘土と褐色砂がラミナ状に堆積した層が80cm近 くあり,その下

の埋土の中程には褐色細砂が lm近 く堆積している。最下層には粘性の強い黒灰色粘土が

堆積していた。地山面は青灰色粘土となっている。遺物は標高6.6～ 7.2mの間で,特に標

高6。 7m付近に集中して出土した。つまり中程の褐色細砂層の上面部分で出土 したと言え

よう。河川がここまで埋没した段階で斎串などの木製模造品などの遺物が投棄されたと考

明掲色細砂     4 黒灰色粘土と掲色砂 6 黒色粘土
灰色粘質土      の互層 ラミナ状  7 灰色粗砂      o         2m
黒色砂混じり粘質± 5 掲色細砂      8 黒灰色粘土 粘性強い ~~

第55図  AttS R01断面図 (1/80)
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第56図  AttS R01出土遺物 (1)(1/21 1/4)
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えられる。木製模造品は自然河川の東側のS D14に 近い部分で出土している。これに対し

て土器類は,上層の黒灰色粘質土と褐色砂がラミナ状に堆積した層の下半部で出土してい

る。従つて木製模造品などの木製品は,土器の年代の12世紀以前のもので,奈良時代の溝

S D12・ 13を壊していることから,こ れ以降のものと言えよう。

151～ 160は土師器小皿である。151は他のものに比べて口径が9。 3cmと やや大きめになっ

ている。体部は直線的が強くナデている。底部外面はヘラ切りである。152～ 160の底部外

面はすべてヘラ切りの後に板状圧痕が見られる。152～ 160の 口径は平均8.6cm,器高の平

,| 」

ハ
ーー
ーー
υ

0 5cm
t,,.,1
@

―

(1』 』 :ζ [)一

ll[I~~~~｀
｀、、

第57図  A tt S R01出土遺物 (2)(1/2)
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均が1。 25cmと 画一的になっている。体部はいずれも直線的に立ち上がる。底部内面はナデ

による凹凸が多くなっており,器高の割に底部は厚くなっており,全体として浅い作りに

なっている。159の口縁部は先細りとなっている。161は土師器杯である。体部は弱く外反

している。底部内面には板状工具の小口部分で回転ナデを行なった痕跡がある。底部外面

はヘラ切りである。162は瓦質土器の椀で,体部は丸味をもって立ち上り,日縁部は強く

ナデている。163～ 166は瓦器の椀である。163の体部は深く,外面には指押さえの後にヘ

ラミガキを,内面には幅広の暗文としてのヘラミガキを横方向に施している。底部は欠損

している。164の体部は直線的で口縁部はナデており,体部にはヘラミガキを施している。

165は体部は丸味をもって立ち上り,上半は直線的となっている。外面には指押さえ痕が

見られ,内面は見込み部分に平行な暗文を,上部には横方向の暗文を施している。高台は

体部の割に小さく,断面方形の低いものである。166は体部は内湾して立ち上り,外面に

は全体に指押さえ痕が認められ,部分的にヘラミガキが施されている。内面は横方向の暗

文の後にラセン状の暗文を施している。高台は楕円形に歪がみ,断面は方形でやや外側に

向く。167は土釜で,日縁部は内傾し口縁部のやや下に鍔を貼り巡らせている。168～ 172

は弥生土器である。168は逆L字形口縁の甕で,体部外面には粗いハケロが見られる。172

は蓋で,つまみ部に2個 1単位の穿孔が 2単位ある。つまみ部中央部は窪んでいる。

173は大型蛤刃石斧で,基部中央やや上側に着柄痕と考えられる擦れた痕跡がある。174

は打製石庖丁で,平面形は長方形で刃部は直線となっている。背部には敲打痕があり,側

縁部には自然面が残り,決 りはない。175は側縁部に剥片の鋭いエッジを残している。176

は上下左右の4面に敲打痕があり,特に上下の 2面は大きく凹んでいる。177は 3面使用

している。

178～ 184は木製品である。178～ 180は斎串である。いずれも上端部を圭頭状に,下端部

は剣先状に尖らせている。側縁の頭部寄りに三角形の切り込みを178は 1対 ,179。 180は

2対入れている。いずれも切り掛けは認められない。181は丁寧に加工を施している板材

で,片面にけびき線がある。182は長方形の部材で, 2箇所に2対の釘穴がある。183は鳥

形木製品で立体的なものである。一本の丸太材を削り出して非常に丁寧に製作している。

頭部は半分欠損しているが,上から見ると楕円形で,長 さ6.3cm,幅は欠損しているが 5

cm前後と思われる。頭部は体部から2.8cm上 に突出している。体部の中央に丸太材の芯の

部分をもってきている。体部は頭部側に向かって上がっているが,背の部分は直線となっ

ている。体部長は13.7cm,高 さ7.7cmである。体部の下部 (腹側)に ,一辺1.6cm,深 さ2.7
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第58図  AttS R01出土遺物(3)(1/4, 1/6)
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遺物番号 器種 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手法 の特徴 備 考

1 土 。4ヽ皿 ほ・少 こふい貢橙 10Y
26/R

不山回転″ 、内面回転″
‐
、底訃 ラ

切り

土 。4ヽ皿 1 冷回回転″ 、円 口回転アア 、 E笥
`ヘ

フ
切 り→板状圧痕

土 。4ヽ皿 6 綱・ 少 炎黄2.5Y8/3 不山回転″ 、内面回転

"~、

底訃 フ
切り→板状圧痕

l 7 甲・少、微・
′>

曳貢2.5Y7/3、
炎黄2.5Y8/3

71・向回転
"、
内山回転″

‐。″
部ヘラ切 り→板状圧痕

E

7 欄 。少 こぶい黄橙10Y
t7/2

界向回|

卵り→
言

"・

、内面回転″
・
、底部ヘラ

[状圧痛

土 。小皿 ほ ・ 少 天貢 2.5Y7/2、

天白2.5Y7/1
外面回|

切 り→
晨

"・

、内面回転″
・
、底部ヘラ

[状圧痕

土・小皿 l 甲・少 、細・

少
天自2.5Y8/2 外面回転

"‐

、内面回転

"‐

・″
‐

部ヘラ切 り→板状圧痕
層

土・ /1ヽ 1皿 1 承・少 炎貢2.5Y8/3 外面回 晨ナテ
‐
、内面回転

"・

、底部ヘラ
更状圧痕

土・ 4ヽ皿 1 頑・ 少 こぶい貢橙 10Y 回

↓

面
り
外
切
晨
"‐

、内面回転ナテ
や
、底部ヘラ

I状圧痕

土・小皿 6 綱・ 少 天貢褐 10YR6/2 回

↓

面
り
外
切
●アア、円山回嘱

`,テ
、1■
=ト

ヘフ

主・ 利ヽ ・  多
た
、  11又  ・ 畿買 2.5Y7/3 冷 口 回 転 ″ 、 円 回 回 転 方  。力 、 娼

凡質 主 器 黒褐 2.5Y3/1、
天白25Y8/2

外面回騒

"‐

。″
‐
、内面回転″

マ
・ ″
｀

F・ 少 貫火 25Y4/1
天5Y4/1

司面 に暗又 (平行 , 外向宿響え→ヘバカ
｀
キ、内面ヘラヨ

和泉型

瓦器・椀 F・ 少 暗灰N3/1 勾面に暗文 (平行 ) 口縁 部″
‐
、外 面ヘラミカ

。
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

締鼻型

凡器 ・ 伽 訳・ 少 天N4/1 勺面に暗文 (平行 ) 口縁部″
‐
、外面指押え→

"‐

、内面′

ラミがキ、和泉型

囁灰 N3/1 勺面 に平行→ ラセン状暗又 外面襦 lllえ→ヘラミだキ、内面ヘラミカ
~キ

和泉型、高台が精円形に歪む

土 。上釜 Ⅲ29. 鯛・ 晋 天黄2.5Y7/2、
にぶい黄橙 10Y

口縁部

"‐

、外面回転″
・
、内面回転サ

にぶい貢橙 10Y
t5/3、 灰黄25
r7/2

ヽラ描 沈繰 8条、 口縁部端
郭刻 み 目

口縁部

"‐

、外 面

"‐

・材 日、内面

"‐

が・壼 9 阻・ 晋 、 甲・
多

火黄 2.5Y6/2、
自5YR6/6

外面板

"・

、内面

"・
8 甲 。多 天白2.5Y8/2、

畿黄2.5Y7/3
面ヽ指押え・

"・

、内面マメツ、底部指
甲えのためやや 不定形

か 重゙ F°
`ノ

、 ガ世°
多

ぶ
ん
ハ

に
ヒ
″

貢褐10Y
灰白2.5

トロ′V日 、円口彊FFえ

か
。
量 つまみ

径6.:
甲・ 晋 置5YR7/6、 灰 自

2.5Y7/1
2個 1単位の穿孔向かい合
つて2単位

外面指押 え、内面指押 え

道 物 番 号 器 種 現存長 最 大幅 最大厚 菫 量 石 材 備 考

太型蛤刃石斧 6 4 (脈岩 )安 山岩 基部中央やや上側に納 を装看 した曙の

際れた痕跡がある
縁色

Fr製石庖丁 4 ヌカイ ト

ナヌカイ

コ石 沙岩 上下左右 4面を使用 している、上下の
コみは大きい

抵石
'カ

ヨ 面使用

遺物番号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 木取 り 形憲・ 芋活 の特似 備 考

2. にリワリクでき 1 ヒノキ
蔚甲 2対 ヒノキ属

B:こ切り欠き 2, ヒノキ
更本オ びき繰有り ヒノキ

町穴有 り モミ属
木製 品 7 下部 に方形 の穿孔 、背部 に釘 穴 2 葉樹 (環孔材 )

製 品の翼 r穴が 2個 、そのうち木釘 1個 | ヒノキ

AttS R01出 土遺物(1)・ (2)・ (3)観察表



cmの穿孔が見られる。これは棒を差し込んで立てるための孔と考えられるため,穿孔側を

下部 (腹部)と して考えた。背部には頭部から1.2cmと 7。 7cmの所に6.5cmの 間隔で釘孔の

痕跡がある。釘孔を結んだラインは,背部の中央ラインから少し振った方向である。後述

の184の ような翼を付けていた可能性が高く,釘孔は翼の取り付け痕でないかと思われる。

体部の後方を丁寧に削りだして尾を作っており,尾は若干上向きで付け根部分が僅かに狭

くなる。端部は切り込み状に割れているが,これは自然の割れで本来は切り込みはなく,

割れていないものである。長さ9.7cm,厚 さは付け根部分で2.3cm,幅は6.Ocmである。184

は半月形の板材の下部を削つて内湾させている。頂上部には快りを入れており,この決り

部を含めて下部以外の周縁部を斜めに加工している。決り部の中央部分の延長上に木釘の

孔が5.8cmの 間隔で 2個あり,この内の上側は木釘が残っていた。この釘穴のラインで左

右対称となる。裏側には擦痕が一部認められる。板目材を使用している。この製品は183

のような鳥形木製品の翼部分と考えられ, 2つの釘孔は鳥形木製品の背部に取り付けるた

めのものと考えられる。また上部の決り部分は鳥の頸の後ろ部分に合わせるためのものと

考えられる。従つて周縁部を斜めに加工している部分が翼の前面側に相当している。183

とは直接は接合しなかったが,ま さに鳥の翼という感じのものである。

(3)近世の遺構・遺物

S E01(第 59図～第71図 )

調査区の中央部分で検出した井戸跡である。掘形の平面形は円形で,直径1.4m,深 さ

は2.34mと なっている。掘形はほぼ垂直に掘削されているが,掘 り込み面から48cm下った

ところで,掘 り込み面の平面より外側へ広がっている。この広がっている部分が井戸枠の

最上部に相当する。井戸枠は上半部が瓦積み,下半部が縦長の板材を用いた木枠となって

いる。上半部の瓦積みは平瓦を12枚円形に組み合わせたものを3段積み上げており,瓦の

外側の上下には崩れないように竹を巻き付けている。掘り込み面から1.42mの ところで下

半部の木枠が始まっている。木枠は幅 8 cm前後,長さ90cmの板材を使用しており,井戸の

底恨1の端部は斜めに加工してある。この板材の側面部の上下に直径 2～ 3 mllの穴をあけて,

そこに楊枝状の木釘を差し込んで板材を連結させている。合計44枚の板材を円形に連結さ

せており,外側には瓦と同様に崩れないように,上端部と中央部に竹を巻き付けている。

井戸枠は掘形から5 cm内側に作られており,井戸枠と掘形の間には明茶褐色粘土で充填さ

れていた。埋土は,下部の本枠の中には橙褐色砂が堆積していた。その上の瓦積みの井戸
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橙掲色砂

暗灰色砂混じり粘質土

明茶掲色粘土

1

2

3

4

灰色砂混じり粘質土

灰色砂質土

青灰色粘土 粘性強い

灰色粘土 粘性強い

掲色砂+灰色粘質土

ラミナ状になる

褐色細砂

暗灰色粘質土
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１０

遺物 番 号 器 檀 口径 器 高 底径 胎 上 色 調 施 文 形 態 ・ 手 活 の 特 倒 偏 考

欧釘 最大5
27 1 17 1.6

[端HS田 かる、現H'カル 決製

魔・ 曖 4 91・ 向回転アテ、円向回転77、 働宙残
地部以外に釉

第59図  Att S E01平・断面図 (1/30),出 土遺物 (1/4)
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0                  20cm

退物番号 器 種 厚 さ 凸 面 凹 面 胎 土 色調 形 態 。手 伝 の特憚 残存長 偏 考

平瓦 3 ナデ ナデ

平瓦 3
―
デ ナデ

平瓦 3 ナデ ナ デ て5Y5/1、灰オリープ5Y6/2

第60図  Att S E01井 戸枠瓦(1)(1/8)



|

|

´

一 孝

|

0                  20cm

=

一
どニニl二

三

遺物番号 器種 厚 さ 凸 面 凹面 胎 土 色調 残存長 備 考

平瓦 ナデ

平瓦 ナデ ナデ ほ ・ 少 灰N3/1
平瓦 ナデ [ナデ→ナデ 敵・ 少 1

第61図  AttS E01井戸枠瓦 (2)(1/8)
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195

o                 20cm

二

道物 番 号 器 極 厚 さ 山 向 凹 向 胎 土 色 調 残 存長 備 考

平瓦 3. ナデ ナデ→ナデ

半瓦 ナデ ナ デ に5Y6/1、灰貢25Y6/2
平瓦 ナ デ ナ デ 更N5/1

第62図  Att S E01井 戸枠瓦(3)(1/8)
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0                 20cm

遺物番号 器 種 厚 さ 凸 面 凹面 胎 土 色調 形態 。手法の特徴 残存長 備考

乎瓦 ナう ナテ

瓦 デ→ナデ 下端部 に部分的 にヘ ラケズ リ状 の直跡有 り

瓦 ナデ ナデ 更10Y4/1、 暗灰 N3/1

第63図  Att S E01井 戸枠瓦 (4)(1/8)
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0                 20cm

二L__一

0

遺物番 号 器 種 厚 さ 凸 面 凹 山 胎 主 色 調 形 憑 ・ 牛 種 の 特 憚 残存長 備 考

瓦 2.5Y6/2、 に1ドい

平 瓦 ナ ナデ

平 瓦 更ナデ→ ナデ 灰 N3/1、灰 N4/1

第64図  AttS E01井戸枠瓦(5)(1/8)
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一

亀

|

退物番 号 器 種 凸 面 凹 面 胎 土 色 調 形態 。手法 の特徴 残存長 備 考

平瓦

平瓦 3 ナデ ナ デ 天N4/1

平瓦 3 更ナデ→ナデ ナデ IIl面 に糸切 り痕 有 り

第65図  AttS E01井戸枠瓦(6)(1/8)



―
二
===「 =

|

|

Э                 20cm

遺物番 号 器 種 厚 さ 凸 面 凹 面 胎 土 色 調 残 存長 備 考

平瓦 灰ヽN4/1
:Iこ 3 ナデ カデ N3/1ヽ ルマN4/1
平 瓦 方テ 方デ FttN3/1

第66図  AttS E01井戸枠瓦 (7)(1/8)
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遺物番号 お 極 厚 さ 凸 面 凹 面 胎 土 色調 残 存長 備 考

平瓦 堕ナデ→ ナデ N3/1、 Eマ7 5Y4/1
平瓦

~7~
微 。少 吹N4/1、 灰 N5/1

平瓦 方デ ナ デ 火N5/1、火 10Y4/1

第67図  AttS E01井戸枠瓦 (8)(1/8)
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遺物番号 器 種 厚 さ 山 画 凹面 胎 土 色 調 残存長 備 考

瓦 ナデ ナデ てN5/1、 」てN4/1
平亙 ナデ 母片多量 に含 む

子瓦 デ    |ナ デ

第68図  AttS E01井戸枠瓦 (9)(1/8)
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0                 20cm

遺物番 号 器 種 厚 さ 凸 面 凹面 胎 土 色調 残存長 備 考

平 瓦 一ア ナデ 7 5Y5/1、 Eに 10Y4/1
:E ナ デ ナデ 5Y6/1、買灰2.5Y5/1 上端 面に lOIの 記 号
半 瓦 方テ

第69図  Att S E01井 戸枠瓦 (10)(1/8)
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0                 20cm

遺物番号 器種 厚 さ 凸 面 凹 山 胎 土 色調 形憑・ 手法 の特徴 残存長 備 考

:Iこ ナデ ナデ 4ヽ/1、暗灰N3/1
:〕こ ナデ ナ デ

瓦 板ナデ→ ナデ ナ デ L面に糸切り痕有り

第70図  AttS E01井戸枠瓦 (11)(1/8)
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0                 20cm

題 物砥 =
器 種 厚 さ 凸 面 凹 山 胎 土 色 閥 形 憲 。手 任 の特徴 残存長 備 考

平瓦 ナデ ナデ (7.5Y4/1、 ιk5Y6/1
平瓦 ナデ

‐
デ 灰 N3/1/1、 オ リー プ黒 3/1

瓦 ナデ RN3/1、 JRN4/1

第71図  Att S E01井 戸枠瓦 (12)(1/8)



枠部分の中には,その下部に粘性の強い灰色粘土が堆積していた。井戸枠より上は基本的

には褐色砂と灰色粘質土がラミナ状に堆積した層であるが,井戸が埋没した後に一部井戸

枠の上部付近まで掘削されており,他の埋土が再堆積している。井戸の最下部は褐色砂で ,

標高は4.92mの地点である。

185。 186は井戸枠内の最上部の暗灰色砂混じり粘質土層から出土したものである。185

は鉄釘である。全長は27.lcmで ,断面は方形で頭部がやや膨らんでいる。先端部は曲がつ

ているが,使用時に曲がったものと思われる。186は磁器の碗で,断面方形の足高の高台

が付 く。底部はヘラ切 りで,黄灰色の釉薬が全体に付着している。

187～ 222は井戸枠に使用されていた平瓦である。いずれも平面形は長方形で,全長は平

均で30。 3cm,横 幅は平均で27.4cm,厚 さの平均は3.2cmと なっている。瓦の反りは弱く側

面・端面ともほとんど平坦な面となっている。凸面の端部には,竹 を二重に巻き付けた跡

が残っている。色調は暗灰～灰色で燻 し焼きを行なっている。胎土は砂粒が少なく良好な

ものを使用している。調整は凹・凸面とも基本的にはナデている。192・ 193は凹面側縁部

に板ナデ痕がある。194の凸面には調整台の二次圧痕が残る。197は凸面の下端部に板ナデ

痕がある。199は凹面の側縁部と凸面の上端部に板ナデ痕がある。201は 凹面側縁部に板ナ

デ痕がある。202の凸面下端部には板ナデ痕があり,凹面の側縁の上端部寄 りに糸切 り痕

が残っている。204の凸面側縁部に板ナデ痕があり,凹面側縁部中央部分には糸切 り痕が

残つている。207の 凸面上端部寄りにハケロ状の痕跡がある。208は 凹・凸面の側縁部に板

ナデ痕があり,凸面の側縁部には指押さえ痕もある。215の上端面には「○」の記号があ

る。216の 凹面には板ナデ痕が多く残つている。218は 凸面に調整台による二次圧痕が残つ

ている。219の凸面には糸切 り痕が残っている。212・ 221は 胎土に雲母片が多く含まれて

いる。200・ 205。 214・ 217・ 218の凸面には焼成時に丸 く剥落した跡があるが,他の瓦が

焼成中に接触したのかも知れない。

(4)包含層出土の遺物 (第 72図 ～第76図 )

223～ 227は壺である。223は 頸部の破片で,外面には 4条 1単位の櫛描き直線文と波状

文が施されている。224の口縁部は大きく外反して立ち上る。頸部外面には櫛描き直線文

が施されているが,外面には鉄分が付着しており櫛の単位の観察は出来なかった。225の

口縁部も大きく外反する。226はヘラ描き沈線が頸部に現存 7条 ,体部に現存 5条ある。

体部上半は直線的で膨らまない。227は頸部にヘラ描き沈線が10条あり,沈線帯の下には



、   ` 227

刀フI

226

＼ムミR
IV

~T´「`｀

′
Υ へ ′

1 1
、たノ足

|′

｀

熙霰霰笙褻
~~~~}

231
熙不褻
~丁
T

｀
｀
ヽ
ヽ
ヽ
、
、

、

キヒ=========|lli::::::::|チ

チ

:li:′

A区包含層出土遺物 (1)(1/4)

0 l0cm

-

241

第72図



｀ |´乙 3

2げ   

′

狙

59  2田

・

2"

2“

｀

 65

270

第73図

円         .リ

テ

:15ミ

]::::i:|、
、

.   1   273                  274

A区包含層出土遺物(2)(1/4)

0                 1 0cm



ilB物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 備 考

浅貢橙7.5YR7/
4、 にぶい黄橙
10YR7/4

師描文 (直線文・波状文 ) 本面″
‐
、内面

"・

死選テ2.5Y7/2 描文 (直線文 ) 外面芳
・
、内面″・

自2.5Y8/2 体 にマメツ、外 面指押 タ

が・霊 甲・ 少 火貢褐10YR5/2
こぶい黄褐 10Y
t5/3
裸獣倉勇浮影ξ
堀仔7朱、外面マメツ、内面指押え 。

"・

甲・ 晋 こぶい橙 7.5YR
「/4、 灰黄褐10
m5/,
溌麒場お子檀鶏憬翌条、

不・ 概 ホ24 中・少、細・
多

こぷい貢橙10Y
t6/3、 浅黄25

ヘラ描沈繰現状 10条、ロ
縁部端部刻み目

口縁部

"‐

、外面

"‐

、内面指押え・

′>
天自25Y8/2 フ亜 ′]票 7粂 、 口縁濁∫晰

笏|み 同 層帰覚

=卜

指押え、外面

"・

、内面

死白25Y8/2 口縁郡端濁り]み 目 iFllえ・マメツ、内面指押え 。マメツ
甲・ 多 火貢 25Y7/2 ヘラ描沈線現状6条、口編 全体にマメツ

5YR6/6 ラ描 , 6`【 口縁 部情
‐
、外 面持・ 、内面持・

不・ 饗 中・少、細・

普
浅黄25Y7/3、
灰黄褐 10YR6/2 鶏岳髯昴受二鳥場髯

が 外ヽ面マメツ、
こぶい貢橙 10Y
t6/4、 にぶい黄

口縁部″
‐
、外面″日、内面′サロ・

"・指押え

自2.5Y8/2、 訃山″ ・宿弾え、内山
"‐

・llFFFえ

H/H赤褐5YR5/6
"Iに

マメツ

火白10YR8/2 体 にマメツ、内面指押 え

昆1置 2.5Y7/3 2体にマメツ、外面帽FIIえ
が・壺 こぶい橙 7.5YR

7/4、 浅黄橙 10
rR8/4

小面マメツ、内面″
‐
・指押え

杯・壺 κttZ.5Y′ /Z、
こぶい橙 7.5YR
7/4

外面″
‐
・指押え、内面

"・

・指押え

中・少 、 細・
少

にぶい黄橙 10Y
R7/2、 黄灰25
r4/1

跡・壺 にぶい貢橙 10Y
R6/3、 褐灰 10Y
R5/1

帰面マメツ、内面指押え→

"・

が
。
重 甲・ 多 貢橙 10YR8/3

白10YR8/2
昨面″
‐
、内面マメツ

浅貢 25Y7/3 面指 押 え、内面マメツ

浅貢橙 10YR8/3 にヽマメツ

邦 ・ 盤 阻・普 灰貢褐10YR6/2
にぶい黄橙 10Y
R7/2

外面

"‐

、内面マメツ

・普、中・ 火貢25Y7/2 外面け目→

"‐

、内面マメツ

7 粗 。少、細・

少
にぶい黄橙 10Y
R7/4、 浅黄25
Y7/3

外面板ナデ・マメツ、内面

"‐

8 淡黄 2.5Y8/3 外面マメツ、内面板ナデ 。指押 え

が ・ 墾 にぶい貢橙 10Y
R7/2、 灰黄25
Y7/2

外面板

"‐

→ヘラミカ
‐
キ、内面″

杯・ 墾 脚・ 多 火頁 載勁10YК 4/2
熙白10YR8/2

金俸 にマメツ、内 面指押 え

。少、中・ 赤橙 10R6/6 全体にマメツ

が・慨 天貢2.5Y7/2、

が・聖 綱・ 多 、 甲
° 臣7.5YR6/6、
浅黄2.5Y7/3

界面マメツ、内面指押え 。ナテ
‐

が ・ 聖

農黄25Y7/3
昨面マメツ、内 面指押 え・ ″

｀

・ 晋 、 消W・ 示橙 10R6/6、 全体にマメツ、外面指押え、内面指押え

小・ 契

普 白2.5Y8/2
昨山指 lllえ ・″

~、

内面指押 え 。″
‐

7 甲 。多 こふい貢橙 10Y
そ7/2、 灰黄2.5
r7/2

小面

"‐

・指押え、内面

"・

・指押え

6 E5YR7/8、 灰黄
日10YR4/2

小面″
‐
、内面

"‐
弥
。
甕 ぶ

３
、２

に
げ
″

い1ら 7 5YR
灰黄25Y

。
多
か
、 舅調 ・ 註5YR6/8、 浅黄

計10YR8/3
全体 にマメツ

弥
。
翌

多
灰貢 2.5Y7/2、
浅黄2.5Y7/3

数の 可 IIE性 有 り、全 体 にマメツ

灰 白25Y8/2 小面ナテ
‐
、内面″

‐

弥 。理 阻
°
多 にぶい褐 7 5YR

6/3、 浅黄25Y
7/2

外面ナテ
‐
、内 面マメツ

弥・ 甕

普

にぶい買25Y6
/3、 にぶい黄橙
10YR7/2

金倅 にマメツ

A区包含層出土遺物 (1)0(2)観察表



遺 物番 号 器 種 口径 器 局 底 径 胎 土 色調 施文 形態 。手活 の特似 備 考

中・多 吹自10YR8/2、
浅黄橙10YR8/3

全体にマメツ、内面指押え

が ・ 聖 ・ イリン、  甲 ・ 貢
苦
淡
曖

全体 にマメツ

弥・甕 阻 。晋 橙 5YR6/6、 にぶ
い褐 7 5YR5/4

外面″
‐
、内面マメツ、底部を快るよう

にして上げ底にしている

が ・ 輝 灰日 10YR8/2 口縁部端部刻み日、口縁
部直下に把手状の突起

口縁部″
・
、外面

"・

、内面″
・

か
。
蓋 つまめ

径 5〔
‖・ 多 にぶい貢橙 10Y

R7/2
外面指押 え・ 板

"・

・

"・

、内面指押
力 ・ 情・

弥 ・ 蓋 毎
徳

阻・ 多 、 甲・ 淡貢2.5Y8/3 2個 1単位の努孔引存1個

弥・ 蓋 つまる
径5.1

阻 °少、郡・

多
にぶい貢橙 10Y
R7/2、 にぶい
橙7.5YR6/4

冷 口 取 方 、 円 回 77

が ・ 蓋 驚
笛

。
 2'、   照」 

。 灰自10YR8/2 全体にマメツ

弥・蓋 驚
額

甲 。晋 天黄25Y7/2、 2個 1単位の穿孔現存1個

土・杯 甲・ タ にぶい赤褐5YR
5/4 切り→板状圧痕

A区包含層出土遺物(1)・ (2)観察表

列点文が施されている。頸部から下のタト面はハケロとなっている。228～ 234は 甕でこのう

ち228～ 232は逆 L字形口縁の甕である。228の 口縁部上面は傾斜 し端部に刻み目を施す。

体部外面にはヘラ描き沈線が10条あり,日縁部直下にはハケロが残る。229は 回縁部端部

を上下から強く指押さえを行つている。230の 口縁部上面は傾斜 しており,体部上半は内

傾 している。231の 口縁部上面は傾斜 しているが,上面を強くナデているため,端部は上

方を向いている。また回縁部上端部は内傾 している。232は体部に比べて口縁部が肥厚 し

ている。233は如意形口縁の甕で,外面は摩滅しているが内面にはヘラミガキがある。234

は口縁部は「く」字形で,端部は若干横へつまみ出している。体部は上半のみであるが丸

く膨らんでおり,外面にはハケロを施している。235～ 268は壺および甕の底部である。235

は底部外周の内側が扶れている。241は底部外面は凹凸が著しい。250の外面には丁寧にヘ

ラミガキが施されている。266は あるいは蓋かも知れない。269は鉢で口縁部端部には刻み

目を加え,口縁部の直下には把手状の突起がある。270～ 274は蓋で,つ まみ部に指押さえ

を強く加えて整形している。271は つまみ部に 2個 1単位の穿孔が現存で 1単位ある。274

はつまみ部は大きくくびれる。275は土師器杯で,体部は直線的に立ち上り,上半部を強

くナデている。底部は上げ底で,ヘ ラ切 りの後に板状圧痕が見られる。

276～ 278は打製石庖丁である。276は刃部は直線で,背部は内湾している。側縁部には

扶 りを入れているが,片方は不明瞭なものである。刃部と側縁の決 り部分の上側に使用の

ためと思われる擦痕が残つている。安山岩製のものである。277は 刃部・背部ともに外湾

しているもので,側縁部分は尖っている。両面に自然面を残し,周囲を加工して製作して

いる。安山岩製である。278は刃部は緩 く外湾しており,背部は直線となっている。側縁

部には小さな決 りを入れている。背部の一部に敲打痕がある。2790280は磨製石庖丁であ
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る。279は刃部は外湾,背部は直線であるが,側縁部も直線的である。刃部を中心に擦痕

があるが,体部にも擦痕はある。片面には鉄分の沈着のため擦痕の観察は出来なかった。

刃部は両面から作り出している。280は側縁部付近の破片であるが,刃部・背部ともに外

湾するものと思われる。両面に擦痕と摩滅が認められ,刃部は片面から作り出している。281

は石鍬である。刃部の破片であるが,両面に使用による擦痕が顕著である。282は扁平片

刃石斧の刃部の破片である。283は大型蛤刃石斧の基部の細片である。284も 大型蛤刃石斧

で,刃部は斜めに磨耗しており,擦痕が僅かに認められる。285は刃部を形成しているが,

全体に不定形なものである。286は両側縁と下部に刃部を作り出しているが,両側縁には

0                 1 0cm

第76図 A区包含層出土遺物 (5)(1/4)
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遺物番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 亘 量 石 材 備 考

打製石庖丁 1 :山晃 麗麦割Бにちkり

打製石庖丁

打製石庖丁 サヌカイ ト llll縁部 に月ヽ さな挟 り

磨製石庖丁 流紋岩 刃部 と体部 に擦痕

磨製石庖丁 流紋岩 両面に使用による摩滅と擦痕有
り

石鍬 安 山岩 刃部 に使 用 に よる擦痕 が顕ヨ
:片刃 石 結晶片岩

太型蛤刃石 (脈岩 )安 山岩 1部の細片

太型蛤 刃石斧 山岩 刃部 は斜 めに偏 る 禄
´

刃 器 サヌカ′

スクレイパー サヌカイ ト 両側縁 に敲打痕

石 錐 7 サヌカイ ト

甦形石器 サヌカイ ト 両極 打撃の痕跡 がある

興形石器 7 サヌカイ ト 両極打撃の痕跡 がある

石 鏃 1 1 サヌカイ ト

石鏃 1 l サヌカイ ト
石鏃 1 1 サヌカイ ト 平墓

石鏃 サヌカイ ト 基部欠損しているが凸基と思わ
れる

石鏃 サヌカイ ト 凸 基

四石 1面 に敲打痕

石 4

砥 石 6Di

砥 石 面 に擦 痕 が 見 られ

砥石 558.6 山 の研 磨 痕 が 2つ

`砥 石 113.8 砂 岩 生面

肢石 :晶片岩 石斧 の未製 品か も知れ なし

敲石 砂岩 上下両端 を使用 してい る

A区包含層出土遺物(3)0(4)0(5)観察表

軽 く敲打を加えている。287は石錐で先端部は欠損 している。288・ 289は楔形石器で,い

ずれも両極打撃の痕跡が見られる。290～ 294は石鏃である。291・ 294は 凸基であるが,い

ずれも基部が欠損 している。293は 重量が12.5gも ある大型品である。表裏に剥離面を残

し,周囲を加工している。295。 296は凹石で,295は 4面に敲打痕がある。上下の敲打痕

は大きく,凹みも大きくなっている。297～ 300は砥石である。297・ 299に は溝状の研磨痕

がある。298は両面に擦痕が認められる。300は 4面使用しているが,全体によく使い込ん

でいる。301・ 302は敲石である。301は結晶片岩製のもので,先端部に敲打痕がある。302

は両端部に敲打痕がある。中央部分は握りやすいように加工したのか,手に合うように窪

んでいる。

3.小結

A区では調査区の南半分に遺構が集中しており,北半分は遺構は疎であつた。弥生時代

前期後半～中期初頭,古代の遺構 。遺物を検出した。

弥生時代前期では 6棟の壁の削平された竪穴住居あるいは平地式住居を検出した。この

うち注目されるのは S H01で ,中央部に土坑をもち,そのすぐ横に中央 2主柱をもつ,い

わゆる「松菊里型住居」である。住居内からは多量のサヌカイト片が出土しており,石器



を製作していたと考えられる。弥生時代前期終末ごろのものである。このほかに弥生時代

前期の遺構としては溝 。土坑を検出したが,調査区の南東部に集中していた。弥生時代中

期の遺構としては,土坑とビットを1基ずう検出したにとどまる。櫛描文をもつ壺が出土

している。

古代では溝と自然河川を検出した。自然河川からは土器とともに,斎串などの木製模造

品が出土したのが注目される。斎串の時期は平安時代と考えられるが,同時期の遺構はこ

の自然河川S R01に 壊されている溝 S D14・ 15があるにすぎない。祓所のような性格をも

つものと思われるが,周辺に関連の遺構などは検出されていない。



第 2節  B区の調査

1.調査区の概要

A区の東側に隣接する調査区で,南北60mあ る調査対象地のうちの南側から14m,東西

は54.3mで ,東西に長く調査区の面積は760ぽである。調査区の西側はA調査区に接し,

東側は現有の農道に接している。現地表面は西端で標高9。 lmであるが,道路センター杭

のNQ857ラ インから東へ 3mの所で一段下がつて標高8.85mと なり,そのまま調査区東端

へと至る。南北方向は標高9。 0～ 9。 lmで ,緩やかに北から南に向かって下がつている。弥

生時代前期～中期初頭の遺構面は,現地表面から1.6～ 1.7m下の標高7.3～ 7.4mの所で検

出した。遺構面は 1面のみであった。このように遺構面が深くて湧水が多く調査区の壁が

崩壊することが考えられたので,調査区の南側と東側に綱矢板を打設し,北側と西側は安

全勾配を取って掘削し調査を行なった。

弥生時代前期～中期初頭の遺構面は青灰色粗砂混じり粘質土で,鉄分が幾分沈着してい

る。遺構面の直上には10～ 15cmほ どの黒褐色粗砂混じり粘質土の遺物包含層が形成されて

いる。包含層には土器・石器が多量に含まれており,包含層掘削には時間がかかつた。調

査区の西半分ではこの包含層の上に30～ 40cmほ どの粘性の強い青灰色粘土層が堆積してい

る。東半分の包含層の上には茶褐色系の粘質土が堆積しており,この層の上に粘性の強い

青灰色粘土層が堆積している。また堆積土の上半部の標高8.Omから上では,西半部では

砂層が厚く堆積しており,東半部は粘質土と砂質土が交互に堆積している。これらの砂層

と粘質土層は,鴨部川の度重なる氾濫のためと考えられる。

B区では溝と土坑が多く検出された。特に溝は急激に曲がるものが数条みられ,何か特

別な性格のあるものかもしれない。また調査区の東側では住居跡を2棟検出した。これら

の遺構の時期は弥生時代前期後半～末が圧倒的であるが,中 には弥生時代中期初頭まで下

るものも検出された。

なお,報告の都合上このB区からA区にかけて伸びている溝については,Att S D09と

してA区の箇所で報告したので,こ こでは繰り返し報告していない。
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②①

9.00m

8.00m

7.00m

9.00m

8.00m

7.00m

表土

茶掲色砂質土 鉄分含む
灰色砂混じり粘質土

灰色砂質土

褐色細砂

青灰色砂混じり粘質土

灰色粘土+褐色砂 (ラ ミナ状の堆積)

9.00m

8.00m

フ.00m

8.青灰色粘土 粘性強い
9.暗灰色粗砂
10.茶褐色粘質土

11.暗灰色粘土 粘性強い
12.黒褐色粗混じり粘質土 遺物包含層
13.青灰色粗砂混じり粘質土

→ :遺構面

第77図  B区基本土層柱状図 (1/40)
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2.調査の成果

(1)弥生時代の遺構・遺物

S D01(第 79図～第80図 )

調査区の北西隅で検出した溝である。溝は調査区の北西隅から始まり,南東方向に7m

ほど伸びたところで, S D02に壊されて収束している。溝は幅1.0～ 1.4m,深 さ40cmで ,

中央部分がやや膨らんでいる。断面形は幅広のU字形で,最下層には暗灰色粗砂が堆積し

ており,間に暗灰色砂混じり粘質土をはさんで,黒褐色粘土が堆積している。溝の北西部

分から,溝の延長上に2mほ どのところにAttS D08があり,間が途切れているが S D01

と同一の溝であった可能性もある。

1 暗茶褐色粘土

2 黒掲色粘土

3 暗灰色砂混じり粘質土

4 暗灰色粗砂

第79図  BttS D01断面図 (1/30)
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 胎 土 色調 施文 形態 。手法の特徴 備 考

普

にぶ い貢橙 10YR7/ 験部にヘ ラ摘沈線 12条 、
口縁部端部刻み 日、沈線
帯下に列点文

全体 にマメツ

杯・ 観 鯛・ イン にぶ い貢橙 10YR6/3、 にぶ し
昔福 10YR5/4

師描又 (直線文 ) 本面″
‐
、内 面″

‐

7 ・

`ン

、 1綱 ・ 澄7.5YR7/6、 黒10YR2/1 外面け 日、内面材 目

甲 ・ 多 畿貢橙 10YR8/3、 灰貢褐 10YF 口縁部歪む、外面

"・

・指押
え、内面

"・

・指押え
にぶい買橙 10YR7/3、 にぶし
昔籍 loYR6/3

口縁ナテ
‐
、外面

"・

・指押え、

中・普 月亦褐 5YR5/8、 褐火 10YR4′
力面情・・増押 カ

徳魯
甲・ 多 天貢褐 10YR5/2、 黒 10YR2/1 卜面″

‐
、内 面ヘバカ

｀
キ

第80図  BttS D01出土遺物 (1/4)



1は壺で,日縁部は大きく外反して開き端部には刻み目を施している。頸部にはヘラ描

き沈線が12条あり,その下に列点文を加えている。 2は逆 L字形口縁の甕で,体部外面に

は 7条 1単位の櫛描き直線文を施している。 3の内・外面はハケロの後に弱くナデている。

4は大型の鉢で口縁部は歪んでいる。 5も 鉢で口縁部は逆 L字形で,貼 り付ける部分に下

書きの沈線が認められる。 6は甑で底部に焼成後に穿孔 しており,甕 を転用したものであ

ろう。外面には 2種類の原体によるハケロが見られる。 7は蓋でつまみ部分を大きく窪ま

せている。内面にはヘラミガキが施されている。

S D02(第 81図 ～第83図 )

調査区の西部で検出した溝である。調査区北壁から南へ10mほ ど直進した後に,大 きく

弧を描いて反転 し再び北へ向かつており,調査区内ではU字形となっている。東側と西側

の溝は調査区の北側の平成 3年度調査区へと続いている。溝の東側部分と西側部分は溝の

内側で 8mほ ど離れており,南側屈曲部分と調査区北壁とは10。 4m離れている。溝の幅は

0.5～ 2.Omで東西側のコーナー部分が極端に狭 くなっている。これに対して溝の西側中央

部分と東側の北側部分では広がっている。深さは14～ 40cmで 北半分の調査区壁際が深 く

なっており屈曲部分は浅くなっている。溝の断面は幅広のU字形で,最上層には黒褐色粘

土が堆積しており,溝の西側部分では最下層に暗灰色砂混じり粘質土が,東側の最下層に

は黒褐色砂混じり粘質土がそれぞれ堆積していた。この溝は平成 3年度調査区の調査によ

ると,調査区北壁から北へ約 4mほ ど伸びて再び屈曲し全体として長楕円形に巡る溝に

なっているが,溝の北東部分は途切れている。溝の内側で長軸 (南北方向)約 14m,短軸

(東西方向)8mの 規模である。詳細は後日刊行される平成 3年度の報告で紹介する。こ

の溝の性格は現段階では不明であるが,一般的な溝とは異なるものと思われる。

8～ 11は壺である。 8は口縁部端部は内側に肥厚し,内面肥厚部分を2段に強くナデて

突帯を作 り出している。 9。 10は横方向の突帯の上に縦方向に棒状浮文を貼 り付けて格子

状に仕上げている。11は頸部にヘラ描き沈線を現存で 4条施している。12～ 19は甕で,こ

のうち12～ 18は逆 L字形口縁のものである。12は 日縁部を横に折 り曲げて,下部に粘土を

貼り付けて補強している。口縁部直下にハケロが残っている。13は 口縁部の直下に把手状

の突起が現存で 1個ある。外面はハケロの後にナデている。14は口縁部は強いナデと指押

さえのために若干の歪みがある。15～ 18は体部外面にヘラ描き沈線を施し,18以外は日縁

部端部に刻み目を加えている。17は沈線文帯の下に列点文を加えている。19は回縁部を真

横に大きく折り曲げている。20の外面は丁寧にハケロを施している。22は蓋でつまみ部に
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第81図  BttS D02平・断面図 (1/100, 1/30)
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遺物 番 号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施文 形 態・ 手法 の特傲 備 考

少 3、 灰白10YR3/
2

口縁 部 内面 を

"‐

て突帯 を作 り出す 、
外面ナテ
・
、内面マメツ

が・壼 rIB。 多 灰貢25Y7/2、
灰白25Y8/2

議付突帯3条の上に澪翔
文を貼る

訃面″
‐
、内面ナテ

‐

天自 10YR8/2 詰付突帯現存2条 の上に構 全体 にマメツ

1 天貢褐 10YR5/2 頸部にヘラ薔沈縁 全体 にマメツ

弥 。理 綱。多、中・

瞥
天黄25Y7/2 島冤雫ま哲′界薔蕩肖T雰賃悌轟晶

が・製 中・ イン 口縁部直下に把手状の突
起

口縁部
"・

、外面材目→ナテ
・
、内面ナテ

貢褐 10YR5/2
黄25Y7/2

口縁 部ナテ
‐
、外 山

"、
困 向77・ 僣■

が・捜 中 。少 こぶい橙 7 5YR ヘラ描 沈線 現 存 10条 、 ロ
晨蔀蝋 蔀力!み 目

口縁部ナテ
‐
、外面″

‐
、内面ナテ

‐
・情 Fl

杯・ 霊 fIB・ 多 て貢褐10YR5/2
日灰7 5YR4/1

ヘラ描沈繰 12条 、口稼郡
踏 蔀 力lみ 目

口縁部″
‐
、外面マメツ、内向

"‐

・偕 Fl

か
。
賀 阻・夕、甲

°

多

場灰 10YR6/1、
天黄褐 10YR5/2 ↑Z綺資受11香縁議罰痴

外面

"°

、内面″
・・指押え

1
更白25Y8/2

が ・ 授 綱・ 多 にぶい貢種10Y
R7/2、 灰黄2.5

口縁部折曲げ、全体にマメツ、内面指摘

第82図  BttS D02出土遺物(1)(1/4)



2個 1単位の穿孔を向かい合った位置に配置しており,こ のうちの1個 は未貫通である。

内面はヘラミガキとなっている。外面は摩滅しているがヘラミガキの痕跡のようなものが

見られる。23は陽物形の土製品である。全体に指押さえで整形しており,先端部に裏側が

途切れるように粘土を盛り上げて亀頭部を表現している。

24は素材の剥片の鋭い縁部を利用して,下部と側縁の一部に刃部を作り出している不定

形な刃器である。25は凹基の石鏃で体部中央部分は直線的である。26は石鍬で刃部には両

面から加工しているが,側縁部には加工を施していない。

g l0cm

-

|

〇  %  0 2

0 5cm
l__#--

--
道物 番 号 器 種 口 径 器 尚 底 径 胎 土 色 調 施 文 形態 。手 伝 の特徴 備 考

更毒F25Y7/2 外面″ 目、内面指押 え

灰貢25Y7/2、
にぶい橙 7 5YR

外面板 j7・ ・

"・

、内面ナテ
・・指押え

甲・ グ 橙7 5YR6/6、
にぶい黄橙10Y
R7/4

2個 1単位の穿孔2単位 (1催
ま未貫通)

外面ナテ
‐
・指押え、内面ヘラミカ

‐
キ

1形土 況仔f
7:

鳴

■

仔

２

児 厚 さ 甲・ 普 天黄25Y6/2 全体 に指 IFえ

道物 番 号 器 栖 現仔長 最大幅 最大厚 菫 量 石材 形 IIF・ 手 伝 の 特 憚 備 考

不定形 刃器 ヌカイ ト
サヌカイ ト

石鍬 そ山岩

第83図  BttS D02出土遺物(2)(1/2, 1/4)



S D03(第 84図～第85図 )

S D02の東側に隣接して検出した溝である。調査区南壁から北へ1.3mの ところから始

まり,北東方向に5mほ どのところで東北東方向に屈曲して伸びる溝で,溝の中程をS D02

とS D10に 壊されている。全長はH.2m,幅 0。 4～ 1.5m,深 さ10～ 20cmと なっている。溝

は南端部が他の部分に比べて極端に膨らんで収束している。溝の底部は平坦になっており,

灰色系の粘質土が堆積していた。

27～ 29は逆L字形口縁の甕である。27は口縁部直下にヘラ描き沈線が 2条ある。28は 口

縁部端部に刻み目を入れている。体部は直線的で外面にはハケロを施し,ヘラ描き沈線は

施さない。29も 体部外面にはハケロを丁寧に施し,ヘラ描き沈線は施さない。体部は膨ら

んでいる。

30はサヌカイト製の石錐で,裏側に大きな剥離面を残している。

7.50m A'

1 茶灰色粘質土

2 暗灰色砂混じり粘質土

o                  50cm

BttS D03断面図 (1/20)

週物番号 器種 口 後 器 局 低 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

か。視 。少 、甲・ 火白25Y7/1、
曖白ワ RYR/ワ

ヘラ描沈線2条 口縁郡ナテ、外山′サ日、内面″
｀。指

押タ

杯 ・ 撻 に5い褐7 5YR
5/3、 灰 白10YR
R/,

口縁 部端 部刻 み 目 口縁部ナテ
‐
、外面け 日、内面ナテ

‐
・指

押え

にぶ い橙 7 5YR
3/4、 灰白10YR

口縁部″
マ
、外面材 日、内面

"‐

遺物番 号 器 種 現存長 最大幅 最 大 厚 菫 菫 石材 備 考

百難

第85図  BttS D03出土遺物 (1/2, 1/4)



S D04

調査区の中央部で S D03の 東側に隣接 して検出した溝である。北西一南東方向の溝で ,

緩く弧を描いている。後述するS D10と ほぼ平行で,北西端部が S D10と揃っている。全

長8.5m,幅 30～ 40cm,深 さ15cm前後となっている。断面はU字形で,埋土は茶褐色粘質

土の単一層である。

遺物は細片が少量出土したにとどまり図化は出来なかった。逆 L字形口縁の甕の口縁部

片が 2個あり,そのうち 1つ はヘラ描き沈線が17条 と多条である。その他に貼付突帯 2条

の壺の体部片と底部がある。

S D05(第 86図 ～第87図 )

調査区の中央やや東寄りで検出した溝である。溝は直 A
線的でほぼ南北方向になっており,北側部分をS D06に

壊されている。全長7.5m,幅 50～ 80cm,深 さ30cm前後

となっている。溝は北側部分がやや膨らんでおり,断面

形は逆台形に近くなっている。埋土は上層に黒褐色粘土   :
が,下層には暗茶灰色砂混じり粘質土がそれぞれ堆積し

7.50m

―
A'

黒褐色粘土

暗茶灰色砂混 じり粘質土

0                  50cm

ている。 第86図  BttS D05断面図 (1/20)

31は壺の体部で,ヘ ラ描き沈線が12条ある。外面の沈線より上にはハケロが施されてい

る。32～ 34は逆 L字形口縁の甕である。32は 口縁部の内 。外面に指押さえを強く行い,体

部外面にはハケロを施し,ヘラ描き沈線は加えない。33は 口縁部端部に刻み目を入れ,体

部外面はヘラ描き沈線が12条 と多条になっている。沈線文帯の下には三角形列点文を加え

ている。体部は直線的に外傾 している。34は全体に摩減しているが,体部外面にはヘラ描

き沈線の痕跡は認められない。35は如意形口縁の甕で,日縁部屈曲部の外面には指押さえ
遺物番 号 器 極 口 後 器 尚 低 後 胎 土 色調 施 文 形態 。キ砥 の特御 備 考

にぶい貢橙10YR6/
3、 にぶい黄橙10Y
R7/4

膵部 にヘ ラ描 沈繰 12条 本面材 目・ナテ
｀
、内面板″

‐
・″
‐

郷 ・ 批 にぶい貢橙10YR7/
4、 灰黄2.5Y7/2 押え

杯
。
甕 甲・ 普 灰貢褐10YR6/2、 に

ぶい黄橙10YR7/2
ヘラ描沈線 12条 +三角形
列点文、日縁部端部刻み

口縁部

"‐

、外面

"‐

、内面″
‐
・指摘

弥・霊 *22. ・  2'、   湘」 ・ にぶい貢橙 10YR7/ 全体にマメツ

勃 ・ヽ 甕 *25 綱 ・ 晋 にぶい貢橙 10YR6/
3、 浅苦25Y6/3

口意形 口縁、口縁部ナデ、外面

"・旨押え、内面ヘラミカ・キ・指押え

多

にぶい貢橙 10YR7/
3、浅黄橙 loYR8/4

全体 にマメツ、内面指押 え

遺物番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石 材 備 考

太型蛤 刃石斧 (IIIR岩 )安 山岩 憂部側 縁部 に納 の装看涙 と思 われ る く
rドれ熱 右 り

淡緑色

百匙 6 0 サヌカイ ト 肩部から茎部の側縁が採れてつぶれて
いる

B tt S D05出土遺物観察表
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第87図 BttS D05出 土遺物 (1/2, 1/4)
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を行なっている。内面にはヘラミガキを施している。36は底部の立ち上り部が緩く屈曲し

ている。

37は大型蛤刃石斧で,刃部は欠損 している。基部の側縁部には柄の装着痕と思われる,

やや快れて擦 り減つた部分がある。38は石匙で,茎部は幅2.2cmと 大きめである。茎部か

ら肩部にかけての側縁部は擦れて潰れているが,こ れは柄の装着痕と思われる。

S D06(第 88図 ～第89図 )

調査区の中央やや東寄りで検出した溝である。溝の東半分は東西方向であるが, S D05

との交点部分で屈曲して西南西方向に伸びている。 S D05の 埋没後に掘削されている溝で

ある。全長7.3m,幅 80cm前後,深 さ25～ 30cmと なっており,幅 。深さともにほぼ一定で

ある。溝の断面形は逆台形で,埋土は上層には暗茶灰色粘土が堆積しているが,下層は東

側部分ほど暗灰色砂質土が厚 く堆積しており,西側部分には暗灰色系の粘質土が堆積して

いる。

39は壺の口縁部で,緩 く外反している。頸部にはヘラ描き沈線が現存で 1条ある。外面

はヘラミガキ,内面はナデとなっている。40の 内面には板ナデの痕跡があり,底部内面に

は凹凸がある。

7.50m A'
B―一

7.聖
B,

暗茶灰色粘土

暗灰色砂混 じり粘質土

第88図

3 暗灰褐色粘質土

4 暗灰色砂質土

B tt S D06断面図 (1/20)

0                 50cm

〕                 10cm

が

遺物番 号 器 種 口径 器 両 [径 胎 上 色 調 麗 又 偏 考

が・壼 甲・ 夕 、 剤 ・ 灰買25Y7/2、
灰白25Y8/2

頃部にヘラ描沈線現存 1条 外面ヘラミカ
・
キ、内面

"・
8 2 5Y7/2

第89図  BttS D06出土遺物 (1/4)



7.聖
A'

1 暗茶掲色粘土

2 暗灰色粘質土

0                  1 0cm

第90図

_ヽノ

BttS D07断面図 (1/20)

遺 物番 号 器 種 口 径 器高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形態・ 手伝 の特似 JII考

弥 。甕 綱 。少 ヘラ描沈繰6条、口縁日∫端
郭刻み目

郭 ・ 賀 天黄25Y7/2 ヘ ラ描沈繰 猟存 10条 、 ロ
縁部淵部力!み 目

口縁部ナテ
・
、外面ナテ

‐
、内面″

‐
・指 Ill

阻 。少、細・ 灰貢褐 10YR6/2
灰黄25Y7/2

ヘラ描沈線7条、口縁部端
部刻み 目

コ意形 口縁、全体に,テ

不・ 聖
普

にぶい黄橙10Y
R7/2、 灰黄橙 10
YR4/2

鯛・ 多 にぶい貢橙75
YR6/4、 浅黄25
Y7/2

小面け 日、内面ナテ
・・指押え

104

遺物番 号 1   器種 現存長 最 大幅 最大厚 菫 量 石 材 備考

4d護石
'力

」 3面 に破打痕 有 り

第91図  Btt S D07出土遺物 (1/2, 1/4)



S D07(第 90図 ～第91図 )

調査区の東寄りで検出したL字形の溝である。西南西一東北東方向に10。 2mほ ど直線的

の伸びた後に直角に近く屈曲して,北側に3.3m向 かったところで収東する。溝の西端部

は S D10に よって壊されているが, S D10の反対側に溝の続きが見られないことから, S

D10の範囲内で収束するものである。溝は全長13.5m,幅40～ 80cm,深 さ15～ 25cmと なっ

ている。溝はS D10と の交点部分がやや膨らんでいる。溝の断面は逆台形で,埋土は上層

に暗茶褐色粘土が,下層には暗灰色粘質土が堆積している。

41・ 42は逆 L字形口縁の甕で,日縁部端部には刻み目を入れている。41の体部内面はヘ

ラミガキで,外面には煤が付着している。42は体部外面のヘラ描き沈線は現存で10条 と多

条である。43は如意形口縁の甕で,日縁部端部には刻み目を入れ,体部外面にはヘラ描き

沈線が 7条ある。体部は若干膨らんでおり,全体にナデている。44は 口縁部を斜め上方に

折 り曲げており,屈曲部内面は鋭い稜を形成している。体部外面にはヘラミガキを施して

いる。45は体部外面はハケロで,底部はやや突出している。

46は敲石で 3面に敲打痕があるが,特に上下の両面は敲打痕が激しく窪みも深くなって

いる。

S D08

S D06と S D07の 間で検出した溝である。溝は南北方向に近く直線的で,S D06・ S D07

と垂直方向にある。全長3.2m,幅 45～ 60cm,深 さ20cm前後である。溝の埋土は暗茶褐色

粘質土の単一層である。

遺物は細片が少量出土したのみで,図化は出来なかった。逆 L字形口縁甕口縁部とヘラ

描き沈線が現存で 6条ある破片が出土している。

S D09(第 92図 ～第93図 )

調査区の北東隅で検出した溝であるが,溝は西側半分を検出したにとどまり,東半分は

調査区外となっている。そのため溝の全体の規模

は不明である。検出部分で全長6.Om,幅 1.2m,

深さ20cmである。埋土は上層には一面に黒褐色粘

土が堆積しており,下層は溝の中央部分に向って

暗灰褐色砂混じり粘質土が堆積している。

47は壺で,日縁部は短く外反する。体部は最大

径が中央にあり,上半部は肩が張らずになだらか

2 暗灰褐色砂混じり粘質土
3 黒 灰 色 砂 質 ±     0¬

げ T¬ _TttCm

第92図  Btt S D09断面図 (1/30)

黒掲色粘土



である。底部はやや突出している。体部外面は全体にヘラミガキを施している。内面はナ

デている。48は外反する壺の口縁部である。49～ 54は逆L字形口縁の甕である。49は 口縁

部端部はナデて先細りになっている。体部外面にハケロを施す。50は体部外面はハケロを

丁寧に施し,内面にはヘラミガキを施している。51も体部外面はハケロで,内面には棒状

工具によるヘラミガキ状のナデが少々見られる。52は口縁部端部は下方に向く。体部外面

蒻

一隆
¨
マ

0

:写
:｀ |

0              5 cm

第93図  BttS D09出土遺物 (1/2, 1/4)
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

ホ・壷 甲・晋 にぶい貢橙 10YR7/3
浅黄橙 10YR8/3

口縁部ナテ
‐
、外面ヘラミカ

‐
キ、内面

"‐

中・ 多 橙5YR6/6、 灰黄25 小面″
‐
、内面″

不・ 墾 甲・ 多 にぶい貢樹 OYR6/3
浅黄25Y7/3

咋面″ 日、内面マメツ

甲・ 晋 吹黄種弧OYR6/2、 に
ぶぃ苦籍 loYR6/4

口縁部

"・

、外面材 目、内面ヘラミカ
・
キ

甲・ 晋 窺灰2.5Y4/1、 にぶ
′ヽ黄橙10YR7/4

口縁部ナテ・、外面材日、内面棒状工
具によるヘラミがキ状の

"・。
選 F、  〕倒 ・ こぶい黄橙 10YR7/2

天白10YR8/2
ヘラ描沈線マメツのため 全体にマメツ

が・聖 月赤褐 2.5YR5/6、

曳黄 2.5Y7/3

ヘ ラ描 沈繰 夕 存 9条 、 口材
部齢 蔀力lみ 目

口縁部″
・

押え
外面

"・

、内面″
‐
・指

が・費 こぶい貢授 10YR6/3
こぶい黄橙 10YR7/3

節描文 (直線文 ) 口縁部″
‐
、外面″

‐
、内面″

‐

死白25Y8/2 5ナテ
‐
・帽FFえ 、内面

"・
宿FFえ

祢 。甑 甲・ 営 螢貢25Y7/3、 にぶ
ハ黄橙 10YR7/3

小面″ 日、内面ヘラミカ
‐
キ・指押え

が・ 警 阻・ 少 、甲・

少
こぶい黄橙 10YR7/2 ヘラ描沈線 6条 注ぎ口1ケ所、口縁部

"~、

外面″
内面

"・



にはヘラ描き沈線が僅かに見られるが,摩減が激しく条数は不明である。53は 口縁部端部

に刻み目を入れており,体部外面にはヘラ描き沈線が現存で 9条ある。54は体部外面には

5条 1単位の櫛描き直線文が 4単位施されている。56は甑で,底部に焼成前に穿孔してい

る。外面にはハケロを,内面にはヘラミガキを弱く施している。57は口縁部は体部からそ

のまま立ち上る。日縁部をつまみ出した注ぎ口が 1箇所見られる。外面にはヘラ描き沈線

が 6条あるが,不連続になっている。

58は楔形石器である。上部はやや斜めになっており,上下に加工を施している。左右に

裁断面がある。

S D10(第 94図 ～第96図 )

調査区の中央部で検出したL字形の溝である。 S D04の 西端と揃った位置から始まり,

南東方向に直線的に12.8m伸びたところで,直角に近く南側に屈曲して直線的に5。 8m伸

びてそのまま調査区外へと続いて行 く。S D04と ほぼ平行になっており,屈曲部分は S K21

によって壊されている。溝は調査区内で全長18.6m,幅30～ 70cm,深 さ15～ 20cmと なって

いる。断面はU字形で,埋土は上層に暗茶褐色粘土が,下層には暗茶色粘質土が堆積して

いる。

59～ 65は壺である。59は頸部に現存で突帯を3条 ,60は現存で 2条それぞれ貼 り付けて

いる。61の 口縁部は大きく外反し,端部は上面に平坦な面を形成している。62は 口縁部は

頸部からそのまま斜め上方に直線的に立ち上がる。外面には櫛描き直線文を施し,櫛描き

文帯の間にヘラ描きの山形文を加えている。63は無頸壺で内傾 した体部からそのまま口縁

部に至 り,日縁部端部には外側に粘土を貼 り付けて刻み目を加えている。日縁部直下には

2個 1単位の穿孔が現存で 1単位あるが,本来は向かい合った位置に合計 2単位あったと

7.聖
A'

7.50m B,

1 暗茶褐色粘土

2 暗茶色粘質土
7.50m D' 7.聖

c,

0                 50cm

第94図  BttS D10断面図 (1/20)
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器 種 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

白25Y7/1
白10Y8/2

項部 に貼付 突帯猟存 3条 2杯 に マ

25Y7/2
郷 。壁 ア・多 にぶい赤橙 10Y 全体 にマメツ

小・ 量 阻 。少 、 甲・多 淡貢橙 10YR8/3 口縁部～頸部に櫛描文 (直
諄十  ヽ ヘラ織 :!1形士

小面″
‐
、内面″

‐。指 Fllえ

杯・ 壺 月亦褐 5YR8/3
東白10YR8/2

ヘラ描沈線現存6条、口材
部端部刻み日、2個 1単位
の穿孔現存1単位

小面ナデ、内面ナデ、無頸壷

が・量 甲・多 駅
Ｙ８

橙
白
赤
灰
淡
無

瞑部にヘラ描沈線10条 全体にマメツ

2 5Y4/1 面材 目・マメツ、内 面ナテ
‐
・信碑 え

が ・ 混 綱 。多 にぶい貢橙 10Y
R7/2、 灰 白10Y
RR/2

口縁部折 り曲げ、外面マメツ、内面″
‐

が ・ 狙 阻・少、中・普 こぶい貢橙10Y
t6/3、 黄灰25
r7/2

ヽラ描沈線現存8条 、口綱

郭端部刻み 目

口縁部

"や

、外面

"‐

、内面″
‐。llFFl

ホ34 に黄褐10YR4/2 口縁部強い指押え、全体にマメツ

か 。狙 阻・少、中・多 にぶい貢褐 10Y 外面材 日、内面″
~・
情 Fllえ

小・ 賛 甲・ イン にぶい貢橙 10Y
R6/3、 浅黄25
Y7/4

昂帰雫り報款轟髪覇串昇ギ子指鼻覺

第95図  BttS D10出土遺物 (1)(1/4)
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考えられる。体部外面にはヘラ描き沈線が現存で 6条ある。64は頸部にヘラ描き沈線が10

条ある。65は 口縁部と体部下半部分で直接接合はしなかったが,同一個体である。日縁部

は大きく外反して開く。体部下半の外面にはハケロが見られる。66～ 70は逆 L字形口縁の

甕である。66は 口縁部を横に折り曲げている。67は 口縁部端部に刻み目を入れ,体部外面

にはヘラ描き沈線が現存で 8条ある。68は 口縁部に上下からの強い指押さえがある。69は

口縁部端部は先細 りになり,端部上面は傾斜している。体部外面にはハケロが施されてい

る。70は回縁部端部の器壁は薄くなっており,日縁部外面の下部には整形時の指押さえ痕

が残っている。体部外面は全体にハケロとなっている。71～ 74は壺および甕の底部である。

71は外面に粘土の接合痕が残っている。74は底部付近の外面は,粘土の接合部分に指押さ

えを行なった後に,粘土接合部分に沿って横にナデている。

粛

遺物番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 文 ///悪 ・ キ伝 の特徴 備 考

甲・ 晋 にぶい黄橙 10YR7ノ
2ヽ 浅昔絆 loYR8/3

咋面ナテ
‐
・け日、内面″

‐

が ・ 壁 馘貢橙 10YR3/3、 灰

が ・ 堂 綱 °多 天貢褐 10YR5/2、 に
ぶい黄橙 loYR7/3

訃面

"‐

、内 面

"‐

。マメツ

瀬
°
12 細 。多 天買印 OYR5/2、 に

ぶい黄橙 10YR7/2
小面″
‐
、内面

"・

、底部外面ヘラクス
・
リ

遺物番号 器 種 男存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 備考

砥石 4面使用 、一部 に構 状 の砥 ぎ痕

第96図  B tt S D10出 土遺物 (2)(1/4)



0                 10Cm

遺物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫量 石 材 形憲 。手猛 の特似 備考

サヌカイ Bに弱い泄れ

砥石 6. そ山岩 3面便用

第97図  B区内AttS D09出 土遺物 (1/2, 1/4)

75は砥石で, 4面使用している。また一部に溝状に研いだ跡がある。

B区内A ttS D09出 土遺物 (第 97図 )

B区の最も西側部分でA区 にまたがって伸びる溝で,大部分はB区に属している。溝の

説明はA区の中で S D09と して説明している。本来はAtt S D09の 項の中で説明すべきで

あったが,B区部分で出土した遺物をA区の説明のなかで遺漏したため,こ こでこの溝で

出土した遺物を紹介する。

76は打製石鎌の先端部で,基端部は欠損 している。刃部は内湾するものと思われ,両面

から交互に剥離して作っているがやや雑な作 りである。背部は主要剥離面側に向って階段

状の剥離を行なって剥片を薄くしており,背部には弱い潰れ痕が見られる。77は砥石で 3

面使用している。

S H01(第 98図 ～第100図 )

調査区の東壁際で検出した竪穴住居である。東側が調査区外になるので,全体の形は不

明である。検出した部分では,平面形は円形と方形の中間形態で,北側部分には一部土坑

によって壊されているが方形の突出部がある。住居の南西部分は角をもって屈曲している

が,その他の部分は丸みを帯びている。突出部分は北側に向って70cmほ ど突出しているが

東西方向の幅は不明である。住居の南北方向は3。 9m,突出部分を含めると4。 6mで ,東西

方向は検出部分で2.9mと なっている。住居は壁から内側に15～ 80cmほ どベット状の平坦

面を形成した後に,一段低 くなっている。平坦面は西側から北側にかけてが広 くなってお

り,南側は狭い。床面で柱穴と土坑を検出したが,主柱の並びは不明である。最も南寄り

の土坑には炭化物が多く含まれていた。住居の検出面から床面までの深さは22cm程度であ



る。埋土は床面の直上には暗灰色粘質土が堆積しており,遺物はこの層から出土した。柱

穴の埋土は黒灰色粘質土の単一層である。炭化物の含まれていた土坑の埋土は黒色粘土で

ある。突出部の付く住居は弥生時代後期に多いが,その時期の遺物は出土していない。

78～ 81は壺である。78は体部にヘラ描き沈線を3条施し,沈線の間に竹管文を配してい

る。79は体部にヘラ描き沈線が 6条あり,外面はヘラミガキとなっている。80は外反して

開く口縁部である。81は頸部に貼付突帯が現存で4条ある。突帯には大きな刻み目を加え

ている。82～ 85は甕で,82・ 83は逆L字形口縁である。82は 口縁部端部は下方を向いてい

る。体部外面にはヘラ描き沈線が 9条あり,ハケロを施しているが,下半はナデている。

体部は全体に緩く内湾している。83は 口縁部端部は先細りになっている。体部外面にはヘ

ラ描き沈線が12条 と多条である。84は口縁部を真横へ大きく折り曲げており,端部には刻

み目を入れている。85は如意形口縁で,全体にナデている。86は鉢である。日縁部は端部

を内側に折り曲げた後に,外側に粘土を加えて全体としてT字形に仕上げている。端部に

は刻み目を入れている。87は蓋で,つ まみ部を指押さえによって細く作り出し,上部は窪

んでいる。外面にはハケロを施している。88は ミニチュアの壺である。全体に指押さえで

整形しており,体部最大径が口径を上回っている。口縁部端部には刻み目を入れ,頸部に

ヘラ描き沈線を3条巡らせている。また体部上半にはヘラ描きの連弧文が施されている。

1 暗茶灰色粘土

2 暗灰色粘質土

3 黒灰色粘質土

4 黒色粘土 炭化物を多く含む

5 茶掲色粘質土

0          2m

B~~5 3 1  7.聖 B,

BttS H01平 0断面図
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遺 物番 号 器 種 口 径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 文 形態 。手法の特徴 備 考

勁 ・ヽ 1證 火買 褐 10YR6/2、 褐メ 体部にヘラ描沈線3条 、沈 本面マメツ、内面ナテ

黒 褐 10YR3/1、 火 日
2 5Y8/2

体部 にヘ ラ描 沈線 6条

郷 。壼 吹 慟 r.bYKb/Z、 個 メ
7.5YR5/1

2体にマメツ

不・ 壼 甲・

`少

」買Z bY′ /3、 1こふレ
1橙 10YR7/3

唄部 に貼付突帯 4条 小面ナテ
‐
、内面指押え・マメツ

が・霊 ・ `りた、  甲 ° 灰黄褐10YR6/2、 灰自
10YR3/2

ラ描沈線9条 口縁部ナデ、外面材 目・

"‐

、内面ナテ
・指 IIFタ

中 。多 こぶい褐 7.5YR5/4、
こぶい黄橙 loYR7/3

ラ描 沈線 12条 口縁部ナテ
・
、外面

"や

、内面

"・

が。盤 〒・多 にぶい位 5YR6/4、 に
ぶい褐 7.5YR6/3

口縁部端部刻み 目 全体に

"‐

甲・ 晋 5YR6/6、  :こぶい藤
10YR7/3

知意形 口縁、口縁部

"‐

、外面″
‐

・指押え、内面板情・

阻・少、IIB・
多

火白10YR8/2、 灰自】
rR8/1

口縁部端部刻 み 目 口縁部を内側に折 り曲げた後外側
に粘土を張 り付ける、口縁部

"・

、
外面マメツ、内面

"゛か。蓋
径51

天自10YR8/2、  灰 F
2.5Y8/2

昨面材 目→

"‐

、内面

"‐

弥・ ミニ壷 5 中・普、細・
多

灰黄褐10YR5/2、 灰買
褐10YR6/2

頸部にヘラ描沈線3条、伸
部に連弧文、口縁部端部

卜面指FFえ 、内面カ

綱
°
多 にぶい貢橙 10YR7/2 蓋の可能性 もあ る、外 面マメツ、内 面サ

,・・増 IIFタ

不・ 霊 外 面ヘラミだキ・ ″
‐
、内 面マメツ

第99図  BttS H01出土遺物(1)(1/4)
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遺物番 号 器 極 現存長 最大幅 最 大厚 菫 量 石 材 備 考

スクレイバー ナヌカイ ト 刃部

磨製石庖 丁 5 l τ紋岩
刃石斧 (脈岩 ) 宕山岩

第100図  B tt S H01出 土遺物(2)(1/2)

89は底部の内・外面に指押さえが著しい。あるいは蓋かも知れない。90は外面にヘラミガ

キが見られる。

91は大型のスクレイパーである。大きな一枚の剥片を利用し,剥片の鋭い縁辺部を利用

して刃部にしている。両側縁部に一部敲打痕がある。石庖丁に近いものである。92は磨製

石庖丁で刃部・背部ともに直線となっている。刃部は両面から作 り出している。現存部分

では紐部はない。93は大型蛤刃石斧の基端部付近の破片である。

S H02(第 101図 )

調査区の東寄りで, S H01の西1lmほ どのところで検出した住居で,壁が削平され柱穴

だけが残つた竪穴住居あるいは平地式住居である。主柱穴は直径3.8mの 円周上に配され
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第101図  BttS H02平 0断面図 (1/80)

ている。主柱穴は現存で 6個あるが,本来は 8本の主柱であつたと考えられる。現存する

主柱から中心点で反転して検出されなかった主柱を復元すると,Aと そのすぐ西側に復元

した主柱の柱間は他のものに比べて広 くなる。主柱穴の掘形の平面形は円形で,直径20

～30cm,深 さ10cm前後と残りは悪い。柱穴の埋土は茶褐色粘質土の単一層である。住居内

の北東部には土坑が 1基あり,住居に伴うものと考えたい。平面形は円形で,直径95cm,

深さ10cmで ,埋土は茶褐色粘質土の単一層である。主柱の配置から,こ の住居は円形で

あつたと考えられる。

遺物は柱穴と土坑から細片が少量出土したのみで,図化は出来なかった。口縁部折 り曲

げの甕の口縁部と,無文の壺の口縁部から頸部にかけての細片がある。

S K01(第 102図 )

調査区の西側の南壁際で検出した土坑である。

南側は調査区外のため全体の形は不明であるが ,

検出した部分は平面形は長楕円形である。短径は

60cm,長径は検出部分で80cm,深 さ15cmで ある。

断面は逆台形で,埋土は下層には暗灰色砂混じり

粘質土が,上層には暗茶褐色粘質土が堆積してい

る。遺物は壺 。甕の体部の細片が少量出土したの

1 暗茶掲色粘質土
2 暗灰色砂混 じり粘質土

0                  50cm

第102図  BttS K01断面図 (1/20)

A一
7.聖
A'



ヽ
∞

―
―
― い

ｍ

創

引

［

・
ト

‥
―
ｌ

ｍ

―
―
，

∞

7.70m A'
1 暗茶褐色粘質土

0                 50cm

第103図  BttS K02平・断面図 (1/20)

みで図化は出来なかった。

S K02(第 103図～第104図 )

調査区の西側で,Att S D09の 東側80cmに 隣接する土坑である。平面形は楕円形で,長

径100cm,短径68cm,深 さ22cmと なっている。土坑の底部は平坦で断面形は逆台形である。

埋土は暗茶褐色粘質土の単一層である。

94は壺である。体部にヘラ描き沈線が現存で 6条ある。体部は内・外面ともヘラミガキ

を施している。95～ 98は甕で,こ のうち95。 96は逆 L字形口縁のものである。95は 回縁部

端部は先細 りで上方に向いている。96は 口縁部上面を強くナデており,端部に刻み目を入

れている。体部は下半で大きく内湾する。97は 口縁部を内側に折 り曲げて,外側に粘土を

貼り付けて,全体としてT字形に仕上げている。日縁部端部は下方を向いている。体部外

面にはヘラ描き沈線が 9条ある。98は 口縁部端部の少し下に断面方形の突帯を貼 り巡らせ

ている。体部内面には指押さえが多い。99は鉢で,体部は全体にナデている。

100は楔形石器である。上下は厳密には平行になっていない。左右に裁断面があるが ,

裁断された後に加工を施していることから,正確には楔形石器を転用した石器と言えよう。

101は安山岩製の打製石庖丁で,刃部は直線,背部は外湾している。刃部と背部は僅かに

摩滅している。
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遺物 番 号 器 極 口 後 器 高 底 径 胎 土 色 調 麗 又 形態 。キ活の特ロ 備 考

こぶ い煮御 OY
t6/4

体部にヘラ描沈線現存6条 小面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

綱 。多 こぶい黄橙 10Y
t6/3、 褐灰 10Y
t4/1

口縁部ナテ
~、

外面マメツ、内面ナテ

郷・ 狙 欄 ・ 多 黒褐 2.5Y3/1、
詩灰2.5Y4/1

口縁部端部刻み目 口縁部

"‐

、外面板

"‐

、内面

"‐

91 跡・甕 *22. 甲・ 晋 天褐 7.5Y5/2、
こぶい黄橙 10Y
7ヽ/2

ヘ ラ描沈繰 9条 口縁部内側に折り曲げた後に外側に
粘土を足す、口縁部

"°

、外面ナテ・、
内面持・・精神タ

粗 。少、細・

多
天貢褐10YR6/2
にぶい黄橙 10Y
マ7/3

ヘラ描沈線 10条

粗・少、中・

普
にぶい黄橙 10Y
R7/3、 灰黄25
Y7/2

遺物番号 器 種 翼存長 最大幅 最 大 厚 菫 菫 石材 備 考

サヌカイ ト

1 山

第104図  Btt S K02出土遺物 (1/2, 1/4)

S K03(第 105図 )

調査区の西側で, S D02の南西部に隣接する土坑である。平面形はやや不整形な長楕円

形である。長径2.2m,短径0。 9m,深 さ10cmと なっており,全体に残りは悪い。底部は平

坦で,埋土は暗灰色粘質土の単一層である。

102～ 105は甕である。102は逆 L字形口縁で回縁部直下を棒状工具で押えている。103も



逆L字形口縁で,日縁部端部は下

方を向く。口縁部直下には整形時

の爪跡が残っている。104は如意

形口縁で,日縁部直下が肥厚して

いる。105は 口縁部のやや下に先

細りの突帯を貼つている。

分がやや低 くなっている。埋土は茶褐色粘質土の単一

層である。土坑よりも落ち込み状遺構に近いかも知れ

ない。

第105図  BttS K03出土遺物 (1/4)

S K04(第 106図 )

調査区の西寄 りで, S D02の 南側に接 し, S K03の南東1.2mの ところに位置する土坑

である。南側は調査区外で全体の形は不明であるが,調査区内では部分的に突出した方形

となっている。調査区壁際で南北1.7m,東西2.4m,深さ10cmと なっている。土坑は北側

部分が狭 くなつており, S D02に僅かに壊されている。底部はほぼ平坦であるが,北西部

'| 
Ocm

道物番 号 器 種 口径 器 両 圧 径 胎 土 色 調 施 文 形 贖・ 手活の特徴 備 考

阻・少 、 IIB。
多

灰貢25Y7/2、 に
ぶい黄橙 loYR7/4

項部にヘラ描沈線現存2条 2俸 :こマメツ

不・ 壷 *25 中・普、細・
普 天白25Y8/2

全体にマメツ

第106図  B tt S K04出 土遺物 (1/4)

106・ 107は壺である。106は頸部に間隔の開いたヘラ描き沈線が現存で 2条ある。107は

外反して開く口縁部である。

S K05(第 107図 )

調査区の東領1で S D07と S D08の 間に位置する土坑である。平面形は楕円形であるが ,

東側がやや角張っている。長径1.5m,短径1.Om,深 さ20cmと なっている。底面はほぼ平

坦で,埋土は茶褐色粘質土の単一層である。

108は壷で,頸部は外傾 しており口縁部はそのまま外反して開く。頸部にはヘラ描き沈

遺物番号 器 極 口径 器 lHI 圧 径 胎 土 色 調 施 文 形 贖・手 伝の特徴 備 考

か 観゙ 中・少 火貢褐 10YR6/2
こぶい黄橙 10Y
t6/3

口縁部直下を棒状工具で押える、全
体にナテ・

杯・ 概 阻 。晋 ヘラ描沈腺 13条 口縁部

"▽

、外面″
‐
、内面ナテ

‐
・指拝

デ・肯 場灰 10YR6/1、
死白loYR8/2

711意形口稼、口縁日∫直下肥厚、全体
に

'・

・指押え
ホ26 甲

°
1計 こぶい貢橙 10Y

t7/2、 灰白2.5
r8/2

口縁郡端部の少し下に突帯を貼る、
全体にナデ



遺物番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 又 形 騰 手伝 の特徴 備 考

杯
。
量 甲

°
多 月赤褐2.5YR5/

)、 福灰 10YR6/1
項部にヘ ラ描沈線4条 全体にマメツ

か
。
霊 こぶい貢橙 10Y 小面マメツ、内面″

‐

多    l淡 橙 5YR8/4 ラ描沈繰2条

0              1 ocm

第107図  BttS K05出土遺物 (1/4)

線が 4条施されている。HOは逆 L字形口縁の甕で,体部外面にヘラ描き沈線が 2条施さ

れている。

S K06(第 108図 )

調査区のやや西寄りで, S D02の東側に隣接する土坑である。平面形は隅丸長方形で ,

長辺2.2m,短辺1.2m,深 さ15cmと なっている。底部は東から西に向って緩やかに下つて

いる。埋土は最上層に暗灰色粘土が厚 く堆積している。底部の直上は茶灰色粘質土である

が,部分的に 1～ 311m大の細礫

を含む灰色砂礫土が堆積してい

る。

遺物は甕か壺の体部の細片が

少量出土しただけで,図化は出

来なかった。

A一―

B―

2     3        7.塾 A'

7.50m B,
1 暗灰色粘土
2 黒灰色粘土
3 灰色砂礫土
1～ 3 mm大 の細礫含む
4 茶灰色粘質土

第108図  BttS K06断 面図 (1 /30)

S K07

調査区のやや西寄りで, S K06の北東部に接している土坑である。平面形は楕円形で ,

長径1.6m,短径1.Om,深 さ15cmと なっている。底部はほぼ平坦で,埋土は茶褐色粘質土

の単一層である。南西部分をS K06に 僅かに壊されている。

遺物は細片が少量出土しただけで,図化は出来なかった。全体に摩滅した逆 L字形口縁

の甕の口縁部細片がある。

S K08

調査区のやや西寄りで, S K07の北側に隣接する土坑である。土坑は一部調査区外に広

がるが,調査区内で平面形は楕円形である。長径は調査区内で1.5m,短径1.Om,深さ10



cm前後となっている。底部は中央部分がやや高くなっている。長軸は南北方向に向いてい

る。埋土は茶褐色粘質土の単一層である。

遺物は細片が少量出土しただけで,図化は出来なかった。逆L字形口縁の甕で,日縁部

端部に刻み目をもち,体部にヘラ描き沈線が現存で2条あるものが出土している。他に底

部細片がある。

S K09(第 109図 )

調査区やや西寄りの南壁際で検出した土坑である。土坑の南側は調査区外に広がり,全

体の形は不明である。調査区内では半円形で,直径 (東西方向)は 1.6m,ィ深さ22cmであ

る。土坑が一度埋没した後に,再び西半分を掘削している。西側の掘り込みは緩やかで,

底部は平坦である。埋土は再掘削された部分の下層に,暗灰色粘土が堆積している。

111・ 112は壺である。111は頸部にヘラ描き沈線が現存で 1条ある。H2は頸部に刻み目

を施した貼付突帯を現存で 1条巡らせている。

7.聖
A' (Dt)

1、た
-   1

t)(′ぐ
暗茶灰色粘質土

茶褐色粘質土

暗灰色粘土

週物 番 号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施文     1  形態 °手 法の特藤 備 考

にぶい貢橙10YR6/3、 灰貢25Y7/2 コ

"・

、内屋
五ナテ・、内雇湯苦 25Y7/3、 にぶ い音橙 10YR6/4 5に貼付突帯現存1条

第109図  BttS K09断面図 (1/30).出 土遺物 (1/4)
7.60m A'B-    7160m B,

0 5cm
L,,,rl

-

遺物番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 偏 考

サヌカイ ト 』基

石庖 丁 ナヌカイ 刃部 と体部暦減 、側 縁部 に快 り

第110図  BttS K10断面図 (1/30),出 土遺物 (1/2)



S K10(第 110図 )

調査区中央の南寄りで検出した土坑である。平面形は隅丸の長方形で横に細長い。長辺

1.9m,短辺53cm,深 さ20cmと なっている。断面は逆台形で,埋土は茶褐色粘質土の単一

層である。

113は 凹基の石鏃で,基部は両側とも欠損 している。体部中央部分が直線的になってい

る。114は打製石庖丁である。刃部は直線,背部は緩 く外湾している。両側縁に扶 りを入

れているが,扶 りの高さは左右異なっている。また片方の側縁部は大きく傾斜 している。

長さは11.5cmと 長く,刃部と背部に使用による摩減があり,背部の一部には敲打痕がある。

S Kll(第 Hl図 )

調査区中央の南寄りで, S K10の東側に隣接する土坑である。南東部分が調査区外にな

るので,全体の形は不明である。平面形は調査区内で隅丸の長方形であるが,あ るいは屈

曲する溝の一部の可能性もある。長辺は検出部分で2.4m,短辺は80cm,深 さは20cmで あ

る。埋土は黒褐色粘質土の単一層である。

115は底部は突出しており,内・外面に指押さえを施している。116は逆 L字形口縁の甕

で口縁部端部は下方を向き刻み日 、

を入れている。体部は内傾 し,ヘ

ラ描き沈線が現存で 3条ある。

|1   116
0                  1 0cm

遺物 番 号 器 種 口径 器 lHI 圧 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

か。霊 ・少 、 甲・

,

こぶい黄橙 10YR6
′
3、 黄灰25Y4/1

金体 に

"‐

・揖 Fllえ

が・賀 *20 甲・晋 灰黄2.5Y7/2、 橙
7.5YR6/6 部備部カル榮目

口縁部マメツ、外 面″
‐
、内面″

‐
・指摘

第111図  BttS Kll出土遺物 (1/4)

S K12

調査区の中央部で, S D10の南側に接する土坑である。平面形は楕円形で,長径1.Om,

短径0。 6m,深 さ15cmと なっている。北側部分は S D10と 接 しており,前後関係は不明で

ある。埋土は茶褐色粘質土の単一層である。長径は南北方向である。

遺物は細片が少量出土しただけで,図化は出来なかった。逆 L字形口縁で体部にヘラ描

き沈線が現存で 2条ある甕と,日縁部端部にヘラ描き沈線を 1条加えた後に刻み目を施す

壺がある。

S K13(第 112図 )

調査区の南側で, S K12の南に接する土坑である。平面形は長楕円形で,北側は S K12

に壊されており,長径は検出長で1.8m,短径は0。 8m,深 さは15cm前後である。底部はほ



ぼ平坦で,断面は逆台形,埋土は茶褐色粘質土の単一層である。土坑の長径はS K12と 同

様に南北方向を向いている。

と』ア雌¬鰍111l J=]フ l17｀
んでいる。118は底部内面に強

顧 驚√＼  
ト

退 物 番 号 器 極 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 文 備 考

弥
。
蓋 欄 ・ 多 黒25Y2/] 金俸 に

"
杯 ・ 狙 6

〕、灰 白10YR8/2
底部内面指押え顕著、外面マメツ

8 陽灰 10YR4/1

中 。普 灰白10YR8/1、
陽灰 7 5YR6/1

外面材 日、内面″
‐

喫白25Y8/1

第112図  BttS K13出土遺物 (1/4)

S K14

調査区の中央部で, S K13の東側70cmの ところに隣接する土坑である。平面形は楕円形

で,長径90cm,短径42cm,深 さ15cmと なっている。底部はほぼ平坦で,断面は逆台形,埋

土は茶褐色粘質土の単一層である。

遺物は細片が少量出土しただけで,図化は出来なかった。端部に刻み目のある壺の口縁

部の細片があるにとどまる。

S K15

調査区の中央部で, S D10に南側を壊されている土坑である。平面形は長楕円形である

が,溝に近い形である。長径は検出長で2.5m,短径は0。 4m,深 さは10cmと 浅い。 S D10

との交点付近で広がりを見せている。底部は西に向つて深くなっており,埋土は茶褐色粘

質土の単一層である。

遺物は細片が少量出土しただけで,図化は出来なかった。逆 L字形口縁の甕の細片で ,

ヘラ描き沈線が 4条あるものがある。また,壺では頸部にヘラ描き沈線 3条 ,体部に貼付

突帯が 2条あるものが出土している。

S K16(第 113図 )

調査区の中央やや東寄りの南壁際で検出した土坑である。土坑は南側調査区外に広がり

全体の形は不明であるが,検出した部分ではやや不整形な円形で,北東部分が直線的に

なっている。直径は2.lm前後である。深さは10cm前後で,底部は西側に向いて若干下つ

ている。埋土は黒褐色粘質土の単一層である。



122は サヌカイ

は凹基の石鏃のよ

卜製の石錐で,錐部の先端部は欠損している。基部

うになっている。

遺物番号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 備 考

石健 1 サヌカイ

第113図  BttS K16出土遺物 (1/2)

S K17(第 H4図 )

調査区の東側で検出した土坑である。平面形はやや不整形な円形で,東側部分が直線的

で,西側部分が尖り気味である。直径は南北が1。 9m,東西が2.2mと 少し差がある。深さ

は10cmで ,底部は平坦である。埋土は茶褐色粘質土の単一層である。

123・ 124は壺の口縁部である。123は 口縁部は大きく開き,端部に向うほど肥厚してい

る。口縁部端部にはヘラ描き沈線を施したのちに刻み目を入れている。125～ 127は甕であ

る。125は 日縁部を真横に折り曲げている。126は体部外面に4条 1単位の櫛描きの直線文

を施している。127は外面のヘラ描き沈線は摩減のためはっきりしないが12条 と思われる。

128は鉢で,日縁部の先端が先細りになる。体部は内湾している。

0              10cm

宦

退物番 号 器 種 口径 器 同 底 径 胎 土 色調 施文 備 考

が・壺 阻 °多 にぶい橙 7 5YR6/4、 明貢
褐10YR7/6

口縁部端部に沈線 1条 とタ 全体にマメツ

R貢褐10YR5/2 :"菫にマメツ

阻・夕 、甲・

普
炎橙 5YR8/4、 灰 白10YR8/乏 口稼瀾∫■ り曲げ、全 体 にマメツ

阻・普、FIB・ 登5YR6/6、 にぶい黄橙 10YF
う/3

師描文 (直線文 ) 口縁部ナデ 、外 面マメツ、内 面

"
こぶい赤褐2 5YR5/4、 明赤
喝2.5YR5/8

ヘラ描沈線 12条 、日縁部
端部刻み 目

全体にマメツ

が ・ 鉢 阻・普、FIB。
多

こぶい橙7.5YR7/3、 橙7.〔 界面マメツ、内面ナテ
‐

第114図  BttS K17出土遺物 (1/4)



S K18(第 115図 )

調査区の東側で, S K17の東側30cmの ところに隣接する土坑である。平面形は楕円形で

あるが,北西部分がやや直線的になっている。長径1.5m,短径0。 9m,深さ20cmと なって

いる。底部は平坦で断面は逆台形となっており,西側の掘 り込みは急になっている。埋土

は茶褐色粘質土の単一層である。

129は甕で,日縁部端部は先細 りになっている。体部は内湾しており,外面には 5条 1

単位の櫛描き直線文を施し,その下には櫛描き波状文を 1単位加えている。130。 131は と

もに上げ底になっている。

0                 1 ocm

道物 番 号 器 極 口径 器 尚 [径 胎 土 色調 施 文 形態 。手 活の特薇 偏 考

弥・1,II: 鯛・多、甲・

多 浅黄橙7 5YR8/
即抽 Xヽ 日 課 又 ・ 波 状 X' 外面

"‐

、内面マメツ

天白10YR3/2 全体 にマメツ

燈7 5YR7/6、 に
ぶい橙 7 5YR6/

■杯 にマメツ

第115図  B tt S K18出 土遺物 (1/4)

S K19(第 116図 )

調査区の東側で, S H01の西側 lmの ところに隣接する土坑である。平面形は楕円形で

長径95cm,短径70cm,深 さ20cmと なっている。南西部分の掘 り込みは急になっており,底

部は北東方向に向って緩やかに下っている。土坑

の断面は逆台形で,埋土は茶褐色粘質土の単一層

である。

132は壺で,頸部に幅広の刻み目を入れた突帯

第116図  B tt S K19出 土遺物 (1/4)

ー一
w

―
…

133

1 0cm

道物番 号 器 植 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 形 憲・手法 の特徴 備 考

バ
。
壼 阻・ 夕 、 甲 ・

多
灰買褐10YR6/2
にぶい黄橙 10Y
R6/3

唄部 に貼付 架帯 5条 昨ロ ル 、 円 山

"

団・ 普 、 甲・ 医褐 7 5YR4/2、 口縁部折 り曲げ、日縁部

"・

、外面′V
日、内面ヘラタス

゛
リ



を現存で 5条貼 りつけている。133は甕で,口縁部を横に折 り曲げている。外面はハケロ

で,内面はヘラケズリとなっている。

S K20(第 117図 ～第118図 )

調査区の東側の南壁際で検出した土坑である。土坑の南側は調査区外に広がるので,全

体の形は不明である。検出部分での平面形は台形で,長辺3.5m,短辺は検出長で1.6m,

深さは 5～ 28cmと なっている。東側の掘 り込みは急になっているが,西側は緩やかになっ

ている。底部は北側から東側にかけてテラス状に浅くなっており,南側の壁際から西側に

かけて一段低 くなっている。最上層には粘性の強い黒灰色粘土が堆積しており,低 くなっ

ている部分の上部には鉄分が沈着している。底部直上と一段低 くなった部分には10～ 15cm

程度の礫が数個見られた。

134は逆 L字形口縁の甕で,日縁部端部は下方を向き先細 りになつている。体部外面に

はヘラ描き沈線が現存で 6条ある。135は如意形口縁の甕で,外面はハケロを施し,内面

7.50m B,

1 黒灰色粘土 粘性強い
2 黒灰色砂混じり粘質土
3 黒掲色粘土
4 鉄分沈着層
5 暗灰色砂質土 0           50cm

第117図  BttS K20断面図 (1/30)

_迪_屹
_    138
0              5 cm 0              1 0cm

遺物番 号 器 種 口径 器 高 鳳 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

*25 火2.5Y6/1 ラ描沈線現存6条 全体 にマメツ

13]弥・甕 口意形口縁、外面材 日、内面ナテ
・

2 5Y7/3 体 に

'‐6 て
=貢

2 5Y7/2 ,玉にマメツ

遺物番号 1   器種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石材 r//憑
。手活の特ロ 備 考

サヌカイ ト 平基 、風化

第118図  Btt S K20出土遺物 (1/2, 1/4)



は指で縦方向に強くナデている。137は底部は肥厚し,上げ底になっている。

138は平基の石鏃で,先端部からの中軸線がややずれている。

S K21(第 H9図 )

調査区の中央部やや東寄りで検出した土坑で, S D10の屈曲部分を壊している。平面形

は長楕円形であるが,南東部分が直線的になっている。長径1.7m,短径0。 9m,深 さ15cm

となっている。底部は平坦で,埋土は暗茶褐色粘質土の単一層である。弥生時代中期初頭

の溝 S D10を 壊していることから,こ れ以降の時期の土坑と考えられる。

139は壺の口縁部で,緩 く外反している。全体に摩滅している。140も 全体に摩滅してお

り,底部は肥厚している。

140は有肩式の石鍬で,肩部は片側はくびれがよく解るが,他方はあまりくびれておら

ず,直線的になっている。肩部には敲打痕が見られる。刃部は丁寧な調整によって作 り出

のものである。

遺物 番 号 機 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施文 備 考

赤10R5/6、 灰 黄褐 10YR5/1 全体 にマメツ

(日 25Y8/2、 Jttι民25Y6/1 体にマメツ

道物 番 号 器 極 現存長 最大幅 最 大厚 菫 量 石材   1    形態 。手法の特徴 備 考

石鍬 「岩     1刃 部 磨滅 、有肩 式 、肩部 に破打痕

第119図  B tt S K21出 土遺物 (1/4)

S P01～ 08(第 120図 ～第121図 )

建物を構成しないものである。埋土はすべて茶褐色粘質土の単一層である。平面形はい

ずれも円形で,直径20～ 70cmで ,深 さは10～ 20cmである。

S P01出 土のものが153, S P02出土のものが142・ 144。 149。 150, S P03出土のもの

が146, S P04出 土のものが156, S P05出 土のものが152, S P06出 土のものが143・ 145,

S P07出 土のものが147・ 148・ 151・ 154・ 155, S P08出 土のものが157である。

142～ 145は壷である。143は頸部にヘラ描き沈線が現存で 6条ある。頸部内面はヘラミ



ガキとなっている。144は口縁部内面に三角形列点文を施している。145は口縁部端部を上

下に拡張して外側に面を作る。日縁部端面にはヘラ描き沈線 1条施した後に刻み目を入れ

ている。日縁部内面にはハケロが見られる。146は如意形口縁の甕で,日縁部外面に指押

さえを強く施している。147～ 149は逆 L字形口縁の甕で,147の体部外面のヘラ描き沈線

は一部斜めになっている。148は日縁部端部が下方を向いている。149も 口縁部端部は下方

を向き,国縁部直下には指押さえがある。体部は直線的に外傾しており,外面にはハケロ

を施している。152の底部外面はヘラケズリの後にナデており,体部外面は板ナデである。

ヽ 多宰

黎

′′′′′
':::「

::|::::iil,、

、0                1 0cm
器 高 鷹 径 色 調

か
゛
霊

・ 署 F、  】刊
・ 炎貢橙 10YR8/3、 淡買2.5Y8/3 全体 にマメツ

が ・ 霊 阻 。少 こぶい貢橙 10YR7/2、 灰貢授 10YF 項部にヘラ描沈線現存6条 外面

"・

、内面ヘラミカ
。
キ 3006

か。霊 天自10YR8/2 口稼部内面に三角形タリ点
t

全体にマメツ

杯 ・ 壺
・ り
)、
 綱
・ 天黄25Y7/2 口縁部端部沈線 1条 +刻み

目
外面″
▽
、内面″ 目

陽灰 10YR4/1 口意形 口縁 、全 体 に″

甲
°昔 にぶい黄橙 10YR7/4、 灰貢褐 10YR ラ摘沈緑引存3条、口靱

圏曇無 ジ州及 日

全体にナテ
・

不・ 狙 中 。多 にぶい黄橙 10YR7/2、 浅黄25Y7 口縁部端部刻み目 口縁部″
・
、外面マメツ、内

面情・・指押え

・ 少 、 微 ・ 灰黄褐 10YR6/2、 灰黄2_5Y7/2 異靭 rl藉鮎寛
V日、

か 量゙ ・  夕 、  lF ・ 浅貢橙 10YR8/3 全体にマメツ

°
多 、 甲・ ぶい黄橙10YR6/3 昨向

"・
僣碑 え、円 回フ

杯・ 型 敵 。多 、甲・ 月赤褐 2 5YR5/8、 灰貢2_5Y7/2 1%岳【;子λ。子習輝′
天黄褐 10YR4/2、 灰黄褐10YR5/2 外面材 日、内面″

‐
・襦

押カ

弥・盃 驚薇
釉 。少 、 甲・ 天黄2.5Y6/2、 黄灰2.5Y4/1 卜面

"、
内向取

"

第120図  BttS P01～ 08出土遺物(1)(1/4)



154のつまみ部は突出している。

155は打製石庖丁で,刃部・背部ともに直線となっている。片方の側縁部は大きく扶れ

ているが,反対側は直線的になっている。背部と側縁部には敲打を加えている。刃部以外

に側縁部にも入念な調整をおこなっており,全体に厚手になっている。156は石小刀で,

内側と外側に刃部を作り出し,内側には突起が 1つ あり,突起部分と突起の前後の刃部に

は弱い敲打が見られる。刃部先端部は欠損しており全体の形は不明であるが,おそらく先

♀   1   1   1   1  5,m

ハ
ーｌ
ｕ
ｖ

遺物番 号 器 種 現存長 最 大幅 最大厚 重量 石 材 形 IIF・ 手砥 の特傲 備 考

T製石庖丁 ナヌカイ
石ガヽ刀 テヌカイ 内刃部 に突起

石錘 山 岩 卜と左石 に切れ 目を入れ る

第121図  B tt S P01～ 08出土遺物 (2)(1/2)



端部が湾曲するものであろう。両面とも丁寧に調整している。157は石錘で,やや曲がっ

た空豆のような形である。上下と左右に切れ目を入れている。

(2)包含層出土遺物 (第 122図～第129図 )

158～ 163は壺である。158は口縁部内面の下部に貼付突帯が現存で 2条ある。159は 口縁

部内面に貼付突帯を4条施した後に,縦方向に3本 1単位の棒状浮文を加えている。日縁

部端面にはヘラ描き沈線 2条施した後に刻み目を入れている。160は大型の壺の頸部上半

部内面に刻み目を入れた貼付突帯を4条巡らせている。161は 口縁部と頸部の境部分の内

面に貼付突帯を3条巡らせ,頸部外面には貼付突帯を8条施した後に, 2本 1単位の棒状

浮文を現存で 2単位加えている。162は 口縁部は外反して立ち上り,端部は外側に面をも

ち強くナデている。163の頸部は筒状になり,下部にヘラ描き沈線が 3条ある。

164～ 171は甕で,このうち164～ 170は逆 L字形口縁である。164は 口縁部端部は先細り

になり,体部外面には 7条 1単位の櫛描き直線文と波状文がある。165も 口縁部端部は先

細りで,体部は外傾し,外面に9条 1単位の櫛描き直線文と波状文がある。166も 体部は

外傾し,外面には6条 1単位の櫛描き直線文と波状文がある。内面には赤色顔料が付着し

ている。167は体部外面に5条 1単位の櫛描き直線文と波状文を施している。168は 口縁部

は下方を向いている。169は 口縁部は肥厚しており,端部は丸みを帯びている。体部は内

湾しており,外面には幅広で不連続なヘラ描き沈線が 2条巡る。170は体部にヘラ描き沈

線12条 を施し,さ らにその下に三角形列点文を加えている。171は 口縁部を横へ大きく折

り曲げている。体部は膨らんでおり,外面にヘラ描き沈線を3条と2条 と間隔をあけて施

している。夕1面はハケロとなっている。

172は甕の口縁部が剥離した形をしているが,剥離痕はない。外面にヘラ描き沈線が12

条ある。173の体部は外傾しており,体部からそのまま口縁部に至る。逆 L字形口縁の甕

の口縁部が剥離した形である。外面には 5条 1単位の櫛描き直線文と,その間に櫛描き波

状文を施している。全体にナデている。179の底部は上げ底になっている。180は底部内面

に強く指押さえを行い,内面から押 し出すように底部を作っている。外面にも指押さえは

顕著である。182は突出した小さな底部から,直線的に立ち上る体部をもつ。外面はハケ

目である。183は外面にハケロを施し,底部外面はヘラケズリの後にナデている。186は大

型の鉢で,体部は膨らんでおり,内面は板ナデである。187も 大型の鉢で,日縁部下に把

手状の突起がある。体部は内湾し,外面はハケロである。188も 口縁部下に把手状の突起
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遺物番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施 文 備 考

か
゛
1置 にぶい橙7.5YR7

/4、 にぶい黄橙
10YR7/2

口縁部内面に貼付突帯現
存2条

2体に″

杯・ 贅 嗣。少 にぶい貢橙 10YR
7/3、 にぶい橙
7.5YR6/4

口稼濁
`内
向に郎付失帝4粂

に3本1単位の棒状浮文、
口縁部端部ヘラ描沈線 2条
+刻み 目

不向

"、
困 山77

が ・ 量 F。 多 にぶい橙7.5YR7
/3、 灰褐7.5YR4

頸部内面に貼付架帯4条 全体にマメツ

弥 ・ 壺 ア・晋 灰自2.5Y8/2、
にぶい黄橙 10YI
7/2

口縁部内面に貼付架帯3条
、外面貼付突帯8条の上に
2本 1単位の棒状浮文現存2

杯 ・ 盤 F。 多、 Itl・ 天黄 2.5Y7/2、
天白2.5Y8/2

口縁部端部強い″
‐
、全体にマメツ

弥
。
ilili 制 。1曽、 甲 ・ 天貢橙 10YR8/4 項部にヘラ描沈繰3条 本面け 目→

"‐

、内面

"｀

少 にぶい橙7 5YR(
/4

全体 に″
｀

鯛 。イン 黄火25Y4/1、
炎黄2.5Y8/3

師面又 (直線 又・痰状 X' 全体に
"・

杯 ・ 聟 ■35 ・少、中・ 吹白25Y8/2 師孤又 t直牒 又・仮状 X' 全体に″
‐
、内面に赤色顔料

杯 ・ 狙 燈5YR6/o、
2 5Y8/2

灰 自 帥抽 又 tlE課又 ・ 板 状 又 リ 全体に,‐

万 ・ 観 闇・ 多 にぶい貢橙 10YI
7/4

口縁 部端 部刻 み 目 全体 に

"‐

不 °饗 ・少 、 中・ 灰貢褐 10YR4/2
灰 白 loVRR/2

ヘ フ抽 滉 繰 Z宋 い 運 減 リ 口稼部″
‐
、外 面

"‐

、内 面

"~・
措 Ff

にぶい橙7.5YR(

/4、 にぶい黄相
10YR7/2

列点文、口縁部端部刻み
全体 に,

白10YR8/2
ヘフ層滉腺3粂 +2粂 口稼ヨ∫■り出:ブ、 口縁濁S"、 外山

～日、内面芳・

浅責将 10YR3/3 ヘラ描沈繰 12条 に 情

‐

中・イン、 FIB・
多

にぶい貢橙 1 0YI
7/4、 浅黄 25Ⅵ
/3

節描文 (直線 文・波状文 ) 外面ナテ
‐
、内面
"‐

・指押え、口縁部
剥離 ?

郷・ 霊 外山マメツ、内 向襦碑 え

にぶい貢橙 10YI
7/3、 浅黄 25Ⅵ
/3

中・多、粗・ 灰白10YR8/1 全体にマメツ

)
R自 10YR8/2、
産灰2.5Y4/1

外面マメツ、内面

"｀

。指押 え

が・墾 F・ 多 にぶい貢橙 10YI
7/4、 灰黄2 5Yl

全体 にマメツ

添・ 賀 甲・多
灰黄2.5Y7/2

中 。少 灰黄25Y8/2
内 蔵五十テ

や o劇旨‖軍タ

明赤褐2 5YR5/(

5. 租・少、中・

普
吹自25Y8/1 外面材 日、内面ナテ

・

甲・ 晋 浅黄25Y7/3
面ヘラタス
・
り→芳・

7 中・少 にぶい黄橙 10YF 全体 にナテ
‐
・ 指 IIえ

弥・ 11lE
聾 7.5YR4/1

全体 にマメツ

阻・少、fIB・
多

浅貢橙 10YR8/3、
にぶい黄橙 10YR
7/3

希山マメツ、内 面″

*48 甲 。多 にぶい黄橙 10YI
7/2、 灰 白2.5Y〔
/1

口縁部下に把手状の突起 口縁部″
‐
、外 面け 日、内面

"‐

。指押

・ 晋 灰 白25Y8/2 口稼瀾
`卜

に把 手状 の突超 、全 体 に,
ハ ・ 踏 甲 。多

燈5YR7/6
口縁郡

"‐

、外面マメツ、内面″
‐
・指 lq

甲・ 多 燈7 5YR6/6、 橙 外面け 日、内面マメツ、底部 高台状 に探
出

杯 ・ i壼 驚
衛

資貢橙 10YR8/3
陽灰 10YR4/1

外面マメツ、内面指押え

つまる
径61

鯛・ 多 天白10YR8/2

杯・ 蓋 驚
衝 普

浅貢25Y7/4、
にぶい黄橙 10YF

上部肥厚、外面け 目→

"・

、内面

"・

祢・蓋 つまる
径7.

R自 25Y8/2、
マ黄25Y7/2

〕個1単位の夕孔易存1単位
rl個美言涌 )

本面

"‐

・指押え、内面

"・
ハ ・ 蓋 つまる

径3{
甲・ 晋 火日10YR8/2、

にぶい黄橙 10YF
7/2

外面ナテ
‐。マメツ、内面マメツ

つまら
径6.

甲・ 少 天黄褐 10YR5/2

・ 少 灰N5/1、灰N6/1 面回転持
‐
、内面回転芳・

B区包含層出土遺物(1)・ (2)観察表



がある。190は椀状の鉢で,底部は突出しており,外面に粘土を貼 り足 している。口縁部

端部は平坦になっている。体部外面は全体にハケロとなっている。191は つまみ部の上面

を指で扶 り取 り,その後にナデている。192のつまみ部上面も指で扶 り取 り窪ませている。

内 。外面ともにハケロを施している。193は つまみ音F分カツト常に厚 くなっている。タト面は

ハケロである。194は 2個 1単位の穿孔が現存で 1単位あるが,こ のうち 1個は未貫通で

ある。195はつまみ部から体部に向って,急激に器壁が薄くなる。196のつまみ部は横に突

出している。197は須恵器の杯で,底部にやや外向きの高台を貼 り付けている。

198～ 201は打製石庖丁である。198は刃部・背部ともに直線で,背部は自然面を利用 し

ている。両面とも丁寧に調整を施し素材剥離時の面はとどめていない。全体に風化してい

る。199は 欠損部分が多く全体形は不明であるが,刃部 。背部ともに緩 く外湾するものと

思われる。側縁部の中央部に決 りを入れている。200は刃部・背部ともに外湾しており,

側縁部は短 くなっている。背部付近は厚かつたためか,調整が顕著である。201は刃部は

中央部分は直線であるが,側縁に近くなるほど外湾している。背部は外湾している。刃部

は両面から加工して鋭くなっている。

202～ 207は磨製石庖丁及びその未製品である。202は刃部は直線,背部は外湾しており,

側縁部は折れているが本来は鋭く,半月形のものと思われる。研磨直前の磨製石庖丁の未

製品である。203は刃部は外湾,背部は直線のものである。紐部の周辺に使用時の擦痕が

見られる。204は刃部・背部ともに外湾している。片面の研磨は粗 く,中央の側縁寄 りに

擦痕が見られる。205は 中央部分のみの破片であるが,刃部 。背部ともに直線である。刃

部は両面から作 り出しており,紐部の横に僅かに擦痕が見られる。206は 背部は直線と思

われ,両面の紐部周辺に擦痕が見られる。207は側縁に近い部分の破片である。刃部の稜

線から判断すると刃部は外湾の可能性が高い。刃部を中心に擦痕が見られる。

208～ 211は石錐である。208は錐部と頭部の境が不明瞭で,全体に同じような幅になっ

ている。209。 2Hは錐部と頭部が非常に明瞭に区別出来るもので,211の錐部は大いもの

である。210は頭部から錐部にかけて直線的で,頭部端は斜めになっている。212～ 216は

スクレイパーである。212は刃部は剥片の鋭い縁辺部をそのまま利用しており,調整剥離

は少ない。石庖丁の未製品かも知れない。213は 薄い剥片を利用している。214は側縁部か

ら全体に求心方向に剥離を加えている。下部から一部側縁にかけて刃部と作 り出している。

215は 打製石庖丁の背部から片側側縁部が欠損 したため,折 れ面を再加工 してスクレイ

パーに転用したものである。背部には石庖丁作成時の敲打痕があり,側縁にも袂 りがある。
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道 物 番 号 器 種 環存長 最大幅 最大厚 菫量 石 材 備 考

丁製石 | 丁 3 ナヌカイ 風化 してい る

石庖丁 荒紋岩

3 ナヌカイ

FT製石 サヌカイ 刃部鋭月 I

石 I司 「 5 岩 研磨 直前 の未 製 品

磨製石庖丁

石庖 丁 岩

丁 5 1

磨製石庖 丁 荒紋岩

石庖 丁 椛紋岩

第124図  B区包含層出土遺物(3)(1/2)
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1瘍狙‐【〔一̈］［）‐
0            5 cm

選物番号 器 橿 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特御 備 考

錐 ナヌカイ ト

石 饉 ナヌカイト
石錐 サヌカイ ト

石錐 2 ヌカイ ト が太くなっている
スクレイパー ヌカイ ト 百庖 丁 の禾 製 品の 可罷性 有 ワ

スクレィパー ヌカイ ト

スクレイパー 5 ヌカイ ト

スクレイパー サヌカイ 石庖丁の裏面が破損 したのでスクレイ

スクレイパー 3 サヌカイ

3. サヌカイ

石 2 3 1 サヌカイト
サヌカイ ト

第125図  B区包含層出土遺物(4)(1/2)
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0             5 cm

遺 物 番 号 器 種 現存長 最 大幅 最 大厚 重量 石材 形態・手法の特徴 備 考

石 蠍 ナヌカイ ト 刃部摩 滅

石 鍬 7 そ山岩

刃石斧 〔脈岩)安 山岩

第126図  B区包含層出土遺物 (5)(1/2)
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216は側縁に刃部をもち,上部には敲打痕がある。217～ 219は楔形石器で,平行する上下

の辺に加工を施している。

220・ 221は石鍬である。220の刃部両面には階段状剥離が見られるが,使用に伴うもの

かも知れない。刃部は摩減している。221は 中央部分の破片で,側縁部に粗い加工を施 し

ている。222は大型蛤刃石斧の基部の破片で,全体に摩滅している。基端部に向かって幅

- 225

o 5.'n
1,.,.1

-

第127図  B区包含層出土遺物 (6)(1/2)

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 備 考

片 刃石 岩

6 片 岩

石 荒紋岩 磨製石 文 を転用 、向面の 中央 に銅

石 サヌカイ
石鏃 1 サヌカイ
石 1 3. ナヌカイ 当 基

石 ナヌカイ 凸基

石名 3 ナヌカイ 凸基石鏃 の未製 品
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第128図  B区包含層出土遺物 (7)(1/2)
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遺物番号 器種 況存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 形態 。手法の特徴 備 考

石 1 1 0 サヌカイ 風 化 著 しし

石0 1 1 0 ナヌカイ ト 凹基、全体 に風化

石 1 1 0 ナヌカイ ト 基

石α 1 ナヌカイ ト 凹墓

石 1 l サヌカイ ト 基

石鏃 1 サヌカイ 凹基

石鏃 l ナヌカイ ト 凹基

石鏃 1 1 サヌカイト 凹 基

石 鏃 1 サヌカイ ト 凹

石 鏃 1 1 サヌカイ ト 凹

石 鏃 2 1
トヌカイ ト

石 鏃 2 1
いヌカイ ト 凹 基

石鏃 1 サヌカイ ト 凹 2

石鏃 1 2 1 サヌカイ ト
石鏃 3 2

にヌカイ ト 凹

石 鏃 2
Lヌ カイ ト 凹 |

石 鏃 2 ・ヌカイ ト 凹基、未製 品

石 鏃 3 サヌカイ ト 凹基 、 基 部 端 部 不 翻 い

石 サヌカイ ト 凹基

3 サヌカイ ト
石鏃 2 サヌカイ ト
石 C 2 サヌカイ ト
石 2 1 1 サヌカイ ト :墓

1 サヌカイ ト 平基

石 1 1 サヌカイ ト 平

石 C 1 1 サヌカイ ト
石鏃 サヌカイ ト 平墓

石鏃 1 サヌカイ ト 平 基

石鏃 1 1 サヌカイ ト 凸基

2 1 サヌカイ ト :嘉

261 2 1 サヌカイ ト )や不整形
石鏃 1 サヌカイ ト

B区包含層出土遺物(7)観察表

が少し狭くなって行 くものである。223は柱状片刃石斧が縦に割れたものである。224は 扁

平片刃石斧で全長6.2cmと 小型である。刃部は両刃に近いが,片側を大きく研ぎ出してい

る。225は 磨製石支の身の欠損部分を転用したと思われる石斧である。身は肉厚で両面の

中央に鏑があり丁寧に研磨されており,断面は菱形である。側縁部に加工を施し石斧に仕

上げている。基部は刃部付近の半分ほどの幅で,刃部は欠損している。

226は 石槍の先端部で,中央部分に剥離面を残 し側縁部に加工を加えている。227～ 230

は凸基の石鏃である。230は おそらく未製品であろう。231～ 252は 凹基の石鏃である。233

・236は両面に剥離面を残す。247は周辺の加工途中で欠損 したものであろう。248は基部

端が不揃いである。249は基部端は大きく突出し基部の窪みは三角形になっている。253

～258・ 260は平基の石鏃である。257の先端部は階段状の剥離になっている。258は両面に

剥離面を残す。259は 凸基の石鏃である。263は大型の石鏃で基部は欠損 しているが,凸基

の可能性が高い。片面に剥離面を残している。264は石斧などの磨製石器の欠損部分を利

用した石鏃で,片面は磨いているが裏側は欠損時の剥離面をそのまま利用しており磨いて

いない。



―忙―■
_    264

263

目
Ｈ

曰

―

0              1 0Cm

第129図  B区包合層出土遺物 (8)(1′ 2,
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遺物 番 号 器 極 現存長 最大幅 最 大厚 菫 量 石 材 形 態
。手 伝 の 特 徴 偏 考

石鏃 6 サヌカイ ト

磨製石鏃 岩 )安 山岩 磨製石器 (石斧類)の欠損部分を転
細石刃核 3 0 ナヌカイ ト 下縁部調整

石製円板 ? 4 サヌカイト 側縁部を交互の打撃によつて剥き落 と
している

石 錘 サヌカイ ト 全 周 に破打

砥石 ? にえヨ

敗 石 山 岩

』石 3

凹石 744 1紋岩

760 山岩 央部が大きく窪む

ノ
／
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265は細石刃核で,板状の剥片の表裏を石核の側面に当て,木口部分で細石刃の剥離を

行なっている。下縁部は下方からの剥離により鋭い稜を形成している。打面は短軸方向の

剥離によって形成しており,打面頭部には細調整が見られる。また作業面と反対側の木口

部分には長軸方向に頭部細調整を行なった後に作業面を作り出しているが,細石刃の剥離

は行なわれていない。作業面を反対側の木田部分に転移した段階で廃棄されたのであろう。

266は厚い剥片の側縁部を交互に打撃して剥ぎ落とし,円盤状にしている。何か製品を制

作する途中と思われる。267は両面ともに丁寧に調整を加え,縁辺すべてに敲打痕がある。

楕円形をしており,長軸の両端部に弱く扶りを入れている。269は両面の中央が敲打によ

り窪んでおり形態も凹石と言えるが,長軸側の両端部にも敲打痕があることから敲石とし

た。270～ 272は 凹石である。272は両面中央部は非常に窪んでいる。

3.小 結

B区では弥生時代前期後半～中期初頭にかけての遺構 。遺物を検出したが,主体となる

のは前期後半～末頃である。中期まで下るものはS D10と S K21の 2つの遺構である。

弥生時代前期では住居跡を2棟検出した。このうちS H01は 竪穴住居で掘り込みをもち

壁が残存していた。S H01は 北側に方形の突出部をもち,弥生時代後期に多い形態であっ

たが,その時期の遺物は出土せず,弥生時代前期後半の遺物が出土している。S H02は 柱

穴のみの検出であり,壁の削平された竪穴住居あるいは平地式住居である。住居跡はいず

れも調査区の東半分に位置している。また溝では調査区内でU字形に弧を描き,平成 3年

度調査区部分と合わせると長楕円形になるS D02や ,途中で直角に近く屈曲してL字形に

なるS D07・ 10な どは,何か特殊な′隆格の溝かも知れない。 S D06・ 07・ 08の 3本の溝で,

1つ の長方形に区画した遺構になるのかも知れない。いずれにしても平成 3年度調査部分

と併せて検討する必要がある。この他に土坑が多数検出された。遺跡は調査区の南側に広

がつて行くものと思われる。
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第 3節  C区の調査

1.調査区の概要

調査対象地の東から2つ 目の調査区で,南北60mあ る調査対象地のうちの南側から14m,

東西は40mと 東西に長 く,調査区の面積は560ぽである。調査区の西側は現有の農道に

なっている。現地表面は西端で標高8。 9m,中 央部分で標高8。 8m,東端で8.7mで緩やか

に東に向かって下つている。東端付近は上面が攪乱されており上下している。南北方向は

ほぼ平坦になっている。弥生時代前期～中期初頭の遺構面は,現地表面から1.4～ 1.6m下

の標高7.3～ 7.4m前後のところで検出した。遺構面は道路センター杭のNQ859ラ インから

東へ lmの地点で変換して東に向かって緩やかに下っている。この変換点は丁度環濠の掘

り込み部分に相当している。遺構面は 1面である。

弥生時代前期～中期初頭の遺構面は灰色粗砂層で,遺構面には湧水があり遺構は崩れや

すくなっている。調査区の南半分の遺構面は幾分粘質を帯びて北領1よ りも固めになってい

るが,それでも湧水は見られた。遺構面の直上には10～ 20cmほ どの黒褐色砂混じり粘質土

の遺物包含層がある。この包含層には多量の土器・石器が含まれていた。この包含層の上

には明灰褐色砂質土及び明灰色砂の間層をラミナ状にはさんだ粘性の強い青灰色粘土が50

～80cmと 厚 く堆積していた。この青灰色粘土層に密封されるようにその下部に弥生時代前

期～中期初頭の包含層と遺構があり,残 りも良好であつた。この青灰色粘土層の上面は標

高8。 2m前後である。青灰色粘土層と現地表面との間には,砂層と砂混じり粘質土層が交

互に堆積している。地表面と遺物包含層の間では遺物はほとんど出土しなかった。基本的

に全体に水平堆積の層で,遺構面の攪乱はあまり受けていない。鴨部川の度重なる氾濫に

よる堆積と考えられ,非常に厚 くなっている。

C区では,環濠の一部と竪穴住居群を主に検出した。環濠は検出部分では全体に弧を描

き,平成 3年度調査区へと続いて行 く。環濠からは彩しい量の土器・石器と木器が出土し

た。竪穴住居群はこの環濠に壊されているものもあり,環濠が掘削される以前にすでに集

落が成立していたことが伺える。環濠の内側及び環濠の続きの遺物の内容は平成 3年度の

調査で明らかにされているが,こ れについては後年度に報告することになっている。しか

し今年度の調査でその一端はつかめるものと思われる。
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9.00m
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8.00m

7.00m

1.表土
2.橙掲色砂質土 鉄分多く含む
3.淡褐色粘質土
4.明灰色砂
5。 暗掲色砂混じり粘質土

6.灰色砂混じり粘質土
7.淡灰色粘質土
8.青灰色粘土

9.00m

8.00m

7.00m

9.茶灰色粘質土
10.明灰掲色砂質土

11.暗茶掲色砂
12.黒灰色粘土

13.黒掲色砂混じり粘質土 遺物包含層
14.灰色粗砂

15。 灰色砂質土 鉄分 。マンガンを含む
16.青灰色砂混じり粘質土

→ :遺構面

C区基本土層柱状図 (1/40)

①
②

1
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2。 調査の成果

(1)弥生時代の遺構 0遺物

S D01(第 132図 ～第236図 )

調査区の中央から北側で検出した溝である。全体に大きく弧を描き,両端部は調査区北

側の平成 3年度調査区へ続いて行 く。溝は調査区内で30mほ どを検出した。溝の幅は2.2

～4。 4mで ,中央部分の曲線の変換部分が最も狭 くなっている。逆に調査区の北壁際が広

くなっている。溝の内側のラインは全体にきれいに弧を描 くが,外側のラインは中央部分

から西側にかけてやや蛇行している。溝の断面は幅広のU字形ないし逆台形となっている。

溝の掘 り込みは概ね緩やかであるが,A一 A'ラ インではA'側が段堀になっている。ま

たC― C'の C側 も弱い段堀である。溝の底部は東側では中央部分がやや窪んでいるが ,

西側では,明瞭に一段低 くなって底部にテラス状の面が形成されている部分がある。また

全般に部分的に深くなっている部分があるなど底部には凹凸が見られる。深さは0。 7～ 1.0

mで 中央のコーナー部が浅 くなっている。溝の掘 り込み面の標高はA一 A'ラ インが

7.25-7.32m, B一 B' ラインが7.36-7.30m, C― C' ラインが7.46-7.40m, D―

D'ラ インが7.46-7.44mと なっており,東側部分ほど低 くなっている。また溝の底部の

標高はA一 A'ラ インで6.28m,B― B'ラ インで6.55m,C一 C'ラ インで6.59m,

D― D'ラ インで6.60mと なっており,東端部のA一 A'ラ インの付近が若干低 くなって

いるほかはほぼ一定である。

溝の埋土は基本的に粘土層およびそれよりやや粘性の弱い粘質土で,部分的に砂が混

じっている状況である。 C一 C'ラ インでは溝が半分ほど埋没した段階で小規模に再掘削

している。これは,こ こが溝の屈曲部分で他の部分に比べて早く埋没が進んだためと考え

られる。他の部分では特に明確な再掘削の痕跡は認められず,比較的短期間に埋没したも

のと考えられる。最上層には溝の中央コーナー部分では暗茶褐色粘質土が中心であるが ,

両端部側は黒褐色粘土が中心になっている。溝の中程から底部にかけては粘性の強い黒色

および黒灰色粘土が堆積しており,こ の層を中心に多量の遺物が出土した。また埋土の中

程では部分的に砂が混じつている。

遺物は土器・石器 。木器が出土した。遺物は埋土の下半に集中していたが,最上層まで

少なからず遺物を含んでいた。土器は壺・甕を中心に彩しい量が出土した。時期的には弥

生時代前期後半～末を中心とするもので,僅かに中期初頭のものが最上層の窪み部分より

出土 している。このうちの793点 を図化することが出来た。この他に図化出来なかった細



7.50m B,

0           1m

1 暗茶褐色粘質±      5 黒色粘土 粘性強い    9 灰色粘質土
2 暗褐色砂混じり粘質±   6 黒灰色粘±       10 黒掲色粘土
3 黒褐色粘質±       7 黒灰色粘土 粘性強い   11 黒灰色砂混じり粘質土
4 掲色粗砂         8 掲灰色砂混じり粘質土

第132図  C tt S D01断 面図 (1/40)
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片で,明 らかに壺であるものを1070点 ,甕を1555点確認している。しかしこれらの土器の

中にはS D01に よって壊されているS H03004な どの遺物も多少含まれていると考えられ

る。実際, S H04と の交点部分にはS D01が機能している段階で, S H04部分の壁が崩落

して,元々S H04の 遺物と考えられるものがS D01に 落ち込んでいる状況が見られた。石

器は石庖丁・石斧を中心に出土した。製品以外のサヌカイトの剥片 。チップは確認出来た

もので249点あり,総重量は2893.9gに 及んでいる。木器は大部分が溝の底部に貼り付く

ように出土した。特に溝がカーブする中央部分の外側に木器の集中地点があった。木器で

は鍬の製作工程の分かる一連のものが出土しており注目される。さらに製品や未製品以外

にも枝の付いた自然木なども出土している。溝の下層から上層にかけて多量の遺物が出土

したことからも, S D01は掘削直後から埋没時まで遺物を廃棄し続けていたことがわかる。

S D01は 後述する出土遺物から,弥生時代前期後半の S H03・ 04以後に掘削されて,中

期初頭には完全に埋没している。平成 3年度の調査で全容が明らかになったように環濠と

呼べるもので,環濠の内側には多量の柱穴群をはじめとする遺構があるが,その具体的内

容は後年度以降の報告で検討されるはずである。しかし, S D01の遺物により環濠やそれ

に囲まれている部分の遺構の性格や内容の一端はつかめるものと思われる。いずれにして

も鴨部・川田遺跡における中心的な遺構であることは間違いない。なお遺物は前期後半の

時間幅の狭いもので,層位による時期差はないと判断したので一括して報告している。

1～ 198は壷である。このうち 1か ら13は口縁部内面に突帯を貼り巡らせているもので

ある。 1の 口縁部は頸部から短く外反して立ち上がる。口縁部外面には指押さえが顕著で,

頸部外面にはヘラミガキが施されている。 2は口縁部内面の突帯の直上に穿孔が 1個ある。

全体に摩滅している。 3は口縁部が大きく外反し,日縁部内面の突帯は2条が平行になり

ながら先端部が上方に反転している。頸部には刻み目突帯が現存で 1条ある。口縁部外面

には指押さえが顕著である。 4の口縁部内面の突帯は大きく弧を描いて反転し,上方は口

縁部よりも突出している。頸部には5条 1単位の複条貼付突帯がある。全体にナデている。

5は口縁部が強く外反し,頸部に比べて口縁部は肥厚している。日縁部内面の突帯の端部

は上方を向いている。頸部にはヘラ描き沈線が現存で3条ある。外面は回縁部端部に指押

さえを施し,その下に板ナデを行っている。内面は日縁部端部付近にヘラミガキを施し,

その下はナデている。 6は頸部が直立した後に口縁部は外反する。頸部の上下に削出突帯

を施している。上部の削出突帯には沈線を1条巡らせ,下部のものには 1条巡らせた沈線

の上下に竹管文を施している。日縁部端部は外側に面を持ち,沈線が 3条巡っている。日

149



遺物番号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施文 形態 。手法 の特薇 備考

が ・ 重
。
 1已F、   鴻」 ・ 関貢橙 10YR8/3

、灰 白7.5YR8/2
口縁部内面に貼付突帯 1条 口縁部指押え・マメツ、外面ヘラミカ

‐
キ・マメツ、

内面マメツ

か
゛
■ 阻・少、綱 。

普
浅貢橙7.5YR3/
3、浅黄橙10YR8

口縁部内面に貼付突帯1条

、口縁部に穿孔1個
2,卜にマメツ

勃 ・ヽ [證 F。 多、 労‖°
匁

浅買25Y7/3、
灰白25Y8/2 繁

昨面指押え。マメツ、内面指押え・マメツ

か 霊゙ ヤ。lg 灰貢褐 10YR6/2 1部に複条貼付突帯 (5条 1
[位 )、 口縁部内面に貼付
:帯 1条

外面″
~、

内面

"

杯 。重 中・少、細・

普
餞貢 2.5Y7/3、

天自25Y8/2 輻 畜響引陽ξ課『
各

杯 ・ 霊 甲・晋
暗灰黄25Y5/2

線̈‐条＋竹管文＞、中̈
脚‐条、沈帥は経

頚
線

口
＋
沈

不・ 量 責灰25Y4/1、
マ白5Y7/1

口縁部内面に貼付突帯1条 昨面板

"‐

、内面板

"‐

→ヘバカキ

第134図  C tt S D01出 土遺物 (1)(1/4)



第135図  CttS D01出土遺物 (2)
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遺物 番 号 器 種 口 径 器高 底径 胎 土 色 調 施 文 備 考

。
1静 、 Xll。 にぶい貢橙10Y

R6/4 倉
小面ヘラミカ

‐
キ、内面ヘラミだキ

甲 。少、細・

普

にぶい黄2.5Y6
/3

頸部に複条貼付突帯 (4条 1
単位 )、布巻棒による刻み
日、口縁部内面に貼付突帯
1条

外面材 目→ヘラミカ
‐
キ、内面ナデ

杯・ 壁 甲 °少、 剤 °
普

にぶい貢橙 10Y
R7/3、 灰 白10Y
RR/2

口縁部内面に貼付突帯 1榮
、口縁部端部沈線 1条

口縁部″
‐
、外面け 目、内面マメ

小・ 重

普

火白7 5YR8/2 頃部上部に削出突帯、口編
部内面に貼付突帯1条 +匂
瞥
'2冽

|

口縁部ナデ、外面

"‐

、内面

"・

不・ 愛

7/4、 灰黄褐10
口縁部内面に貼付突帯1条
、口縁部端部ヘラ描沈線 1
各

外面マメツ、内面

"‐

・指押え

が・壺 甲・グ、預・

多
天自10YR3/2 唄部に貼付架帯現存4条、

口縁部内面に貼付突帯2条
、口縁部端部ヘラ描沈線→

刻み日、口縁部に穿孔現存

外面粗いけ目→ヘラミがキ、内面ヘラミカ
・キ

メツ

。
多
〉
、 FIB・ 黒褐 10YR3/2、 口縁部下端部刻み目 口縁部″

‐
、外面板″

‐→ヘラコ
｀
キ・マメツ、

内面ヘラミカ
゛
キ・板

"・

・指押え
,H04と の交
晨

F・ 普 にぶい貢2.5Y6 口縁 部端部 沈繰 1条→ 4不 1
蛍締 の刻 み 目

口縁部″
・
、外面

"や

、内面け 目

が・霊 天自 10YR8/2 貌部 にヘ ラ薔 滉緑 4粂、ロ 小面

"・

、内面ヘラミカ
‐
キ・板

"‐

C tt S D01出土遺物(2)観察表

縁部内面の突帯の端部は上方を向き,突帯の上に竹管文を2列巡らせている。外面はハケ

目の後にナデており,内面はヘラミガキとナデである。頸部は突帯を削り出したため薄く

なっている。全体に丁寧に装飾を施した壺である。 7は回縁部端部の下端部がやや突出し

ている。外面には板ナデ,内面には板ナデの後にヘラミガキを施している。 8の 口縁部は

上部で真横に大きく開き,端部には沈線を巡らせた後に刻み目を入れている。内・外面と

もに丁寧にヘラミガキを行っている。 9の頸部内面の突帯は現存部分で端部が上方を向い

ている。頸部には 4条 1単位の複条貼付突帯を巡らす。この突帯の上から2条 日と4条 目

には布巻棒により刻み目を施している。外面にはハケロの後にヘラミガキを施し,内面は

ナデている。10は口縁部内面の突帯の上部に指押さえを連続的に施し,突帯は波状になっ

ている。口縁部端部には沈線が 1条あるが,後のナデのために潰れている。外面にはハケ

目が見られる。11の口縁部は肥厚 して外反する。頸部上端部には弱い削出突帯がある。日

縁部内面の突帯の上部には竹管文が 2列配されている。全体にナデている。12は口縁部端

部に沈線が1条ある。外面は摩滅しており,内面はナデている。13は 口縁部が大きく開き,

端部には沈線の後に「×」状に刻み目を入れている。日縁部の内面の突帯は上下に 2条あ

り,突帯の間に穿孔が現存で 1個ある。頸部には刻目突帯が現存で 4条ある。外面は粗い

ハケロの後にヘラミガキを施し,内面はヘラミガキである。

14の 回縁部は直立する頸部から短 く外反し,体部上半は張りがなく最大径は下半にある

ものと思われる。日縁部端部には下端部に刻み目を入れている。外面は板ナデの後にヘラ

ミガキを施し,内面はヘラミガキと板ナデになつている。15は頸部から外反してそのまま
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遺物番 号 機 種 口 径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 懸 ・ 手 活 の 特 区 備 考

区自2.5Y8/1 椰にヘ ラ薔 沈線 6条、口
R備蔀力鬱Ц日

咋面け日、内面指押え。マメツ

弥・壺
普

にぶい貢橙 10Y
R7/4、 にぶい
橙7 5YR7/4

頸部にヘ ラ描沈線4条 +夢
存2条、口縁部端部沈線 1条
+刻み 目

口縁部″
‐
、外面材 日、内面板

"‐

SH04と の交
点

1 弥
。
壺 ■24. 阻・少、中・

少
浅質 2.5Y7/3、
にぶい黄橙 10Y
R7/3

晩部にヘ ラ薔沈繰現存 3条

.口 縁部端部刻み 目→ヘ ラ
簡沈線 1条

弥・壷 甲・ 多
にぶい橙7 5YR
6/4

蹟部 に貼付 架帯 1条

2 郷 ・ 霊 ・ イン 、 1調 ・ 明褐灰 7 5YR7/ 項部に複条貼付突帯 (2条 1 訃山″ ・マメツ、内 面″
‐
・帽 Fllえ

甲・ 多 にぶい買橙 10Y 項部に貼付突帯1条 昨向77、 困口 77

〒 °昔、潤・

瞥
灰自10YR3/2、
浅黄橙 7/5YR8/

項部に貼付突帯1条

瞥 )、灰 白10YR3/2
項部に貼付突帯猟存5条 咋面″

‐
、内面マメツ

が・壺 甲 。晋 、綱・ 賢買覆 10YR3/4 嗅部 に貼付 架帯 1条 昨面″
｀
・マメツ、内 面

"‐

・マメツ

こぶい買橙10Y
t7/3

項部に貼付突帯1条 咋面ヘラミカ
。
キ、内面

"・

第136図  C tt S D01出 土遺物 (3)(1/4)
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遺物番 号 器 種 口径 器 同 底径 胎 土 色 調 施 又 形 順 ・ 手 伝 の 特 倒 備 考

阻・少、細・

多

にぶ い貢橙 10Y
R7/2

験部に破粂郎付失帯 (2染〕

単位・刻み 目)+ヘラ描漢
線3条、口縁部に2個 1単位
の穿孔現存1単位、口縁部
端部沈線 1条

本面ヘラミカ
‐
キ、内 面ヘラミカ

‐
キ・マメツ

綱・ 晋 、 微 ・

普
こぶい貢褐10Y
t5/4、 にぶい

蹟部 に貼 付 梁 帯 3条 外面け目→ヘラミカ
‐
キ、内面板″

‐→ヘラミカ
キ

か ■゙ 甲・ 晋 暗灰貢2.5Y4/2
天黄2.5Y6/2

蹟部に貼付架帯現F12粂、
体部に貼付突帯3条、刻み
日は布暮棒による

外面ヘラミカ
‐
キ・マメツ、内面ナテ

‐

添 。重 甲・う野 にぶい黄橙 10Y
t7/4、 灰 白2.5
r7/1

体部に布巻き棒による圧
度を施した突帯現存1条

卜面″
‐
、内面カ

3 が ・ 量 甲・晋 餞7 5YR6/6、
現l137 5YR5/6

:部に貼付突帯現存3条 (
「巻棒による刻み 目)

外面ヘラミカ
・
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

弥・ 1:屈 [ 〒 。1晋 陽灰 10YR4/1、
音灰黄25Y5/2

本部 に貼付 架帯 2条 雅面ヘラミがキ、内面

"‐

・指押え 界面 に摂

杯 ・ 量 阻 。少、中・ 吹黄25Y7/2、 本部に貼付突帯2条 外面ヘラミカ
・キ、内面ヘラミカ

。
キ・指押え、体罰

外面に籾痕 ?

甲
°昔 灰10YR4/1

2 5Y2/1
本部に貼付突帯2条 沐面ヘラミカ

‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ
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口縁部に至る。日縁部端部には沈線の後に4本 1単位の刻み目を入れている。内面にハケ

目が見られる。

16～ 19は頸部にヘラ描き沈線を巡らせ,日縁部端部に刻み目を入れるものである。16の

口縁部は直線的で体部から鋭く屈曲する。端部には10本 1単位となつた刻み目を入れてい

る。頸部にはヘラ描き沈線が 4条巡つている。外面はナデ,内面はヘラミガキと板ナデに

なっている。17は頸部にヘラ描き沈線が 6条巡り,全体に摩滅気味であるが,外面にはハ

ケロが残つている。18は 口縁部が大きく開き,端部は上方に少しつまみ上げている。頸部

にはヘラ描き沈線が現存で 6条あるが,下の 2条はやや離れたところにある。外面にはハ

ケロを,内面には板ナデを施している。19は 口縁部端部が平坦になっており,刻み目を入

れた後に沈線を巡らせている。頸部にはヘラ描き沈線が現存で 3条あり,内・外面ともに

ハケロとなっている。

20～42は頸部および体部に貼付突帯を巡らせているものである。20の 口縁部は大きく開

き,頸部には刻み目突帯が 1条巡つている。全体にナデている。21は頸部に 2条 1単位の

複条貼付突帯が巡り,突帯には大きな刻み目を入れている。22は頸部に比べて口縁部は肥

厚している。23の 口縁部は外反して端部は真横を向いている。口縁部内面には強いナデの

ために凹線が形成されている。頸部には菱形に近い大きな刻み目を入れた突帯を巡らせて

いる。全体に摩滅気味であるが,外面にはハケロと板ナデが,内面にはハケロが認められ

る。24の頸部は外傾 しており,外面には刻み目突帯が 5条巡っている。25の頸部は大きく

外反している。26は頸部に断面方形の突出した刻み目突帯が 1条巡っている。体部はやや

扁平ながら球形に近く,最大径は中央部分にある。外面には丁寧にヘラミガキを施してい

る。底部は突出している。27は内傾する体部上半から外反して口縁部に至 り,端部には沈

線が 1条巡っている。頸部には突出する 2条 1単位の刻み目を入れた複条貼付突帯を巡ら

せ,その下にヘラ描き沈線を3条巡らせている。また口縁部には 2個 1単位の穿孔が現存

で 1単位ある。内・外面ともにヘラミガキを施 している。28は 頸部に刻み目突帯が 3条

巡っている。体部上半部は直線的に内傾している。外面はハケロの後にヘラミガキである

が突帯付近にヘラミガキが密である。内面は板ナデの後にヘラミガキを施している。29の

体部は玉葱形で最大径は下半部にある。頸部と体部の最大径部分に刻み目突帯を巡らせて

いる。刻み目は布巻棒によっている。外面にはヘラミガキを施しているが,内面はナデて

いる。30は体部に突帯が 1条あるが,突帯には布巻棒で押圧することによって大きな刻み

目を入れている。31の突帯にも布巻棒による大きな刻み目がある。内・外面ともにヘラミ
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 麗 又 備 考

にぶい橙 7.5YR
「/4、  有E5YR6/6

【部 に破粂郎付 矢帯 (2粂 1

添 ・ 重 中・多、細・
普

こぶ い貢橙 10Y
t6/4

本部に貼付架帯現存3条 外面ヘラミカ
‐
キ、内面″

‐
・指押え

甲・ 多 天黄25Y6/2、
こぶい黄2.5Y6 譲卍I管男秀言子

条(布巷 SH04と の交
点

椰に貼付 突帯 4条

阻°イン、 甲 °

多
頸部に貼付突帯現存2条、
体部に貼付突帯2条

舛面マメツ、内面

"・

・指押え。マメツ

添 。壼 曳貢25Y7/3 部に複条貼付突帯 (3条 1 外面材 目→ヘラミカ
・
キ、内面″ 目・

"・
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ガキを施している。32～ 34の体部も玉葱形で最大径は下半にある。32の内面以外はいずれ

もヘラミガキで丁寧に調整している。32の突帯は突出しており,内面には指押さえが顕著

である。33の体部外面には籾痕のような圧痕がある。34の刻み日は大きい。35は体部に 2

条 1単位の刻み目を施した複条貼付突帯を巡らせている。体部は扁平で最大径は中央部分

にある。内面には指押さえが顕著である。36は体部に刻み目突帯が現存で 3条ある。外面

はヘラミガキとなっている。37の体部は扁平で最大径は中央部分にある。体部中央に布巻

棒による刻み目を施した突帯が 2条巡っており,突帯は突出したものになっている。外面

はナデ,内面は板ナデである。38の体部も扁平気味で最大径は中央部分にあるが37よ りも

全体に膨らんでいる。体部中央に刻み目突帯が 4条巡 り,外面はハケロとヘラミガキと

なっている。39の体部は下半が欠損 しているが楕円形に近いものと思われる。体部と頸部

にそれぞれ突帯を貼り付けている。40の 口縁部は大きく開くものと思われ,頸部には 3条

1単位の複条貼付突帯がある。外面はハケロの後にヘラミガキを,内面はハケロとナデに

なっている。41は頸部から口縁部にかけて大きく外反しており,端部は外側に面を持つ。

頸部には断面三角形の貼付突帯が 3条巡っている。口縁部の内 。外面にはヘラミガキを丁

寧に施し,頸部から体部にかけての内面には指押さえが顕著である。42の体部は扁平で最

大径は中央部分にある。体部中央に断面三角形の貼付突帯が 1条巡 り,外面の突帯付近に

ヘラミガキが集中している。内面はナデと指押さえである。

43～ 61は頸部に削出突帯を持つものである。43の 口縁部端部は長めで真横に向いている。

頸部には沈線を3条施した削出突帯がある。全体にナデている。44～ 56は 53と 55が直線的

である以外は口縁部はいずれも外反して大きく開くものである。44の 回縁部は全体に外反

し,頸部には沈線を 1条巡らせた削出突帯があるが,突帯は突出したものになっている。

内・外面ともにヘラミガキを施している。45は外反する口縁部の端部に粘土を下向きに加

えており,指押さえで整形している。頸部には沈線が現存で 4条 と多条な削出突帯がある。

外面はナデているが,内面には丁寧にヘラミガキを加えている。46は頸部に沈線を 1条巡

らせた幅広の削出突帯がある。内・外面には丁寧にヘラミガキを施すが,外面の突帯付近

のヘラミガキは縦方向である。47の頸部の削出突帯はそのまま削り出しただけのものが 1

条巡っている。内・外面ともにヘラミガキとなっている。48の 口縁部端部は真横を向き,

端部には沈線が巡っている。頸部には幅広の削出突帯の上に沈線が現存で 3条ある。外面

はナデで,内面には太いヘラミガキを施している。49の頸部の突帯の削出しは弱く,ヘ ラ

描き沈線に似ている。外面はヘラミガキ,内面は板ナデの後にヘラミガキを加えている。
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施文 r//111・ 手泄の管鳳 備 考

が ・ 重
こぶい黄褐 10YR5/8 項部に貼付架帯3条 口縁部ナテ

・
、外面ヘラミカ

‐
キ、内面ヘラミカ

｀
キ

弥 ・ 壺 灰黄褐 10YR4/2、 に
ぶぃ昔IBloYR5/3

応部 に貼付 突帯 1条 不面ヘバカ 1・アテ 、円 山
'ア

・■旨響 え

弥・壷 宇・イン、 綱・ 灰白10YR8/2 瞑部 に削出突帯 (沈線3条 外面

"・

、内面

"‐

弥 ・ 壺 暗灰黄 2.5Y5/2、 灰 頃部に削出突帯 (沈線 1条 本面ヘラミカ
・キ、内面ヘラミカ

・
キ・マメツ

か・壼 甲・晋 天自2.5Y8/2 頃部に削出突帯 (沈線現有

`冬
ヽ

口縁部
"・

・指押え、外面ナテ
・、内面ヘラミ

カ
゛
キ

貢灰 25Y5/1、 オ リ
ープ黒5Y3/1

頃部に削出突帯 (沈線 1条 ) 外面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

4 か 量゙ ・普、細・ 天自2.5Y7/1、 貢灰
25Y6/1

映部 に削出架帯 朴面ヘラミカ
マ
キ、内面ヘラミカ

~キ

浅黄橙 10YR8/4、 に
ぶい黄橙 10YR6/4 露1晋祠 溌露T

項部に削出突帯 (沈線4条 )

91・面

"・

、内面ヘラミカ
‐
キ

杯・ 重 医黄25Y7/2 外面ヘラミカ
゛
キ・″
・
、内面板″

‐→ヘラミカ
‐
キ

リ|テ・ の交点

杯 ・ 霊 P・ イン、 綱・ 吹自2.5Y7/1 項部に自り出架帯く沈繰 1条 ) 口縁部″
・・指押え、外面マメツ、内面板リ

5 杯 ・ 壺 ア・多 白7 5YR8/2、 浅
橙7 5YR8/3

項部に削出突帯 (沈線4条 ) 金体 にマメツ

弥・壺 天白25Y8/2、 橙5Y 項部に削出突帯く沈線3条 小面″
・・指押え、内面マメツ

甲 。1旨 貢橙 10YR8/3、 晴
吉争, sVA/,

項部に削出突帯 (沈線2条 ) 小面板

"‐

・

"‐

、内面太いヘバカキ

バ・憂 ・
 多 、 剤  

° て貢25Y6/2、 浅願
駐10YR8/4

頃部に削出突帯 (沈線現存
3条 )、 口縁部端部沈線1条

小面

"・

・指押え・マメツ、内面指押え・マメリ
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50は頸部上半が肥厚しており,幅広の削出突帯には大い沈線を1条加えている。外面は摩

減しており,内面には板ナデの痕跡がある。51の口縁部端部は両側に弱く拡張している。

突帯の削出しは弱くヘラ描き沈線に似ている。52は頸部に比べて口縁部は肥厚している。

外面はナデと指押さえで,内面は摩滅している。53の頸部の削出突帯は突出しており,上

には沈線が 2条巡っている。外面はナデと板ナデで,内面には大いヘラミガキを施してい

る。54の口縁部端部は外側に面を持ち,沈線が巡つている。頸部の削出突帯は突出してお

り,上に沈線が現存で 3条ある。全体に摩滅気味である。55は頸部に削出突帯の一部が残

毛
一一

58

1肺

退物 番 号 器 極 口径 器高 底径 胎 土 色調 施 文 形態 。手法の特徴 備 考

にぶい貢褐10Y
R5/3

蹟部に Rり出失瓢 滉腺現召
1条 )

不山

"、
内 向″

吹自10YR8/1 項部に削出突帯 (沈線現在
1条 )

口縁部

"・

、外面ヘラミカ
・
キ・強い指押え、

内面ヘラミがキ

甲・晋 吹白2.5Y8/1、
暗灰黄25Y5/2

項部に削出突帯 (沈線3条 ) 小面

"‐

、内面ヘラミカ
‐
キ

弥 ・ 壺
。
普 、 微 ・ 吹黄25Y6/2 項部に削出突帯 (沈線 2条 ) 小面け 目→″

‐
、内面ナテ
・

灰白10YR8/2
唄部に目り出架瓢 滉繰現存
5条 )

弥・壺 鯛・ 晋 にぶい黄2.5Y6 項部に削出突帯 (沈線4条 ) 咋面″
‐
、内面

"‐

・指押え

灰雷褐 10YR6/2

着灰 貢 2.5Y4/2 ド部に目u出架瓢 沈課3条 )

外・ 重 甲・ 晋 にぶい貢橙10Y
R7/2、 にぶい
書褐,5Y5/R

本部に削出突帯 (沈線3条 ) 咋面マメツ、内面材 目・″
‐
、突帯の削 り出

しは弱い

灰黄25Y6/2
ド部 にロリ出架 帯 (沈繰 2条 )

不 。重 甲・ 晋 にぶい貢橙 10Y ド部に削出突帯(沈線4条 ) 本面
"‐

、内面

"‐
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週物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施文 形 態
°十 伝 の 特 憚 備 考

が。重 甲・ 晋 暗灰貢2.5Y5/2
曖白25Y7/1

口稼部端 郡ヘ ラ洒 き沈課 1
各

口縁部

"・

、外面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

が・量 剛 。1静 登7.5YR7/6、 口縁部端 部 にヘ ラ薔 沈縁
`各
口縁部″
・
、外面け日、内面ヘラミカ

‐
キ、ロ

隊部内面

"・

による凹線 1条

が・壼 中・普 天貢2.5Y6/2 項部にヘラ描沈線現存34
口縁部端部ヘラ描き沈続

外面

"・

、内面

"・

・マメツ

甲・晋 こぶい貢橙 10Y
マ7/3、 浅黄2.5
r7/3

項部にヘラ描沈繰環存3条
口縁部端部ヘラ描き沈線

卜面″
‐
、内 面ヘバカ¬

が ・ 壼 剛 。晋 黒褐 10YR3/2、
T苦褐 loVR4/2

1にヘ ラ描沈繰5条 、ロ
■靖部ヘラ構き沈線 1条

外山ヘフコ 1、 内 向ヘフコ ■・

"・
薇 Fllえ

阻・少 、 lYf」・

少
天黄褐10YR5/2 頃部にヘラ描沈線 2条 小面租い材目→部分的に

"‐

、内面租
′ヽ′サロ

甲 。多 晴灰貢2.5Y5/2 項部にヘラ描沈線4条 口縁部

"・

、外面ヘラミカ
゛
キ、内面ヘラミカ

゛
キ・ナ

テ
゛
、口縁部やや歪む

が・霊 〒・ 1獣 区貢 25Y7/2
慢獣垢書こ更,据漁熟

外面材 目→ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

中 。多 灰黄褐 10YR4/2
陽灰10YR4/1

項部にヘ ラ描沈線2条 昨面板″
‐
、内 面ヘラミだキ・信 FFえ



る
′
。日縁部は全体に強くナデており,上面に平坦な面を作る。56の 口縁部端部は全体に丸

く肥厚しており,端部はやや下方を向いている。削出突帯の突出は弱い。外面には強く指

押さえを行った後にヘラミガキを加え,内面にもヘラミガキを施している。57は幅広の削

出突帯の上に沈線が 3条ある。内面はヘラミガキである。58は幅広の削出突帯の上に太い

沈線が 2条ある。外面はハケロの後にナデている。59・ 60と も削出突帯の突出は弱く,60

の突帯上の沈線は一番上のものだけが離れている。

62～ 65は体部に削出突帯を持つものであるが,いずれも頸部から上が欠損しているので

あるいは頸部にも削出突帯があった可能性がある。62の削出突帯は下部だけを削り出して

おり,上部は削らずそのままで沈線を3条加えている。従ってヘラ描き沈線に酷似 してい

る。63は幅広の削出突帯であるが,削 り方は非常に弱い。内面はハケロの後にナデている。

64は突出した削出突帯である。65は幅広のもので上に沈線が 4条巡っている。

66は 口縁部端部に彫 りの深い沈線を巡らせている。頸部の欠損部分の外面にははっきり

とはしないが突帯が剥離したような痕跡がある。内 。外面ともにヘラミガキである。67は

口縁部端部の外側に粘土を加えて下方に拡張させている。端部外面には沈線が 4条巡って

いる。端部の内面には強いナデにより凹線が形成されている。外面はハケロ,内面はヘラ

ミガキとなっている。

68～ 128は頸部にヘラ描き沈線を施すものである。体部が欠損 しているものが多 く,体

部のヘラ描き沈線の有無は分からないものが多い。68の 口縁部は大きく外反し,端部には

沈線が 1条巡る。頸部にはヘラ描き沈線が現存で 3条ある。全体にナデているが,摩滅気

味である。69は頸部から口縁部に至るにつれて肥厚 し,日縁部端部には彫 りの深い沈線が

1条巡っている。頸部にはヘラ描き沈線が現存で 3条ある。外面にはナデ,内面にはヘラ

ミガキを施している。70は直立に近い頸部から口縁部はやや強めに屈曲しており,端部に

は沈線が 1条巡る。日縁部は頸部に比べやや肥厚している。頸部にはヘラ描き沈線が 5条

巡り,内 。外面ともに丁寧にヘラミガキを施すが,内面の体部はナデている。71は頸部に

間隔の開いたヘラ描き沈線が 2条巡っている。外面には粗いハケロの後に部分的にナデて

いる。内面は日縁部を中心に粗いハケロを施している。72は頸部から口縁部にかけて大き

く外反し,日縁部端部は真横を向いているが,やや歪んでいる。端部は若干下方に拡張し

ている。頸部にはヘラ描き沈線が 4条巡 り,外面はヘラミガキ,内面はヘラミガキとナデ

になっている。73の 口縁部端部は外側に丸く突出しており,端部上方が平坦になり沈線が

1条巡つている。頸部には間隔の開いたヘラ描き沈線が 3条巡っている。外面のハケロは



0                 1 0cm

遺物番号 器 種 口径 器 間 底径 胎 土 色 調 施 又 形 llH・ 手 伝 の 特 似 備 考

7 小・ 重 甲・ 晋 褐
白
貢
灰
い
　
ヽ

ぶ
お
ん

項部にヘラ描沈線4条 外面ナテ
・
、内面

"‐

が・霊 中・多 火黄25Y7/2、
音灰黄2.5Y5/2

項部にヘラ描沈線2条 外面ヘラミカ
゛
キ、内面ヘラミカ

゛
キ・

"・

・指押え

て,ξ2.5Y7/2、
そ白2.5Y7/1

頃部 にヘ ラ描沈線 2条 外 面

"~、
内 面

"

か 量゙ 甲・多、 剤 °
ま

火貢褐 10YR6/2 唄部にヘ ラ百滉lb12粂 本面ヘラミカ
‐
キ、内面マメツ

に黄2.5Y5/2 面ヽヘラミカ
｀
キ、内面ヘバカキ・枚″

・少 、中・ 鯰デミ2 5Y7/3、
そ黄2.5Y6/2

頸部 にヘ ラII沈線 夕存 3条 小面粗いけ 目→ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ 3H04と の交

か。賃 中・少 天白2.5Y7/1 頸部にヘラ描沈繰夕存4条 小面材 日、内面け 目→太いヘラミカ
‐
キ、日

最部やや不わ

阻・少、FIB・
多

にぶい貢橙 10Y
R6/4、 橙 7 5YR6
/6

項部 にヘ ラ描 沈縁 猟存 3粂 小面材 日、内面マメツ

が・壼 甲・ 多 、脚・ 例赤褐2.5YR5/
3、 有ヨ5YR7/6

項部にヘラ描沈線現存 12 全体 にマメツ

甲・多、剤・

普
浅貢橙 7.5YR8/
3、 灰 白7.5YR8

項部 にヘ ラ薔 沈繰 引 存 2粂 2俸にマメツ

が・壼 にぶ い貢褐 10Y 項部にヘ ラ描沈線 6条 昨面

"‐

、内面

"‐

・損 Fllえ

〒・老ン、 測・
多

箋貢橙 10YR8/3
こぶい橙 7.5YR
「/4

項部 にヘ ラ薔 滉縁 現存 8粂 外面粗い材 日、内面マメツ

か。重
多

黒褐 2.5Y3/2、 頸部にヘラ描沈線6条 口縁 部

"‐

、外 面″ 目→ヘラミだ 1、 円 向称
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一部沈線を潰しており,その後にヘラミガキを加える。頸部下半部にはハケロ原体の木口

により段になっている。内面はヘラミガキとなっている。74の 回縁部は短く外反しており,

外反の度合いは強い。体部上半は張りがなくなだらかである。頸部にはヘラ描き沈線が 2

条巡っている。外面は板ナデ,内面はヘラミガキである。甕に近い形である。75は 口縁部

0              1 0cm

ｔ
珊
哨
獅
加
へ北
一

遺物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

小・ 量 甲・ 多 残買橙 10YR7/3、
こぶい黄橙10YR

頃部 にヘ ラ描 沈繰 6条 全体 にマメツ

小・ 霊 にぶい貢25Y6バ
暗灰黄2.5Y5/2

項部 にヘ ラ描 沈繰 現 存 1条 本面板″
‐
、内 面ヘラミだ キ

火曰10YR3/2、 メ
白25Y8/1

項部にヘラ描沈線現存 1条 外面

"・

、内面″
・・マメツ 3H04と の

交点

甲 。多 天白10YR8/2、 樺 頸部にヘラ描沈線現存 1条 全体にマメツ

杯・ 霊 天貢褐 10YR4/2 項部にヘラ描沈線現存 2条 外面ヘラミカ
｀
キ・″
‐
、内面ヘラミ 3H04と の

な 点

多
伐買橙 10YR8/3 映部 にヘ ラ薔 沈縁 夕存 8条

テ・・マメツ
結
合

ｏ４
点

に
岩

ＳＨ
交

土
片

ヽ
の

始
晶
む
と

が・壺 中 。少 天褐7.5YR5/2、
灰黄25Y7/2

項部にヘラ描沈線現存 3条 外面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

貢橙 7 5YR3/3
白loYR8/2

口縁部にヘ ラ洒沈縁 2条、
頸部にヘラ描沈線現存 3条

全体 にマメツ

中・ 晋 天日 10YR8/2 鎮部にヘ ラ薔滉腺4条 、日
縁部外面に竹管文現存 2催

。少、細・ にぶい黄橙 10YⅢ 項部にヘ ラ描沈線6条 口縁部

"・

・指押え、外面ナテ
‐
・板

"・

、体
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を強くナデている。76は頸部にヘラ描き沈線が 2条巡り,外面はヘラミガキ,内面の口縁

部はヘラミガキ,頸部はナデている。77の頸部のヘラ描き沈線はやや間隔が開いている。

口縁部端部を強くナデている。78は頸部に比べて口縁部は肥厚している。頸部にはヘラ描

き沈線が 2条あり,外面にはヘラミガキを施している。内面は摩滅している。79は 口縁部

端部を上下に弱く拡張している。頸部には間隔の開いたヘラ描き沈線が 3条あり,内・外

面にヘラミガキを施し,さ らに内面には板ナデが見られる。80の 口縁部端部は丸く肥厚 し

ている。外面には粗いハケロの後にヘラミガキを施し,内面はヘラミガキである。頸部に

は間隔の開いたヘラ描き沈線が 3条ある。81は 口縁部がやや歪み,頸部の器壁が薄くなっ

ている。外面はハケロを施し,内面はハケロの後に太いヘラミガキを加えている。82は頸

部にヘラ描き沈線が現存で 3条あり,外面にはハケロを施している。83の 口縁部は大きく

開き,頸部のヘラ描き沈線は現存で12条 と多条である。全体に摩滅している。84も 全体に

摩滅している。85の 口縁部端部は真横を向き,口縁部外面には指押さえが見られる。頸部

にはヘラ描き沈線が6条ある。86の頸部のヘラ描き沈線は現存 8条 と多条である。外面に

は粗いハケロを施している。87は頸部から口縁部にかけて大きく外反している。頸部には

ヘラ描き沈線が 6条あるが,部分的に乱れている。外面にはハケロの後に沈線より下にヘ

ラミガキを加えている。内面は板ナデとなっている。88は全体に摩滅しているが,頸部に

はヘラ描き沈線が 6条認められる。89の 口縁部端部は平坦になっている。頸部にはヘラ描

き沈線が現存で 1条あり,外面は板ナデ,内面はヘラミガキとなっている。90。 91と もに

頸部にヘラ描き沈線が 1条現存している。92は 口縁部内面を強くナデている。頸部にはヘ

ラ描き沈線が現存で 2条ある。内 。外面ともに丁寧にヘラミガキを施している。93の 口縁

部は大きく開き,頸部にはヘラ描き沈線が 8条巡っている。全体に摩減気味であるが,口

縁部内面にはハケロが認められる。胎土に結晶片岩を含んでいる。94は直立気味の頸部か

ら口縁部は短く外反している。頸部にはヘラ描き沈線が現存で 3条ある。内・外面ともに

ヘラミガキを施している。95は全体に摩滅しているものの,ヘラ描き沈線が口縁部に 2条 ,

頸部に現存で 3条ある。96は外傾気味の頸部から口縁部は短 く直線的に屈曲する。日縁部

の外面には竹管文が現存で 2個認められる。頸部にはヘラ描き沈線が 4条巡 り,外面はナ

デ,内面はヘラミガキとなっている。97は 回縁部外面に指押さえを行つている。頸部には

ヘラ描き沈線が 6条あるが,蛇行している部分がある。体部は上部に張 りがなく,下膨れ

で最大径は下半部にある。外面はナデ 。板ナデ,内面は板ナデと指押さえを行っている。

98は頸部から口縁部にかけて全体に強く外反している。頸部にはヘラ描き沈線が 5条巡つ



ている。外面は沈線から上にはヘラミガキが,沈線から下にはハケロとなっている。内面

はヘラミガキとナデである。99は直線的に内傾する体部上半部から口縁部は短く直線的に

斜め上方に立ち上がる。体部上半部にはヘラ描き沈線が 2条あり,こ の沈線の下側に重な

るようにして縦方向に3条のヘラ描きの文様がある。全体にナデている。100の 回縁部は

短いが大きく開いている。頸部にはヘラ描き沈線が 2条巡っている。日縁部の内・外面に

ヘラミガキを施している。101の 口縁部は肥厚し,外面には指押さえが顕著である。頸部

にヘラ描き沈線が 4条あり,全体にナデている。102の 口縁部端部は平坦で,器壁は全体

た一嘗
一 ｀`        102

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 形 態・ 手法 の特徴 備 考

阻・イ〕レ〉、 甲・
悴

こぶい貢橙 10Y
t7/3

項部にヘ ラ描沈線5条 冷 回 ヘフミ刀 千・′V日 、円 回 ヘバ ロ ■・アア

甲・晋 天貢25Y6/2 ド瀾
`に

ヘラ薔沈線 2条+
方向に3条のヘ ラ措の文

トロ
"、
困山カ

甲・少、 剤・
多

こぶい買25Y6
′
3、 浅黄25Y7

外面ヘラミカ
‐
キ・″
‐
、内面ヘラミカ

‐
キ・マメツ

甲 。多 、 綱・
普 褐 10YR5/2

唄部にヘラ描沈繰4条 本面″
‐
・指押え、内面

"・

・指押え、ロ
ほ部肥厚

2 5Y7/2 ミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

2.5Y6/2 口
｀
キ、内面ヘバだキ

。
 イリ́、  胤川 ・ 火曰 10YR3/1 朴面″

‐
・指押え、内面″

‐
・指押え

不・ 盤 こぶい貢橙 10Y
t7/2、 浅黄橙7

項部にヘラ描沈線3条、体
郭にヘラ描沈線4条

昨向ヘバカ
｀
キ、内面ヘバだキ

か 。盤
酔

K」貢2.5Y6/2、
Rtta2 5Y3/1

頸部 にヘ ラ描沈線 現存 20
条

口縁日∫″ 、外 面″
‐
、内 面

"‐

・指 押 え SH04と の交
点

唇灰黄2.5Y5/2 ミ濁Sに ヘ フ雨 滉繰 3粂、体
5に ヘ ラ捕沈線 3条
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109

｀``
 112

〕↑＼
| ヽ

0 10cm
r.l:

選 物番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施文 形態 。手法の特徴 偏 考

添 ・ 重 租・晋、甲・

多

登 7 5YR6/6、

こぶい橙7.5YR
頃部にヘラ描沈繰5条 (部
分的に6条)

小面マメツ、内面

"‐

・指押え・マメツ

1 中・普 2 5Y6/2 2条 本面ナテ
‐
、内面ヘラミカ

マ
キ・ナデ

粗・少、中・ 晨頁覆 7.bYK6/
1、 淡橙 5YR8/4

致郡にヘラ洒滉腺3条、不
部にヘラ描沈線5条

金体にマメツ

が ・ 重 浅黄25Y7/3 頚部 と体部にヘラ描沈線 小面ヘラミカ
｀
キ、内面ヘバカキ 〕H04と の交

弥 ・ 壷 甲 。多 黒褐 10YR3/2、 頃部 にヘ ラ描 沈線 男存 5条 昨面

"・

、内面板

"・

・

"‐

・指押え

杯 ・ 壼 甲・ グ 、剤・

瞥
陽灰10YR4/1 唄罰

`に

ヘフ薔滉牒況存8徐

列点文
卜向 け 日、肉 回 アフ

弥・肇 甲・ 昔 にぶい貢2.5Y6
/3、 浅黄2517
/3

頸部にヘ ラ描沈線7条、ニ
角形列点文

訃向 け 日→ ″ 、円 lalアア 131と 同一
個体
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に薄くなっている。頸部にはヘラ描き沈線が 3条巡り,内・外面ともヘラミガキとなって

いる。103は直線的に内傾する体部上半部から口縁部は短 く直線的に斜め上方に立ち上が

る。内・外面ともにヘラミガキである。104は頸部から口縁部にかけて大きく外反する。

頸部にはヘラ描き沈線が 3条あるが,全体に蛇行している。日縁部の内 。外面には指押さ

えが顕著である。105の 口縁部は頸部から短 く屈曲している。頸部は肥厚 し,そのままな

だらかに体部に至る。ヘラ描き沈線が頸部に3条,体部に4条巡っている。内・外面とも

に口縁部からヘラミガキを施しているが,内面のヘラミガキは少ない。106の頸部は直線

的に長く直立し,端部は外側に粘土を加えて逆 L字形口縁に仕上げている。頸部には全体

に現存で20条 と非常に多条のヘラ描き沈線を巡らせている。ヘラ描き沈線は部分的に途切

れている部分がある。全体にナデており,内面には指押さえが顕著である。107は直線的

に内傾する頸部から口縁部は大きく開くが,端部はナデのために若干屈曲して真横を向い

ている。ヘラ描き沈線が頸部と体部にそれぞれ 3条ずつ巡っている。全体にナデているが

内面には板ナデの痕跡がある。108～ Hlはいずれも頸部から口縁部にかけて全体に大きく

外反するものである。108は頸部にヘラ描き沈線が 5条巡っているが部分的に 6条 となっ

ている。全体に摩滅気味であるが,体部内面には指押さえが見られる。109は頸部にヘラ

描き沈線が 2条巡っている。外面は全体にナデており,頸部から口縁部にかけての内面に

はヘラミガキが施されている。110は全体に摩滅しているが,ヘラ描き沈線が頸部に3条 ,

体部に 5条巡っているが,体部のものは蛇行気味である。体部は上半部のみであるが全体

に膨らんでおり,最大径は中央部分にあるものと思われる。111の 口縁部は肥厚しており,

体部上半部には張りがない。頸部と体部にヘラ描き沈線がそれぞれ 4条ずつ巡っている。

内 。外面ともに全体にヘラミガキとなっている。

112～ 128はいずれも口縁部は欠損しているものの,頸部にヘラ描き沈線を施すものであ

る。112は頸部にヘラ描き沈線が現存で 5条ある。外面はナデているが,内面には板ナデ

が見られる。H3は頸部にヘラ描き沈線が現存で 8条巡 り,その下には列点文を配してい

る。外面はハケロ,内面は指で縦方向にナデている。H4は頸部に 7条のヘラ描き沈線と

その下に三角形列点文を配している。外面はハケロの後にナデており,内面はナデとなっ

ている。115は頸部にヘラ描き沈線が 6条あるが,こ のうちの 1条は途中で途切れている。

全体にナデている。116は頸部にヘラ描き沈線が 7条あるが, 2条 日と3条 目の間が少し

間隔が開いている。全体にナデている。117は内面に板ナデの痕跡がある。118は頸部にヘ

ラ描き沈線が 9条巡っている。外面はハケロの後に沈線より下部にヘラミガキを加えてい



、`
｀ヽ
116

119

0              1 0cm

遺物番号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施文 偏 考

が・壼
普

こぶい貢褐10Y
ミ5/3、 にぶい
黄橙10YR6/4

唄部 にヘ ラ亜滉 ll16条 トロ177、 7]rn力

11 杯 ・ 1盈 甲・晋 天白2.5Y8/2、
天白25Y8/1

項部にヘラ描沈線7条

か J゙霊 綱・ 晋 天黄 2.5Y7/2、 項部にヘラ描沈線3条 昨面

"‐

、内 面″
‐
・板″

11 中 。少 灰

喫
ヨ2.5Y8/2、 項部 にヘ ラ描 沈繰 9条 小面″ 目→ヘラミカ

゛
キ、内面芳

・

が ・ 壼

諄 等25Y7/2
蹟部 にヘ ラ薔 沈腺 10粂 外面マメツ、内面

"‐

弥・壺 灰日10YR8/1、
灰白25Y7/1

頸部にヘ ラ描沈線現存2条 朴面ヘラミカ
‐
キ、内面

"・

普

にぶい貢 2.5Y6 蹟部 にヘ ラ薔沈腺 7粂 外向すテ 、困 向77f冒 押 え

責2.5Y7/2 面粗 い材 目・板

"~、

内 面マメツ

2 5Y7/3

甲 。晋 、潤・ ２
．橙

限部 にヘ ラ種滉lBl現仔 9粂 小面材 目→

"・

、内面

"‐

・指押え
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る。内面はナデである。119の頸部のヘラ描き沈線は10条 と多条である。120は頸部にやや

間隔の開いたヘラ描き沈線が現存で 2条ある。外面はヘラミガキである。121は頸部内面

に指押さえが顕著である。122は頸部にヘラ描き沈線が 4条巡る。体部は大きく開き,頸

塁

5た石参シア/
‐
柱

　

´
潔

慇

選 物番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 騰 手 伝 の 特 似 備 考

添・ 霊 宇 。少、微・
諄

橙5YR6/6、 に
ぶい黄25Y6/3 翻にで辮盟彙

5` 雅面ヘラミカ
・
キ、内面板

"・

・指押え

が・重 鯛・ 晋 llI火 買 25Y5/2
黒2.5Y2/1

員日;にヘ フ薔 滉腺 4条

が。重 甲・晋 吹黄2.5Y6/2、
灰黄25Y4/1

阪の本口部で沈線を5条表
現している

か・重 甲 。多 医貢 2.5Y6/2、 本部上部にヘラ描沈線 3条 本面ナテ
・
、内面″
・・板″
・

2.5Y7/2、

2.5Y6/2
本部 にヘ ラ描沈線 4条 外面ヘラミカ

｀
キ、内面板

"・
が・重 火貢褐 10YR5/2 不部 にヘ ラ題沈繰 5条 本面ヘラミカ

~キ
、内 面ヘラミだ

こぶい貢2.5Y6
′
3、 浅黄2.5Y7

本部にヘラ描沈繰現存4条 小面材 目→

"や

、内面

"‐

114と 同一
個体

普

残貢 2.5Y7/4
黒2.5Y2/1

本部 にヘ ラ描沈線 3条 外面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

。
キ

が・霊 阻・少、中・ こぶい黄2.5Y6 本部にヘラ描沈線6条 (部
分的に5条 )

中 。1晋 1黒褐 2.5Y3/1 1部にヘ ラ描沈繰 4条

第147図  CttS D01出土遺物 (14)(1/4)
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 文 杉 憑
。手 泄 の 特 似 備 考

世・夕 、潤・

少
火貢2.5Y7/2 昨部にヘラ薔沈繰 4条 朴面″ 目、内面

"‐

が・壼 甲・ 普 こぶい貢25Y6 体部にヘ ラ描沈線4条 (削
出突帯状 )

小面ヘラミカ
‐
キ、内面″

‐
・指押え

が・量 甲 。多 にぶい黄橙 10Y
R7/4

体部に複条貼付突帯 (2条 1

単位 )、体部にヘラ描沈線
暉存R冬

小面マメツ、内面ナテ
‐
・捐 FFえ SH04と の交

点

杯・ 壼 甲 ・ 多 ５Ｙ

釈
俸部 にヘ フ百 滉稼 7粂 小面ヘラミカ

。
キ・

"マ

、内面

"‐

・指押え

杯 。壺 ヤ。少、r4B・
普

褐
Ⅶ
煮
Ю
火
黒

体部にヘラ描沈線4条 咋面ヘラミカ
‐
キ、内面

"~・

板″

〒・多 にぶい赤褐25
YR5/4、 黒7/5Y
R2/1

頸部にヘ ラ薔沈繰夕存 1条

、体部にヘ ラ描沈線 3条
昨面

"、
内 向

"・
宿碑 え

が ・ 量 甲・多、綱・

普
灰黄褐10YR4/2
にぶい黄橙 10Y
R6/3

本部にヘ ラ描沈線8条 咋面け 目・板ナテ
‐
、内面板

"‐

第148図  CttS D01出土遺物 (15)(1/4)



部外面には粗いハケロを,体部外面には板ナデを施している。内面は摩滅している。123

は頸部と体部にヘラ描き沈線が 7条ずつ巡っている。体部は最大径が中央部分にあり膨ら

んでいる。外面には丁寧にヘラミガキを施し,内面はナデているが指押さえも顕著である。

124は頸部のヘラ描き沈線は現存で 9条 と多条である。体部には張りがなく頸部からなだ

らかに体部に至っている。外面はハケロの後にナデており,内面は指押さえが顕著である。

125は頸部にヘラ描き沈線が現存で 5条,体部には4条巡つている。頸部は直線的で,体

部上半部も直線的で最大径は中央付近にある。外面には丁寧にヘラミガキを施している。

内面は板ナデと指押さえである。126は頸部ど体部の境は不明瞭で,頸部にベラ描き沈線

が 4条ある。外面にはヘラミガキを施し,内面には板ナデが顕著である。127は頸部と体

部の境付近の破片で,板の木口部分で 5条の沈線を表現している。外面はハケロを,内面

はナデと指押さえを行つている。128は全体に厚手で,頸部のやや下にヘラ描き沈線が3条

巡る。内面には板ナデの痕跡がある。

129～ 148は体部の破片で頸部から上は欠損している。129は体部は大きく屈曲しており,

屈曲部の少し上にヘラ描き沈線が 4条ある。外面はヘラミガキ,内面は板ナデが顕著であ

る。130の体部上半は強く内傾し,ヘ ラ描き沈線が 5条ある。内・外面ともにヘラミガキ

を丁寧に施している。131の体部上半は直線的に内傾し,ヘラ描き沈線が現存で4条ある。

外面はハケロの後にナデており,内面はナデている。132の体部上半も直線的に内傾する。

体部の上部にヘラ描き沈線が 3条ある。内 。外面とも丁寧にヘラミガキを施している。133

の体部は最大径が中央部分にあるが全体に扁平である。体部のヘラ描き沈線は6条である

が,部分的に5条 になっている。全体にナデている。134の体部も最大径が中央部分にあ

るが,全体に膨らみが強く球形に近い。外面にはヘラミガキを施すが,内面はナデと指押

さえである。135は体部上半部が大きく膨らんでおり,中央やや上にヘラ描き沈線が 6条

巡っている。外面はハケロ,内面は指押さえが顕著で板ナデを加えている。136は体部中

央部分の破片であるが,全体に大きく膨らむようである。体部にはヘラ描き沈線が 4条あ

るが,部分的に途切れている。外面はハケロ,内面はナデている。

137～ 142は体部中央部分に最大径があり,上部で外反して頸部に至るもので,玉葱形に

近くなっている。137はヘラ描き沈線が 4条あるが,沈線の少し上を削り込んでおり全体

に削出突帯に近くなっている。外面はヘラミガキ,内面はナデと指押さえである。138は

体部中央に2条 1単位の複条貼付突帯を巡らせ,その上に 1条 ,下に2条のヘラ描き沈線

を巡らせている。突帯部分には指押さえが施されている。外面は摩減している。139の体



部のヘラ描き沈線は 7条 と多条である。外面の沈線より下にヘラミガキが見られる。140

の外面には丁寧にヘラミガキが施され,体部内面の上部には板ナデが施されている。体部

のヘラ描き沈線は 4条である。141は頸部にヘラ描き沈線が現存で 1条あり,体部には 3

条ある。全体にナデているが,体部と頸部との境部分には縦方向に強くナデている。142

は大型の壷で,体部中央にヘラ描き沈線が 8条ある。体部外面の上半部は板ナデ,下半部

はハケロであるが,上半部にも部分的にハケロとなっているので,板ナデとハケロは基本

的に同じ原体による強弱の差と思われる。内面は全体に板ナデである。

θθ
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遺物番号 器 種 口径 器 尚 底 径 胎 上 色 調 施 又 形態 。キ砥の特ロ 備 考

にぶい貢25Y6 本部にヘ ラ描沈線4条 外面材 目→

"‐

、内面

"・

・板

"・

・指押

9

多
月亦 綺 2 bYК b/

〕、にぶい黄橙
本部にヘ ラ描沈線6条 外面

"‐

・マメツ、内面″
‐

6 畿貢橙 7 5YR8/
1、 灰 白25Y7/1

麻部にヘ ラ描沈線5条 外面″
・
、内面″
・・指押え

杯・壺 にぶい貢褐10Y
t5/3

不部 にヘ ラ描沈繰 6条 外面ヘラミカ
。
キご内面ヘラミカ

。
キ・指押え

印 。少 、微・ 天貢 25Y7/2、 :部にヘラ描沈線4条 十斜

邦
。
量 にぶい赤価 YR

5/4
本部にヘ ラ描沈線4条、格 外面

"‐

、内面

"・

第149図  C tt S D01出 土遺物 (16)(1/4)



'. t 155

讐
」

キ|「ヽ

3象ノ
ちダ

週物番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態
。キ 活 の 特 観 備 考

が・盤 は
。
多
〉
、 1調 ・

多
にぶい貢橙 10Y
R7/2、 浅黄橙 10
YR8/3

頸部に貼付突帯現存1条、
口縁部に穿孔現存1個

口縁部″
‐
、外面″

‐
、内面マメツ

か
。
霊 天貢褐10YR5/2

天黄25Y6/2
口縁部″

‐
、外面ヘラミカ

‐
キ、内面″

‐

天白25Y8/2 蹟目∫に貼付 突帯現存 1粂 金体 にマメツ

杯 ・ 重 間・ 晋 灰自10YR8/2 本面″ 日、内面材 目・指押え

'H04と

の交
点

か
。
重 灰自25Y8/2 本面″

‐
、内面″

‐

甲・ イン、 lYJ・
諄 吹白10YR8/1

蹟部 にヘ フ薔 滉腺 現 rFl条 口縁郡″
‐
・襦 FIIえ 、外 面ヘラミだキ、内 面´

ラミカ・キ・サデ
か。壺 吹貢 2.5Y7/2、 外面マメツ、内面板

"・

・ヘラミカ
。
キ

酔
貢褐 2.5Y5/3 外面租 いけ 日、内 面ヘラミカ

‐
キ・

"‐
鯛 。1獣 にぶい黄25Y6

/3、 灰黄25Y7
/2

外山租 いけ 目→″
‐
、内面″ 目・襦 FIIえ

か・壺 火 日 10YR8/2、
昇峰鼻裏む

外面粗いけ 目・マメツ、内面ナ ,H04と の交
点

第150図  C tt S D01出 土遺物 (17)(1/4)
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143は体部中央部分の破片で,最大径は中央部分にあり大きく膨らんでいる。外面はハ

ケロの後にナデており,内面はナデであるが部分的に板ナデとなっている。ヘラ描き沈線

は 4条巡つているが部分的に蛇行 している。144の体部は全体に大きく膨らみ,最大径は

中央部分にあり球形に近くなっている。体部中央にヘラ描き沈線が 6条あり,底部は若干

の上げ底で体部が大きい割には小さめで薄手になっている。全体にナデているが摩滅気味

である。145は体部の最大径が中央よりやや上にあり,最大径部分で大きく屈曲して直線

的に内傾 して頸部に至る。ヘラ描き沈線は 5条ある。底部は体部の大きさにしては広めで

肥厚 しており安定した平底となっている。全体にナデているが内面の体部屈曲部分と底部

には指押さえが施されている。146は外面全体に丁寧にヘラミガキを施し,内面も中央部

分にヘラミガキが見られる。147は体部の上半部の 4条のヘラ描き沈線の上に,沈線文帯

の幅部分に斜格子文を加えている。外面はヘラミガキ,内面はナデと指押さえである。148

は体部上半部の細片であるが, 4条のヘラ描き沈線の上下に格子状の変わつた文様を加え

ている。内 。外面ともにナデている。

149の 回縁部端部は方形に肥厚 して下方を向いている。端部の直下には穿孔が現存で 1

個ある。頸部には貼付突帯が現存で 1条ある。外面は指で強くナデているが,内面は摩滅

している。150の 回縁部端部も方形に肥厚するが,端部下部に粘土を加えて外側は丸く仕

上げている。外面はヘラミガキ,内面はナデている。151の 口縁部は大きく開き,頸部に

は貼付突帯が現存で 1条ある。全体に摩滅している。152の 口縁部も大きく開き,内・外

面全体に丁寧にハケロを施 している。153の 口縁部端部は平坦になっている。全体にナデ

ているが,日縁部外面には粘土紐の接合痕が見られる。

154～ 158は 頸部から口縁部にかけて全体に大きく夕1反するものである。154は 口縁部に

強く指押さえを行っており,内・外面にはヘラミガキを施している。頸部には僅かにヘラ

描き沈線が 1条認められる。155の体部上半は直線的である。外面は摩滅しているが,内

面にはヘラミガキと板ナデを施している。156の外面には全体に粗いハケロを施し,内面

には口縁部付近には丁寧にヘラミガキを施し,下部はナデている。157の 口縁部端部は平

坦である。外面には全体に粗いハケロを施した後に部分的に横方向にナデている。内面は

頸部から口縁部にかけてハケロとなっているが,全体に指押さえが顕著である。158の 口

縁部はやや強く屈曲しており,端部は丸く収めている。日縁部はナデており,外面は摩滅

気味であるが部分的に粗いハケロが残っている。内面は頸部を中心に指押さえが見られる。

159は 回縁部は横に長 く屈曲し上面に幅広の面を作る。端部は少し下方を向いている。



0             1 ocm

遺物番 号 器 極 口径 器 蘭 低 後 胎 土 色 調 施 文 偏 ろ

甲・ 晋 灰貢2.5Y7/2 口縁郡″ 、外面ヘバカキ、内向ヘフコ 1
編ナテ・

外。壺 ・ 夕
た
、 薇

・ 陽灰 10YR6/1、
灰白loYR7/1

小面ヘラミカ
゛
キ・指押え、内面ヘラミカ

・
キ

杯・ 量 灰貢 25Y6/2 喚部 に貼付 架帯現 存 l粂 本面ヘラミカ
。
キ、内面

"‐

,H04と の交
占

か・霊 中 。少、細・
′レ

火黄褐 10YR5/2
浅黄2.5Y7/3

小面ヘラミカ
‐
キ・指押え、内面ヘラミカ

‐
キ・襦 Fl

中 。少、細・

普

こぶい黄25Y6
′4、 黒褐2.5Y3

項部に貼付突帯1条 外面ヘラミだキ、内面ヘバカ
‐
キ

杯 。壺 K貢褐10YR5/2
兌黄橙 loYR8/3

外面材 目→部分的に″
・
、内面″ 目

か
゛
霊 甲・ 晋 にぶい黄橙 10Y

t7/4、 にぶい
黄絆10YR6/4

添
。
1重 *15. 綱 。少 R自 2.5Y7/1、

マ黄2.5Y7/2
外面″
・
、内面板″

・→ヘラミカ
゛
キ、口縁部

弥 ・ 憂
*40 中・普、細・

瞥

にぶい黄橙10Y
R7/3、 灰 白7.5
YR3/1

口縁部内面にヘ ラ描沈線 2

条

口縁部下に段、口縁部

"‐

、外面″
‐
、い

面マメツ

〒・晋 黒褐10YR3/1
点

不・ 堂 黒褐 10YR3/2、
倍灰昔 2_5Y4/2

外面材 目→ヘラミカ
。
キ、内面ヘラミカ

‐
キ・

"・

窺褐 2.5Y5/3 口縁郡

"~・
指押 え、外 面

"‐

、内 向取 ,

第151図  C tt S D01出 土遺物 (18)(1/4)



〕                1 0cm

第152図  CttS D01出土遺物 (19)(1/4)

還物番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 施文 形 態
°
手 法の特似 備 考

甲 。晋 、 微 ・ 黄灰 2.5Y5/1 咋面ヘラミカ
‐
キ、内 面ヘバカ

~キ
、底部外 面ヘ

か
。
霊 5 ア・多 灰自10YR8/2

点

が・壷 中 。少、 細・ 暗灰貢25Y5/2 昨面粗い″ 目・ヘラミカ
‐
キ、内面板

"~・

情
llpタ

電灰 10YR6/1、
天白10YR8/2

唄部 にヘ ラ薔滉縁 2粂 口縁部

"・

、外面板
"‐

→ヘラミカ・キ、内面
阪ナテ・・指押え

不 ・ 霊 5 k買褐 10YR6/2 外面

"・

・指押え、内面

"‐

添・ 壼 7 。
 2'、   消」 ・ 貢2.5Y7/2、

灰2.5Y5/1
本面ヘラミだキ・板″

‐
・マメツ、内 面″

‐
・襦 Ft

夕 慮蔀 夕ヽ 面へうカス・ 1

添 ・ 霊 7 中・普 にぶい黄褐10Y
t5/3、 にぶい
黄2.5Y6/3

外面ヘラミカ
‐
キ・″
‐
、内面

"‐

・板

"

洒 ・ 霊
7 甲・ 多 にぶい黄橙 10Y

t7/2、 灰 白10Y
マ8/2

外面材 目→

"ヤ

、内面板

"‐

・

"‐ 'H04と

の交
点

黄褐2.5Y5/3 冷 口 V日 → 秋 力 、肉 口 牧 ″



口縁部はナデているが,その他は内・外面ともにヘラミガキとなっている。160の口縁部は

真横に大きく開き,端部の上部に粘土を加えて方形に肥厚させている。日縁部の直下に指

押さえを行つた後に内 。外面にヘラミガキを施している。161の回縁部端部は上面に下方を

向く面を持ち全体に方形になっている。頸部には貼付突帯が僅かに現存で 1条残っている。

外面はヘラミガキ,内面はナデとなっている。162の口縁部は指押さえによる凹凸が著しい。

内 。外面ともにヘラミガキを施している。163は日縁部は直線的に立ち上がり,端部は平坦

に近い。頸部には貼付突帯が現存で 1条ある。内・外面とも全体に丁寧にヘラミガキを施

している。164は回縁部を強くナデた後に内 。外面にハケロを施すが,外面の口縁部付近は

後に部分的にナデている。頸部内面は摩滅している。165の回縁部は強くナデており,内 。

外面にヘラミガキが見られる。166は頸部から口縁部にかけて短く外反し,日縁部の下には

段がある。外面はナデたときの指の痕跡が残っている。内面は板ナデの後にヘラミガキを

加えている。167の回縁部は鋭く屈曲して直線的に立ち上がる。日縁部の下には段がある。

内面は摩減しているが全体にナデており,日縁部内面にはヘラ描き沈線が 2条巡っている。

168の口縁部端部は下方に折り曲げており玉縁状になっている。外面には板ナデを,内面に

はヘラミガキを施している。169の回縁部は直立に近い頸部から大きく外反する。外面には

ハケロの後にヘラミガキを加え,日縁部の内面にはヘラミガキを施している。170は回縁部

に強く指押さえを行つている。外面はナデており,内面は板ナデである。

171～ 174は小型の壷である。171の体部は中央やや上に最大径がある。体部上半部は肥

厚しており,底部は若干の上げ底である。体部の内 。外面と底部外面にヘラミガキを丁寧

に施している。172は頸部の長さに比べて体部は小さくなっており,体部は中央部分に最

大径があり,中央部分が膨らみ球形に近いものとなっている。日縁部は欠損しているが頸

部は全体に外反している。底部は安定した平底で肥厚している。外面は頸部を中心にハケ

目を施し,内面はナデている。173の体部は中央部分に最大径がある均整のとれた楕円形

である。底部は突出気味で肥厚しており,側面部に指押さえ整形を行つている。外面は頸

部に粗いハケロを施し,体部はヘラミガキとなっている。内面は全体に板ナデであるが ,

頸部を中心に指押さえが見られる。174は頸部から口縁部かけて全体に外反しており,日

縁部端部は丸く収める。頸部にはヘラ描き沈線が 2条巡る。体部は中央部分に最大径があ

りこの部分で大きく屈曲している。底部は突出気味の平底である。外面は板ナデで整形し

た後に全体に丁寧にヘラミガキを施している。内面は板ナデと指押さえである。

175～ 182は いずれも体部上半部から上が欠損 している。175は底部倶1面 に指押さえを
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遺物番号 器 根 口 後 器 尚 [径 胎 土 色 調 施 文 形 態・ キ種 の特椒 備考

自25Y7/1 外面ヘラミカ
‐
キ、内 面板情

‐
→ヘ

弥・壺 甲・晋 天貢25Y7/2 本面板

"‐

→ヘラミカ
‐
キ、内面″

‐
・指押え、

底部外面ヘラミがキ

弥・壺 甲・晋 天貢 2.5Y7/2、
天白25Y7/1 1懸駄損3こ模

の本面板
"｀

、内面板″
‐→ヘラミカ

‐
キ 3H04と の交点

弥 ・ 壺 〒・晋 にぶい貢橙 10Y
R6/3 1願翌

IF擬
繁姿∫
直トロ V日 、円 口 力

弥・壺 月亦 個 bYKb/6
1樫纂受,日
疎又・本面ナデ、内面マメツ

月褐7 5YR5/6
にぶい橙 7.5YR
「/4

項部に櫛描文 (直
線文 )、 日縁部端
郭刻み目

甲・ 晋 、 剤 ・ 晋 にぶい橙 10YR6
/3 1摺繁苓∫直線文

・外面ナテ・、内面板
"・

・指押え SH04と の交点

中・少 にぶい橙7 5YR
6/4、 灰黄25Y

動面又 (直線又 '

■形文 )、列点文
外面け 目→ヘラミカ

゛
キ、内面指押え・ヘラミカ

・

ぶ
た
″

に

も

″

貢褐10Y
灰黄25

項部に櫛描文 (直
線文・波状文)

外面

"‐

、内面

"‐

邦・ 壼 畿貢橙 10YR8/3 口縁部″
‐
、外面板

"‐

→ヘラミカ
‐
キ、内面

ハ
゜
1置 中。少、細・普 天白25Y8/2、

天黄2.5Y7/2 口縁部下に2個の
穿孔のある把手
が現存で1個

F。 多 こぶい黄橙10Y
t7/3、灰黄褐10
R6/2

員部に削出架帯 (
ん線1条 )、体部に
ヽラ描沈線2条

オリープ褐2.5
ζ4/3、 灰黄2.5
r7/2

項部にヘラ描沈
泉3条

本面粗い材 目→″
‐
、内面
"‐

・指押え、
底部外面ヘラケス

・
リ

刀`
°ミニf] 甲・普 灰頁25Y6/2、

黒褐 2.5Y3/1
外面芳
・・指押え、内面″

・・指押え

が・ミニ」菫 頸部に削出突帯、
本部にヘラ描沈
泉2条 (削出突帯
こ似るヽ

小面け 目→ヘラミカ
‐
キ、内面″

‐
・指押え

不・ 壼 中・普、細 。多 灰買 2.5Y7/2、
浅黄2.5Y7/3

ヘフ面死牒5条 、
口縁部下に2個 1
単位の穿孔が2単
位

口縁部ナデ・指押え、外面マメツ、内面ヘラ
か
゛
キ・指押え

曖苦 25Y7/2 昨面

"‐

・マメツ、内 面″
‐
・マメツ 3H04と の交点

火貢25Y6/2 口縁部下に2個 1
単位の穿孔現存 1
臣什

口縁部″
‐
、外面板

"・

・ヘラミカ
・
キ、内面極

"・

〕H04と の交点

C tt S D01出土遺物(20)観察表

行っている。176の体部は最大径が中央部分にあり,横に大きく膨らむ扁平な形である。

底部は若干の上げ底で,外面にヘラケズリを施している。体部外面にはヘラミガキを施す

が,部分的に板ナデとなっている。内面はナデと指押さえである。177の体部下半部は大

きく膨らみ,底部は突出している。体部外面にはヘラミガキを施し,内面は底部付近に板

ナデの痕跡がある。178の体部は中央部分に最大径があり,底部はかなり肥厚している。

外面はハケロを施した後に下半部をナデている。内面は板ナデで,底部付近はナデている。

179は大型の壺で底部は突出している。外面にはハケロの後に板ナデを施し,内面は板ナ

デとなっている。180は体部上半部の細片であるが,外面全体に丁寧にヘラミガキを施し,

内面は板ナデの後にヘラミガキを加えている。内面には赤色顔料が付着している。181の

体部は最大径が中央部分にある球形となっている。体部の大きさの割に底部は大きくなっ

ており,外面にヘラミガキを施している。体部外面は板ナデの後にヘラミガキを施してい

る。182は体部上半部は直線的で最大径は中央やや下側にある。外面は板ナデとなってい



るが,ヘラ描きの連弧状の文様がある。内面は板ナデの後にヘラミガキを施している。

183～ 188は櫛描文を施すものである。183は体部に 4条 1単位の櫛描き波状文と直線文

を施している。外面はハケロとなっている。184は体部上半部に 5条 1単位の櫛描き直線

文と3条 1単位の櫛描き波状文を施している。外面はナデており,内面は摩滅している。

185の頸部は直線的に長 く直立し,端部は外側に粘土を加えて逆 L字形口縁に仕上げてお

り,刻み目を入れている。頸部には口縁部との境部分に棒状工具により押えた後にハケロ

を施し, 5条 1単位の櫛描き直線文を7単位巡らせている。内面はヘラミガキであるが下

部はナデになっている。106の壺と同形態である。186の体部は上半部が膨らんでおり,下

半部が欠損しているものの最大径は中央部分かあるいはやや下側にあるものと思われる。

現存する頸部は直立している。頸部から体部にかけて 4条 1単位の櫛描き直線文と3条 1

単位の櫛描き波状文で装飾している。外面はナデており,内面は板ナデであるが頸部付近

には指押さえが目立つ。187は大型の壺で体部上半部は膨らんでいる。外面は 5条 1単位

の櫛描き直線文と櫛描きの山形文を巡らせ,一番下には列点文を加えている。外面にはハ

ケロの後に文様より下の部分にヘラミガキを加えている。内面は体部と頸部の境部分に指

押さえを行った後にヘラミガキを施している。188は頸部から体部にかけての細片である

が,外面には 5条 1単位の櫛描き直線文と櫛描き波状文を巡らせている。全体にナデている。

189の 口縁部は短 く端部は平坦になっており,体部上部が肥厚 している。内・外面とも

に板ナデの後にヘラミガキを施している。190は 内傾する体部上半部からそのまま口縁部

に至る。日縁部下には 2個の穿孔がある把手が現存で 1個ある。この把手を貼 り付けた後

にヘラ描き沈線を5条巡らせている。口縁部内面にはヘラミガキが見られる。

191～ 195は ミニチュアの壺である。191は頸部に沈線を 1条巡らせた削出突帯があり,体

部にはヘラ描き沈線が 2条巡っている。全体にナデている。192は体部上側に最大径があり,

この部分で肥厚して屈曲している。頸部にはヘラ描き沈線が 3条巡り,外面にはヘラミガ

キを,内面には板ナデと指押さえを施している。193の体部は最大径が中央部分にあるが非

常に扁平なもので,中央部分で強く屈曲し算盤玉のような形になっている。体部の大きさ

の割 りには底部は大きく,肥厚して突出した平底で外面にヘラケズリを施している。体部

の中央部分の内・外面には指押さえが顕著で,外面にはさらに粗いハケロを加える。194は

体部最大径は中央部分にあるが,底部の大きさに比べて体部の膨らみは弱い。全体にナデ

ているが,下半部を中心に指押さえを行っている。195の体部の最大径は上半部にあり,大

きく膨らんでいる。頸部には削出突帯があり,体部にはヘラ描き沈線が 2条巡るが削出突
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遺物番号 器種 口径 器 同 底 径 胎 土 色調 施文 形勝 手 法の特徴 備 考

黒褐10YR3/1、
にぶい黄橙10Y
R6/4

口縁部Й り曲げ、口縁部
"‐

・指押え、
外面

"゛

、内面

"・
杯 ・ 墾 黒褐 10YR3/1 如意形 口縁、口縁部

"・

・強い指押え、
外面板ナテ

・
、内面板

"・弥 ・ 甕 10YR2/1、  」R
褐10YR6/2

如意形口縁、日縁部ナテ■、外面″・、内面
サヽア・

にぶい貢25Y6
/3、 浅黄25Y7
/3

ラ描沈線 3条

rIB・ 少 陽灰 10R4/1、
天黄褐 loYR6/2

如意形 口縁、口縁部

"‐

。指押え、外面
テ
゛
、内面

"・

・指押え

杯 ・ 概 にぶい貢褐 10Y
t5/3、 にぶい
黄橙10YR6/3

ラ描沈線 2条 RIl恵形 口稼、口縁郡″ ・彊弾え、外面
阪

"・

、内面

"・

・指押え

甲 。多 黒褐10YR3/1、
にぶい黄橙10Y

ラ薔 沈繰 3条 畑意形口縁、口縁部
"‐

、外面マメツ、内直
け
゛

杯 。鉢
瞥

貫」マ2 5Y5/1、
そ黄褐 loYR6/2

ヘラ描沈線3条 用意形 口縁、日縁郡″
‐
、外面

"~、

内直
ラヽミカ
゛
キ

甲 。1断、 細 。 こぶ い買橙 10Y
t7/2

ヘ ラ価沈腺 現存 12条 畑意形 口縁、口縁部″ 目・指押え、外面
7メツ、内面抒・・指押え

添 ・ う巴 鯛・ 晋 黄灰 25Y4/1
黒2.5Y2/1

ヘラ描沈繰3条 +山形文 +
ヘラ描沈線現存1条

ぽ口意形 口縁、外面

"‐

、内面″
‐

多

■ぶい橙 7.5YR
/4、 にぶい橙

ヘラ描沈線2条

面板

"・
が・聟

酔 島25Y5/4
畑意形 口縁、口縁部け 目・

"・

、外面け
目・マメツ、内面情

°
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帯に似たものである。外面はハケロの後にヘラミガキを施し,内面はナデている。

196～ 198は短く外側に突出した口縁部に穿孔を施すものである。形態的に見て甕に近い

ものである。196は口縁部を逆 L字形に仕上げた後に2個 1単位の穿孔を2単位施している。

穿孔部の直下にヘラ描き沈線が 5条巡つている。外面は摩滅しているが,内面にはヘラミ

ガキが見られる。197は口縁部直下から上下 2方向に向かって穿孔している。全体にナデて

いるが摩減気味である。198は口縁部下に2個 1単位の穿孔が現存で 1単位ある。日縁部端

部は丸みを帯びて外側に突出している。体部は上半部が張っており,外面の穿孔部付近に

は板ナデを施し,そ こから下部はヘラミガキとなっている。内面は全体に板ナデである。

199～ 533は 甕である。このうち199～ 281は如意形口縁あるいは口縁部を折 り曲げている

ものである。282～ 510は逆 L字形口縁のもの,511～ 526は その他の口縁部形態,527～ 533

はミニチュアおよびその他の形態のものとなっている。

199は 口縁部を横へ大きく曲げており,端部は下向き加減である。日縁部付近は肥厚して

おり,日縁部外面には指押さえを強く行っている。200は 口縁部外面に強く指押さえを行い,

内・外面に板ナデを施している。201の体部は直線的に外傾している。202の体部は直線的

に外傾 しており,外面には間隔の開いたヘラ描き沈線が 3条巡っている。外面はナデ,内

面はヘラミガキとなっている。203は体部上半部が肥厚し,全体にナデている。204は 口縁

部外面に指押さえを強く施している。体部外面にはヘラ描き沈線が 2条巡り,沈線から下

に板ナデを施している。205の外面は摩滅しているが,ヘ ラ描き沈線が 3条ある。206の 口

縁部は短く屈曲し,端部は平坦になっている。外面にはヘラ描き沈線が 3条でナデており,

内面にはヘラミガキを施している。207の 口縁部外面にはハケロを,内面には指押さえを施

し,やや歪んでいる。体部は直立しており,外面のヘラ描き沈線は現存で12条 と多条であ

る。208は体部のヘラ描き沈線による直線文の間に3条 1単位のヘラ描き山形文を施してい

る。全体にナデている。209の 口縁部は短く屈曲し,体部にはヘラ描き沈線が 2条巡り,内

・外面とも全体に板ナデとなっている。210の外面のハケロは口縁部まで及んでいる。

2H～ 229は 口縁部端部に刻み目を入れているものである。211の回縁部端部は真横を向

く。体部にはヘラ描き沈線が 3条巡り,全体にナデている。212の回縁部は強く屈曲して

おり,外面に指押さえを行い,体部内面はヘラミガキと板ナデになっている。体部は全体

に肥厚 している。213は 口縁部内面にハケロを施す。体部外面にヘラ描き沈線が 4条巡っ

ている部分は肥厚している。214の体部は内湾しており,内面には指押さえが顕著である。

215は体部外面にヘラ描き沈線が 4条巡り,外面は板ナデとなつている。216の 口縁部は短
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遺物番 号 器 種 口径 器 肩 底 径 胎 上 色 調 施 文 形態 。手 伝 の特傲 備 考

オリープ褐25
r4/3

ヘラ描沈線3条、日縁部端
部刻み目

和意形口縁、口縁部

"‐

、外面″
‐
、内面

「7・

不・ 製 *23 lIB・ 少 天白2.5Y8/2、
死黄2.5Y7/2

ヘラ描沈線4条、日縁部端
部刻み日

知意形口縁、口縁部″
‐
、外面″

▽
、内面 〕H04と の交
占

不・ 犯

白loYR8/2

ヘラ饉沈繰4条 、口縁部端
部刻み目

え口意形 口縁 、日稼 部″
‐
・′ゾ日、外 面

"内面持
゛

晋灰貢 25Y4/2 ヘラ薔沈繰3条、口縁郡端
部刻み目

知意形 口縁、日稼部
"‐

・襦FFえ 、外面リ
「・、内面

"・

・指押え

,>
火 日 10YR8/2、 ヘフ薔滉腺4粂 、口稼面

`端
知意形 口縁、口縁部

"‐

、外面板″
‐
、内

郷・ 祖
。
 多
か
、  ■」 ・ 唇灰買2.5Y5/2 :載竹管の直線文 +山形

:、 日縁部端部刻み目
コ意形口縁、口縁部

"‐

・指押え・ヘラミカ
｀

、外面持
°
、内面ヘラミがキ

か 狙゙ 天貢 25Y7/2 半戴竹管による沈緑3単位
+1(合 計沈線 7条 )、 日縁割
喘部刻み 目

口縁郡

"‐

、外面″
‐
、内面

"‐

・襦FFえ 、
日縁部折 り曲げ

甲・ イン 黒鷲う10YR3/1 ヘ フ蘭滉腺 2条、日稼日
`端
畑意形 口縁、日縁部

"‐

、外面

"‐

、内面

が・狙 阻・夕、甲・

瞥

こぶい橙7.5YR
「/4、 浅黄25Y
r/3

ヘラ描沈線3条、口縁部端
部刻み目

畑意形 口縁、日縁部″
‐
、外面板″

‐
、い

面

"・
が・翻 甲・ 晋 登5YR6/6、 にぶ

′ヽ橙 7 5YR7/4
ヘ ラ描沈線2条 、口縁部端 畑意形 口縁、日縁部

"‐

、外面板

"‐

、体
面板

"・員灰 25Y5/】
13灰 10YR4/1

ヘ ラ描沈繰 3条、口縁部端
蔀力|み 目

口縁部折 り曲げ、日縁部

"~、

外面ナテ
‐

内面芳
・
、外面にヘ ラ描の文様 ?

*23 綱・ 晋 こぶ い貢橙 10Y ヘフII滉腺4条、口稼日
'端
如意形 口縁、口縁部

"や

、外面

"・

、内面

少

ぶ
″
ハ

に
η
融

貢橙10Y

淡黄2.5 点文、口縁部端部刻み 目
に口意形 口縁 、口縁 部

"‐

、外 面ナテ
‐
、内面

け・

杯・ 賀 甲 。多 、潤・

少

暗灰買25Y4/2
にぶい黄橙 10Y

ヽラ描沈線3条、日縁部端
郭刻み 目

如意形口縁、口縁部
"‐

・指押え、外面=
メツ、内面ナテ・・指押え
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i19物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 又 備 考

天臼 10YR8/2 ヘ ラ摘 沈緑 3条、日縁部端
部力|み 目

知意形口縁、口縁部
"‐

、外面
"‐

、内面
げ・指押え

が・観 中・普、細・

普
にぶい黄橙 10Y
t7/3、 灰黄25
r7/2

ヘラ描沈線 12条、列点文、
口縁部端部刻み目

如意形 口縁、口縁部

"・

・材 日、外面′サ
日、内面マメツ

が・賀 *26. 中・多、細・
普

にぶい黄橙 10Y
t7/3、 にぶい
詩橙10YR6/4

ヘフII滉縁 4条、口稼目∫端
部刻み 目

知意形口縁、日縁部ナテ
・・指押え、外面

“1ツ、内面″・・指押え

餞東橙 10YR8/3 唄部にヘ ラ摘沈繰5条、ロ
隊部端部刻み 目

コ意形 口縁 、外 面″
‐
、内 面

"
が・機 中・少、細 。

普
火自10YR8/2、

天黄2.5Y7/2
ヘラ描沈線 4条、口縁部端
部刻み 目

知意形 口縁、日縁部ナテ
・
、外面板″

・
、内

面編持・
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く屈曲している。体部は肥厚 しており,外面には半裁竹管による直線文と山形文を施 して

いる。口縁部は外面に指押さえを行い,体部内面のヘラミガキは口縁部にまで及んでいる。

217の 口縁部は長く屈曲しており,外面に指押さえを行っている。体部外面には半裁竹管

による沈線を施している。全体にナデている。218は口縁部と体部の境がナデにより段状

になっている。内面には板ナデを施している。219は全体に肥厚 しており,日縁部は短 く

夕1領Jを 向き,端音5は角張っており,刻み目は彫 りが深い。体部夕1面にはヘラ描き沈線が 3

条巡っている。外面は板ナデである。220の 口縁部端部の刻み日は大きく彫 りの深いもの

である。内・外面全体に板ナデとなっている。221の口縁部は大きく屈曲し,端部は下向

き加減である。体部は内湾しており,外面にはヘラ描き沈線が 3条巡っている。また外面

にはヘラ描きの文様のようなものが 2条見られる。222は体部は沈線の部分で緩 く屈曲し

ている。全体にナデているが,内面には指押さえが見られる。223は体部外面のヘラ描き

沈線 7条の下に三角形列点文を加えている。日縁部端部は摩減気味で刻み目は僅かに確認

出来るだけである。全体にナデている。224の 口縁部端部は突出気味である。日縁部には

指押さえが顕著で,直立した体部の口縁部から少し下がつた所にヘラ描き沈線が 3条巡っ

ている。外面は摩滅している。225の 回縁部端部の刻み目は彫 りが深くなっている。226の
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遺物番 号 器 Tli 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 llI・ 手 泄 の 特 倒 備考

鯛・ 昔 火藤[Z bY6/2、
こぶい黄2.5Y6

天日 10YR3/2 知意形 口縁、口縁部

"‐

、外面″
｀
、内直

け
゛

が・甕 資母、甲・晋、
畑・普

天黄褐10YR4/2
こぶい黄橙 10Y
t6/4

普

こぶい橙 7 5YR
)/4、 にぶい黄
臣10YR6/4

2口意形 口縁、口縁部ナテ
‐
、外面け 目・マメ

′、内面板″
゛

か
。
概 甲 。少 、綱・ 天黄25Y7/2 調意形 口縁、口縁日Sナテ・宿弾え、外面´

'ミ

がキ、内面板

"・

月黄褐 10YR7/6
知意形 口縁、口縁部″

‐
・揖押え、外面′

r日 、内面ヘラミカ
゛
キ

杯・ 聖 綱・多 陽灰 10YR4/1、
天白10YR8/2

u意形 口縁、口縁郡
"~、

外面

"‐

・マメツ、
勺面

"・

・指押え

杯 ・ 慨 甲・ 晋 にぶい貢25Y6
/3、 暗灰黄2.5

黒褐25Y3/1、
黒25Y2/1 '日

意形口縁、口縁部

"‐

・ヘラミカ
‐
キ、外面′

「日、内面ヘラミカ
・
キ・

"・
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体部外面のヘラ描き沈線は12条 と多条になっており,沈線文帯の下には列点文を加えてい

る。外面のハケロは口縁部にまで及んでいる。内面は摩滅している。227の口縁部端部は

平坦である。体部は上半部が若干内傾している。日縁部の外面と体部内面に指押さえが顕

著である。228の口縁部端部の刻み目は彫りが深く,木 目の痕跡がある。外面のヘラ描き

沈線は 5条である。229の回縁部は鋭く屈曲しており,端部は斜め上方を向いている。体

部外面には縦方向に,内面には横方向に板ナデをそれぞれ強く施している。

230～ 238は 口縁部端部に刻み目を持たないもので,体部外面にもヘラ描き沈線を加えな

いものである。230の 回縁部は鋭く屈曲している。体部内面には板ナデを施している。231

は全体にナデている。232の体部は内湾しており,内 ・外面ともにヘラミガキを施している。

233の体部は全体に外傾しているが,上半部が若干内湾している。外面は摩滅しているが,

0 l0cm
Fffi-+------_.]l:-

還物番号 器種 口径 器 同 底 径 胎 土 色 闘 施 文 形態・手法の特徴 備 考
。謳|、  FIB・ 餞買橙 10YR3/4

黒10YR2/1
:町ヨ形口稼、金倅にマメツ

が・電 にぶい貢橙 10Y
t7/4、 浅黄25

半裁竹管による沈線3単位 口意形口縁、口縁部″
‐・指押え、外面1

1ツ、内面

"°

・指押え

細・普
こぶい黄2.5Y6

ヌロ恵形 口縁 、日縁日∫

"‐

・指 FIIえ 、外 面
′ツ、内面ナデ

が・賀 甲・晋 、綱・

普
天自 10YR8/2 口縁部端部指押えによる

刻み 目
Prl意形 口稼、口縁日

`ナ

テ
‐
、外面マメツ、内面

ラヽミカ
゛
キ・サデ

SH04と の交
点

天白10YR8/2、
こぶい黄橙 10Y
t7/3

ヘ フ薔 π線 4粂 如意形 口縁、日縁部ナデ、外面材 目→ナ
テ
゛
、内面ナテ
・

天貢 2.5Y6/2 ヘラ描沈線 2条とその間に
陣状工具による刺突文

如意形 口縁、口縁部ナテ
・
、外面

"・

、内面

"・

・指押え
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部分的にハケロが残つている。内面は板ナデとなっている。234は 口縁部に指押さえが顕著

である。体部は内湾しており,外面にはヘラミガキを,内面には板ナデをそれぞれ施して

いる。235は 口縁部外面に指押さえを行っている。体部は幾分内湾しながら外傾しており,

外面にはハケロが僅かに見られ,内面はヘラミガキとなっている。236は外面は摩滅してい

るが,日縁部付近に指押さえが見られる。口縁部端部は真横を向いている。237は 口縁部と

体部の境付近が肥厚している。238の 回縁部は長くなっている。内面の口縁部と体部の境部

分にヘラミガキを施している。体部の外面には 2種類の原体によるハケロが見られる。

239は全体に摩減しているが,外面にヘラ描き沈線が 2条巡っている。240は 口縁部外面

に指押さえを行い,直線的に外傾する体部の外面には半裁竹管による沈線が 3単位ある。

外面は摩滅している。241の口縁部は真横に開き,端部は丸 く収めており外面には指押さ

えを行つている。242の 口縁部は短 く斜め上方を向き,端部には指押さえにより大きな刻

み目を入れている。外面は摩減しているが,内面の上部にはヘラミガキが見られる。243

の体部は大きく内湾しており,外面はハケロの後にナデている。244の体部外面にはヘラ

描き沈線の間に棒状工具の先端部による刺突文を加えている。全体にナデている。

245～ 269は口縁部端部には刻み目を入れ,体部にはヘラ描き沈線を巡らせるものである。

245は 日縁部端部をやや下方に拡張しており,刻み日はその拡張した部分に入れている。口

縁部外面には指押さえを強く行つている。体部は内湾しており,内 。外面ともに板ナデを

施している。246の 口縁部は鋭く屈曲し逆 L字形に近くなっている。端部には彫 りの深い刻

み目が入れられている。体部は下半で内湾し,全体にナデているが,内面には指押さえが

見られる。247の 口縁部は鋭く屈曲し斜め上方に立ち上がる。体部は内湾しており,ヘラ描

き沈線が 3条巡っている。全体にナデており,外面には煤が付着している。248の体部は内

湾しており,ヘ ラ描き沈線は 9条 と多条である。外面には粗いハケロを施しているが,ハ

ケロは日縁部にまで及んでいる。また口縁部内面にもハケロがあるが,体部内面は板ナデ

となっている。249の 口縁部は長く真横に折り曲げて,逆 L字形になっている。端部の刻み

目は部分的にしか認められない。全体にナデている。250は に体部は内湾し,外面に2条ず

つにまとまった 2単位のヘラ描き沈線が巡っている。251の 口縁部は短く鋭く屈曲している。

体部は若干内湾しており,外面はナデているが部分的にハケロが見られる。内面はヘラミ

ガキであるが,下半部は摩減している。外面には煤が付着している。252の 口縁部は長く端

部の刻み日は密である。日縁部の外面には指押さえを行い,内面にはハケロを施している。

体部は内湾し強く外傾している。外面には粗いハケロを施し,やや蛇行するヘラ描き沈線

187
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0              1 0cm

還物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 上 色 調 施 文 備 考

普
晴灰黄 2.5Y5/2 ヘフ孤滉線4条、日稼司S端

部刻み日
四意形口縁、口稼郡 77‐・帽FFえ 、外面
阪芳
・
、内面板ナテ・

杯・ 観 鯛・少、微・ ξ」k2.5Y4/1、 ヘ ラ薔沈繰4条 、口縁部端
部力|み 目

如意形 口縁、口縁部

"‐

、外面ナテ
‐
、内面

″・・指押え
添・ 臀 ＹＲ

橙
Ю
黄
褐
い
貢
ぶ
ね

ヘラ描沈繰3条、日縁部端
部刻み目

畑意形口縁、口縁部″
‐
、外面″
‐
、内画

け
゛ 界向 に藤

が・授
普

こぶい褐7 5YR
ソ4、 にぶい橙
「 5YR6/4

ヘ フ 福 死 課 り朱 、口稼 司;端

部刻み目
如意形口縁、口縁部

"‐

・材日、外面粗
いけ日、内面板

"・

SH04と の交
点

杯・ 盤 甲 。1晋 蜀灰 10YR4/1、
こぶい黄褐10Y
t5/3

部刻み目
口縁部折り曲げ、口縁部″

‐
、外面ナデ、

内面

"・

・指押え

ア・ 1獣 天貢褐10YR6/1
こぶい黄褐10Y

ヘラ描沈線 4条、口縁部端
部刻み目

咽意形 口縁 、口縁郡″
‐
、外 面

"‐

、内面
け・

黒褐10YR3/1、
死黄褐loYR4/2

ヘ ラ描 沈線 3条、日縁 部端
自R力鬱崚日

知意形 口縁、口縁部ナテ
・
、外面部分的に 昨面に燥

か 。概 甲・晋、 剤・
普 こぶい黄25Y6 部刻み目

外面に煤

第159図  C tt S D01出 土遺物 (26)(1/4)

188



遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 形憲 。手法 の特徴 備 考

陽灰 10YR4/1 ヘラ洒滉腺4粂、日稼司
`端
口稼部」rり 田げ、口稼 部″ 、外 向ナテ 、3H04と の交

弥 ・ 11:1: 甲・ 夕 、 利 ・

普
灰貢褐10YR6/2
にぶい黄2.5Y6
/3

部刻み目
外面に燥

甲・晋 にぶい黄褐10Y ヘラ描沈線 4条、口縁部端
部刻み 目

口縁部″
‐
・指押え、外面″

‐
、内面″

‐
・

指押 タ

小・ 聖 甲・ 多 黒褐 10YR3/1 ヘラ描沈繰5条、口縁部端
部刻み目

如焉U移 口稼、口稼固

"ラ

・わ∪フ →習FII
え、外面材 日、内面板

"・甲・少、綱・

普
唐灰黄2.5Y5/2
天黄2.5Y7/2

ヘフ薔 滉腺 6粂、口縁司
`端
に口意形 口縁、口縁部″

‐
・指押え、外面 外面に煤

・ イン 、 1綱 ・ 黒褐 10YR3/1 ヘラ描沈繰3条、口縁部端
部刻み 目

畑意形口縁、口縁部ナテ
‐
、外面板

"‐

、内
面マメツ

郷・ 聖 こぶい煮橙 10Y
t6/4

ヽラ薔沈縁 13条、三角形タ
気文、口縁部端部刻み目

如意形口縁、口縁部

"・

・材 日、外面″
日、内面

"゛中。少、細・

多
天黄橙10YR4/2
にぶい黄褐10Y
25/3

ラヽ描沈線3条、日縁部端
郭刻み目

如意形口縁、口縁部ナテ
‐
・指押え、外面ナ

テ・・指押え、内面″・・指押え

甲・晋 天白10YR8/2 ヽフ預賓冗腺6条、口稼郡喘 如意形 口縁、口縁部

"や

、外面

"や

、内面

F・ 多 灰白10YR8/1、
にぶい黄橙 10Y

ヘラ描沈繰4条、口縁部端
郭刻み目

卿 厖け移口稼 、日稼 間り,、 例HEl″ 、円 国

"・

・指押え
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遺物番号 器 極 口 径 器 同 底 径 胎 土 色 調 施文 備 考

が・甕 ギ・多 にぶい貢翻 OY
R6/4

ヘラ描沈線2条、口縁部端
部刻み目

ズロ意形 口縁 、 口縁 部ナテ・ 、外 面″ 目
F・ 内面持・・指 IIFタ

が・甕 褐
５Ｙ

ヘラ描沈線3条 、口縁部端
部刻み 目

口意形 口縁 、口縁 部ナテ
‐
、外 面″

‐
、内面

げ・指押え
不・ 盤 P。 多 F灰貢2.5Y4/2

「‖1, 5Y5/3
ヘ フ捕 死郡 余 、口縁日;端
自R力じ崚日

和意形 口縁、口縁部ナテ
・
、外面ナテ
・
、内面

け・

甲・ 多 にぶい買橙 10Y
R6/4、 明黄褐10
YR6/6

ヘ フ抽 Л職蔵Z余 、日稼 洲S躊

部刻み目
如意形 口縁、口縁部材 目→ナテ

・
、外面
～日、内面′サロ・マメツ

か
゛
盤 甲 。多 にぶい黄橙10Y

R7/2

ヘラ描沈繰4条 、日縁部端
部沈線→刻み日

如意形口縁、口縁部

"‐

・指押え、外面′
ケロ、内面ナデ

本面に煤

か
。
犯 中 。少 描沈線6条、口縁部端

み 日
如意形 口縁、日縁部ナテ

・・指押え、外面リ
テ
・
、内面

"・

・指押え
咋面に燥

か
。
狙 敵・少

天黄25Y6/2 '描
沈繰6条、口縁部端
Jみ 目

如意形 口縁、口縁部ナテ
・・指押え、外面リ

テ・、内面持・・指押カ
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る。外面は板ナデで,内面には指押さえが顕著である。外面には煤が付着している。258の

口縁部は 2段に屈曲し,体部は外面に板ナデを施すが,内面は摩滅している。259の 口縁部

内面は丸みを帯びており,端部は真横を向いている。体部はやや膨らんでおり,外面のヘ

ラ描き沈線は13条 と非常に多条なものになっており,沈線文帯の下には三角形列点文を加

えている。外面にはハケロを施しているが,ハケロは口縁部まで及んでいる。内面はナデ

ている。260の 口縁部は体部から短く僅かに屈曲するのみで,端部は先細りで外側に刻み目

を入れている。体部は外傾 し,太いヘラ描き沈線が 3条巡つている。口縁部と体部の内・

外面全体に指押さえが顕著である。261は 日縁部端部に彫 りの深い刻み目を入れている。体

部の上半部は内傾しており全体にナデている。262の体部は外傾しており,内面に指押さえ

を行つている。263の体部上半は直線的に内傾しており,太いヘラ描き沈線が 2条巡ってい

る。外面のハケロは口縁部まで及んでいるが後にナデている。内面はナデと指押さえと

なっている。264の体部は直立しており,全体にナデているが,内面には指押さえがみられ

る。ヘラ描き沈線が 3条巡っている。265の 口縁部端部の刻み日は端部の下側に入れている。

全体にナデており,ヘラ描き沈線が 3条巡る。266の刻み目も口縁部の下端部に入れており,

端部は若干肥厚している。体部は内湾しており上部が膨らんでいる。内・外面ともに全体

にハケロを施しているが,ハ ケロは口縁部にまで及んでいる。267の 口縁部は鋭く屈曲し,

端部にはヘラ描き沈線を 1条巡らせた後に刻み目を入れている。日縁部の外面には指押さ

えを行つている。体部は外面にハケロを施し,内面は半分以上剥離しているが,ナ デてい

る。外面の上部には煤が付着している。268・ 269の体部は内湾して膨らんでおり,ヘラ描

き沈線が 6条巡つている。全体にナデているが,内面に指押さえが多くなっている。

270～ 281は 口縁部が長く真横に開き,逆 L字形口縁に近くなっているもので,274・ 275

。278以外は口縁部端部に刻み目を持つものである。270の体部のヘラ描き沈線は12条 と非

常に多条になっており,その下に列点文を加えているがやや蛇行している。外面は口縁部

直下からハケロが見られ,内面はナデと指押さえになっている。271は日縁部に指押さえ

を行い,体部外面にはハケロを,内面にはヘラミガキを施している。272は日縁部上面を

強くナデている。体部は直立し,外面のヘラ描き沈線は現存でH条 と多条になっている。

273は 口縁部屈曲部分の内側に粘土を貼らて内側に肥厚させている。端部の刻み目は大き

くて彫 りが深い。体部は直線的に外傾しておリヘラ描き沈線が 7条巡っている。日縁部に

は指押さえを行い,体部外面には板ナデ,内面も板ナデであるが指押さえが顕著である。

外面には煤が付着している。274は 回縁部に強く指押さえを行つている。体部は直線的に
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施 文 形 慰 。手法 の特徴 備 考

天黄 25Y7/2 ヘラ描沈線 12条、列点文、
口縁部端部刻み目 面材 目・マメツ、内 面持・・指 押 え

が・捜 ■28 中・普 、細・
少

晟頁 Z bY′ /3 口縁 部端 目
`刻
み 目 口縁部 折 曲 げ、日縁 部

"‐

・指 押 え、外
雨つサ日 肉 面へが 1・キ

1 灰貢2.5Y6/2 ヘラ描沈線現存H条、口稿 口縁部折曲げ、口縁部″
‐
、外面″

‐
、内

面情・

1 黒25Y2/1、 にぶ
い黄褐10YR4/3

ヘ フ面 滉 漱 了朱 、 日稼 部 顕
部刻み目

口縁部内面に粘土を加えて肥厚させ
る、口縁部″

・
、外面板ナテ

・
、内面板サ

ガ・指押え

外面に媒

添・ 慨 中・普 灰黄2.5Y7/2 口縁日;研曲げ、口稼ロサテ・帽FFえ、外
面材 日、内面ヘラミカ

゛
キ

か 貿゙ ・ 多
〉
、 Fll・ 天自10YR8/1、 m意形 口縁、口縁部

"・

、外面け 目→ヘラ

普
火貢褐 10YR4/2 ヘ ラ描 沈線 3条 、 日縁部端

部力|み 目
畑意形口縁、日縁部

"‐

、外面

"‐

、内
而十テ・・指tFFタ

朴面に煤

中 。少、細・

普
にぶい黄橙 10YR
6/3、 浅黄橙 10Y
R8/3

ヘラ描沈線2条 とその間に
昨管文、口縁部端部刻み目

口縁部折曲げ、口縁部

"・

、外面

"・

、内
面

"・
小・ 到 中・少 にぶい貢25Y6ノ 畑意形 口縁、日縁部

"‐

、外面

"‐
着灰 貢 25Y4/2 ヘラ描沈繰6条十ヘラ描山

形文+ヘラ描沈線6条、ロ
縁部端部刻み目

211意 形 口縁、日縁部

"‐

、外面″
‐
、

杓面

"・

が・犯 中・少、細・
普

浅貢25Y7/3 ヘラ描沈線5条、口縁部端
部刻み目

口縁部折曲げ、日縁部ナテ
・
、外面材 日、

内面情・

・ 多 、 】網 ・ 灰貢 2.5Y7/2、
灰白2.5Y8/2

ヘラ描沈線4条 、口縁部端 口縁部 折 曲げ、口縁部マメツ、外 面材 目
情
°
内面篇将・・指 IIFタ
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遺物番 号 器 穂 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 形 態・ 手猛 の特似 備 考

弥 ・ 1::I: 甲・ 少 灰自2.5Y8/1 口縁日
`ナ

テ・わ∪7彰卜山ヘラヨ 1、 内面ヘラ

弥 ・ lIIII 綱 。多 灰黄褐 10YR4/2 口縁 日
`研
曲 げ、口縁郡

"｀

・揖 FIIえ 、外
面材 日・マメツ、内面マメツ

小面 に燥

1

普
灰買褐10YR4/2
にぶい黄褐10Y
R5/4

口縁部

"‐

、外面材 日、内面

"‐

。指押え

多

にぶい橙 5YR7/
4、 にぶい橙75
YR6/4

2体にマメツ、鉢の可能性 も有る

*29. にぶい買橙 10Y
R5/1

口縁部″
‐
、外面ナテ
‐
・マメツ、内面″

‐
小面に煤

が ・ 賀 綱・ 晋 にぶい黄橙 10Y
R6/3

口縁 部″
‐
、外 面材 目、内面ヘラミカ

｀
キ・

" 'H04と
の交

点

亦 ・ 狙 甲 。少 、微・

少
暗灰貢2.5Y4/2
にぶい黄2.5Y6

口縁 罰;″ ・僣 FIIえ 、外 面″ 日、内 面″
'H04と

の交
気

自25Y8/2 口縁 部汗
‐
、外 面材 目、内面持・・指押 え

口縁 部″
~・

指押 え、外 面

"‐

、内面情
‐

瞥
灰黄2.5Y7/2、
にぶい黄2.5Y6

口縁部″
‐
・指押え、外面ヘラミカ・キ、内面

板

"°

→ヘラミカ
゛
キ

にぶい買2.5Y6
/3、 灰黄2.5Y6

第163図  C tt S D01出 土遺物 (30)(1/4)
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外傾 しており,外面には丁寧にハケロを,内面にはヘラミガキを施している。275の 回縁

部端部は丸く肥厚している。体部は内湾して膨らんでいる。外面はハケロの後にヘラミガ

キを施し,内面はヘラミガキであるが,日縁部付近のもの以外は縦方向に施している。276

は口縁部が少し歪んでいる。体部は内湾しており全体にナデている。277の 回縁部は長 く

端部の刻み日は斜めになっている。体部には 2条のヘラ描き沈線の間に竹管文を配し,全

体にナデている。278の体部は内湾気味で全体にナデており装飾は全 くない。279は 日縁部

は真横を向いているが,屈 曲部の内面側は丸みを帯びている。体部外面に 6条 1単位のヘ

ラ描き沈線文帯の間にヘラ描き山形文を施している。280の 口縁部端部はやや上向きであ

る。体部は内湾しておリヘラ描き沈線が 5条巡つている。外面のハケロは口縁部まで及び,

内面はナデている。281の口縁部は内面に強く指押さえを行つたために器壁が窪み内側に

突出したようになっている。端部は下方を向いている。体部は著しく外傾しており,ヘ ラ

描き沈線が 4条巡っている。外面はハケロの後に部分的にナデており,内面は板ナデと指

押さえを施している。

282～ 510は逆 L字形口縁のものであるが,こ のうち283・ 452は観察が困難であったが口

縁部を折 り曲げて逆 L字形にしているようである。その他は口縁部の外側に粘土を加えて

逆 L字形に仕上げている。

282～ 302は 口縁部端部に刻み目を持たず,体部にヘラ描き沈線を持たないものである。

282の口縁部内面の屈曲部分は鋭 くなっている。日縁部は内・外面に板ナデを施し,体部

には丁寧にヘラミガキを施 している。283は 口縁部端部は先細 りで外面に指押さえを行つ

ている。体部は全体に摩滅しているが,外面に僅かにハケロが残つている。284の 口縁部

端部は先細 りである。体部は直線的で外面はハケロを施しているが,日縁部付近はナデて

いる。内面は回縁部付近に指押さえを強く行っている。285は全体に摩滅しており,鉢の

可能性も考えられるものである。286は 口縁部の外面への粘土の貼付けは少なく,端部は

先細 りになっている。287の 口縁部端部は上方を向いている。体部は内湾しており外面に

はハケロを施し,内面はヘラミガキであるが部分的にナデている。288は 口縁部外面に指

押さえを行い,体部外面にハケロを施 した後に口縁部付近をナデている。289の体部は大

きく内湾しており全体に肥厚 している。外面は全体にハケロを施し,内面はナデているが

口縁部付近には指押さえが顕著である。290は体部から口縁部にかけて内傾 している。日

縁部には指押さえを行い,体部は全体にナデている。291は 口縁部の内面側が内側に傾斜

している。体部は内湾し膨らんでいる。口縁部には指押さえを行い,体部は内・外面とも



0                 10Cm
299    -―



遺物 番 号 器 極 口径 器高 底径 胎 土 色 調 施 又 形態 。キ 伝 の特ロ 備 考

外 ・ 盤 ヤ・1群 天白10YR8/2、 に
ぶい黄橙 10YR7/2

小面

"‐

、内 面ナテ 外面に煤

弥・甕 中・少、 細・ 火貢25Y6/2、 に
ぶい黄IB10YR5/3

口縁部ナテ
・
、外面ナデ、内面″

‐
・指押え 小面 に燥

杯・ 覺 〒・普、細・
普

灰貢25Y4/1
5そ 2 5Y5/1

口縁部ナデ、外面マメツ、内面ナテ
‐

・少、 1(,日・ にぶい貢僣 .5YR
6/3

口縁部

"・

・指押え、外面材日、内面指
押え・マメツ

甲 。少、剤・

多

にぶい橙7.5YR7/
4、 にぶい黄橙 10
YR7/4

口縁部ナテ
・・指押え、外面材日、内面材

目・指押え

中・普 灰黄褐10YR6/2、
にぶい黄橙10YR6

口縁部″
・
、外面ナテ
・
、内面ナテ
・・指押え

が・聟
普

にぶい橙 7 5YR7/
4、 にぶい黄橙 10
YR7/3

口縁部ナテ
‐
、外面材 目→ナテ

‐
、内面″
‐

が・墾 不能
少

にぶい橙 7 5YR7/
4、 浅黄橙 10YR8ノ
3

口縁部″
‐
、外面ナテ
‐
、内面ナテ
▽
、鉢の可

能性有り

が。翌 阻・少、細・ 灰自2.5Y8/2 口縁部ナテ
‐
、外面″目→板ナデ、内面llE

l・Tえ・ナテ・

て黄2.5Y6/2 体 :こナテ
▽

CttS D01出土遺物(31)観察表

にヘラミガキを施している。また内面はヘラミガキ以前に板ナデを行つている。292は 口

縁部端部は先細 りである。体部は緩 く内湾しており全体にナデているが外面には板ナデの

痕跡が見られる。293・ 294は 全体にナデており,外面には煤が付着している。295の体部

は大きく外傾している。口縁部は若干歪んでおり,端部は下方を向いている。外面は摩滅

しており,内面はナデている。296の口縁部は横に大きく突出しており強くナデている。

体部は直線的で上部ほど肥厚 している。外面のハケロは日縁部まで及んでいる。内面は摩

滅しているが口縁部付近を中心に指押さえが見られる。297も 回縁部を強いナデと指押さ

えにより整形している。体部は直線的で外面には全体にハケロを施す。内面は摩減気味で

あるが部分的にハケロが見られる。298は口縁部の上面を強くナデており,体部を全体に

ナデている。299の口縁部端部は先細 りになっている。体部は全体に緩 く内湾しており,

外面はハケロを施した後に中央部分を中心にナデている。内面は全体にナデている。底部

は高台J大になっているが,中央部分はほとんど接地している。300の 口縁部端部は先細 り

で下方を向いている。体部は内傾 しており,全体にナデている。301は体部外面にはハケ

目の後に板ナデを行つている。内面には指押さえが顕著である。302の 口縁部は断面が方

形で端部は平坦になっている。体部は大きく内湾しており,全体にナデている。

303～ 360は 口縁部端部に刻み目を入れないが,体部には沈線を巡らせているものである。

303の体部は内湾しヘラ描き沈線が 7条巡る。全体にナデている。304の口縁部端部は上向

き加減である。体部は直線的でヘラ描き沈線が 6条巡る。全体にナデている。305の体部外

面のヘラ描き沈線は10条 と多条である。外面にはハケロを施し,内面は口縁部付近に指押

さえを行っている。306の 口縁部の横への突出部分は薄くなっている。体部にはやや間隔が

開いて部分的に蛇行するヘラ描き沈線が 9条巡つている。外面にはハケロを施し,内面は
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選物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形憲・ 手伝 の特徴 備 考

平
°
多 2.5Y7/2、

2.5Y7/4
ヘラ描沈線7条 口縁 日∫″ 、外 血

"、
内 向ナテ

杯 ・ 覺 中 。1酔 こぶい貢褐10Y
:5/3

口縁 部

"‐

、外 面″
‐
、内面

"‐
R買褐10YR5/2 ヘラ描沈線10条 口縁 罰∫″

‐
、外 面材 目、内面

"‐

・摺押

弥 ・ 饗 14B・ 少 にぶい黄橙 10Y
R7/4、 浅黄橙 10

ヘラ描沈線9条 3H04と の交
点

多
貢2.5Y7/2、
1着与2.5Y7/4

ヘ フ面 死 課 12染 口縁部

"‐

、外面け 目・マメツ、内面ナテ
・

瞥

にぶい貢25Y6 ヘ フ 蘭 死 課 9余 口縁部″
‐
、外面

"や

、内面ナデ ,指押え

*33 中・少 吹貢褐 10YR5/2 ラ描沈線 10条 口縁日S″ ・襦碑え、外面″ 日、内面

"・指押え

にぶ い橙 7 5YR
7/3、 灰白25Y

吹黄25Y7/2
ヘ ラ描 沈線 7条 全体にマメツ

弥 ・ 甕
*32 中・イ少 にぶい黄25Y6

/3

ヘラ描沈線6条 口稼 郡ナテ
‐
、外 面″

~、

内 面″
‐

*25. 甲・晋 貢υk2 5Y4/1、 口縁部ナテ
‐
、外 面け 日、内面マメツ

酢

2.5Y4/1
2 5Y7/4 躍繁鶏ダ

・・指押え、外面′サロ、内面

"・
杯 ・ 墾 甲・ イン、 

“

歌 。 にぶ い買覆 10Y ヘ ラ薔 沈繰 5条 (部分 的 に
贈減 )

口縁部

"‐

、外面″
・
、内面

"‐ 'H04と

の交
点

酔

天自25Y8/2、
浅黄2.5Y7/3

ヘ ラ描 沈繰 13条
が野
田
`77・
枚
"‐

、外面け目、内面ヘ
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施文 形態・手法の特徴 備 考

か 。甕 不 籠 灰25Y4/1、 暗灰
, SVA/,

ラ描沈線9条 口縁部

"‐

、外面″
‐
、内面

"‐
口縁部 17‐ 、外 面

"‐

、内面″
‐
・指押 え

710YR6/1

か。翌 甲・ グ 天黄褐10YR4/2、
こぶい黄橙loYR6/4

ヘラ描沈線5条 口縁部″
‐
、外面″
‐
、内面

"‐
口縁部ナテ

‐
、外 面材 日、内面板芳

‐

不・ 覺 残買 2.5Y7/3 ヘ ラ薔 滉課 現耐 1条 口縁部″
‐
・指押え、外面け 日、内面

"
不 。墾 甲・少 、細・ 渇灰 10YR4/1 ラ描沈線9条 口縁部

"、
外 山″ 、内 向

"
か 。翻 天自 10YR3/2 半識竹 管 に よる滉緑 6早佃 口縁部″

・
、外面″
‐
、内面ナテ
‐。指押え SH04と の

な 占

添・観 甲・ グ 関貢2.5Y7/3 ヘラ描沈線 10条 口縁部上面材 日、外面け 目・ヘラミカ
‐
キ、い

面ヘラミカ
゛
キ

普

火貢褐 10YR5/2、
にぶい黄橙 10YR6/3

ヘラ描沈線7条 全体にマメツ

が
。
1巴 ・少、中・ 褐灰 10YR4/1 ヘ ラ描沈繰 10条 口稼 間リア 、外 国 ′V日 、日 ロ ヘフミア ■・カ

杯・ 墾 満貢橙 10YR8/4、
にぶ い梓 7 5YR6/4

ヘ ラ薔 沈繰 12条、竹 営又 口縁部″
・
、外面

"や

、内面″
・

SH04と の
交点

阻・少、中・

多
浅黄橙 10YR8/4 ヘ ラ描 沈線 (マメツの た め条

数 不 明 )、 三角形列 点文 、円
形浮 廿

全体 にマメ

杯・ 甕 綱
°
多 買灰2.5Y4/1、 にぶ

いね詮2.5YR6/4
ヘラ価π腺7粂 口縁部

"‐

、外面マメツ、内面マメツ ;H04と の

弥・1,II: 中・普、微・ 吹白10YR8/2、 褐灰
10YR6/1

ラ描沈縁 7条 口縁 部″
‐
、外 面マメツ、内面マメツ



板ナデである。307の 口縁部は先細 りで断面が三角形になっている。体部は直線的でヘラ描

き沈線が12条あるが,部分的に間隔が開いている。外面は摩滅気味であるがハケロが見ら

れる。308のヘラ描き沈線は丁寧に施している。309の口縁部端部は先細 りである。体部は

若干内湾しており,外面のハケロは口縁部まで及んでいる。内面は口縁部付近を中心に指

押さえが顕著である。310は 回縁部外面に指押さえを行っている。体部は上半部で大きく内

湾しており,全体にナデている。311の 口縁部の横への突出部分は小さく丸みを帯びている。

体部は直線的であるが,下部へ向かうほど肥厚している。全体に摩滅している。312の体部

は内湾しており,ヘラ描き沈線が 6条巡っている。313の 口縁部端部は先細 りである。体部

は直線的で10条のヘラ描き沈線は部分的に間隔が開いている。外面にはハケロが見られる

が,内面は摩滅している。314の体部は内湾しており,ヘラ描き沈線は 6条巡っているが ,

沈線は途中で途切れていたり潰れていたりして雑である。外面はハケロを施し,内面はナ

デている。315の体部も内湾しており,ヘラ描き沈線は基本的に 5条あるが,部分的に沈線

が重なったりしており増減している。全体にナデている。316は 口縁部内面に板ナデを施し,

端部は先細 りになっている。体部外面のヘラ描き沈線は13条 と多条で,沈線文帯の下側で

緩く屈曲している。外面にはハケロを,内面にはヘラミガキをそれぞれ施している。317の

体部は内湾し,外面のヘラ描き沈線は 9条で全体にナデている。318の 口縁部端部は先細り

である。体部は外傾 しており大めのヘラ描き沈線が 3条巡っている。口縁部内面に指押さ

えが見られる。319の 口縁部端部は先細 りで断面が三角形になっている。口縁部の下部には

指押さえを行っている。体部は直立している。320の 口縁部の横への突出は弱く断面は三角

形になっている。内面の口縁部付近は指で縦方向にナデている。321の体部は直線的に内傾

している。外面はハケロであるが,日縁部の下側にハケロ原体の木口痕が見られる。内面

は板ナデである。322の体部も直線的に内傾しており,外面のヘラ描き沈線は現存でH条 と

多条である。外面にはハケロを施し,内面はナデている。323の 口縁部端部は先細りで,体

部にはベラ描き沈線が 9条巡っている。全体にナデている。324の 回縁部端部は下方を向き

丸みを帯びている。体部は外傾しており外面には半裁竹管による沈線が 6単位ある。325は

口縁部上面にハケロを施している。体部は直線的で外面は沈線部分にはハケロを施し,そ

れより下はヘラミガキとなっている。内面は全体に丁寧にヘラミガキを施している。326は

回縁部の外側に粘土を加える際に器面の外側を少し窪ませてそこから粘土を加えて逆 L字

形に仕上げている。体部は内湾している。327の体部は内湾気味でヘラ描き沈線が10条巡っ

ている。外面はハケロ,内面はヘラミガキとなっている。328の 口縁部の外佃1への突出は弱
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遺物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 砲 又 形 順
°手法 の特似 備 考

勃 ・ヽ 君配 火貢25Y6/2、  に
ぶい音25Y6/3

ヘ フ価 泥線 9粂 口稼 罰
`"・
宿 FFえ 、外 山

"‐

、内 面″

陽25Y5/3
フ雨滉繰6条 口縁 部 F、 71・面ナテ

‐
、内面″

‐
7「面 に燥

郭 ・ 盤 阻 。少 、 甲・ にぶい貢褐10YR[ ラ描沈線8条 口縁部

"‐

、外面マメツ、内面ナテ
‐

不・ 聟 灰黄2.5Y5/2灰
25Y7/2

ラ描沈線7条 口頂鰤那

"、
外 山′V日 、内 向ナテ

杯・ 概 中・普、細・ 天黄2.5Y7/2 ラ描沈線 13条 口縁部

"・

、外面マメツ、内面ナテ SH04と の
交点

中・ 少 、 細・
瞥

天貢 2.5Y6/2、 に
ぶい黄2.5Y6/3

ヽラ描沈線4条 +ヘラ描μ
形文 +ヘラ描沈線4条

口縁部″
‐
、外 面■ 日、内 面

"‐

・指 押 え 3H04と の

2.5Y7/3 ラ描沈繰8条 口縁部″
~、

外 面材 日、内 面″
~

本面 に煤

が ・ 畿 ・ 少 、 細 ・ 又黄褐10YR6/2灰
白25Y8/2

ラ描沈線12条 口縁部

"・

、外面

"・

、内面

"・
く貢 25Y7/2、 灰
早, RYA/,

ラ描 沈繰 4条 口縁部

"‐

・情押え、外面け 目→ヘバカ
‐

内面ヘラミがキ
外面に燥

か ・ 翻 甲 。少 、細・ 灰貢褐10YR4/2灰 ラ描沈線 7条 口縁部″
‐
、外面ナテ

‐
、内面板″

‐
外面に煤

与格 10YR8/3
ラ薔沈繰7条 口縁部″

‐
・指 lllえ 、外 面け 日、内面ナテ

・指 IIFタ

にぶい煮橙 10YR( ラ描沈線5条

第167図  C tt S D01出 土遺物 (34)(1/4)
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遺物番 号 器 種 口径 器 lHI 圧 径 胎 土 色調 施 文 形 彊・手 法 の特徴 偏 考

にぶい貢橙 10YR? ヘ ラ描 沈線 7条 口縁部

"~、

外 面マメツ、内 面″
V・

指押 え

天貢褐 10YR6/2 ヘ ラ描沈繰 10条 口縁部ナテ
‐
、外 面ナテ

~、

内 面″
‐
・指押 え

か
゛
概 阻・ 夕 、 甲・

瞥

にぶい貢橙 10YR[
/4

ヘ ラ描沈線 7条 +10条 口縁部ナテ
‐
、外 面ナテ

~、

内面″
｀

にぶい貢25Y6/3 ヘラ描沈線 12条 口縁部ナテ
~、

外 面

"‐

、内面

"V・

指押 え

が・墾 中・少、細・ 天黄25Y6/2、 に
ぶい昔25Y6/3

ヘ ラ描沈線7条 口縁部マメツ、外面材 日、内面

"・

・指押え

杯 ・ 聖 て自10YR8/2、 浅
記25Y7/3

ヘラ描沈線 10条 口縁郡″
‐
、外面″
‐
、内面″
‐

・ イリた、  照ヨ 。 火貢 2.5Y7/ ヘフ面沈繰6条 口稼日
`行
、外 面

"、
内面″
‐

治土 に結 晶
片姜含 まP

甲・ 多 灰 10YR4/1、 灰 ヘフ面滉線3粂 口縁部ナテ
・・指押え、外面マメツ、内面

"・

訃面 に燥

普

にぶい貢橙10YR7
/2

口縁部

"‐

・指押 え、外 面

"‐

、内面板

第168図  C tt S D01出 土遺物 (35)(1/4)



く,断面三角形で先細りになっている。体部にはヘラ描き沈線が12条巡りその下に竹管文

を加えている。329は全体に摩滅しており外面のヘラ描き沈線の条数は不明であるが多条の

ものと思われる。沈線の下には三角形列点文と円形浮文を加えている。330の体部は大きく

内湾しており,全体に摩滅しているがヘラ描き沈線が 7条認められる。331も 全体に摩減し

ているが,体部は直立している。ヘラ描き沈線は彫 りが深い。332・ 333と もに全体にナデ

ており,333は外面に煤が付着している。334の体部は内湾しており,間隔の開いたヘラ描

き沈線が 8条巡っている。335の 口縁部端部は上方を向いている。体部は緩く内湾しており,

ヘラ描き沈線は蛇行している。外面には全体にハケロを施し,内面はナデている。336の 口

縁部は真横に大きく突出している。外面のヘラ描き沈線は13条 と多条である。337の 口縁部

も真横に大きく突出している。体部は内湾しており,蛇行する4条のヘラ描き沈線文帯の

間にヘラ描きの山形文を配している。外面にはハケロを施し,内面はナデているが,口縁

部付近と中央部付近に指押さえが見られる。338の 口縁部の外側への突出部分は厚手である。

体部は外面にハケロを施し,煤が付着している。339の 口縁部は端部の上側から包み込むよ

うにして粘土を加えて先細 りの逆 L字形に仕上げている。体部は直線的に外傾 しておリヘ

ラ描き沈線が12条巡っている。340の 回縁部端部は若干上方を向いている。体部は内湾して

おリヘラ描き沈線が 4条巡っている。外面にはハケロの後に下半部を中心にヘラミガキを

施し,内面はヘラミガキとなっている。341の 口縁部の内面に指押さえを行い,端部は欠損

している。体部は内湾しており,内面は全体に板ナデとなっている。外面には煤が付着し

ている。342の 回縁部の外側への突出部分は肥厚 している。体部は内湾しており,ヘラ描き

沈線が 7条巡るが沈線は部分的に乱れている。外面にはハケロを施し,内面はナデと指押

さえである。343は 口縁部内面に強く指押さえを行っている。344の口縁部の夕1側への突出

部分は肥厚している。345は 口縁部内面に強く指押さえを行っている。346の体部のヘラ描

き沈線は 7条 と10条の 2つの沈線文帯に分かれているが,蛇行している部分がある。全体

にナデている。347の 回縁部端部は先細 りで,体部は外傾 しておリヘラ描き沈線は12条 と多

条である。348は 口縁部を強くナデており端部は先細りである。体部は沈線の下の部分で屈

曲している。外面にはハケロを施し,内面はナデているが指押さえも顕著である。349の体

部は内湾気味に外傾しており,外面にはやや間隔の開いたヘラ描き沈線が10条巡っている。

350の 口縁部端部は上方を向き,体部は直線的に外傾している。ヘラ描き沈線は 6条である

が彫 りの深いものになっている。胎土には結晶片岩を含んでいる。351は 口縁部の外面に強

く指押さえを行い,端部は下方を向いている。体部は外面が摩減しているが煤が付着して
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選物番 号 器 種 口 後 器 尚 胎 土 色 調 施 文 形態 。手法 の特徴 備 考

杯 ・ 聖 細
。
1家 にぶい貢橙10Y

R7/4
口縁 部″

‐
・指 Fllえ 、外 面″

‐
、内面″

怖 ・ 墾 中・少、微 。 貢灰 2.5Y4/1、
康者ま, SY6/2

ラ描沈繰7条 口縁部″
‐
、外面け 日、内面ナテ

弥・1'II:
少 にぶい黄褐10Y

R5/3

口縁部″
・・指押え、外面

"・

、内面板ナ外面に煤

不・ 狙
匁

残貢 25Y7/3 ヘフ価滉腺 13条 口縁部

"・

、外面材 目、内面″
・・板

"・

中・少、細・
多

曳黄橙7 5YR8/ ラ描沈線8条 口縁部

"‐

、外面″
‐
・マメツ、内面

"‐

。マメリ

が・覺 平・ 1営 天貢 2.5Y7/2 口縁部

"‐

・指押 え、外 面

"‐

、内面″
‐

指押 カ

ハ・貿 昆貢 2.5Y7/3、
そ白2.5Y7/1

ヘラ描沈線7条 口縁部″
‐
・指押え、外面材目、内面

"・
・指押え

が・狙 甲・ 1計 、 1‖・

饉
登5YR7/6 節描文 (直線文・波状文) 口縁部″

・
、外面

"・

・マメツ、内面マメツ
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 形 態 。手 法 の特徴 備 考

か
。
賀 阻・少、細・

少
灰黄褐10YR4/2
にぶい黄褐10Y

ヘラ描沈線2条、口縁部端
郭刻み目

口縁郡″
‐
、外 面

"~、

内面″
~・

揖押 え

黒10YR2/1、  暗
マニ奇2.5Y4/2

半載竹 管 に よる沈線 4単位
口縁部端部刻 み 目

口縁部″
‐
、外 面

"‐

、内面板ナテ
・

ア・普 黒褐10YR3/1、
天黄褐loYR4/2

ヘラ描沈線6条 、口縁部端
颯刻み日

口縁 日;"、外 向け 日、内 面ナテ

杯・ 製 甲・ 晋 10YR3/2、

褐10YR4/2
ヘフ値 a]尿 b朱、日穆酵部珊
郭刻 み 目

口縁部

"‐

、外面′サロ・マメツ、内面ヘラミカ

瞥
褐灰 10YR4/1、
にぶい黄25Y6
/3

ヘ フ 面 死 凛 7朱 、口稼 固
`瑞郭刻み日
口縁部

"・

・材 日、外面

"・

、内面

"・

瞥

にぶい橙 7 5YR
7/4、 にぶい褐
7 5YR5/4

ヘフ面ιこ腺 2朱、口稼目
`踊郭刻 み 目

口稼 郡

"、
外 向 ″ 、内 向 ″ ・襦 FFえ

杯・ 捜 中。少、細・
諄

θ昆頁 2.5Yイ / ヘラ描 沈繰 6条、日縁 部端
颯刻み 日

口縁部ナテ
‐
、外面″ 日、内面

"‐
中・多、細・
多

灰黄褐10YR4/2
にぶい黄褐 10Y

ヘラ描沈線5条、口縁部端
郭刻み目

にぶい貢2.5Y6
/3、 浅黄2.5Y7
/3

ヘラ描沈線 H条 、口縁部端
郭刻み 目

口縁部

"・

、外面″
や
、内面

"・

添 ・ 1配 浅貢 2.5Y7/3、 ヘラ描沈線6条 、口縁部端
郭刻み 目

口縁部

"・
襦 FFえ 、外 面

"‐

、内 面板リ

諄

口縁 部端 部刻 み 目 口縁部″
‐
、外面

"や

、内面板ナテ
‐→ヘラミ

がキ・指押え

洒 ・ 犯 甲
°
多 灰黄褐10YR5/2

にぶい黄橙 10Y

ヘラ描沈線4条、口縁部端
郭刻み目

口縁日S″
‐
・襦碑え、外面″ 目→″

‐
、い

面″
・

第170図  C tt S D01出 土遺物 (37)(1/4)



いる。352は 日縁部を上下からつまむように強く指押さえを行つている。体部は強く内湾

しており外面はナデており,内面は板ナデとなっている。353は 口縁部外面に指押さえを

行い,体部は直立している。354は 口縁部の内面側が内傾している。体部外面のハケロは

口縁部まで及んでいる。内面は摩滅気味であるがナデている。355は 回縁部に上下から強

く指押さえを行った後に上部をナデている。体部は内湾しておリヘラ描き沈線は 3条 と少

ない。外面はナデ,内面は板ナデである。356は 回縁部の横への突出は長くなっており,

下部を強くナデている。体部にはヘラ描き沈線を13条巡らせ,沈線の下部で屈曲している。

外面にはハケロを施し,内面の上部はナデ,下部は板ナデとなっている。357の 口縁部は

肥厚 し端部は先細 りである。体部は内湾している。358の 回縁部内面は指押さえにより窪

み,内側に突出したようになっており,日縁部はT字に近い形になっている。体部は若干

内傾 しておリヘラ描き沈線が 9条巡っている。359の口縁部の外側への突出は小さくなっ

ている。体部は緩く内湾し,ヘラ描き沈線は 7条あるが間隔が開いている。外面はハケロ

を施し,内面はナデているが口縁部付近を中心に指押さえが顕著である。360の体部は全

体に大きく内湾して膨らんでいる。外面には 3条 1単位の櫛描き直線文が 6単位あり,そ

の下に櫛描き波状文が一部残っている。全体に摩滅気味である。

361～ 370は 口縁部端部に刻み目を持ち,体部にヘラ描き沈線を施すものである。361の

回縁部内面は若干内傾している。体部のヘラ描き沈線は 2条 と少ない。362の回縁部内面

は丸みを帯びており,端部の刻み目は彫 りが深くなっている。体部は内湾しており,外面

には半裁竹管による沈線が 4単位ある。外面はナデ,内面は板ナデである。363の体部上

半部は内傾しておリヘラ描き沈線が 6条巡つている。外面は摩滅気味であるがハケロが見

られる。364は 日縁部の上部を強くナデている。外面は摩滅しているが,口縁部付近にハ

ケロが残つている。内面にはヘラミガキを施している。365は内面に指押さえを行い,外

面にはハケロが見られる。沈線の下の部分の器壁が薄くなっている。366の口縁部端部は

先細 りである。体部は内湾しておリヘラ描き沈線は 2条 と少ない。内面は口縁部付近を中

心に指押さえが顕著である。367の体部は直線的に外傾 しており,沈線の彫 りも深くなっ

ている。外面はハケロとなっている。368の 口縁部は外面に指押さえを行い,端部の刻み

目には間隔の開いている部分がある。369の体部のヘラ描き沈線は11条で,部分的に不連

続である。370は 口縁部の上面を強くナデており,端部の刻み目は彫 りが深い。体部は内

湾しておリヘラ描き沈線が 6条巡つている。しかしこの沈線はあるいは半裁竹管によるも

のかも知れない。外面はナデ,内面は板ナデである。
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遺物番 号 器 種 口径 器 同 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態
。手 法 の 特 似 備 考

・少、中・ 灰貢25Y7/2 ヘラ描沈線現存4条 、口縁
郭端部力|み 目

口縁部ナテ
・
、外面ナテ
・
、内面

"・
にぶい橙 7 5YR
6/4

ヘラ描沈繰8条、日縁部端
郭刻み目

口縁部ナテ
‐
・指押え、外面け 日、内面ナデ

・指押カ

杯・ 贅 浅貢25Y7/3 ヘラ描沈線現存6条 、口縁 口縁部″
‐
、外面材 日、内面

"‐

・指押え

甲・ 晋 にふ い貢褐 10Y
R5/3

ヘフ面泥層尿8条、口縁日
"喘郭刻み 目
口縁 郡″ ・襦押 え、外 面マメツ、内 面ヘラ
じ
°
キ

昨面 に燥

添・ 考配 中
普
・少、細・ にぶい黄橙10Y

R7/3

ヘラ描沈線 5条、口縁部端
部刻み 目

口縁 郡ナテ
｀
、外 面″ 日、内面ナテ SH04と の交

黄

甲
。
多 黄灰25Y5/1、

暗灰黄25Y5/2
ヘフ駆 満岨0粂 、日稼部端
郭刻み 目

口縁 日
`折

・宿 Fllえ 、外 面 ,テ 、内 面″

甲 。少 、傲 。 にぶい黄2.5Y6
/3

ヘラ描沈線8条 、日縁部端
郭刻み 目

口稼 晋Ъ

"、
外 山″ ・′V日 、内 面ヘラコ¬

にぶい貢橙 10Y
R7/2、 浅黄25
Y7/3

ヘラ描沈線現存8条、口縁
郭端部刻み目

口縁部

"‐

、外面マメツ、内面ナテ
・

SH04と の交
点

・ 愕「、  `瑚 X ・ 天貢褐 10YR5/2
又白loYR8/2

ヘ フ孤 滉1316条 、口稼 目S端

部刻 み 目
口縁部

"・

・指押え、外面マメツ、内面

"・

・
階tFF,

中 。少、細・ 陽灰 10YR4/1 ヽフ磁 腺 5条 、口縁日∫端
拍刻 み 目

口縁 部″
‐
、外 面ナテ

‐
、内 面ナテ

'H04と

の交
点

普

にぶい貢櫃コOY
R6/3、 灰 白10Y

ヘラ描沈線H条、日縁部端
部刻み目

口縁部

"‐

、外面材 日、内面ナデ

か。祖 中・多、細・

多
浅貢橙10YR8/3
にぶい黄5YR7/

ヘラ描沈線6条、口縁部端
部刻み目

口縁部″
‐
、外面け 日、内面″

‐

にぶい貢2.5Y6 ヘラ描沈線6条、口縁部端
部刻み目

口縁部

"‐

、外面材 日、内面

"゛
か。概 にぶい貢2.5Y6

/3

ヘラ薔沈繰4条 口縁部″
‐
・指押え、外面材 目→ヘラミだキ

、内面ヘラミがキ
小面に媒、

'H04と

の交



371の 口縁部内面は強い指押さえにより内側に湾曲しており,端部は先細 りになってい

る。体部は強く内湾しており,内面は板ナデの後にヘラミガキを施している。

372～ 385。 387～ 404は 口縁部端部に刻み目を持ち,体部にヘラ描き沈線を施すものであ

る。372は 口縁部外面に指押さえを行い,体部外面はハケロの後にナデている。373の 回縁

部端部の刻み日は部分的に乱れている。374は 口縁部の外面に指押さえを行い,体部は直

線的に内傾 している。外面には間隔の開いたヘラ描き沈線が 8条巡リハケロを施している。

375の 口縁部端部の刻み目は彫 りが深い。体部外面のハケロは口縁部直下まで及ぶ。376の

体部のヘラ描き沈線は 8条であるが部分的に乱れている。外面は摩滅しているが内面には

ヘラミガキが見られる。外面には煤が付着している。377は口縁部の上面を強くナデてい

る。378は 回縁部の内面に指押さえを行っている。体部は内湾しており,ヘラ描き沈線が10

条巡っている。379は 口縁部の上面を強くナデており,端部は上方を向いている。体部外

面には部分的にハケロが見られ,内面にはヘラミガキを施している。380の外面は摩滅し

ているが,日縁部の直下に板状工具の痕跡が見られる。381は 口縁部の内 。外面に強く指

押さえを行っているため,口縁部端部が上下に歪んでいる。体部は直線的に外傾しており,

外面は摩減しているが内面はナデている。382の体部は直立しており,外面のヘラ描き沈

線は 5条であるが間隔が開いている。全体にナデている。383の回縁部端部は下方を向い

ている。体部は緩く内湾しており,ヘラ描き沈線は11条巡っている。外面にはハケロを施

し,内面はナデている。384の 口縁部端部は大きく下方を向き,体部は直線的に外傾 して

いる。摩滅気味であるが,外面にハケロが見られる。385の体部は内湾しており,外面全

体にハケロを施し,蛇行気味のヘラ描き沈線が 6条巡っている。

386の口縁部は内・外面に指押さえを行い,端部は上向き加減で刻み目を持たない。体

部は内湾しており,ヘラ描き沈線が 4条巡っている。外面にはハケロの後に太めのヘラミ

ガキを縦方向に施している。内面には細かいヘラミガキを施している。外面には煤が付着

している。

387は 口縁部の上面を強くナデており,端部は若干上方を向いている。体部は内湾して

おり内面には指押さえが顕著である。388の 口縁部は内傾1に突出して肥厚 している。端部

は先細 りになっている。体部は内湾しており内面の回縁部付近に板ナデを施している。389

は口縁部を全体に外傾させた後に内側に粘土を加えて逆 L字形に仕上げている。日縁部は

上部を強くナデており,端部は上方を向いており彫 りの深い刻み目がある。体部は直線的

で外面はハケロを施すが,沈線の下側部分のハケロは細かくなっている。内面はヘラミガ
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遺物番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 文 形態 。手法 の特徴 備考

綱・晋 灰 白7 5YR8/2
灰 白10YR8/2

ラヽ描沈繰8条、口縁部端

中・少、細・
普

にぶい貢2.5Y6
/3、 浅黄25Y7

ラヽ描沈線9条、口縁部端
郭刻 み 目

口縁部″
・
、外面ナテ
・・マメツ、内面ナテ

・・板リ

か。受 甲・ 晋 、測・

普
天自2.5Y8/2 ヘラ描沈線9条、口縁郡端

郭刻み目
口縁部

"・

、外面材日、内面ヘラミカ
‐
キ

か 。翌 て黄25Y7/2、 ヘラ描沈線9条、口縁部端 口縁 部ナデ・指押 え、外 面け 日、内 面ナテ
・1智申甲タ

が。捜 F・ 多 灰貢褐10YR4/2
にぶい黄橙 10Y
R6/3

口縁部端部刻み日
口縁部

"‐

、外面ナデ・材 日、内面マメツ SH04と の交
点

中・少 、 微・
酔

天質褐 10YR5/2
浅黄25Y7/4

ヘラ描沈線 13条 、口縁郡晰
部力|み 目

口縁部″
・・板ナテ
・
、外面粗い材 目、内面

マメツ

が・ 考配 輌・普 火黄褐 10YR6/2
畿苦2.5Y7/3

ヘラ描沈線10条、口縁部端 口縁部
"・

・指押え、外面け日、内面ナテ
・

・指押え

杯 。撻 佃・ ィン にぶい貢25Y6
/3

ヘラ薔沈繰7条、口縁日S端
部刻み目

口縁部

"‐

、外面材 日、内面ヘラミカ
‐
キ

か
。
観

瞥

吹黄25Y6/2 ヘラ描沈線6条、口縁部端
部刻み目

口縁司∫

"・
彊習え、/1・ロマメフ、円回77

階llF'

細・ 少 黒褐 25Y3/1、
圧苦 ,■V6/,

ヘラ描沈線5条、口縁郡端
部刻み目

口縁 部″
‐
、71・面″

‐
、内 山ナテ・召 Fllえ

物 ヽ
。
電琵

多

火貢25Y7/2、
こぶい黄25Y6

ヘラ描沈線5条、口縁部端
部刻み 日

口縁部

"‐

、外面″
‐
・マメツ、内面

"‐

甲・少 、郡・ 火黄褐 10YR4/2 ヘラ描沈線5条、口縁郡端
蔀 力|み 日

口縁部″
・、外面材日、内面ヘラミカ'キ

甲・ 多 こぶい貢橙 10Y
t5/3、 浅黄25

ヘラ描沈線 11条、日縁部端
部刻み目

口縁部

"・

・指押え、外面マメツ、内面マメツ SH04と の交
点

第172図  CttS D01出土遺物(39)(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 文 1//懸・ 十 猛 の 特 似 備 考

こぶい買橙10Y
t7/3、 灰 白2.5
′8/2

ヘ ラ薔沈繰 5条、口縁部端
部刻み 目

口縁部″
‐
、外面″
‐
、内面″
‐
・指押え

か。犯 甲・晋 天自25Y8/2、
火黄25Y6/2

ヘラ価沈縁 10条 、口縁部晰
部刻み 目

口縁部″
‐
、外面材 日、内面

"・
が・狙 *20 阻・少、中 。

普
にぶい黄25Y6
/3

ヘラ価沈繰 H条+ヘラ摘
波状文 +ヘラ描沈線5条、
口縁部端部刻み 目

口縁部

"｀

、外 面″
‐
、内面″
・

甲 。多 、 綱 ・ 浅黄橙 10YR8/3 ヘ フ薔 泥 lb14条 、日稼 部端
部力|み 目

口縁部ナテ
‐
、外 面″ 目・マメツ、内面マメツ

3、灰白10YR8/2
ヘラ描沈線現存8条 、口縁
蔀壺鷺蔀メ劉み 日

口縁部″
‐
、外面″
や
、内面

"‐

・指押え

が・甕 *20 甲・ 晋 区貢2.5Y6/2 口縁部端部刻み 目 口縁部″
‐
、外面け 目→

"や

、内面

"・
贈押 タ

黒褐 10YR3/2、 ヘラ描沈線5条 、口縁部端
郭刻み 目

本面に煤

にぶい貢橙10Y
R7/2

ヘ フ面 滉 凛 4朱、口漱 濁:瑞
颯機 に ■ ふ 力|み 日

口縁部

"‐

、外面粗いけ 目→

"・

、内面リ

か 。盤 阻 。少、細・ 吹黄2.5Y6/2 ヘ ラ薔 沈緑 引存 8条、口縁
部端 部力|み 目

口縁 部″
‐
、外 面租 いけ 日、内面″

‐

にぶい貢橙10Y
R6/4、 にぶい
褐7 5YR5/4

ヘラ描沈線 10条、日縁部端
部刻み目

口縁部

"・

・指押え、外面″
・
、内面″
・・

指押え

弥・甕 平・ 1手、 利・
多

にぶい黄橙10Y
R6/3、 浅黄2.5
Y7/3

ヘフ薔沈繰 16条 、日縁部端
部刻み 目 押え

甲・ 晋 火質 2.5Y6/2 半霰竹管による沈線2単位
口縁部端部刻み 目

口縁部ナテ
‐
・指押え、外面板″

‐
・マメツ、内

面板

"°

→ヘラミカ
゛
キ

第173図  C tt S D01出 土遺物 (40)(1/4)



キである。390は 口縁部の外面に強く指押さえを行い,端部は先細 りになっている。体部

外面のハケロは口縁部まで及んでいる。内面はナデているが,日縁部付近に指押さえが顕

著である。391の 口縁部端部は下方を向いている。体部は外傾しており;ヘラ描き沈線は13

条と多条で,その下には列点文を加えている。392の体部のヘラ描き沈線は13条であるが ,

部分的に途切れている。外面には粗いハケロを施している。393は 日縁部の内
。外面に強

く指押さえを行つている。体部にはやや蛇行したヘラ描き沈線が10条巡っており,外面の

ハケロは口縁部まで及んでいる。内面には指押さえが顕著である。394の 回縁部は横へ大

きく突出している。体部は内傾しており,間隔の開いたヘラ描き沈線が 7条巡っている。

外面はハケロ,内面はヘラミガキである。395は 口縁部の内 。外面に指押さえを行い,端

部は先細 りになっている。396は 口縁部の上面を強くナデている。端部の刻み日は幅広で

彫 りが深い。体部は厚手で彫 りの深いヘラ描き沈線が 5条巡つている。397の体部は外傾

しており外面は摩滅のため一番下の沈線が途中で切れている。398の 回縁部は内面の強い

指押さえのために内湾している。体部には若干の凹凸があり,外面は全体にハケロを施し,

内面には上半部には横方向の,下半部には縦方向のヘラミガキを施している。399の 口縁

部の横への突出部分は厚手で,端部には彫 りの深い刻み目がある。体部は内湾しており全

体に摩滅しているが,ヘ ラ描き沈線がH条見られる。400の 口縁部端部の刻み日は間隔が

開いている。401は 口縁部の上面を強くナデているため,日縁部がやや不整形である。体

部は内湾しておリヘラ描き沈線が10条巡つている。外面はハケロ,内面はナデている。402

の回縁部端部は先細 りになっている。体部には11条 と5条のヘラ描き沈線文帯があり,そ

の間にヘラ描き波状文を施している。全体にナデている。403の 口縁部端部は先細 りで ,

小さな刻み目が間隔を開けて施されている。全体に摩滅しているが,夕1面には一部ハケロ

が残っている。404の体部は直線的に強く内傾している。

405の 口縁部端部は大きく下方を向いている。体部外面はハケロの後にナデており,ヘ

ラ描き沈線は無い。内面は口縁部を中心に指押さえが施されている。

406～419は 口縁部端部に刻み目を持ち,体部にヘラ描き沈線を施すものである。406の

回縁部端部は大きく下方を向いている。体部は緩 く内湾しているが大きく外側に開いてい

る。外面にはヘラ描き沈線が 5条巡り,煤が付着している。ハケロを施した後にナデてお

り,内面は縦方向に指でナデている。407の 回縁部の横への突出は弱 く,端部は先細 りに

なっている。端部には布巻棒を押えつけて大きな刻み目を入れている。体部は緩 く内湾し

ており,外面は粗いハケロの後にナデている。408の体部外面には粗いハケロを施してい
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

瞥
黒褐25Y3/1、
火黄25Y6/2

ヘ ラ薔 沈縁 夕存 8条 、口縁
部蝋蔀力!み 目

口縁 部″
‐
、外 面

"‐

、内 面ナテ

が・聖 中・少、IIB・
瞥

天白10YR8/2 ヘラ描沈線現存5条、口縁 口縁部

"・

、外面材 日、内面

"‐
が。翌 綱・ 少 天貢25Y7/2 ヘラ描沈線4条、口縁部端

部力lみ 目
口縁部″

‐
・指押え、外面

"‐

、内面″
｀

指押カ

添・観 阻・少、FIB・
普

天貢褐10YR5/2
こぶい黄橙 10Y

ヘラ描沈線現存7条、日縁
部端部刻み目

口縁部″
‐
、外面″

‐
、内面ヘラミカ

‐
キ

4 こぶい貢褐 10Y
t5/3、灰黄褐10

ヘラ薔沈即 条、口縁郡端
部刻み目

口縁郡

"‐

、外 面ナテ 、内 向ナテ

陽灰 10YR4/1 ヽラ薔 ,研尿6条 、日縁日
"罰郭刻み 目
口縁日阿ラ 、21・山′V日 、内 向″

が・慨 中・少 天自10YR3/2 ヘフM腺 6粂 、日縁日S端 口縁部
"‐

、外面

"‐

、内面

"‐

・指押え

火 頁 10YК O/2、

にぶい黄褐 10Y
R5/3

ヘラ描沈線 5条、口縁部下
喘部刻み 目

口縁部ナテ
~、

外 面ナテ
‐
、内面ナテ

~

杯・ 型 ・ イリた、  甲 ・ にぶい貢2.5Y6
/4

口縁部端部刻み 目 口縁部″
‐
、外面け 日、内面ヘラミカ

‐
キ

普

にぶい黄橙 10Y
t6/3、 浅黄25
r7/3

ヘラ描沈線4条、口縁部端
部刻み目

口縁部ナテ
‐
、外面租いけ 日、内向

"・
拝

押え

中・多、細・

普
にぶい橙 7.5YR
「/4、 にぶい橙
5YR7/4

ヘフ磁 林9粂 、口縁濁S端
郭刻み 目

窒俸 にマメツ

211



る。409は 口縁部端部に細かい刻み目を入れている。口縁部の内・外面には指押さえを

行っている。体部は直線的で間隔の開いたヘラ描き沈線が10条巡っている。410の体部は

大きく内湾しており,外面には2条 1単位のヘラ描き沈線が 8単位16条巡っている。半裁

竹管のように見えるが沈線の間隔が部分的に広がつたり狭くなったりしていることから,

2本のヘラ状工具を組み合わせて施文したものと考えられる。体部はナデているが口縁部

の直下にはハケロが見られ,内面には指押さえが顕著である。411の 口縁部端部は上方を

向いている。体部は内湾しており中央部分に最大径がある。半裁竹管による沈線が 2単位

4条ある。外面は板ナデ,内面はヘラミガキを施している。412は口縁部の上面を強くナ

デている。体部は外傾しておリヘラ描き沈線が現存で8条巡っている。413はヘラ描き沈線

が現存で 5条巡っているが部分的に蛇行し途切れている。414は口縁部の内・外面に強く

指押さえを行っている。415の口縁部は横へ長く突出している。体部にはヘラ描き沈線が

現存で 7条あるが,部分的に乱れている。外面はナデ,内面はヘラミガキとなっている。

416は 口縁部端部が肥厚しており,大 きな刻み目を入れている。全体にナデている。417の

口縁部端部は上方を向いており,刻み目は部分的に残存している。体部は内湾しており上

部が膨らんでいる。外面はハケロを施し,内面はナデている。418は内面の回縁部付近が

内湾している。419の 口縁部端部は下方を向き,端部の下半分に細かい刻み目を入れている。

体部は内湾しておリヘラ描き沈線が 5条巡るが部分的に蛇行している。全体にナデている。

420の口縁部端部は先細りで細かい刻み目を入れている。体部は緩く内湾しており無文

である。外面は全体にハケロを施した後に口縁部付近を部分的にナデている。内面はヘラ

ミガキである。

421～ 430は 口縁部端部に刻み目を持ち,体部にヘラ描き沈線を施すものである。421は体

部外面に粗いハケロを施している。422の 口縁部端部は先細 りで,外面に指押さえを強く

行つている。体部は緩 く内湾しており,ヘラ描き沈線が 9条巡っている。全体に摩滅して

いる。423は体部に若干の凹凸がある。外面に間隔の開いたヘラ描き沈線が10条 と7条巡り,

その間にヘラ描きのやや雑な山形文を加えている。沈線は全体に雑で蛇行している部分が

多い。全体にナデているが,内面には指押さえが顕著である。424は 口縁部の内・外面に指

押さえを行っている。体部は緩く内湾しており,ヘラ描き沈線が 6条巡るが,部分的に途

切れたり蛇行 している。外面にはハケロを施し,内面はナデと指押さえである。425の体部

は大きく内湾しており,上半部が膨らんでいる。ヘラ描き沈線が 5条蛇行 しながら巡って

いる。沈線のやや下側部分が大きく窪んでいる。外面はナデており,煤が付着している。
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選物 番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施文 形態 。手法の特徴 備 考

多

にぶい買2_5Y6
/3

ヘフ価滉隷 10粂 +ヘフ価
山形文 +ヘ ラ描沈線7条、
口縁部端部力1み 目

口縁部芳
‐
、外面ナテ

‐
、内面ナテ

‐
・指押え

杯●甕
瞥

火 頁 綺 10YК b/2

にぶい黄2.5Y6
ヘラ描沈縁6条 (部分的に
乱れる)、 日縁部端部刻み

口縁部″
‐
・指FFえ 、外面け 日、内向

"・指押え

杯・ 狙 黒褐10YR3/2、
にぶい黄橙10Y

ヘ フ 面 死 課 b朱 、日稼 濁S踊

郭刻み目
口縁部

"‐

、外 面″
‐
、内 面ヘラミだ キ・IIEFl 昨面に燥

が ・ 露

にぶい黄橙 10Y
R7/3

部刻み目
本面に煤

P・ 少、 ガ綱・
>

陽灰 10YR4/1、
吹黄褐 10YR6/2

ヘラ描沈線 H条 、日縁部端
部刻み 目

口縁部ナテ
‐
、外面

"‐

、内面″
‐

が ・ 機 甲・ 晋 明赤褐2.5YR5/
6、 ‖争2.5YR6/6

ヘラ描沈線3条、日縁部端 口縁部

"‐

・指押え、外面

"‐

、内面″
・

弥
。
甕 曽灰票 Z.bYb/2

こぶ い橙 7.5YR
)/4

部刻み目
口縁郡

"‐

、外 面″
‐
、内 面ヘバカ

‐
キ・襦列

小・ 欄 〒 °1首 天貢褐10YR5/2
こぶい黄褐10Y

ヘ ラ薔沈級 3条、口縁日
`端部刻み 目

甲・晋 こぶ い買橙 10Y
t7/4

師描文 (直線文 )、 三角形夕1
点支

口縁部ナテ
・
、外面

"‐

・材 目 ?、 内面″
‐

第175図  C tt S D01出 土遺物 (42)(1/4)
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色 調 施 文 形 態・ 手 法の特徴 備 考

ヽラ描沈縁4条 、口縁部端
郭刻み 目

にぶい橙 7.5Ⅶ
〕/4、 にぶい橙
5YR6/4

ヘラ描沈緑15条、タリ恵文、
口縁部端部刻み目

口縁 部

"、
外 面

"、
内 山ナテ

瞥
天貢褐 10YR6/2
にぶい黄褐10Y

ヘラ価沈腺は不連続で10
ヽ12条の部分有 り、口縁割
喘部刻み目

口縁部ナテ
・
、外面材 日、内面

"・

71・面に媒

添・甕 。多、細・ 臣5YR7/6、 に
ぶい橙 5YR7/4

ヽフ洒況保9朱、日稼濁∫端 口縁部ナデ、外面マメツ、内面マメツ

杯・狙 阻・少、測・

普
にぶい貢橙 10Y
R6/3

ヘラ描沈線20条 (部分的に
21条 )、刺突文、円形浮文、
日縁部端部力lみ 目

口縁部ナテ
‐
、外面け 日、内面ヘラミカ

‐
キ

杯 ・ 概 黒10YR2/1、 に
ぶい黄橙 10YR6

ヘラ描沈線21条 、列点文、
ヨ形浮文、口縁部端部刻み

,H04と の交
点

が ・ 盤 甲・グ 、潤・

少

ヘラ描沈縁6条 、口縁部端
郭刻み 目

「I・由に燥、
,H04と の交
占

杯 ・ 1闘 綱・ 少 、 微 ・ 天貢25Y6/2、
暗灰告25Y5/2

ヘラ描沈繰5条、口縁部端
郭刻み目

口縁部ナテ
‐
、外面け 日、内面″

~

'H04と

の交
占

第176図  CttS D01出土遺物(43)(1/4)



内面は指押さえが見られ,全体にヘラミガキを加えている。426の 口縁部端部は下方を向き,

国縁部の内面に強く指押さえを行つている。体部は内湾しており外面にはヘラミガキを施

すが,煤が付着している。内面はナデているが指押さえが顕著である。427は体部のヘラ描

き沈線は11条と多条であるが,上下の沈線がやや間隔が開いている。全体にナデている。428

の回縁部端部の刻み目は幅広で彫りが深い。体部は内湾しており,最大径は最上部にある。

口縁部の内面には指押さえを強く行つている。429は体部内面にヘラミガキを施している。

外面はナデている。430は 口縁部の上部を強くナデており,端部の刻み日はD字形に近いも

のである。体部外面は摩滅気味であるが,内面にはヘラミガキが見られる。

431の口縁部の外側への突出部分は丸みを帯びている。体部は内湾しており, 3条 1単

位の櫛描き直線文が 7単位あり,下に三角形列点文を加えている。外面はナデているが一

部にハケロのような痕跡がある。

432～ 451は回縁部端部に刻み目を持ち,体部にヘラ描き沈線を施すものである。432は

口縁部の上面を強くナデている。体部には口縁部から少し離れた場所にヘラ描き沈線を4

条巡らせている。全体にナデている。433は 口縁部の上下を強くナデている。体部は若干

内湾しており15条 と多条のヘラ描き沈線が巡る。沈線文帯の下には横長の列点文を配して

いる。434の口縁部端部は下方を向いており,幅広の刻み目を入れている。体部は下方で

緩く内湾しており,外面にヘラ描き沈線が巡るが不連続で10～ 12条の部分がある。外面に

はハケロを施し,内面はナデている。また外面には煤が付着している。435の体部は内湾

しているが,全体に摩滅している。436の外面のヘラ描き沈線は20条 と非常に多条である。

また沈線は部分的に不連続で21条の部分もある。沈線文帯の下には細かい櫛を2本を重ね

たと思われる工具で刺突文を施し,さ らにその下には円形浮文を加えている。外面はハケ

日,内面はヘラミガキとなっている。437も 436と 同様に沈線文 。刺突文 。円形浮文を施し

ている。ヘラ描き沈線は21条 と非常に多条になっている。外面はハケロを施しているが,

内面はナデと指押さえである。438の体部は内湾し上半部が膨らんでいる。間隔の開いた

ヘラ描き沈線が 6条巡り,外面にはヘラミガキを施すが煤が付着している。内面は指で強

く斜め方向にナデた後に太めのヘラミガキを加えている。439は 口縁部を強くナデている。

体部は口縁部方向に向かうほど薄くなっている。外面にはハケロを施している。440は大

いヘラ描き沈線が4条巡っている。441は 口縁部の上面を強くナデており,外面の下部には

指押さえを行つている。全体に摩滅気味であるが外面にはハケロが残っている。442は口

縁部の下部を強くナデており,端部には彫りの深い幅広の刻み目を入れている。体部は内
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遺物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施文 形態 。手経 の特徴 備 考

火白25Y8/2 ヘ フ価 況 隷 4染、口稼 濁S瑞 口縁部ナデ 、外 面″
‐
、内面″

‐
・指押 え

甲・ 夕 、測 。

普
天貢 2.5Y7/2、

天白2.5Y7/1

ヘラ描沈線7条、口縁部端
部刻み目

口縁部ナテ
‐
・指 Fllえ 、外 面″ 日、内 面マメ

不・ 翌 こぶ い褐 7 5YR
5/4、 にぶ い黄
障10YR7/4

ヘラ描沈線8条、口縁部端
部刻み 目

口稼瀾S"、外 向
"、
困 lgl"

が・聖 Tll・ イノ、 】綱。

少
伐貢25Y7/3 ヘ フ捕 π 繰 8朱、日稼 罰S珊 口縁部上面材日、外面材日、内面板ナテ

・

中・ 普 褐灰 10YR4/1、
にぶい黄褐10Y
R5/3

ヘラ描沈線5条、日縁部端
部刻み目

外面に煤

が
°
1巴 1 甲・ 多 、測・

少
にぶい貢褐10Y
R5/3

ヘラ描沈線3条、口縁部端 口縁部
"‐

・指押え、外面

"‐

、内面″
‐
小面に煤

〒 。1誉 天貢褐10YR4/2
火黄25Y7/2

ヘラ描沈線5条、口縁部端
郭刻み目

口稼部″
‐
・襦IIえ 、外面″

‐
、内面″

‐

指押え
卜面に燥、
,H04と の交
黄

平・ 晋 にぶい貢橙 10Y
R6/3、 にぶい
黄椿loYR7/3

ヘラ描沈線8条、口縁部端
部刻み目

杯 ・ 狙

瞥

にぶ い貢橙 10Y
R6/3、 にぶい
音褐 10YR5/3

ヘラ薔泥腺4粂、口縁日
`端部刻み目
口縁部

"・

・指押え、外面″
‐
、内面

"‐

第177図  CttS D01出土遺物 (44)(1/4)

216



149

―

一
一

一
一

「

一

一

斗

＼

―
翔

ヽ
ヽ

ミ

＼

456

瘍|1 452

遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

添 ・ 概 平
°
1静 畿貢 25Y7/3 ヘラ描 沈線 現存 8条 、口縁

郎齢部力Iみ 目
口縁 部

"‐

、外 面ナテ
‐
、内面

"‐

が・狙 甲
°
多 にぶい褐7 5YR

5/4、 浅黄2.5Y
7/3

ヽラ儘沈繰6条、口縁部端
郭刻み目

口豚 司
'万
・情 fTえ 、外 国 万 、円 ロ マ bH04と の 父

点

杯・拙 甲・ 多 灰黄25Y7/2、
にぶい黄橙10Y
R7/4

ヽラ描沈線7条、口縁部端
郭刻み目

口縁部

"‐

、外面材 日、内面材 目・

"・

甲・晋 天白25Y8/2、

天黄2.5Y7/2
ヽフ画 訊ョ摯7条、口縁 司

"罰郭刻 み 目
口縁部折曲げ、日縁部ナテ

‐
・指押え、外

面材 日、内而持
°

杯・ 壇 綱・ 晋 灰黄2.5Y6/2 ヘラ描沈線6条、口縁部端 口縁部
"‐

、外面材 日、内面

"‐

・指押え

弥 ・ 1::ll にぶ い買枷 OY
R7/2

ヽラ描 沈繰 5条、口縁部 端
郭刻 み 目

口縁部″
‐
・婿押え、外面マメツ、内面″

‐

脂押え

甲・ 多 吹白10YR8/2 ヘラ描沈線13条、列点文、
口縁部端 部力lみ 目

口縁部″
‐
、外面け 日、内面マメツ SH04と の交

が・犯 *20. にぶい貢25Y6
/3

ヘラ描沈線4条 、口縁部端
郭刻み目

口縁部″
▽
、外面材 日、内面板

"‐

・

"
外面に媒

不 旬

多
にぶい買25Y6
/3、 浅黄25Y7

ヘフ孤 ,コ暴9条 、日稼濁
"稀郭刻み 目
口縁 郡″ 、外 山′ゾ日、内 向ヘバ

'1・

マメリ

第178図  C tt S D01出 土遺物 (45)(1/4)



湾しており,全体にナデている。443は 口縁部の上面にハケロを施 している。体部は下方

で内湾しており,外面のハケロは国縁部直下まで及んでいる。内面は板ナデである。444

は口縁部端部に幅広の刻み目を入れている。口縁部の内面に強く指押さえを行つている。

体部は内湾し,最大径は上部にある。全体にナデている。445は 口縁部に指押さえを行っ

ている。ヘラ描き沈線は 3条 と少ない。446の 口縁部端部は下方を向き,彫 りの深い刻み

目を入れている。日縁部の内 。外面に強く指押さえを行つているため,日縁部が部分的に

歪んでいる。体部は沈線文帯の少し下で強く屈曲している。外面には煤が付着している。

447の 回縁部端部は下方を向き先細 りである。体部は内湾しており全体にナデている。448

は口縁部内面に強く指押さえを行つている。端部には幅広の刻み目を入れている。体部の

膨らみは弱 くヘラ描き沈線が 4条巡り,全体にナデている。449の 口縁部端部の刻み目は

逆 D字形に近い。体部は直線的でヘラ描き沈線が現存で 8条巡つている。450の 口縁部端

部の刻み日は菱形から三角形に近くなっている。外側の粘土を貼 り付ける前に下書きの沈

線を引いている。体部は肥厚しており,間隔の開いたヘラ描き沈線が 6条巡っている。451

の口縁部は横へ大きく突出している。体部外面のハケロは一部口縁部直下まで及んでいる。

内面は上部にハケロを施し,下部はナデている。

452は 口縁部を真横に折 り曲げている。上面を強くナデており,端部は若干上方を向い

ている。体部は直線的で若干内傾している。間隔の開いたヘラ描き沈線が 7条巡り,外面

にはハケロを施している。

453～460は 日縁部端部に刻み目を持ち,体部にヘラ描き沈線を施すものである。453の

体部は内湾しており,最大径は上部にある。外面にはハケロを施している。454の 回縁部

上面は傾斜 しており,刻み目は彫 りが深い。455は 13条のヘラ描き沈線の下に縦長の列点

文を配している。摩滅気味であるが外面にはハケロが見られる。456の体部は内湾してお

り,外面のハケロは口縁部直下まで及んでいる。内面は板ナデである。457の 口縁部端部

は先細 りで彫 りの深い刻み目を入れている。体部は直線的で間隔の開いたヘラ描き沈線が

9条巡っている。外面は全体にハケロを施し,内面はヘラミガキであるが下部は摩滅して

いる。458の口縁部端部は下方を向き,体部は強く外傾 している。459の口縁部は先細 りで

断面が三角形である。体部は大きく内湾しており,ヘ ラ描き沈線が 6条巡るが部分的に乱

れている。外面はハケロである。460の 口縁部上面は傾斜しており強くナデている。

461の 口縁部上面は傾斜しており,端部には幅広の刻み目を入れている。体部は強く外

傾しており無文となっている。外面はハケロの後に口縁部付近をナデている。内面は板ナ
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選物番 号 器 種 口径 器 尚 圧 径 胎 土 色調 施文 形 憑 ・ キ 活 の 特 憚 備 考

にぶい黄橙 10Y
R7/3

ヘラ価滉隷現存6条 、口稼
部端部刻み 目

口縁部

"・

、外面材 目・マメツ、内面″
‐

杯・ 整 *30 中・少、微・
饉

黒25Y2/1、 褐
灰10YR4/1

ヘ フ面 死縁 0染、口稼 間
`躊蔀力lみ 日
口縁部″

‐
、外面材 日、内面

"‐

・指押え

郷 ・ 賀 自25Y8/1、
白25Y8/2

ヘラ描沈繰5条 、口縁部端
部刻み目

口縁郡″
‐
、外 面″

‐
、内 面″

中 。普 灰自25Y8/2、
灰黄25Y7/2

口縁部端部刻み 目 口縁部ナテ
‐
、外面材 目→

"‐

、内面板

"‐

野 ・ 盤

普

にぶい買2.5Y6
/3、 灰 白10YR8

ヘ フ洒滉隷現存5条、日稼
部端部刻み 目

口縁部

"・

、外面

"・

、内面芳
・

甲 。1晋 灰黄褐10YR6/2
にぶい黄25Y6

ヘフ面πll18粂、日稼郡端
部刻み 目

口縁部

"‐

・指押え、外面

"‐

、内面″
‐

にぶい貢括HOY
R6/3

ヽラ描 沈繰 10条 、口縁部晰
郭力|み 目

杯・型 ネ36. 申・ィン 黒 10YR2/1、 黒
褐10YR3/1

ラヽ描沈線5条、口縁部端
墨刻 み 目

口縁部″
‐
、外面

"‐

、内面

"‐

が。電 阻・少、中・ 暗灰黄2.5Y5/2
天黄25Y7/2

ヽラ描沈線 9条、日縁部端
郭断続的な刻み 目

口縁部

"‐

、外面″
‐
、内面″

‐

阻 。少、微・

多
こぶい貢25Y6
′
3、 暗灰黄25

ヽフ翻 満直0粂、日稼濁
`晰郭刻み目
口縁部

"・

、外面け 日、内面

"‐

甲 °多 ぶ
ん
た

に
も
″

買褐10Y
浅黄25

ヘラ薔沈繰 10条 、日縁部晰
郭刻み 目

口縁部

"‐

、外 面

"~、

内面″

杯・ 機 *45 天黄25Y7/2、
更昔25Y6/2

ヘラ描沈線4条、口縁部端 口縁部
"・

、外面ヘラミカ
・
キ、内面ヘラミカ

。
キ



`ダ  
『
~

j｀グ|1甲
rり′/ヽ // ふ`こ/(//  1

477

0              1 0cm

遺物 番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施 文 形 順 ・ 十 活 の 特 似 備 考

・ 多
>、  1咽 ・ にぶい黄橙 10Y

R6/3 [力|み 目
口縁 部

"‐

、外 面け 日、内面

"‐

・指 押 え

か 覺゙ 中・多 にぶい貢橙10Y
R7/4

ヘラ描沈線 16条、二角形列
点文、2個 1単位の円形浮致
現存3単位、口縁部端部刻

口縁部

"・

、外面け 日、内面″
・

か。賀 にぶ い買種 10Y
R7/3

ヘ ラ蘭 沈繰 5条、口縁 郡端
蔀ク憾崚日

;H04と の交
魚

杯 。独 甲・ 晋
にぶい黄25Y6

ヘラ薔沈繰9条、口縁部端
部刻み目

,H04と の交
ほ

か
゛
饗 甲・ 多 黒褐 2.5Y3/1、

暗灰黄2.5Y4/2

ヘラ描沈線 6条、口縁部端
部刻み 目

口縁部″
‐
、外面

"‐

、内面″
・

弥 ・ 甕 甲・ 1計 浅黄25Y7/3 ヘラ描 沈線 8条、口縁部 端
輌刻 み 日

口縁 部

"・

・指押 え、外 面材 目、内面

"・・指押 ,

弥・甕 鯛・普、微・
名

にぶ い貢 2.5Y6
/3

ヘラ価沈繰 H条、日縁部端
部刻み 目

口縁 部″
‐
・情押 え、外 面ナテ

‐
・マメツ、内面

弥 ・ 1:III 不離 甲 。少、瀾・

多
浅黄橙7.5YR8/
4、 灰黄25Y7/

ヘラ描沈線 7条 、日縁部端
部刻み 目

口稼罰∫″ 、外山″ H→ナテ・、内向アテ・
脂押え

■20 〒 °昔 黒褐 10YR3/1、
灰黄褐 loYR6/2

ヘラ描沈線6条 、口縁部端
部刻み 目

口縁部

"マ

・指押え、外面″
‐
、内面

"‐

小面に煤

第180図  CttS D01出土遺物(47)(1/4)
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デである。

462～ 489は 口縁部端部に刻み目を持ち,体部にヘラ描き沈線を施すものである。462の口

縁部端部は先細りで,体部には間隔の開いたヘラ描き沈線が現存で 5条巡っている。463の

口縁部端部は下方を向いている。体部は緩く内湾しており,全体にナデている。464は 口縁

部を強くナデており,端部の刻み目はやや雑である。体部にはヘラ描き沈線が10条巡り,

外面にはハケロを施している。465の回縁部は体部に比べて肥厚しており,端部は先細 りに

なっている。466は 口縁部上部を強くナデており,端部は上方を向いている。また端部の刻

み目は数個ずつまとめて断続的に配している。467の 口縁部は丸みを帯びており,上面は傾

斜している。体部は間隔の開いたヘラ描き沈線が10条巡っている。外面にはハケロを施し

ている。468の 口縁部端部の刻み日は丸みが強い。あるいは刺突によるものかも知れない。

469の体部は内湾しており,ヘラ描き沈線が 4条巡っている。内・外面には丁寧にヘラミガ

キを施している。470は体部外面にハケロを施し,内面はナデているが指押さえも顕著であ

る。471の体部のヘラ描き沈線は16条 と多条である。沈線文帯の下には三角形列点文を施し,

さらに2個 1単位の円形浮文が現存で 3単位ある。外面は全体にハケロを施し,内面はナ

デている。472の 口縁部端部は上方を向いている。体部は緩く内湾しており,全体にナデて

いる。473の 口縁部上面は傾斜している。体部は緩く内湾しており,内・外面にヘラミガキ

を施している。474の口縁部端部は先細 りである。全体にナデている。475は口縁部に指押

さえを行い,体部には間隔の開いたヘラ描き沈線が 8条巡っている。外面にはハケロを施

し,内面はナデているが,指押さえも顕著である。476は 口縁部の上面を強くナデており,

指押さえを加えている。体部は沈線文帯の下部で緩く屈曲している。477は 口縁部の外側ヘ

の突出は弱い。体部は大きく内湾しており,ヘ ラ描き沈線が 7条巡つている。外面はハケ

目の後にナデており,内面はナデと指押さえである。478は 口縁部の内面に指押さえを強く

行い,端部は先細 りである。全体にナデており,外面には煤が付着している。479の 口縁部

上面は傾斜しており,刻み日は端部の下側に大きく施している。体部にはヘラ描き沈線が

5条巡っているが,蛇行している。全体にナデており,外面には煤が付着している。480の

回縁部は強いナデのため部分的に歪んでいる。体部は上部が大きく内湾しており,ヘラ描

き沈線が 8条巡っている。外面はハケロ,内面はナデとなっている。481の 口縁部端部は下

方を向き,彫 りの深い刻み目を入れている。体部は直線的に内傾しており,外面には煤が

付着している。482の 口縁部上面は傾斜している。体部は内傾しており板状工具の本国部分

による沈線が 7条巡る。外面は摩滅しているがハケロが少し残つている。483は 口縁部を内
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還物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 又 形順 °手 法 の特憚 備 考

不・ 盤 囁灰貢25Y5/2 ヘフ面死願 粂、口縁司S端
部刻み目

口縁濁S'テ 、外 山ナテ 、内 向

"・
襦押 え 躊面に煤

こぶい貢褐10Y
t5/3、 灰黄褐1
)YR5/2

ヘ フ面 死 腺 8粂 、日縁 部 端
部刻み目

口稼目
`万
、外向け日、内血

"

敵・少 灰
褐
貢
黒

ヘ ラ薔 沈繰 4条、口縁部端
部刻 み 目

口縁 部″
‐
、外 面

"‐
、内面ナデ・指押 え 咋面に煤

杯・甕 *38 lIH・ 少 曳貢 25Y7/3 の本回部分による沈線 1
、口縁部端部力!み 目

口縁部ナテ
‐
、外面け目・マメツ、内面

"・

・指
lIFカ

不・ 甕 中 。少、細・

少

こぶい貢褐10Y
t5/3、 にぶい
黄橙10YR6/4

ヘラ描沈線7条、口縁部端
部刻み 目

口縁部ナデ、外面

"・

、内面ヘラミカ
・
キ

甲・ 晋 こぶい貢褐10Y
t5/3

ヘ ラ描 沈繰 4条 、口縁部端
部力|み 目

口縁部″
‐
、外面

"‐

、内面″
‐
・指押え

中・少、71B・
普

ヘフ価況腺 15粂、刺失又、
日縁部端部刻み目

口稼団∫板″
‐
・″
‐
、外 面

"‐

、内面ナテ
‐

が・甕
,>

黒褐 10YR3/1、
″昔 福 lovR4/'

ヘ フ面 死 腺 7余、口縁 州∫瑞
部刻み目

口縁部

"‐

・指押え、外面板″
・
、内面板

ナラ
・

外面に燥

が・贅 唇灰貢2.5Y5/2 フ面 死層尿10粂、日稼固∫晰 口縁部ナテ
や
、外面材 日、内面

"・
弥 ・ 甕 中・普、細・ にぶい貢授 10Y

R6/4 蔀力!み 目
口縁部

"‐

、外面マメツ、内面″
‐

SH04と の交

第181図  CttS D01出土遺物 (48)(1/4)
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退 物番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施文 形慰 。手法 の特徴 備 考

こぶい貢25Y6 ヘフ薔 ′]摯 6粂、口稼 司卸騎
郭力!み 目

口稼罰
`″
、外 向け 日、内面″

~・

僣 FIIえ SH04と の交
点

普

こぶい貢2.5Y6 節描文 (直線文 )、 三角形列
ほ文を重ねる、口縁部端自
如lみ 目

口縁部

"・

、外面材 日、内面ナテ
・

が・捜 天自2.5Y8/2、
曳黄2.5Y7/3

ヘラ描沈縁 6条、ヘラ描山
形文、口縁部端部刻み目

口縁部

"・

、外面2種類の原体による
日 肉面持・・指 llm,

曳黄2.5Y7/3 ヘラ描沈線3条 +ヘラ描直
形文 +ヘ ラ描沈線現存2条

口縁部″
‐
、外 面″

‐
、内面″

‐

にぶい買橙 10Y
R6/3、 にぶい

ヘラ描沈線 8条、口縁部端
部刻み 目

口縁日∫

"・
揖 Fllえ 、外面板

"‐

、内面 SH04と の父
点

普
浅貢25Y7/4 ヘラ描沈線7条 、口縁部端

部刻み 目
口稼瀾S″ 、外 向け 日、内面″

‐

甲・ 多 にぶ い貢橙 10Y ヘ ラ蘭 沈緑 8条、口縁 部端
部力|み 目

口縁部ナテ
‐
、外 面

"‐

、内面

"‐

〕H04と の交
点

杯・ 聖 浅貢橙 10YR8/3 口縁部端部刻み 目 口縁部ナテ
・
、外面

"・

・板

"や

、内面

"・

口縁部に赤

“

顔料

第182図  C tt S D01出 土遺物 (49)(1/4)
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遺物番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 施 文 備 考

が・聟
普

陽灰 10YR3/1、
にぶい黄橙10Y

ヘラ描沈線6条、口縁部端
郭刻み目

杯 。翌 甲・ 多 天貢褐10YR6/2
こぶい黄橙 10Y
そ6/3

ヘラ描沈縁5条、口縁罰
`端部刻み目
口縁部

"‐

、外面マメツ、内面″
‐

弥・甕 甲・多 こぶい貢橙 10Y
t7/4、 浅黄橙10

ヘラ描沈線猟存13条、口材
部端部刻み目

口縁部ナテ
‐
、外面″
‐
、内面″

‐

こぶい貢2.5Y6 ヘラ描沈線 9条、口縁部端
部刻み 目

口稼固;″ ・彊碑 え、外 国租 いノv日 、肉

細・ グ 、 薇 ・ こぶい貢橙 10Y
t6/4

ヘラ描沈線 12条 、口縁部端
部刻み 目

口縁部″
‐
、外面け 目、内面ナテ 3H04と の交

点

ホ20 ぶ
ん
ハ

こ
υ
３

貢橙10Y

黒褐 10Y

ヘフ価滉腺6条、口稼濁S端
部刻み目

口縁郡ナテ
~、

外面″
‐
、内面″

不・ 翌 中・普、細・
′レ

天黄褐10YR6/2
駐黄25Y7/3

ヘラ描沈線3条、口縁部端
蔀 力|み 日

口縁部

"・

・指押え、外面材 目・マメツ、内
面持・・精押え

中・少 にぶい貢橙10Y
R6/3

ヽラ描沈線 7条、口縁部端 口縁部″
・
、外面ナテ・、内面ナテ

・・ヘラミカ
・
キ

第183図  CttS D01出土遺物(50)(1/4)



が深い。体部は直線的に内傾 しており間隔の開いたヘラ描き沈線が 6条巡っている。外面

はハケロを施し,内面はナデているが指押さえが顕著である。

490の 口縁部端部は下向き加減である。体部は緩 く内湾しており, 4条 1単位の櫛描き

直線文を巡らせ,その下に2個 を重ねた三角形列点文を配している。外面にはハケロを施

し,内面はナデている。

491～495は 口縁部端部に刻み目を持ち,体部にヘラ描き沈線を施すものである。491は

口縁部の上面を強くナデている。体部は内湾しており,上部が内傾している。ヘラ描き沈

線が 6条巡り,その下に2条のヘラ描き山形文を配している。外面には粗いものと細かい

ものの 2種類の原体によるハケロが施されている。内面はナデているが指押さえが顕著で

ある。492は 口縁部の外側への突出は弱く上面は傾斜しており,端部は先細 りである。体

部にはヘラ描き沈線の間に山形文を加えている。493は 口縁部内面に強く指押さえを行つ

ている。体部は直線的で外面は板ナデ,内面は指で横方向に強くナデている。494は 口縁

部の上面を強くナデており,端部は上方を向いている。体部にはヘラ描き沈線が 7条巡り,

外面にはハケロを施し,内面はナデている。495の体部は直線的に内傾している。

496の 口縁部端部には彫 りの深い刻み目を入れている。体部は緩く内湾しており,外面

はナデているが回縁部の下部は板ナデである。内面はナデている。日縁部には薄くなって

いるが赤色顔料が付着している。

497～ 504は いずれも口縁部端部は上方を向き刻み目を入れており,体部にはヘラ描き沈

線が巡るものである。497の 口縁部上面は雑な作 りで,内・外面に指押さえを行つている。

体部には間隔の開いたヘラ描き沈線が 6条巡り,外面は板ナデで,内面にはヘラミガキを

施している。498の体部は上部が強く内湾している。ヘラ描き沈線が 5条巡り,外面は摩

滅しているが内面はナデている。499の体部は直線的に外傾 しており,現存で13条 と多条

のヘラ描き沈線が巡っている。全体にナデている。500は口縁部の内面に強く指押さえを

行つており,端部には幅広の刻み目が施されている。また口縁部内面の角の部分には面取

りを行つている。体部にはヘラ描き沈線が 9条巡り,外面には粗いハケロを施している。

501の口縁部端部の刻み目は彫 りが深い。体部は沈線文帯の下部で弱 く屈曲している。ヘ

ラ描き沈線は12条巡っているが,部分的に途切れている。外面はハケロ,内面はナデと

なっている。502の体部は内湾しており,ヘ ラ描き沈線が 6条巡っている。全体にナデて

いる。503は口縁部の外面部分に指押さえを行っている。体部にはヘラ描き沈線が 3条蛇

行気味に巡っている。外面は摩滅しているが部分的にハケロが残つている。504の 口縁部



端部の刻み日は彫 りが深い。体部は全体に厚手でヘラ描き沈線が 7条巡っている。内面に

は部分的にヘラミガキが施されている。

505～ 510は 口縁部が部分的に欠損しているか,あ るいは外側の部分が剥離しているもの

で,本来は逆 L字形口縁のものである。口縁部端部の刻み目の有無は不明であるが,体部

にはヘラ描き沈線が巡つている。505は全体にナデており,体部は直線的で間隔の開いた

ヘラ描き沈線が 4条巡っている。506の体部は内湾しており,下部へ向かうほど肥厚 して

いる。ヘラ描き沈線は 3条 と少なく,外面には粗いハケロを施し,内面はナデている。507

の体部は沈線の下の部分から大きく内湾しており,沈線部分は他の部分に比べて器壁が薄

くなっている。ヘラ描き沈線は 3条 と少なく,全体にナデている。508は 日縁部の外側が

剥離した部分の直下に,棒状工具の先端部による押圧の痕跡がある。体部は内湾しており

太めのヘラ描き沈線が 4条巡つている。内・外面ともにナデているが,両面ともに指押さ

0                 10cm

一
一

一
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遭物番 号 器 極 口 後 器 両 底径 胎 土 色調 施文 lF/憲 。手猛 の特徹 備 考

弥
。
甕 中 。少、微・ 天黄2.5Y6/2 ヘラ描沈線4条 外面ナテ

‐
、内面ナデ

10YR3/1 口縁部ナテ
‐
、外 面粗 い材 日、内面ナテ

‐

隔灰 10YR4/1、
死苦福 loYR4/2

が ・ 賀 甲・晋 黒褐10YR3/1、
天黄25Y6/2

ヘラ描沈線4条 外面″
‐・指押え、内面″

‐・指押え、ロ
縁部下に棒状工具による押圧

弥 ・ 11111 阻・少、細・ にぶい黄橙 10Y ヘ ラ描沈線 10条 舛面マメツ、内面

"・

・指押え

普

にぶい貢御 OY
t5/3、 にぶい
黄橙10YR6/4

ヘラ描沈線8条 (部分的に
H条)、 三角形列点文

,H04と の交
気

第184図  C tt S D01出 土遺物(51)(1/4)
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遺物番号 器種 口 後 器高 底 径 胎 土 色調 施 又 形態
。手法 の特徴 備 考

中・普 天黄25Y7/2 口縁部直下に刻み目架
帯、口縁部端部刻み日、
ヘラ描沈線現存4条

口縁部″
‐
、外面″

‐
、内面

"

1 中・少、細・

少
陽灰 10YR4/1 口縁部下に刻み 目突帯

、ヘ ラ描沈線7条、口縁
部端部刻み 目

口標間S〕田〔ア、日稼濁S″ 、/1・回
"、
円回方

脂押え
外面に燥

杯・ 饗 阻・ グ 、剤・

少

にぶい貢25Y
6/3

口縁部に覆条貼付失帯
(2条 1単位 )、ヘ ラ描沈

線5条 、日縁部端部刻み
目

口縁部ナテ
・
、外面

"‐

、内面ヘラミカ
‐
キ

甲・少、細・

普
灰黄褐10YR5/
2、 灰黄褐10YR

口縁部下に突帯1条 直状 口縁、口縁部ナテ
‐
、外面

"‐

、内面ヘラミカ
‐
キ

か 。翌 阻・ グ 、 剤 ・

普
黄灰 25Y6/1 口縁部やや下に刻み 日

突帯1条、ヘ ラ描沈線8

条+山形文 +ヘラ描沈
懐現存2条

皮状 口縁、口縁部

"‐

、外面

"・

、内面″

歌 。多、中・

少
灰5Y5/1、 灰5
Y6/1

口縁部やや下に刻み目
突帯1条、ヘラ描沈線8

皮状 口縁、口縁部マメツ、外面″
‐
、内面板″

‐

杯・ 狙 中 。少、FIB。
普

灰貢2.5Y6/2 口縁部下に刻み 目突帯
、突帯の上に円形刺突
文、ヘラ描沈線 6条

皮状 口縁、口縁部ナテ
・
、外面け 日、内面ヘラミカ

が・翌 中・少、 FIB・ 陽灰 10YR4/1
喫黄25Y6/2

金体に

"・

、口縁部T字形

杯
。
2 にぶ い貢橙 10

YR7/3
ヘラ蘭滉縁 4条、口縁日1
上面に入 ラ描沈線2条 、
口縁部やや下に刻み 目
空事

口稼瀾;″ 、外 向

"、
円 山

"

杯・ 翌 甲・ 夕 、剤・

少
にぶい貢2.5Y
6/3、 浅黄25
Y7/3 術葉鷲搬

在9´Ь

口縁部芳
・
、外面

"・

、内面ナテ
・

杯 ・ 饗 にぶい貢[独 0
YR7/2

口縁部やや下に刻み日
突帯、ヘラ描沈線3条、
日縁部端部刻み 目

弥
。
甕 甲・ 昔 にぶい買橙 10

VR7/2、 灰 白10

ヘラ捕賓た筋6条、口縁罰
やや下に刻み目突帯

口縁部

"・

、外面

"・

、内面

"・

・指押え

*30 甲 。晋 6灰 10YR4/1、
こぶい黄橙 10
rR6/3

ヘラ描沈繰6条、口縁司
上面にヘラ描山形文、
口縁部やや下に刻み目

口縁部″
‐
、外 面″ 日、内 面″ ・情 FIえ SH04と の

交点

か
゛
霊 綱・ 晋 灰黄褐10YR5/

2、 にぶい黄橙
10YR7/2

口縁部下に突帯1条 口縁部

"‐

、外面板″
‐
、内面板″

‐
・帽押え 外面に燥

甲・少、微・

多
浅黄25Y7/3 口縁部やや下に突帯、

ヘラ描沈線4条 +竹管
文+ヘラ描沈線5条

口縁部″
‐
、外面″
‐
、内面″

‐
・指押え

が ・ 盤 中・少、細・
普

橙5YR7/6、 に
ぶい橙 5YR7/4

口縁部やや下に刻み目
突帯、ヘラ描沈線 4条

口縁部

"‐

、外面″
‐
・ヘラミカ
‐
キ、内面

"‐

・帽FFえ

C tt S D01出土遺物(52)観察表

えが見られる。509の 口縁部は強い指押さえにより部分的に歪んでいる。体部は直線的に

少し外傾しており,外面は摩減しているが,内面は口縁部付近に指押さえを行い下半部を

全体にナデている。510の口縁部の剥離部分には下書きの沈線が 1条巡っている。体部は

大きく内湾しており,最大径は上部にあり膨らんでいる。ヘラ描き沈線は蛇行しており途

中で途切れる部分があり, 8条の部分と11条の部分とがあり,全体的に雑な引き方である。

沈線文帯の下には三角形列点文を加えている。外面には全体に板ナデを施し,内面は上部

にヘラミガキを施し,下部はナデている。

5H～ 533は如意形口縁・逆 L字形口縁以外の回縁部形態をもつものである。

511～ 513は 口縁部を逆 L字状にして,その直下に刻み目を入れた突帯を貼 り付けている

ものである。511は口縁部の上面を強くナデており,端部は上方を向いている。日縁部の

直下に幅広で断面三角形の突帯を貼 り付けており,刻み目を入れている。突帯の下にヘラ

描き沈線が現存で 4条巡つている。全体にナデている。512は 口縁部を斜め上方に折 り曲



げており,端部には刻み目を入れている。口縁部の直下に刻み目を密に入れた突帯を貼 り

付けている。体部は下半が欠損しているが大きく膨らんでおり,突帯の下にヘラ描き沈線

が 7条巡っている。全体にナデているが,内面には指押さえが顕著である。また外面には

煤が付着している。513は 口縁部の外側に 2条 1単位の複条貼付突帯を巡らせており,端

部には刻み目を入れている。体部は内湾しておリヘラ描き沈線が 5条巡っている。タト面は

ナデており,内面にはヘラミガキを施している。

514～ 517は 回縁部端部に三角形の突起状のものが波状に巡っているもので,端部から少

し下に突帯を 1条貼 り付けているものである。514の口縁部下の突帯は先細 りで刻み日は

無い。体部は外面をナデており,内面にはヘラミガキが見られる。515は口縁部下の突帯

には刻み目を入れており,突帯の端部は下方を向いている。体部には間隔の開いたヘラ描

き沈線 8条 と現存 2条部分の間に2条 1単位の山形文を配している。全体にナデている。

516も 口縁部下の突帯には刻み目を入れており,体部には間隔の開いたヘラ描き沈線が 8

条巡つている。沈線文帯の下には 2条 1単位の山形文と思われるものを配している。口縁

部は摩滅しており,体部は外面がナデ,内面が板ナデとなっている。517は 口縁部下の突

帯を強くナデており,端部には刻み目を入れている。また突帯の上面には円形刺突文を巡

らせている。体部は全体に厚手で,緩 く内湾している。突帯の下にはヘラ描き沈線が 6条

巡り,外面は全体にハケロを施す。内面にはヘラミガキを施すが下半部には少なく縦方向

に部分的に施すのみである。底部は安定した平底で肥厚している。

518は口縁部の内・外面に粘土を加えてT字形に仕上げている。体部は緩く内湾してお

り,ヘ ラ描き沈線が 5条巡っている。全体にナデている。

519～ 526は 口縁部の少し下に突帯が 1条巡るものである。519は口縁部の端部が強く内

湾している。日縁部端部と突帯の間にヘラ描き沈線が 2条巡っている。突帯には刻み目を

入れており,突帯の下にヘラ描き沈線が 4条巡る。全体にナデている。520は 日縁部端部

が内傾 して先細 りになっている。突帯の上面は傾斜 しており,円形刺突文を配している。

体部は直線的で間隔の開いたヘラ描き沈線が現存で 9条巡っている。全体にナデている。

521の口縁部は内傾 しており,端部には刻み目がある。突帯は斜め上方を向き,端部には

彫りの深い刻み目を入れている。体部は突帯の下部で屈曲している。ヘラ描き沈線が 3条

巡 り,内 。外面ともにナデているが,指押さえも見られる。522は 口縁部と突帯の間を強

くナデている。体部は内湾している。523は 口縁部から突帯にかけての上面にヘラ描きの

山形文を施している。体部は突帯の下部で内側に屈曲している。外面にはハケロを施して
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752π∃

0             10cm

遺物番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 麗 又 備 考

弥・ ミニヨE 4 2 ド部にヘラ描の文様

6 3 にぶい橙 7 5YR
7/4

全体 に帽 Fllえ →

"

瞥 ξ2.5Y6/2
口縁 部外 面 に竹 営又 が 2タ 口縁部″

・
、外面

"・

、内面ナテ
・・指押え

細・少 ξ2.5Y7/2、
こ2 5Y7/3

外面ヘラミカ
゛
キ・

"・

、内面板ナテ
・→ヘラミカ

・
キ

底部外面ヘラタス・り、口縁部歪む

綱・少 、微・
7J9

満東種 10YR3/3
黄灰 25Y5/1

ヘラ薔沈繰2条、口縁日
`端部刻み 目
口縁部″
・
、内面

"‐

・指押え

5 中 。少、rIB・
普

天白25Y8/2 ヘラ描沈線7条 、口縁部に2
個1単位の穿孔現存1単位

口縁部

"・

、外面粗いけ目→ヘラミカ
‐
キ、内

面

"・

・指押え、口縁部歪む

が ・ 撻 粗 。少、中・

普
天黄25Y7/2 口縁 間

"7、
外 国′V日 原ヽ 悸 Z極霰 り、円

面板

"・

→ヘラミカ
゛
キ

第186図  C tt S D01出 土遺物(53)(1/4)

いる。524は 口縁部からやや離れたところに突帯を貼 り付けており,突帯の端部は先細 り

になっている。体部は下半部の傾斜が強い。内 。外面に板ナデを施 している。525の 口縁

部端部は内側を向いている。突帯は下方を向き,端部は先細 りである。体部は直線的に外

傾しており,ヘラ描き沈線の間に竹管文を加えている。全体にナデているが,内面の口縁

部付近に指押さえが見られる。526の口縁部はやや内傾している。突帯は突出しており上

下を強くナデている。体部は内湾しており最大径は中央やや上にあり膨らんでいる。ヘラ

描き沈線が 4条巡り,外面はナデているが,底部付近にはヘラミガキが見られる。内面は

ナデている。底部は安定した平底である。

527～ 530は ミニチュアの甕としたが,鉢に近いものである。527の体部は直線的で,そ

のまま先細 りの口縁部に至る。体部はナデているが,部分的にヘラ描きの文様が残ってい

る。底部は非常に厚手である。528は底部付近の側面に指押さえを行い,底部は若干丸み

を帯びている。529の口縁部は部分的に歪んでおり,端部は平坦になっている。外面には

竹管文が 2列巡つている。530の 口縁部は歪んでおり,外側に断面三角形の粘土を貼 り付
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けている。日縁部直下の外面を強くナデており,その部分に横方向にヘラミガキを施して

いる。底部は高台状になり上げ底で,外面にヘラケズリを施している。     _

531は 口縁部の上端の外側に丸い粘土紐を貼り付けて逆L字形のようにしている。端部

には刻み目を入れている。体部は直線的であるが,内面は指押さえによる凹凸が目立つ。

0                 1 0cm

第187図  C tt S D01出 土遺物 (54)(1/4)

漣 ア

で

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 閥 施 文 形憲・ 手法 の特似 偏 考

甲 。多

請灰 25Y4/1
外面ナデ・板

"‐

、内面

"‐

・板″
‐
・指押

杯 ・ 壺

が・壼 霞褐2.5Y5/3、
天黄2.5Y7/2

冷回り 日→ヘフコ 1、 円 回秋

"、
L部 列

面ヘラタス
・
リ

甲 。晋

曳黄2.5Y7/3
本面材 目→ヘラミカ

・
キ、内面ヘラミカ

・キ

阻 。晋 、 甲・

多
こふい貢2.5Y6
′3、 灰黄25Y7

咋面板ナテ
‐→ヘラミカ

。
キ、内面マメツ

甲
°
多 登5YR7/6、 橙 5 本面″目・指押え、内面マメツ、底部外面′

ラタス・リ
か 。量

普

こぶい貢橙 10Y
t6/4、 黄灰25
r4/1

阻 。少、細 。

少
こふ い買 2.5Y6 小面ヘラミカ

‐
キ、内面

"‐

・板

"ヤ
中・少、 微 。 小面ヘラミカ

。
キ、内面板″

・
、底部外面ヘラ

,°キ
8

多
曳黄橙7.5YR8/
1、 淡赤橙2.5Y

外面マメツ、内 面板″
‐

杯・壺
[、 にぶい橙5Y
t7/4

全体 にマメツ

9 喫白2_5Y8/1



ヘラ描き沈線が 2条あるが途中で途切れている。この部分には剥離したような痕跡があり,

あるいは突帯が貼 り付けられていたのかも知れない。するとこの沈線は突帯の下描き用の

沈線の可能性もある。532は 口縁部に 2個 1単位の穿孔が現存で 1単位あるが,本来は向

かい合つた部分に 1単位ずつあったものと思われる。この穿孔部分を除いた部分の外側に

断面方形の粘土を貼 り巡らせている。体部は大きく内湾しており膨らんでいる。ヘラ描き

沈線が 7条巡り,外面には粗いハケロを施した後にヘラミガキを加えている。内面はナデ

と指押さえである。底部は上げ底で外面にはヘラミガキを施 している。533は 口縁部の外

側に断面方形の粘土を貼り巡らせており,上面は内側に向かって傾斜している。体部は内

湾しており,外面には 2種類の原体によリハケロを施し,内面は板ナデの後にヘラミガキ

を施している。

534～ 682は壺および甕の底部である。底部のみでは両者の区別は難しいが,と りあえず

534～ 615が壺,616～ 682が甕と考えたものである。壺と甕が反対になっている可能性があ

ることは否定できない。

534は平底で,内 。外面に板ナデを施している。536は 上げ底で,底部外面にはヘラケズ

リを施している。体部外面にはハケロの後にヘラミガキを加え,内面は板ナデとなってい

る。537は底部のタト縁部がやや高台状になっている。体部は外面にハケロの後にヘラミガキ

を施し,内面はヘラミガキである。538・ 540は平底で体部外面にはヘラミガキが施されて

いる。540の底部外面はヘラケズリの後にナデている。539の底部内面には凹凸があり,外

面にはヘラケズリを施している。体部外面にはハケロが施されている。あるいは甕かも知

れない。541の底部は幅広で厚手である。底部内面には板ナデを施している。体部外面には

ヘラミガキがある。542は若干の上げ底で,底部外面には丁寧にヘラミガキを施している。

体部は大きく開いて立ち上がり,外面にはヘラミガキを,内面には板ナデをそれぞれ施し

ている。544の底部は薄くなっている。545の底部側面には指押さえを行つている。546の底

部は幅広で,体部は大きく開いて立ち上がる。体部外面は板ナデであるが部分的に強く

なっておリハケロ状になっている。547の底部は突出気味である。体部外面には粗いハケロ

を施している。内面は指で強くナデている。548の底部は突出気味で肥厚しており,外面に

籾痕がある。549の底部は立ち上がり部から中央部分に向かって薄くなっている。底部外面

はヘラケズリとなっている。体部は直線的に立ち上がり,内 ・外面ともに板ナデの後にヘ

ラミガキを施している。550の体部には内・外面ともに全体に板ナデを施しているが外面は

部分的に強くなつておリヘラケズリのようになっている。551の底部は上げ底で外縁部が高

232



よ止
井́一―

＼ ゝ

0                1ocm

_3-一

遺物番 号 器 榔 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

灰煮 25Y7/2 外面板

"‐

・部分的にけ 目状になる、内
面芳・

曖音 25Y7/2

"・

霊 甲・ 多 にぶい貢橙10Y
R7/3、 淡黄25

外面マメツ、内面

"・

旺部 に籾反

多
にぶい貢橙10Y
R7/3、 にぶい
苦楊 invRRノ R

外面板″
‐→ヘラミカ
‐
キ、内面板

"・

→ヘラ
がキ、底部外面ヘラタス・リ

が
・ 霊 甲・ 多 灰貢褐 10YR6/2 外面板

"・

・部分的にヘラクス
・
り状、内面板

ナテ
゛

杯 ・ 霊 甲 。多 灰黄褐10YR6/2
にぶい黄橙 10Y
R7/3

外面板ナテ
・→ヘラミカ

゛
キ、内面″

・・板

"・

弥
。
壺 甲 。多 灰黄25Y7/2、

にぶい黄橙10Y
外面

"・

・マメツ、内面

"・

・指押え
点

にぶい貢橙10Y
R6/3、 にぶい
黄25Y6/3

外面板″
‐→ヘラミカ

‐
キ、内面板″

‐
・マメツ SH04と の交

点

第188図  C tt S D01出 土遺物 (55)(1/4)



台状に尖つている。体部の外面は板ナデの後に下部にヘラミガキを加えている。552の底部

は小さいが肥厚したものになっている。底部から立ち上がり部の内面には指押さえを行っ

ている。他は全体にナデている。553の体部内面の立ち上がり部は鋭く屈曲している。底部

外面は板ナデを施している。体部は直線的に大きく開き,外面には板ナデの後にヘラミガ

キを施している。554は内面にヘラミガキの後にナデている。外面はナデているが大部分は

摩減している。555の底部は突出しており,底部の側面に指押さえを行つた後に板ナデを施

している。内面は指押さえの後にヘラミガキを施している。556の体部外面には縦方向にヘ

0                10cm

当

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 薦 又 備 考

が ・ 量 甲・ 多 火天個 10YKb/Z
こぶい黄橙10Y

外面

"・

・マメツ、内面ヘラミカ
・
キ→″
・

が ・ 量 甲
°
多 にぶい貢橙 10Y

マ7/4、 にぶい
黄橙10YR6/4

外面板

"・

・マメツ、内面ヘラミカ
・
キ

瞥

火日 10YR8/2 外面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

・多、細・ 浅黄2.5Y7/4、
又黄2.5Y7/2

外面粗いけ 目→板

"‐

、内面″
‐
・指押

10YR8/1 、内面

"‐か 。量 咋面マメツ、内 向

"
責2 5Y7/3、 小面粗い材 日、内面マメツ、底部外面ヘライ

が・盤 灰貢25Y6/2
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ラミガキを施し,内面は横方向にヘラミガキを施している。557の底部は幅広で安定した平

底である。体部外面には粗いハケロを施した後に,底部側面部分には板ナデを加えている。

内面は底部付近に指押さえが見られる。558の底部は突出しており肥厚気味である。外面は

板ナデ,内面はナデとなっている。559の底部は若干突出しており,中央部分は非常に薄く

なっている。外面は全体に摩減しており内面はナデている。560の底部は大きく突出してお

り,外面はヘラケズリの後にナデている。体部は立ち上がり部が鋭く屈曲して直線的に立

ち上がっている。体部の外面に粗いハケロを施している。561の底部外面には若干の凹凸が

ある。体部も底部付近でやや凹凸があり,内面の底部付近には指押さえが顕著である。内

・外面とも全体にナデている。562の底部は小さめで上げ底になっている。底部外面にはヘ

0                 10cm

退物番 号 器 種 口 後 器 高 底 径 胎 土 色 調 厄 又 形 憲 ・ 手 猛 の 特 傾 備 考

7 2.5Y7/2
"メ

ツ、内面板持
‐
、底部外面ヘラクス

‐
リ

が ・ 霊

普

灰黄 2.5Y7/2、
海昔25Y7/3

咋面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミだキ、底 部外 向ヘフミ

・少、中・

タ

看灰貢25Y5/2 外面材 日、内面″
・

。
 多 か、 剤  

。 吹自10YR8/2、
灰黄2.5Y7/2

外面材 目→

"・

、内面板

"・
弥・壺

多 こぶい黄橙 10Y
外面粗いけ 目・棒状工具による

"‐

、内

面

"・

弥・壺 8 斃買橙 10YR8/3
天白10YR8/2

外面材 日、内面

"｀
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ラケズリを施している。体部は若干内湾して立ち上がり,外面は摩減しているが,内面に

は全体に板ナデを施している。563の底部は突出気味で,若干の上げ底になっている。底部

外面には丁寧にヘラミガキを施している。体部の内・外面にも丁寧にヘラミガキを施して

0                 1 0cm

免

退物番 号 器 種 口径 器 局 底 径 胎 土 色 調 施 文 形llm° 手伝の特ロ 備 考

灰白5Y7/1、 灰 小面粗い材 日、内面

"・

104と の受

粗・普、細・
普

火曰25Y8/2
黒褐25Y3/1

咋面租 いけ 日・損 碑 え、内 面板ナテ

杯
。
重 中・少 天黄25Y7/2、

喫黄25Y6/2
昨面租 いけ 日、内 面″

‐
・指 FIIえ

中・少 、細・
普

吹黄 25Y6/2 昨向 ヘフコ
‐
■・マメツ、内 向 秋 すテ

か
゛
量 甲

°
少 、潤・

少
灰貢2.5Y7/2、
黒褐25Y3/2

小面ヘラミカ
‐
キ・

"‐

、内面ナデ・指押え、底
郭外面ヘラミがキ

中・多 灰黄25Y5/2
灰黄2.5Y4/2

恥向 破

"→
ヘフコ キ、内 向

"・
個 Fllえ

甲・ 多 浅貢25Y7/3、
オリープ褐2.5

咋面マメツ、内面

"‐

・指押え SH04と の交
点

多

マ自10YR3/2、
マ黄褐 10YR5/2

小面材 日、内面

"‐

・指 押 え

杯 ・ 量 甲 。多 、 nll・ 火貢25Y7/2、
黄灰25Y6/1

称・壺
少

にぶい貢25Y6
/4

朴回 V日 → 万 、円 口 秋
"

が ・ 霊 細・少 暗灰黄25Y4/2
音灰黄25Y5/2

不面板″
‐
、内面板″

‐
、底郡外面ヘラクス

浅貢橙 10YR8/4
吹白loYR8/2

小面材 目・マメツ、内面マメツ

杯・ 混 甲 。少 亦橙 10R6/6、
にぶい黄橙 10Y

昨面ナテ
‐
・マメツ、内面″

‐
・指 押 え
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いる。564の底部は幅広で丸みが少しあり,やや不安定である。また底部は非常に肥厚した

ものになっている。側面部分にはハケロが見られ,内面はナデている。565の体部外面はハ

ケロの後にナデている。内面は全体に強く板ナデを施している。566の底部は外縁部の少し

内側が窪んでおり,外面部が高台状になっている。体部外面には粗いハケロを施している

が,部分的に棒状工具によってナデている。内面はナデているが摩滅気味である。567の底

部は低い高台状で中央部分が若干の上げ底になっている。底部の中央部分がやや膨らんで

いる。体部外面には全体に丁寧にハケロを施している。内面はナデている。568～ 570は と

もに底部は小さく,外面には粗いハケロを施している。いずれもあるいは甕であるかも知

れない。570の底部外面は指で器壁を決 り取つている。571の底部は大きく突出しており,

体部は直線的に大きく開いている。外面は摩滅 しているが底部側面部分にヘラミガキが

残つている。内面は板ナデである。572の底部は小さめであるが突出しており,接地面は横

へ広がつている。また底部外面にはヘラミガキを施している。体部は直線的に開き,外面

はヘラミガキを施しているが,下部は部分的にナデている。内面はナデている。573の底部

も突出しており接地面は広がっている。体部外面は板ナデの後にヘラミガキを施し,内面

はナデと指押さえである。574の底部は明瞭に高台状になっている。底部は体部から一段低

くなっており,指押さえを顕著に施している。外面は全体に摩滅している。575の底部は突

出しており,内面は指押さえによる凹凸がある。体部の外面にはハケロを施している。576

の体部外面にはハケロの後にヘラミガキを施している。577の底部は突出しており,非常に

肥厚している。体部外面はハケロであるが,部分的にナデている。内面は強い板ナデのた

め部分的に器壁が扶られている。578の底部は突出して肥厚しており,外面はヘラケズリと

なっている。体部の内 。外面ともに板ナデとなっている。579の底部は突出して肥厚してい

る。全体に摩滅しているが,外面にハケロが僅かに残つている。580は底部外縁部の少し内

側が窪んでいる。全体にナデている。581・ 582と もに外面にはハケロを施し,内面にはヘ

ラミガキを施している。底部は両者ともに若干の上げ底である。583の底部は肥厚している。

体部は直線的に開き,外面にはハケロの後に部分的にヘラミガキを加えている。内面はナ

デと指押さえである。584の 内面にはヘラミガキが見られる。585は底部の側面に指押さえ

を行つて突出させている。底部の外面はヘラケズリとなっている。体部は直線的に立ち上

がり,外面にはハケロを施した後にナデている。内面はナデているが,底部付近に指押さ

えを行つている。586の底部は大部分が欠損しているが,大型の壺になるものである。587

の底部は上げ底で肥厚しており,接地部の側面が横へ突出している。側面部には指押さえ



軋

0                 10cm
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遺 物 番 号 器 種 口 径 器 両 胎 土 色 調 施 文

か
。
量 甲 。少 、剤 。

普
曳黄 25Y7/3、
塁禍 10YR1/1

SH04と の変
点

曳貢 2.5Y7/3 小面け日、内面強いヘラミカ
｀
キ

こぶい貢褐10Y
t5/3、 にぶい
錯,lv6/R

小面け 目・ヘラミカ
‐
キ、内面

"‐

・指押え

勁 ・ヽ f量 中・少、細・

普 曳黄橙7 5YR8/
SH04と の交
点

甲
°
ノ 、 細 ・

多
晋灰貢25Y4/2
こぶい黄橙 10Y
t6/4

外面け 目→″
‐
・板

"‐

、内面

"‐

・指押
え、底部外面ヘラケス

・
リ

弥・壺 租・少、甲・

普

こぶい橙 7.5YR
74、 浅黄2.5Y

弥 ・ 甕 阻・少、細・ 天白25Y8/2

か
。
量 甲・晋 、薇・

普

こぶい橙 7 5YR
74、 灰 白10YR
71

小面ヘラミカ
。
キ・マメツ、内面マメツ

甲・ 晋 こぶい貢橙 10Y
t7/2、 褐灰 10Y
t5/1

旺郡 外 由にヘ ラ価 の記 号 画部外面籾
度



を行い,体部内面は板ナデである。588の底部は大きい割には薄手である。体部は直線的

に立ち上がり,外面は摩滅気味であるがヘラミガキが認められる。内面は摩滅している。

0                 1 0cm

＼

遺物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 順 。手 紙の特徴 偏 考

弥・壺 粗 。少、中・
普

こぶい貢橙 10Y
t7/4、 橙5YR6/

全体にマメツ

琢 ・ 量 中・普 火貢褐10YR5/2
こぶい黄褐 10Y
t5/3

昨面

"‐

・ヘラクス
‐
り、内面

"・

〕H04と の変
点

弥 ・ 壷 甲
。
1断 灰貢 2.5Y6/2 本面ヘラミカ

・
キ、内面ヘラミカ

点

・
横「 、 月嗣

・ 天煮 2.5Y6/2、

曳黄2.5Y7/3
昨面ヘラミカ

‐
キ・指押え、内面ヘラミカ

‐
キ・

"‐
弥 ・ 憂 〒・多 貢2.5Y4/2

2.5Y7/2
外面ヘラミカ
・
キ、内面マメツ ,H04と の交

点

デ °多 こぶい貢25Y6
′
3、 浅黄2.5Y7

本面け目、内面
"‐

・指押え

天黄25Y6/2
昨面板

"‐

→ヘラミカ
‐
キ、内面板″

‐

が・量 阻 。少、細・

多
浅黄橙10YR8/3
にぶい黄橙 10Y

界面″
~・
マメツ、内 面板

"V・

″
マ
・llr押 え ,H04と の交

点

が。壺 甲 。1『
こぶい黄25Y6

本面マメツ、内面ヘラミだ キ

が・埜 鯛・晋 こぶ い買圃 OY 本面板

"~、

内 面板″
‐
・指押 え
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６

　

　

′
′′
″

0                 1 ocm

器 高 圧 径 胎 土 色 調 偏 考

8 10YR4/1

7 天自2.5Y8/2 外面マメツ、内面指押え

杯・ 壁 阻・少、細 。晋 こぶい橙2.5YR
う/4、 赤橙10R6

外面ヘバカ
｀
キ、内面ナテ

▽
、底部外面ヘラミカ

マ

杯 。壼 ギ・グ、剤 °営 識憫 2.bY3/2、
死白 10YR3/2

外面ヘラミカ
・
キ→

"・

、内面芳
・
、底部外面

に持・

自

５Ｙ
黒 外向マメソ、内面″

‐
・僣 FFえ

か。重 7 細 。普 月褐灰7.5YR7/
2、 灰黄25Y6/

本面

"・

・指押え、内面マメツ

こぶい貢2.5Y6
′
4、 浅黄25Y7

金俸 に,

8 こぶい貢25Y6
′
3、 黒褐10YR3

外面け 目→ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ・指押

添
。
鐙 頁

白
外面ヘラミカ

‐
キ、内面ヘラミがキ

阻・ 営 、 剤 °多 1貢橙 10YR8/3
褐10YR3/1

2体にマメツ

か。霊 甲 。1晋 昨面″ 目→

"・

、内面ナテ
・

甲・晋 、綱 。多 火貢褐 10YR4/2
曳黄 25Y7/3

咋面け 目→ヘラミカ
。
キ、内面ヘラミカ

゛
キ
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o                 10cm

週物 番 号 榊 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施文

8 °増「、 1判・ 貫橙 10YR8/3

絆 10YR8/3
昨面ヘラミカ

‐
キ、内面マメツ

1 か
゛
量

。少、中・ 曳貢 2.5Y7/3、
翼網島2_5Y3/1

冷回 万 ・ヘフミ刀 ■、円 回 ″

杯・ 量
匁

火日 10YR3/2 小面板″
‐
→ヘラミカ
・
キ、内面マメツ

第195図  C ttS D01出土遺物(62)(1/4)

589の底部は突出気味で,外面にはヘラ描きによる十字形の記号があり,籾痕も付着して

いる。590の底部は小さめで,体部は内湾して立ち上がる。591の体部は底部付近で屈曲し

ている。底部の側面部分にはヘラケズリが施されている。592の体部は内湾しており,内

・外面にヘラミガキを施している。593は底部の側面に指押さえを顕著に施している。体

部の内・外面はヘラミガキである。594の底部は小さめで上げ底になっている。体部は内

湾しており全体に摩滅気味であるが,外面にヘラミガキが少し残っている。595の底部は

突出して肥厚している。体部は大きく開き,外面にはハケロが少し見られ,内面はナデと

指押さえである。596の底部は弱い上げ底で外縁部がやや突出している。体部は内湾して

おり,外面には板ナデの後にヘラミガキを加えている。内面は板ナデである。597の底部

は中央部分が上げ底で薄くなっている。外縁部は断面三角形の高台状に突出している。体

部は大きく内湾しており,外面は摩滅気味であるがナデている。内面はナデているが一部

に板ナデの痕跡が見られる。598の底部は中央部分が欠損 しているが,突出気味である。

体部は内湾しており,外面は摩滅しているものの内面にはヘラミガキが残つている。599

の底部は小さめであるが突出しており,立ち上がり部分の器壁が薄くなっている。体部は

内湾しており,内・外面全体に板ナデを施している。また内面は指押さえにより多少の凹



0                 1 0cm

恙`
く L

遺物番 号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 施 又 杉 憑 。手 法 の 特 似 備 考

阻・少、剤・

普
２
．黄
買
い
灰
ぶ
暗
に
お

帰面材 目、内面板

"・

、底部外面板″
・
SH04と の父
点

に ぶ い 貢 橙 10Y
R7/3

外面材 目。指押 え、内面″
‐
・指押 え

郊 ・ 賀 5 甲・晋、綱・

普
にぶい黄2.5Y6
/3、 褐灰 10YR4
/1

本面″
~・

帽 Fllえ 、内面ナテ
‐
・信碑え

尾黄橙 10YR8/3
日灰10YR4/1

外面マメツ、内面

"・

、底部外面板

"・

が・撻 脚 °多 火頁 Z.5YO/Z、

こぶい黄橙10Y
マ7/3

外面

"‐

。マメツ、内面″
‐
・信押え

中 。少、微・

少
畿貢25Y7/3 咋面板

"・

、内面板

"・

、底部外面板″

5.
。少、中 。 天貢 2.5Y7/2 昨面″

や
、内面″
や

綱・ 晋 にぶい橙7.5YR
3/4、 黒褐10YR

が ・ 犯

多
浅貢橙10YR8/3
にぶい黄橙 10Y
R7/4

全体にマメツ 〕H04と の交
点

不・ 観

瞥

にぶい貢橙10Y
R7/4、灰黄褐 10

昨面指押 え・マメツ、内面″
~・

襦 FFえ

〒・ 毛少 火買 個 10YК b/2
こぶい黄25Y6

外面ヘラミカ
・
キ・″
‐
、内面

"‐

5Y7/2、
310YR6/2

外面マメツ、内面ヘラミカ
‐
キ、底郡外面ヘラミカ

、書の可能性有 り
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凸が見られる。600の底部も突出しており,側面部に指押さえを行っている。体部は大き

く開いている。601の底部は若干の上げ底である。体部は大きく開き全体に摩滅している

が,内面には指押さえが顕著である。602の底部も若干の上げ底で,外面にヘラミガキを

施している。体部外面はヘラミガキである。603の体部外面には横方向の後に縦方向のヘ

ラミガキを施している。その後に部分的にナデている。底部の外面は板ナデとなっている。

604の底部は突出して上げ底になっている。体部は外面は摩減しているが,内面はナデて

おり指押さえが顕著である。体部には粘土紐の接合痕があるが,こ の接合部分付近の器壁

が薄くなっている。605の底部付近の内 。外面には指押さえが顕著である。606は全体にナ

デているが,特に底部付近の外面は横方向に強くナデている。607の体部は緩く内湾して

おり,外面にはハケロの後に丁寧にヘラミガキを施し,内面も全体にヘラミガキを施して

いる。608の底部は突出気味である。体部には内。外面にヘラミガキを施している。609の

底部は小さく突出しており,上げ底になっている。体部には粘土紐の接合痕があり,その

部分が膨らんでいる。610の体部の下部は緩くS字状にカーブしており,外面はハケロの

後にナデている。内面は全体にナデている。611の体部は大きく開き,外面はハケロの後

にヘラミガキを施し,内面もヘラミガキとなっている。612の体部は大きく開く。613～ 615

の体部は大きく開き,いずれも外面にはヘラミガキを施している。

616の底部側面は若干横に肥厚している。底部外面には板ナデを施している。体部にはや

や凹凸があり,外面にはハケロを施し,内面は板ナデとなっている。617の底部付近の内。

外面には指押さえを行っている。618の底部は上げ底で,側面部に指押さえを行っている。

619の底部は上げ底でタト縁部が高台状になっている。外面には板ナデを施している。外面は

摩滅している。620の底部は上げ底で肥厚している。621の底部は若干の上げ底で,体部は

内湾気味に立ち上がる。体部の内 。外面には板ナデを施している。622の底部は小さく肥厚

しており,全体にナデている。623の体部は中央部分に向かって薄くなっている。外面はヘ

ラミガキの後にナデており,内面はナデているが部分的にヘラミガキを施している。624の

底部は若干の上げ底で肥厚している。体部は直線的に立ち上がり,全体に器壁は薄くなっ

ており摩滅している。625は底部の側面と内面に強く指押さえを行い,側面から絞り出すよ

うに底部を整形している。体部には指押さえによる凹凸がある。626は底部の側面を指で強

く縦方向にナデている。少し上にはヘラミガキが見られる。627は底部は横へ突出しており,

外面にヘラミガキを施している。外面は摩滅しているが,内面にはヘラミガキが見られる。

甕の底部としたが,あるいは蓋かも知れない。628の底部は薄くなっているが,体部の立ち
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遺物 番 号 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

多

にぶい買褐10Y
R5/3、 にぶい
苦, WAノ R

怖 ・ 墾 7 ・ 晋 、 孤 ・ ,a2.5YO/2

い
。
贅 7 甲 °1瞥 セ弔ユbYКU/3、

:黄2.5Y7/3
昨面け 日・マメツ、内 向″ ・宿 FFえ

中・普 こぶい買橙 10Y
t6/4

か 盤゙ 甲 。多 天黄2.5Y6/2 昨口取″ 、円回77 ,H04と の交
占

こぶい覆 5YR6/
1、 灰黄褐10YR

昨白 秋

"、
円 口

"可
冒押 え

'H04と

の交
点

杯・ 認 ・ 多
"、

 月世 ° 天買 2.5Y6/2

添 ・ 製 火買 Z.bYr/Z、

陽灰 10YR5/1
昨向ヘフ舛 り状 の秋

"‐

→ヘフコ ■、円 山リ

中・イン 天貢褐 10YR6/2
又白loYR8/2

杯 ・ 概 7 にぶい貢25Y6
/3

昨山ヘフコ 1、 内 向破ナテ

添 ・ 製 阻。少、甲 。

多

にぶい黄2.5Y6
/3、 にぶい黄

重部外面にヘラ記号 外面″目・ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ・指押

え、底部外面ヘラ独
・リ

にぶ い貢御 OY
17/3

卜向秋打 、円山破ガ

第197図  C tt S D01出 土遺物(64)(1/4)



上がり部分は肥厚している。全体にナデている。629の体部外面にはハケロの後にヘラミガ

キを施している。内面はナデている。630の体部外面は摩滅しているが,ハケロが残ってい

る。内面は指で強く縦方向にナデている。631の底部は若干の上げ底になっている。体部は

直線的に立ち上がり,外面には全体に丁寧にハケロを施し,内面は板ナデとなっている。

0                10om

判
‖

選物番 号 器 極 口径 器 同 底 径 胎 土 色 調 施 文 形憑 。手猛 の特似 備 考

琢
。
型 甲・晋、測・

普
にぶい橙5YR7/
3、 灰黄2.5Y7/

2体にマメツ 〕H04と の交
点

多

10YR6/1、

褐10YR5/2
昨面指押え・板

"‐

、内面ヘラミカ
‐
キ・指押

甲・ 多 黒2.5Y2/1、 暗
灰黄2.5Y4/2

昨回 破

"、
円 口

"・
彊 弾 え

弥 ・ 甕 世・晋F、  微・
普

灰白2.5Y8/2 本面″ 目→ヘラミカ
‐
キ・″ 1、 内 面″

‐
・帽 調

野 ・ 型
。少、中・

=5YR6/6、
浅 昨面ナラ・マメツ、内 山ナテ・マメツ

天貢2.5Y6/2 外面″ 日、内面

"‐

・指押え SH04と の交
点

か ■゙ デ °1瞥 txF.z.5t5/2.
w#Elnve|l, 小面け 目→″

‐
、内面

"・
2.5Y7/3 面板持・ 、内面ヘラミカ・ キ

、内面

"‐

・板

"・か 。狙 甲・ 晋 灰白2.5Y8/2、

7
酵

て,貫2 5Y5/2
奇2,5Y6/2

小面マメツ、内面板芳
・

が・盤 中・ 少 、 細
`

匁
にふ い貢橙 10Y 界面マメツ、内 面″

‐

が。聟 浅貢橙 10YR8/4
灰 白 loYR8/2

昨面材 日、内面ヘラミカ
‐
キ

第198図  CttS D01出土遺物 (65)(1/4)



632の底部は若干突出しており中央部分は非常に薄くなっている。体部外面は板ナデ,内

面はナデとなっている。633の底部は上げ底でタト縁部は断面三角形の高台状になっている。

体部外面には全体に板ナデを施し,内面はナデているが底部付近には指押さえが顕著であ

る。634は底部内面に指押さえが顕著である。635の底部は上げ底で,体部は緩く内湾して

立ち上がる。体部外面にはヘラケズリ状に強く板ナデを施した後にヘラミガキを加えてい

る。内面はナデている。636の底部は突出気味で,底部内面には指押さえが顕著である。

637の底部は外側に断面が三角形になるように粘土を厚く貼り付けて,高台のように仕上

0             1 0cm

第199図  CttS D01出土遺物(66)(1/4)
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還物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 厄 叉 備 考

弥 ・ 甕 甲
°
多 火頁慟 10YRb/2

吹白10YR8/2
外 面″
‐
・指押 え、内面ナテ

‐
・指 押 え

パ ・ 贅 5` 鯛・少 lg・灰黄2.5Y4/2 外面ヘラミカ
・
キ・板

"・

、内面

"・

・指押え

にぶい貢緩コOY
R7/3

外面マメツ、内 面″
‐
媚 響 え

不・ 受 甲・ 晋 灰自10YR8/2、
にぶい黄橙 10Y

外面ヘラミカ
‐
キ、内面″

‐
・指押 え

普
灰貢褐10YR6/2
にぶい黄褐10Y
R5/3

外面板

"・

・指押え、内面ナテ
・・指押え

か 。費 灰白10YR8/2、
浅黄橙10YR8/3

外面租いけ 目→ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ、

底部外面ヘラミがキ、底部に穿孔現存1個

が・甕 阻
。
イン 、 引綱 ・

普
にぶい橙 7 5YR
7/4、 褐灰 10YR

外面板″
‐→ヘラミカ
マ
キ、内面ヘラクス

‐
り状の

板

"・

、底部外面ヘラケス・リ

7

多

にぶい貢25Y6
/3、 にぶい黄
燈10YR7/3

外面マメツ、内面板

"

外面材 日、内面

"‐



げている。内側は 2段にナデており,外側は指で細かく横方向にナデている。体部は下半

部内面が内湾している。外面には丁寧にヘラミガキを施し,内面は全体に板ナデとなって

いる。638の底部外面は部分的にヘラケズリになり,ヘラ記号が施されている。体部外面に

はハケロを施し底部の側面部分にはヘラミガキが見られる。体部内面はヘラミガキである。

639の底部は突出気味である。体部には内・外面全体に板ナデを施している。640は全体に

摩滅しているが,底部内面には指押さえが少し見られる。641の底部は中央部分は薄くなっ

ているが,立ち上がり部分は肥厚している。体部外面は板ナデを施し,内面はヘラミガキ

となっている。642の底部は突出して肥厚している。体部は外反気味で外面には板ナデを施

している。643は体部外面にハケロの後にヘラミガキを加えている。644は全体にナデてい

るが摩滅気味である。645。 646は体部外面にハケロを施しているが,646は 後にナデている。

647の底部は薄くなっており,立ち上がり部は肥厚している。体部外面は板ナデ,内面はヘ

ラミガキである。648は上げ底で,内面の立ち上がり部は膨らんでいる。652の立ち上がり

部分は肥厚しており,体部外面はハケロ,内面はヘラミガキである。653・ 654の底部は突

出している。655の底部外面は指押さえにより部分的に窪んでいる。体部は内湾しており,

内面には指押さえが顕著である。656の底部は上げ底で,体部外面にはヘラミガキを施して

いる。657の底部は上げ底で肥厚している。側面部と内面に指押さえを行つている。体部外

面は板ナデである。658の底部は上げ底で,外縁部が断面方形の高台状になっている。この

部分に穿孔が現存で 1個ある。また底部外面にはヘラミガキが施されている。底部から体

部にかけて全体に内湾しており,体部外面には粗いハケロの後にヘラミガキを施し,内面

は全体にヘラミガキとなっている。甕の底部としたが,あ るいは蓋かも知れない。659の底

部は肥厚して突出しており,外面はヘラケズリになっている。体部は凹凸があり内湾して

いる。外面は板ナデの後にヘラミガキを加え,内面はヘラケズリ状の板ナデである。おそ

らく板ナデを強く施したために一部砂粒が動いたものと思われる。660の底部は突出してい

る。体部は内湾しており,外面は摩滅しているが内面には板ナデを施している。661の体部

は内湾しており,外面は縦方向と横方向のハケロを施しており,内面はナデている。662は

底部の立ち上がり部の角が取れている。また底部外面には板ナデを施している。体部は内

湾しているが,急激に立ち上がっている。外面にはヘラミガキを施すが,下部はナデてい

る。内面は板ナデである。663の底部は突出して肥厚しており,若干の上げ底である。体部

外面にはハケロの後にヘラミガキを施している。内面はヘラミガキである。664の底部は薄

くなっている。体部外面はハケロであるが,底部側面部分を部分的にナデている。内面は



ナデているが底部付近に指押さえが見られる。665の底部は突出している。体部外面は摩滅

しているが,内面はナデており指押さえを少し施している。666の底部は若干の上げ底で,

外縁部は僅かに高台状になっている。体部は直線的に立ち上がり,外面は全体にヘラミガ

キを施し,内面は指押さえと板ナデにより器壁には凹凸が見られる。667の底部は突出して

第200図  C tt S D01出 土遺物 (67)(1/4)

遺物 番 号 器 種 口径 器 局 底 径 胎 土 色 調 施 文 形態 。手法の特徴 備 考

少

官火頁4 bYO/Z み面ヘラミだキ・″
‐
、内面板″

▽
、底部外面

F十テ
゛

天白10YR8/1 昨面″ 日→ヘバカ
｀
キ、内 面ヘラヨ

‐
キ

添・ 慨 甲・晋、測・

普
黒10YR2/1 小面材 日、内面

"・

・指押え

訃山マメツ、内 向77
釉 ・ タ 機貢橙 10YR8/4

昔灰2_5Y4/1
小面ヘラミカ

‐
キ、内面板

"・

・指押え ,H04と の癸
点

普
にぶい貢褐10Y
R5/3、 にぶい
黄褐10YR5/4

小面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

・キ、底部外面´
テタス・リ

か
゛
1闘

°
多
"、

 1田・ 褐10YR3/1 小面″ 目・指押え、内面ヘラミカ
・
キ

少
天貢 2.5Y7/2、
黒褐 10YR3/1

阻 。少、中 。

多
灰白7.5YR8/2
浅黄橙7.5YR8/

本面材 目・マメツ、内面

"・

が ・ 慨 甲・ 少 、 lRH。 巨5YR6/6



横に少し広がつており,外面にヘラケズリを施している。底部の厚さにに比べて体部は薄

くなっている。体部は大きく開き内・外面にベラミガキを施している。668の底部は上げ

底で,外縁部は断面方形の高台状になっている。底部の側面部分には指押さえを行つてい

る。底部に比べて体部は肥厚しており,緩 く内湾して立ち上がる。体部外面はハケロで,

o loct
F-_--rlrt---

-J

道物 番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施文 形懸 。手 法 の特徴 偏 考

脳 。少 、 観
。 こぶい黄橙 10Y
t6/4

甲
°
1首、 潤 ・
多

天貢褐10YR6/2
こぶい黄橙 10Y

71・ 回 僣 lTえ・マメン、円 回 破 77 SH04と の交
点

2 5Y7/3、
禍loVR3/,

か 貿゙ 甲 。晋

〕_淡 絆 5YR8/4
外面板

"‐

、内面

"‐
か 質゙ 甲・ 夕 、薇・

眸
曳貢2.5Y7/3 小面

"‐

、内面″
‐
・指押え

天貢2.5Y7/2 界面ヘラミカ
▽
キ・マメツ、内面マメツ、底部相円形

不・ 甕 。少、中・ 曳買 2.5Y7/4 全体にマメツ

死白25Y8/2
が・ミニヨE

少
発貢 2.5Y7/3 SH04と の交

点

にぶい黄2.5Y6 本面粗いけ 日、内面板

"・

・指押え

第201図  C tt S D01出 土遺物 (68)(1/4)
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内面はヘラミガキとなっている。壺の可能性もある。669は立ち上がり部の内面に指押さえ

を行い,立ち上がり部の少し上が肥厚している。体部の外面にはハケロを施している。670

の底部は突出気味で薄くなっている。体部は直線的に立ち上がり,外面は摩滅気味である

がハケロが残つている。内面はナデている。671の底部は突出しており,側面部には板ナデ

の痕跡がある。体部は緩く内湾しており,外面にはヘラミガキを施している。内面はナデ

ている。672の底部は幅広で安定した平底になっているが,突出気味である。また外面には

ヘラミガキを施している。体部は直線的に立ち上がり,外面にはハケロを施し,内面はヘ

ラミガキとなっている。673の底部は若干の上げ底で薄くなっている。タト縁部は低い高台状

になっている。体部は直線的に立ち上がり,内・外面には全体にヘラミガキを施している。

｀

 14

ヽ
鳳

′
0              10cm

う`ミ

遺物 誉 号 器 種 口径 器 両 圧 径 胎 土 色調 施文 形順 °手ほの特ほ 偏 考

不 。9A 甲・ 多 登5YR6/6、 灰黄2.5W
)/2

が・臥 7 阻・少、細・

眸
火東 2.5Y7/2、 灰 日

,Y7/1

外山枚 77・ マメツ、内 向

"・
マメツ

点

甲 。晋 、 測 ・ 曳貢橙 10YR8/4、
こぶい橙7 5YR6/4

外面材 日、内面マメツ

添・ 限 7 。夕 、甲・ こぶい黄橙10YR7/3
こぶい黄褐10YR5/3

外面

"・

、内面

"・
681 が・臥 甲・ 多 髪貢橙 7.5YR3/4、

こぶ い檜 7 5YR7/4
全体 にマメツ

普

天東 2.5Y6/2

饉

JttZ.bYO/2、  国
『
ツ 全体に

"‐
天白2.5Y8/2、 灰黄 帰面

"・

、内面

"‐

・指押え

こぶい橙 7.5YR7/4
″苦揚 10YRR/,

外面

"‐

・板

"‐

、内面

"‐

・指押え

10YR6/2 昨面

"~・

マメツ、内面

"‐

・マメツ

7 鯛 °多 天自2.5Y8/2、 にぶ
ハ苦楓 loYPS/R

外面板″
‐
、内面板

"‐
こぶい貢2.5Y6/3 外 面材 目→

"‐

、内面板

"‐
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674の底部は上げ底で,外縁部は高台状になっている。底部の側面部には強く指押さえを

行つているため,体部の立ち上がり部分に段が出来ている。また底部の内・外面にも指押

さえを行つている。体部には凹凸が見られ,外面は摩滅しているが内面には板ナデの痕跡

がある。675は全体にナデている。676の底部は薄くなっている。体部は直線的に立ち上が

り,外面は板ナデ,内面はナデとなっている。677の底部は幅広で安定した平底になって

いる。底部は大きさの割には薄くなっている。全体にナデているが底部内面には指押さえ

を行つている6678の底部は突出しており,楕円形になっている。底部の内面の中央部分

0               1 0cm
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遺物番 号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 形 態
。キ 活 の 符 似 備 考

杯
。
田

酔

にぶ い貢橙 10Y
R7/4

本面マメツ、内面″
‐

粗 。少、細・

普
にぶい黄橙 10Y
R7/2、 灰黄褐10
YR5/2

か
・ 団 7 〒・晋、 剤 。

瞥
灰自2.5Y8/2、

黒褐 10YR3/1
全体にマメツ、内面指押え 内面に煤

・ィン、 lm・ 吹黄 2.5Y6/2、
黒褐 10YR3/1

卜面板ナデ (一部け 目状になる)、 内
5持・

104と の交

勁 ・ヽ l瓦

多 慮Fだ軍:ヽ露
6

豊10YR7/3

本面板″
‐
、内面板″

‐→

"‐

。指押え

不・ 眼 こぶい貢橙 10Y
t7/3、灰黄褐10
rR6/2

外面

"‐

・マメツ、内面マメツ

租・少、甲 。

普
こぶい橙5YR6/
1、 浅黄橙 10YR

外面″
‐
・マメツ、内面″

‐
・IIEFllえ

が・山 甲 。多 天貢2.5Y7/2、
曳黄橙10YR8/4

外面材 日、内面マメツ

。
 1麗「 、  消‖ 

・ にぶい質褐10Y 全体 にマメツ



が盛り上がり肥厚している。体部は摩減気味であるが外面にヘラミガキが見られる。

679～ 682は小型の甕である。679の底部は上げ底で,体部は内湾気味に立ち上がる。全

体に摩滅している。680の底部は突出しており,側面部に強く指押さえを行つている。681

の底部は上げ底で,外縁部が高台状になっている。体部の立ち上がりは急で,外面に板ナ

デとハケロを施し,内面は板ナデである。ミニチュアの甕である。682の体部外面のハケ

日は粗いものである。

683～ 703は甑でいずれも底部の破片である。683の底部の穿孔は主に内面側から施して

いる。684の穿孔は底部中央より偏った位置にある。685の体部外面にはハケロが施されて

いる。焼成前に穿孔している。687の体部は左右の立ち上がり方が異なっている。焼成後

に穿孔している。689の体部は内・外面とも指で強くナデており,焼成後に穿孔している。

691は底部の側面部に横方向に板ナデを施している。692は底部の少し上で屈曲している。

底部の穿孔部分は薄くなっている。693の底部は肥厚しており,体部は内 。外面とも全体

に板ナデとなっている。694は幅広の底部に焼成後に穿孔している。体部は大きく開き,

外面はハケロの後にナデており,内面は板ナデである。696の底部は肥厚しており,主 に

外面側から穿孔している。体部外面には板ナデを施している。697の底部は突出しており,

焼成後に穿孔している。体部の内面に煤が付着している。698の底部には焼成後に穿孔さ

れている。体部外面は板ナデとなっているが,部分的に強く施されハケロ状になっている。

内面はナデている。699の底部は突出しており,偏つた位置に穿孔されている。体部は内

湾して立ち上がり,外面は板ナデ,内面は板ナデの後に全体にナデている。700は焼成後

に穿孔されており,体部は直線的に立ち上がる。701の底部の穿孔は外面側を大きく扶り

とるように施している。底部が小さいため穿孔部は底部全体に及んでいる。702の底部の

穿孔部分は薄くなっており,穿孔は焼成前に行われている。体部は直線的に立ち上がり,

外面にはハケロを施している。703も 穿孔部分が非常に薄くなっており,焼成前に穿孔し

ている。体部は下半部が肥厚しており,全体に摩滅している。

704～ 733は鉢である。細片のものについては復元の口縁部径や体部の形状などから判断

したが,あ るいは本来は甕のものも含まれているかも知れない。

704の 回縁部は如意形で端部には沈線が 1条巡っており,外面には板ナデを施している。

体部にはヘラ描き沈線が 2条巡り,外面は板ナデの後にヘラミガキを加え,内面のヘラミ

ガキは口縁部まで及んでいる。705も如意形口縁で外面に指押さえを強く行っている。体

部は厚手で外面にヘラ描き沈線が 2条巡り,内・外面にヘラミガキを施している。706の
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遺物番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色調 施文 形 lILi。 手 猛の特似 備 考

不・ 鉢 ホ48 RII・ 晋 窺褐25Y5/4、
こぶい黄25Y6

ヘラ描沈線2条、口縁部端
部沈線1条

SH04と の交
点

不・ 鉢 不籠 甲 。1獣 こぶい橙7 5YR ラ描沈線 2条 口縁部″
‐
・指押え、外面ヘラミカ

・
キ、内面′3H04と の交

添・ 輝 ・  夕 、  日P ・ 火買 2.5Y6/2 口縁部″
‐
、外面材 日、内面材 目・ヘラミカ 3H04と の交

い °岬 天曰 10YR8/2 ヘラ描沈llnl条、日縁郡下
に把手状の突起

口縁 部″
~・

け 目、外 面

"~、

内面け 目 3H04と の交
占

か ゛警 甲
°夕 、 剤 ・

瞥
火買 2.5Y6/2 ヘ フ 面 魏 1朱 口縁 部″

‐
・指 押 え、外 面ヘラミカ

‐
キ、内面

編持
°
→ヘボ 1°キ・指 IIFタ

か 椰゙ 曽灰 頁 Z.bY5/2
こぶい黄2.5Y6

口縁部け目・指lTえ 、外面け日、内面
～目→

"°
添・ 杯 こぶい貢 2.5Y6 口縁部

"‐

・情押え・″ 日、外面ヘラミカ
‐
キ

内面ヘラミがキ・指押え

CttS D01出 土遺物 (71)(1/4)
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口縁部は外側に屈曲し端部は平坦になっている。また口縁部の内面を2段にナデている。

体部は大きく内湾して膨らんでいる。外面は全体にハケロを施し,内面は体部上半から口

縁にかけてハケロを施し,体部下半にはヘラミガキを施している。707の口縁部は外側に

折り曲げており端部は平坦になっている。日縁部の直下には把手状の突起がある。この突

藪 ―

―
ー

r)めι
り      ′

第205図  CttS D01出土遺物 (72)(1/4)
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遺物番号 器種 口 径 器 高 底径 胎 土 色調 施文 形 慇 。手 伝 の特徴 備 考

1 小・ 師 火 東 2 bYb/2x ヘ フ 面 π 腺 3朱 口稼 間S″ ・彊 ITえ 、外 国 ヘフコ ■、円 回 ハ

ラミカ
゛
キ

か 輝゙ 寃貢橙 10YR8/3、 に
遺い苦鰭 10YPA/食

全体に

"‐

か 輝゙ 阻 °

`ノ

、 潤・
少

こぶい貢橙 10YR7/
〕、にぶい黄褐10Y
t6/3

ヘラ描沈線 6条 口縁部
"‐

・指押え、外面ヘラミカ
‐
キ、内面

阪″
°→ヘラミがキ

弥・鉢 ・  2'、   湘」 
。 こぶい貢橙 10YR7/ ヘラ描沈線 5条 口縁部ナデ・指押え、外面材 日、内面ナテ

・
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遺物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

か ゛椰

多

黒褐 10YR3/1、
にぶい黄褐10Y

口縁日
`77、
外 山

"、
内 向秋″ ・情 FII 昨向に燥、

勾面に焦げ

杯 。鮮 甲
°昔 にぶい貢2.5Y6 口縁 部け 目→

"‐

・指 Fllえ 、外 面け 目、
内面締持・

杯・ 鋒
普

にぶ い買橙 10Y
R7/3

ラ薔沈繰6条 2体にマメツ

中・普 暗灰黄25Y4/2 口縁部″
‐
・指押え、日縁部直下棒状エ

具による押え、外面材 日、内面ヘラミカ
゛
キ

弥 。鉢 阻・ グ 、剤・

少
晟 東 Z bYr/6、

にぶい黄25Y6

弥 ・ 鉢 鯛 。少 、微・

少
灰藤ミ2.5Y6/2 ラ薔 沈繰 3条 口縁部ヘラミだキ・板ナテ

‐
・情押え、外面太

いヘラミカ
゛
キ・板″
・
、内面太いヘラミがキ・板リ

外 ・ 簗 中・少、微・
酪

にぶい黄2.5Y6 口縁部

"・

、外面ヘラミカ
。
キ、内面ヘラミカ

。
キ

弥 ・ 鉢 甲 。1誉、 測 ・
匁 黒褐25Y3/1

口縁部ナテ
‐
・指押え、外面″

‐
、内面ヘラ

カ・キ

弥
。
鉢 中・ 晋 音灰黄25Y4/2

浅黄2.5Y7/3
ヘラ描沈線4条 +竹管文+
ヘラ描沈線5条 +ヘラ描山

第206図  C tt S D01出 土遺物 (73)(1/4)



起と口縁部の間にヘラ描き沈線が 1条巡つている。内面の口縁部から体部上部にかけてハ

ケロを施 している。708の 口縁部は如意形に開いており,外面には指押さえを強く行つて

いる。日縁部は部分的に少し歪んでいる。体部は内湾しており口縁部との境部分にヘラ描

き沈線が 1条巡っている。体部外面にはヘラミガキが縦方向に施されており,内面は板ナ

デの後にヘラミガキを加えている。709の 回縁部は横に大きく開いており,内・外面には

ハケロを施しているが,外面には部分的に指押さえを加えている。体部は下半が欠損 して

いるが,恐 らく器高が低く下部で大きく内湾する扁平なものになると思われる。体部外面

は全体にハケロを施し,内面はハケロの後にナデている。710の 口縁部は短 く斜め上方に

直線的に立ち上がる。内面にはハケロが認められる。体部は厚手で上部は内傾 しており,

中央部分が膨らんでいる。外面にはヘラミガキを施し,内面もヘラミガキであるが部分的

に指押さえを行つている。711の口縁部は直線的に斜め上方に立ち上がり,外面に指押さ

えを行っている。体部は内湾しており口縁部直下にヘラ描き沈線が 3条巡っている。体部

の内・外面にはヘラミガキを丁寧に施している。712は逆 L字形口縁で,体部は内湾して

いる。全体にナデており,甕 に近くなっている。713も 逆 L字形口縁で外面に指押さえを

行っている。体部は大きく内湾しており,ヘ ラ描き沈線が 6条巡っている。外面はヘラミ

ガキを施し,内面は板ナデの後にヘラミガキを加えている。714は口径の非常に大きいも

のである。逆 L字形口縁で外面に指押さえを強く行っている。体部は大きく内湾して膨ら

み,扁平なものになると思われる。間隔の開いたヘラ描き沈線が 5条巡 り,外面にはハケ

目を施すが,内面はナデと指押さえである。715は逆 L字形口縁で,回縁部の下部にはナ

デたときの沈線状の窪みがある。体部は内湾しており,外面はナデで,内面は板ナデと指

押さえである。外面に煤が付着しており,内面には焦げ付着している。716の 口縁部端部

は上方を向いており,内面に指押さえを行っている。体部は直線的に外傾 しており,外面

はハケロとなっているが口縁部の下にはハケロ原体の木田部分の痕跡が顕著である。内面

は全体に板ナデである。717は 口縁部端部を外側と内側に少し拡張しており,上部には平

坦な面が形成されている。体部は緩く内湾しており,全体に摩滅しているがヘラ描き沈線

が 6条確認出来る。718の回縁部上面は傾斜 しており,内面に指押さえを行つている。ま

た外面の口縁部直下には棒状工具の先端部分により押えている。体部は直線的に外傾 して

おり,外面にはハケロを施し,内面はヘラミガキとなっている。719は口縁部外面に強く

指押さえを行っている。体部は直線的に強く外傾しており,外面は摩滅しているものの上

部にハケロが残つている。内面は上半部はナデているが,下半部にはヘラミガキを施して
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遺物番 号 器 褪 口径 器 両 底 径 胎 土 色 閥 施 文 備 考

多
灰黄 2.5Y7/2 咋面け 目、内面″

‐
・板″
‐。指押え

灰 白 10YR8/2 山″ 、内 面ガ

野 ・ 輝 ・ 少
〉
、 1綱

。 貢
黄
灰
灰

咋面け日、内面

"‐

。指押え、日縁部歪
「P

浅貢橙 10YR8/3 昨山

"、
困 山 ″

灰黄25Y7/2 ["‐・マメツ、内面板
"‐

・指押え

弥・鉢 細 ・ 普 にぶい貢橙 10Y

小面ヘラクス・リ

顕 ・ 坪 中 。少、微・
普

吹貢褐 10YR4/2 口縁部下に把手状の突起 口縁部

"・

、外面材 日、内面

"・

,H04と の交
占

弥・鉢 ・少、中・ 浅貫25Y7/3 口縁部端部刻み 日、日縁割
下にIIP手 状の突日

口縁部″
‐
・揖 FIIえ 、外 面″ 日、内 面板

黒褐 10YR3/2 口縁部下に把手状の突起 口縁部

"・

・指押え、外面板″
・・″ 日、

内面ヘラミカ
゛
キ・

"・

・指押え
SH04と の変
点

第207図  C tt S D01出 土遺物 (74)(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 備 考

椰 ・ 鉢 不自 甲・ 晋 こぶい橙7.5YRl
句、灰 白10YR8ん

口縁部下に把手状の突起 小面ヘラミカ
‐
キ・板″
‐
、内面″

‐

弥・ ミニ全お 3 店灰 雷 25Y5/2
弥・ ミニ鉢 2 貢橙 10YR8/3、 咋面″

‐
・指押 え、内面

"‐

・指押 え

称・不明 〒・晋 こぶい貢褐10YF

'/4

金体に指押え、中空になつている

阻 。少、中・多 天白10YR3/2 面情
‐
、内 面マメツ

土製円盤 径 5 厚 14 鯛 。少 黒褐2.5Y3/1、
天黄2.5Y6/2

ラヽミカ
‐
キ、リラ
・

土製 円盤 1早07 阻 。少、中・普 に
ん

５Ｙ
黄

黒
ぶ

阻いけ 日、

"‐

、理の体部を円形に打ち
穴いている

防錘軍 県 1. 中・少、細 。少 こぶい黄橙 10YR 中央部に穿孔 全体に

"・

・指押え 土製

防鰹 軍 を追6 1早 1 中・少、細 。多 こぶい黄橙 10YR
3/3

中央部に穿孔 全体に

"‐

・指押え 土製

C tt S D01出土遺物(74)観察表

いる。720は逆 L字形口縁で上面に板ナデを施し,端部には細かいヘラミガキを施してい

る。体部は大きく内湾して膨らんでいる。ヘラ描き沈線が 3条巡っており,内・外面に大

いヘラミガキを施 している。721の 口縁部は粘土を上から加えて全体に逆 L字形に仕上げ

ている。端部は上方を向いている。体部は大きく内湾して膨らんでいる。体部の内 。外面

にはヘラミガキを施している。722の 口縁部端部は先細 りで,内 。外面に指押さえを行っ

ている。外面は摩滅気味であるが全体にナデており,内面にはヘラミガキを施している。

723の体部は全体に大きく内湾しており,そのまま口縁部に至 り端部は丸 く収めている。

全体に椀のような形で小型のものである。外面には 4条 と5条のヘラ描き沈線文帯の間に

竹管文を配しており,下部にはヘラ描き山形文を加えている。外面はナデており,内面に

はヘラミガキを施している。

724～ 729は小型の鉢である。724は 口縁部の内・外面を強くナデている。日縁部外面の

やや窪んでいる部分は強いナデによるものと思われるが,あ るいは逆 L字形口縁の外側の

粘土が剥離した跡かも知れない。体部は緩 く内湾しており,下部に向かうほど肥厚 してい

る。外面にはハケロを施し,内面は板ナデとナデである。また底部は平底であるが,中央

部分が極端に薄くなっている。725は 日縁部外面を強くナデている。体部は全体にナデて

おり,底部は若干の上げ底で,外縁部は断面三角形の高台状になる。726の 口縁部は歪ん

でいる。体部は緩 く内湾し外面にはハケロを施している。底部は若干の上げ底になってい

る。727は 口縁部外面を強くナデて器壁を窪ませることによって全体に逆 L字形に仕上げ

ている。また口縁部の上面は傾斜している。底部は上げ底で体部の立ち上がり部は肥厚し

ている。全体にナデている。728の体部は内湾しており,そのまま口縁部に至 り端部は平

坦になっている。体部外面は摩減しているが口縁部付近に板ナデの痕跡がある。内面は板

ナデと指押さえである。底部は突出した平底である。729の体部は直線的に開くが若干内

面が湾曲している。体部の内・外面にはヘラミガキを丁寧に施している。底部は突出して
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退 物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

杯・ 蓋 つまろ
径7.I

中。普、微
・普

にぶい黄褐lC
YR5/3、  月晨10
YR2/1

外面板ナテ
‐
、内面板ナテ

マ

か
゛
1議 つまめ
径7.:

甲 。多 灰貢2.5Y7/2 外面板ナテ。゙指押え、内面ナテ
゛
SH04と の
本 点

か
。
1徹 つまろ
径6.:

甲・ 少 、 細
0劣

黄褐 2.5Y5/6 71・ロハグ日→秋アア・彊碑 え、四山
ラヽミカ
゛
キ

が・豊 つまみ
径6.:

甲 。晋 、細
。/Jp

灰白2.5Y8/2 91・面ナテ。゙指押え、内面ナテ
゛
・指押

か。蓋 つまみ
OE6 `

中 。普 吹自10YR8/2 外面ナテ
‐。指押 え、内面ナテ

・

が・豊 つまろ
夕監5 (

中・普、細
。 1ど

淡黄2.5Y8/3
黄灰2.5Y6/1

外面ナテ
‐・帽押え、内面板ナテ

ヤ

が ・ 豊 つまみ
径4.(

甲 ・ イリ>、   細
・普

灰自10YR8/2 つまみ部に2個 1単
位の穿孔2単位

71・ 面ナテ
｀
・帽押 え、内面ナテ

‐
・指押 SH04と の

交点

が。蓋 つまろ
径 61

綱 。少 灰貢褐 10YR6
/,

全体に指押え・ナテ
゛
、壺の底部の

可能性有り
か
。
蓋 つまみ
径6.(

甲 。晋 、細
・ 普

にぶい貢2.5Y
6/3、  に1ド レヽ
吉等‖]10YR5/3

外面強いナテ
や
、内面ナテ。゙指押え

が。蓋 み

。
１驚笛

甲 。少 、細
。普

膠宅コミ2.5Y6/3
にぶい黄橙10
YR6/3

外面ハケロ→ヘラミカ
ヤ
キ。指押え、内

面ナテ・・指押え

か。蓋 つまみ
タト6_`

甲・ 晋 天房:2.5Y7/2
隆7.5YR6/6

外面ナテ
・・帽押 え、内面ナテ

・

が・蓋 つまみ
径5.1

細
。
1野 天自5Y7/2 外面ヘラミカ

゛
キ・板ナテ・・強い指押え

、内面ヘラミがキ・板ナデ
SH04と
`D杢点

郷 ・ 蓋 つまみ
径5_(

粗・少、細
●
普

貢りて2.5Y4/1 外面ナテ・・板ナテ。゙指押え、内面ナ 3H04と 6D
交点

郷
。
蓋 つまの
径4.〔

中・ イン 暗灰貢2.5Y4
/2、 灰白2.5
r8/2

外面ヘラミカ
｀
キ・ナテ
‐
、内面粗いハケロ

が・ J豊 つまみ
径6.`

甲・

`′

、 細
0普

にぶい貢2.5Y
6/3

外面粗いハケロ、内面指押え・板ナ

郷・ 」議 の
　
。
＜策笛

甲
。
多 灰貢2.5Y7/2 71・面ナテ

‐
・指押 え、内面指押 え。マ

メツ

外 。蓋 み

・
亡
つま
笛

甲
。1肖、 測

●
普

黄りて2.5Y4/1
灰白2.5Y8/1

外面ナテ・゙ハケロ→ヘラミがキ、内面ヘラ
ミカ
゛
キ
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おり,側面部には指押さえを行つている。また底部は上げ底で,上げ底部分にヘラケズリ

を施している。外縁部は断面方形の高台状になっている。

730～ 733は口縁部の下に把手状の突起を持つものである。730の突起は体部からかなり

突出している。731は口縁部の上下に強く指押さえを行つているため,日縁部は部分的に

歪んでいる。口縁部端部には刻み目を入れている。体部は内傾しており外面にハケロを施

している。体部の突起は端部が尖つており,指による整形痕が顕著に残つている。732は

突起を上下からの指押さえにより整形している。突起の横幅は小さくなっている。体部は

緩く内傾しており,外面はハケロであるが,突起の周辺は板ナデとなっている。内面の上

半にはヘラミガキが施されている。733は口縁部の外側部分が剥離しており,部分的に下

書きの沈線が見られる。外面にヘラミガキが僅かに見られる。

734・ 735は ミニチュアの鉢である。734の底部は突出して肥厚している。体部の立ち上

がり部の内面は指押さえにより窪んでいる。735の底部も突出して肥厚している。体部は

直線的に立ち上がる。

736は蓋のつまみ部や甕・鉢の底部にしては中空になっており,どのような器種になる

のか不明である。全体に指押さえにより整形しており,端部付近は屈曲している。

737は高杯の中央部分の細片である。杯部と脚部は同時に製作しており,外面はナデて

いるが,内面は摩滅している。

738・ 739は土製円盤で両者ともに土器片を円形に打ち欠いて製作している。738は厚手

で片面には丁寧にヘラミガキを施している。739に は粗いハケロが見られる。

740。 741は土製紡錘車で,両者ともに中央部分が肥厚しており穿孔が施されている。

742～ 792は蓋である。742～ 758はつまみ部の中央部分が大きく窪んでいるものである。

742のつまみ部の中央部分は薄くなって上方に膨らんでいる。743も つまみ部の中央部分が

薄くなっている。744は つまみ部の窪んだ部分が平坦になっている。側面部には指押さえ

を行い,外面はハケロの後に部分的に板ナデを加え,内面はヘラミガキとなっている。745

はつまみ部の窪み方は大きく,端部は斜め上方に突出している。内 。外面ともに指押さえ

が顕著である。746。 747はつまみ部の側面部に強く指押さえを行つて握りやすくしている。

748はつまみ部に2個 1単位の穿孔が向かい合った位置にある。749は全体に指押さえが見

られ,体部は厚手で大きく開いている。あるいは壷の底部かも知れない。750はつまみ部

の側面を強くナデてつまみ易いように整形している。751のつまみ部は非常に厚手になっ

ている。つまみ部から体部にかけてのタト面にはハケロの後にヘラミガキを加えている。752
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はつまみ部の側面部に指押さえを行い,体部は全体にナデている。753のつまみ部の側面

部は直立しており強く指押さえを行っている。体部は下半部で屈曲して大きく開く。内・

外面に板ナデとヘラミガキを施 している。754は指押さえとナデによって整形している。

755のつまみ部の窪んでいる部分は平坦になっている。外面のヘラミガキは体部からつま

み部まで及んでいる。内面には粗いハケロを施している。756のつまみ部は非常に厚手に

なっている。体部の開きは弱く,夕 面ヽには粗いハケロを施している。757はつまみ部の端

部が横へ大きく突出している。758の体部は下半部で屈曲して大きく開く。外面にはハケ

日の後にヘラミガキを施し,内面もヘラミガキとなっている。

759・ 761・ 763・ 764・ 766～ 769は つまみ部の上面が平坦になっている。759はあるいは

第209図  C tt S D01出 土遺物(76)(1/4)

遺物番 号 器 褪 口径 器 尚 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

饉
薇 普

灰貢 25Y6/2

驚
笛 匁

にぶい買褐10Y 外面汗
‐
・指押え、内面板″

‐
・指押え 外面に煤

杯 。蓋 驚
衝

利 ・ 増 F、  微 ・

少
にふい貢25Y6
/3、 黄灰25Y5
/1

応・蓋 つまる 中・少、細 。 灰黄25Y6/2、 界山ナテ・襦 FIIえ 、内 面″
‐
・信押 え

驚
缶

・少、 勇110。 灰貢25Y7/2 外面″
‐
・板ナテ
‐
・指押え、内面″

‐
・指 IR

驚
篠 普

褐
２
貢
白

外面ナデ・指押 え・マメツ、内面マメツ

杯・盃 策笛
中 。少、微 。

酢
灰黄 2.5Y7/2、

黒褐10YR3/1
外面ナテ
‐
・け 日、内面

"・
沐・蓋 つ ま

夕
=7

甲・ 多 、 IIB。
普

灰白25Y8/2 界面′サロ・襦FFえ 、内面ヘラミカ
｀
キ・板″
‐

が・蓋 策密
甲・ 多 灰白10YR8/2、

黒褐10YR3/2
帰面ナテ
‐
、内面板

"・

・指押え

径 71
甲
。
多 浅貢25Y7/3 外面

"‐

・ヘラミカ
・
キ、内面

"・

驚
鶴

にぶい橙 7.5YR
6/4、 灰黄褐10
YR5/2

外面ナテ
‐。
け 日、内面

"‐

が・蓋 驚衝
甲 。多 褐灰 7 5YR5/1

灰黄褐 loYR5/2
界 山 ナテ・宿 FFえ 、内 向 ″ ・掘 碑 え 、つ



突出した底部を持った甕かも知れない。761のつまみ部の側面部には一部粘土を貼り付け

ている。763のつまみ部の側面部はやや不整形で突出している部分とそうでない部分とが

ある。764は体部の開き方が左右異なっている。766のつまみ部は大きくなっており,側面

部は板ナデと指押さえにより整形している。体部外面は摩減気味であるがハケロが残って

いる。内面の上半部は板ナデであるが,下半部にはヘラミガキを施している。767はつま

み部の内面に指押さえが顕著である。768のつまみ部は非常に厚手になっている。外面は

772

/
卜
、

７７

0                 1 ocm

´ /
/ /

遺物番号 機 種 口径 器 同 底 径 胎 土 色調 施文 形 憑 。十伝 の特似 備考

弥 。蓋 つまみ
径6.2

甲 。多 灰貢2.5Y6/2
黒ネ島10YR3/1

外面指押え。マメツ、内面ヘラミがキ
阪ナテ
゛
(ヘラケス・りt尺 )

か
。
1登 の

ｒ
″策筏

粗・少 、甲
・ 普

浅貢2.5Y7/3 外面ナテ
゛
、内面ナテ
゛

杯
。
蓋 つまみ
径 5。 (

細・少 にぶい黄2.5Y
6/3、  暗灰黄
2.5Y4/2

跡面ナテ
‐・指押え、内面ヘラミがキ

指押え

弥 。蓋 つまみ
径7.(

甲 ・ 晋 天貢褐 10YR5
/2

II・面板ナテ
・・指押え、内面板ナテ

・

外 ・ ≡野 つまみ
径7.“

中 。少、細
。普

天自10YR8/2
天自10YR7/1

外面ハクロ→ナテ
‐
、内面ナテ。`帽押

弥・蓋 み

】雛笛
中。多、微
・ 彰多

天自 10YR8/2 外面ナテ
‐。指押え、内面指押え。マ

メツ

弥 。蓋 つまみ
径7.:

中 。少、細
。多

天ラミ2.5Y6/2 外面板ナテ
‐・指押え、内面板ナテ

‐

指押え
弥・ 蓋 ろ

‘
・‘
繊
笛

中・普 黒引島10YR3/2 外面ナテ
｀
、内面板ナテ

‐
・ナテ
‐
・指押

え
内面 に煤

杯・ 丘豊 つまろ
径7.:

甲・ 多 天自2.5Y8/2
浅黄橙10YR8

外面ナテ・・指押え、内面板ナテ
゛
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CttS D01出 土遺物 (78)(1/4)
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道物 番 号 器 極 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 r//憲 。手 伝 の特傲 偏 考

か ・ 盆 甲 。多 吹黄 2.5Y7/2、

喫黄Ila10YR4/2
勺面に燥

か
｀
1撒 ・多、微・ 吹貢褐10YR5/2

東黄2.5Y7/2

添 ・ 豊
。少、細・ 浅貢橙 10YR8/4 全体 にマメツ

か ・ 盆 策
笛

甲・晋、 綱・
ウ

吹黄 2.5Y7/2、
浅黄25Y7/3

本面ヘラコ
‐
キ・清FFえ 、内面ヘラミカ

‐
キ・板

F・・増 lllF,

が ・ 豊 饉
怨

甲・ 晋 、 lTJ。
酔

浅貢 2.5Y7/4 冷回り 日→ヘバワ 1、 円 lalヘバァ
=・
部分

約にヘラタス・ り状・

"・か
。
i註 つまめ

径71
甲・ 多 浅黄橙10YR8/4

浅黄橙7.5YR3/
窄山′サ日・マメツ、内 面

"

不
。
1徴 毎
笛

9 鯛・普、中・
,レ

黒褐 10YR3/1 訃面ナテ
‐
・マメツ、内面

"‐

・捐 FIIえ

か 。

'議
驚
衝

中・多、細・
瞥

蔵貢 25Y7/3 本面ナテ
‐
・指押え・マメツ、内面″

‐。指押え

が ・ 蓋 策
衝

甲・多、XIB・
多

火天 2.5Y7/2、
にぶい黄2.5Y6

帰面ヘラミカ
‐
キ、内面芳

‐

弥・蓋 2 中 。多 買橙 10YR8/4
白10YR8/2

2個 1単位の昇孔が現存 1申
駐、中央に突起

全体 にマメツ

黒25Y2/1
て,貢 2 5Y7/2 突起 の横 に穿孔

CttS D01出土遺物(78)観察表

ヘラミガキである。769の体部は現存部分は直線的で,外面にはハケロを施している。

760。 762・ 765。 770～ 773・ 775。 776・ 778は つまみ部の中央部分が少し窪むものでる。

760はつまみ部の側面部に指押さえを行っている。外面には煤が付着しており,あ るいは甕

かも知れない。762はつまみ部の窪んでいる部分は平坦になっており,側面部には指押さえ

を行っている。765はつまみ部の端部が斜め上方に突出している。体部外面はハケロを施し

ているが,その他は全体にナデている。770はつまみ部の窪んでいる部分に板ナデを施して

いる。側面部には指押さえを強く行うことにより,つ まみ部の端部を横に突出させてつま

み易くしている。771はつまみ部の側面部に強く指押さえを行っている。体部のつまみ部の

少し下には弱い段がある。外面は摩滅しており,内面はヘラミガキであるが上部は板ナデ

となっている。板ナデは部分的に砂粒が動いておリヘラケズリ状になっている。772は全体

にナデている。773の体部外面は指押さえによる凹凸が目立つ。内面にはヘラミガキを施し

ている。775のつまみ部端部は横に大きく突出している。体部は若干内湾しており,外面は

ハケロの後にナデている。776の体部は下部で屈曲して大きく開く。つまみ部の側面部には

指押さえが顕著である。778の体部は大きく開き,内面に煤が付着している。

774・ 777・ 779は つまみ部の上面が平坦になっている。774は体部の内 。外面全体に板ナ

デを施 している。777のつまみ部の側面部は直立しており,体部は大きく外反している。

内・外面の上部に板ナデが認められる。779の体部は大きく開き,内面には板ナデを施し

ている。



780～ 782はつまみ部が欠損している。780は外面の上部にヘラミガキが見られる。内面

には煤が付着している。781の体部は全体に外反して開いている。外面には全体に丁寧に

ヘラミガキを施し,内面もヘラミガキとなっている。782の体部は下部で屈曲して開く。

全体に摩滅している。

783のつまみ部は大きく窪んでいる。体部の内・外面には丁寧にヘラミガキを施してい

る。784はつまみ部上面には板ナデを行っている。体部は下部で屈曲して大きく開いてい

る。外面にはハケロの後に丁寧にヘラミガキを施し,内面は中央部分に部分的にヘラケズ

リ状の痕跡があるが,多 くはヘラミガキとなっている。785のつまみ部の端部は横へ突出

している。体部は下半で大きく屈曲している。裾部は接地しており,端部は平坦で真横ヘ

向いている。外面は摩滅しているが,部分的にハケロが残つている。786のつまみ部は中

央が窪んでおり,肥厚している。器高は低く体部は下部で大きく屈曲して開く。裾部は接

地しており,端部は丸く収めており真横を向いている。全体にナデているが摩減気味であ

る。787はつまみ部の側面部に指押さえを行つている。体部は中央の少し下で屈曲して開

き,端部は丸く収めている。788は底径の割に器高が高くなっている。裾部端部は平坦に

なっている。外面はハケロを施し,内面はハケロと板ナデである。

789～ 792は小型のもので壺の蓋と思われる。789は体部は直線的で上部に穿孔がある。

外面にはヘラミガキが施されている。790は平らな円盤状の作りで, 2個 1単位の穿孔が

現存で 1単位あるが,本来は向かい合つた位置にあったものと考えられる。中央部に突起

状のつまみ部を作り出している。791は中央部に穿孔があるが,穿孔部の両側が瘤状に盛

り上がっている。792は上面の中

央部は突起状に盛 り上がっている

その横の中央から偏った位置に穿

孔されている。全体に指押さえと

ナデで整形している。

793は逆 L字形口縁の要で,日

縁部上面は傾斜しており,端部は

先細 りになっている。体部は内湾

遺物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施文 備考

杯・ 覺 甲・ 多 にぶい貢橙 10YR
/3、 灰 白loYR8ん

ラ描沈線9条 、列点文 朴回アア・′V日 、円回アア t層凛リ 外面に煤
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しており,ヘ ラ描き沈線が 9条巡 り,その下には列点文

を加えている。外面にはハケロを施し,内面は全体にナ

デている。外面には煤が付着している。

794～ 803は打製石庖丁である。794は刃部は直線で背

部は緩く外湾している。側縁部には扶 りが入つている。

刃部は両面から作 り出しているが,主に片面 (図右側 )

から作 りだし,反対側は補助的な感を受ける。背部から

側縁部にかけては敲打痕がある。また刃部と背部が部分

的に摩滅している。795の刃部は直線で,背部は不整形

ながら外湾に近くなっている。明瞭に側縁部をもち,全

体に長方形に近いものになっており,裏面には素材剥離

時の主要剥離面が残っている。刃部は両面から丁寧に作

り出している。背部には一部自然面が残っており厚手に

なっている。この自然面の部分をそのまま利用している

ため,背部の形は整つていない。796は刃部 。背部とも

に外湾している。現存する側縁部には自然面が残ってお

り,緩 く湾曲している。裏側には素材剥離時の主要剥離

面が残つている。刃部は両面から作 り出しているが,片

面側が摩滅している。背部には敲打痕がある。797は刃

部 。背部ともほぼ直線であるが,どちらも部分的に凹凸

がある。刃部は両面から作 り出している。安山岩の厚い

剥片を使用しており,中央部分が肥厚している。体部中

央部の稜線部分と刃部付近,それに背部の一部が摩滅し

ている。798は体部中央部分の破片であるが,現存部分 第213図 CttS D“出土遺物00(1/2)

では刃部・背部ともに直線であるが,背部が僅かに湾曲気味である。刃部は両面から作 り

出すが,片側の作り出しの方が大きい。背部には敲打痕が認められる。体部の両面には擦

痕が顕著で,中央付近が部分的に摩滅している。799は中央から側縁部にかけての破片で

ある。現存部分では刃部 。背部ともに緩く外湾している。背部は大きな剥離により整形し

ており,部分的に摩滅している。刃部には一部剥離痕があるものの,磨製のもののように

刃部の研ぎ出しが見られ部分的に摩滅している。安山岩の剥片を使用しており,体部全体
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遺物番号 器 種 税存長 最大幅 最大厚 重量 石 材 形態 。手法の特徴 備 考

石庖丁 ナヌカイ

邊石庖丁 ナヌカイト 河部の片面側が摩滅

興石庖丁 1 女山岩 養製 に折 い

[石庖丁 奏山岩 書

石庖丁 こ山岩

第214図  C tt S D01出 土遺物 (81)(1/2)
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∩

＝

Ｗ

Ｖ

Ａ

＝

ｔｌ

ｌｌ

り

θ

月

し

0            5 cm

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 菫 重 石 7 備 考

800打製石庖丁 5 サヌカイ ト 刃

石庖 丁 ヌカイ ト スクレイパーの可能性もある
丁 ヌカイ ト

803打製石庖丁

80J磨製石庖丁 5. uヵ計 刃部摩減、擦痕少々

80Ы慶製石庖丁 山

800磨製石庖丁 言 の 当た
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に研磨は施しておらず打製石庖丁と考えられるが,刃部のみ磨製石庖丁に似ているもので

ある。800の刃部は現存部で外湾しており,背部は中央部分は直線になっているが,側縁

部方向は加工以前に斜めに折れており,その折れた部分に調整を加えており,敲打も加え

ている。刃部は両面から丁寧に作 り出しており,部分的に摩滅している。801は 中央部分

の刃部付近の細片で,刃部は直線で両面から作 り出している。802の刃部は緩 く外湾して

おり,背部は大きく外湾している。刃部は両面から作っているが,片面側からの方が大き

い。背部には大きく剥離調整を加えた後に敲打を加えている。刃部と背部,それに体部中

央の稜線部分が摩滅している。803の刃部は欠損している。背部は緩 く外湾しており,弱

い敲打痕が認められる。側縁部は湾曲しており,扶 りはなく調整もほとんど施していない。

804～825は磨製石庖丁及びその未製品である。804の刃部は緩 く外湾しており,背部は

大きく外湾している。刃部は両面から作 り出しているが,研 ぎ出しは片方が大きくなって

いる。擦痕が少し認められ摩減している。紐部は中央部分にあるが,上下の位置が少々ず

れている。安山岩製のものである。805の刃部は不整形であるが外湾に近くなっている。

背部は外湾しているが,そのピークは偏っており, ピークの部分に紐部がある。刃部はま

だ雑に剥離により整形した段階で,研磨 して研ぎ出してはいない。背部も粗い剥離のまま

である。全体に表面は摩滅しており,研磨以前の未製品と考えられる。806の刃部はほぼ

直線であるが,側縁方向が若干湾曲している。背部は大きく外湾しており,紐部は体部の

中央よりずれた位置にやや斜め方向に施されている。刃部は両面から作 り出しており,体

部も含めて全体に擦痕が顕著である。また背部の紐部から刃部方向にかけての部分が摩滅

しているが,こ れは手の当たった部分であろう。807は結晶片岩製の磨製石庖丁で,刃部
。背部ともに外湾している。刃部は両面から大きく作 り出しているが,刃部の研ぎ出しの

稜線部分は左側の図で右側に向かうほど摩滅している。紐部は中央部分に平行 してあり,

穿孔部分は大きくなっている。背部は部分的に欠損 している。全体に丁寧に研磨されてい

る。808の刃部は外湾しており,背部はほぼ直線となっている。側縁部は扶 りがあるよう

にみえるが,大 きく決れているほうは調整痕がなく折れによるものと思われるが,折れた

部分を少し研磨している。刃部は両面から作 り出しているが,研 ぎ出しは部分的で研磨も

途中段階である。背部は細かく丁寧な剥離で整形しているが,研磨はしていない。体部は

片面のみ研磨 しており,紐部は施されていない。全体に整形後の研磨段階の未製品である。

809は粗割 り後の整形段階の未製品でる。現段階で刃部は緩 く外湾している,背部は不整

形ながら外湾に近くなっている。刃部・背部ともに細かい剥離により整形している段階で
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遺物番号 器 種 環存長 最大幅 最大厚 重量 石材 備考

石庖 丁 1 1流紋岩

製 石 丁 0. 売紋岩

石 j 丁 4 岩

馨製石庖 丁 3 こ岩

75, 丁

丁 スクレイパーに転用か ?
全体に擦痕が顕著

岩
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0              5 cm

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重 量 石材 形 態 。キ 伝 の特似 備 考

石庖 丁 0 てえ争 瞬層 以前 の未製 品

警製石庖丁 売紋岩 阻r41・ 整形段階の未製品、研磨はしてし
ない

丁 痕顕著、研磨途中のリ

の未製品、刃部を部 :

分的に研磨、未製品

丁 1

丁 7 0 にメ産キ

第218図  CttS D01出土遺物 (85)(1/2)
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あるが,刃部は両面から作り出そうとしているようである。体部の凹凸はだいぶ少なく

なっており,片面は部分的に研磨しており,擦痕は研磨時のものであろう。810は中央部

分の破片であるが,かなり長いものに復元できよう。刃部 。背部ともに緩く外湾している。

刃部は両面から作り出しているが,研 ぎ出しは片側が大きくなっている。紐部は現存で 1

個である。断面は中央部分が膨らんだレンズ形である。811は刃部・背部ともに外湾して

いるが背部の方が強く外湾しており,側縁部は斜めになっている。刃部は両面から作り出

されているが,中央部分の研ぎ出しは弱く摩減している。また背部も部分的に摩滅してい

る。紐部は現存で 1個で,体部全体に擦痕が認められ,薄手の作りである。812は側縁部

付近の破片である。刃部・背部ともに直線のものと考えられ,側縁部も直線で全体に長方

形になるものと思われる。刃部は両面から同等に作り出され,擦痕が認められる。側縁部

付近の刃部の少し上が摩滅している。また側縁部の片面に擦痕が少し認められる。813は

側縁部から刃部にかけての破片で,体部の片側は剥離している。刃部は緩く外湾するもの

と思われ,研 ぎ出しは弱くなっている。摩滅しており,擦痕が認められる。814は刃部・

背部ともに外湾しており,全体として扁平な楕円形になるものと思われる。刃部は両面か

ら作り出し,研 ぎ出し部分は大きくなっている。背部は面を持たず,両面からの剥離によ

り整えており,研磨は施していない。片面の刃部と背部の少し下側が摩滅している。815

は背部は直線で側縁部も現状では直線で,擦痕があり摩減している。側縁部から刃部にか

けて片面側から少し研ぎ出しており,その部分が摩滅している。刃部の研ぎ出した部分に

は剥離が見られるが,こ れは刃部研磨以前の整形時の剥離調整の可能性もある。しかしこ

の剥離は刃部を決り取るように施されていることから,石庖丁が欠損した後に刃部を新た

に作り出してスクレイパーに転用したとも考えられる。体部には紐部の一部が残存してい

る。816の刃部は外湾しており,背部は直線である。刃部は両面から作り出しているが,

片側の研ぎ出しの方が大きい。全体に擦痕が顕著である。817は背部から側縁部にかけて

の破片と思われる。体部の片側に擦痕が見られる。818は研磨以前の未製品である。刃部

は剥離によって緩い外湾に整形しており,背部は直線に近く整形している。819は素材を

粗割して長方形に整形している段階の未製品と考えられ厚手である。現段階では刃部・背

部・側縁部ともに直線で,全体に長方形になっている。周囲には整形のための剥離が認め

られる。820は整形した後の研磨段階の未製品である。刃部は直線で,背部は外湾してい

る。刃部は両面から作り出しており,一方の研ぎ出し部分の稜線は不明瞭である。刃部と

体部には擦痕が顕著であり研磨している。背部はまだ研磨しておらず,整形時の剥離がそ



OE- -cm

遺物番号 器 種 現存長 最 大幅 最大厚 重量 石 7 備 考

82劇磨製石庖丁 岩 千磨以前の未製品
Ｔ
一Ｔ

5 冗紋岩

岩 k製品、刃部のみ研磨している
82d大型蛤刃石斧 4

太型蛤刃石斧 (脈岩)安 山岩 太型蛤刃石斧の可能性大、研暦途中の
未製品か

騒色
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のまま残つており,面 を持たず尖つている。断面はレンズ状になっている。821は整形 し

て研磨直前あるいは研磨開始時の未製品と考えられる。刃部・背部ともに緩く外湾してい

る。刃部は両面から作 り出し,部分的に研磨しており研ぎ出しを開始したばかりのため傾

斜は緩い。側縁部は折れているようである。全体に厚手になっている。822は刃部を整形

して研磨を開始した段階の未製品である。刃部の研磨は部分的で,整形のための剥離が大

部分残っている。体部は薄く,幅広になっている。823は整形段階の未製品で研磨は施さ

れていない。この段階で,刃部は緩 く外湾しており,背部は直線になっている。刃部は両

面から剥離を加えて整形しており鋭くなっている。背部には部分的に整形時の剥離が見ら

れるが,斜めの面が形成されている。体部にはまだ凹凸が残つている。824は粗割して整

形を開始した段階の未製品と考えられる。刃部・背部ともまだ不定形である。825は研磨

を開始した段階の未製品であるが,体部の片側は剥離している。刃部は外湾しており,背

部は直線となっている。側縁部には扶 りを作 り出している。刃部を部分的に研磨しており,

背部には面が形成されている。

826～ 836は大型蛤刃石斧と考えられるものである。826は大型蛤刃石斧の刃部の欠損 し

たものである。基端部はやや不整形ながら丸くなっている。基端部の少し下部の両側縁部

には柄の装着痕と考えられる窪みがある。断面はやや扁平な楕円形である。827も 刃部が

欠損しているが,大型蛤刃石斧と考えられるものである。基端部はやや丸みがあり,側縁

部は平行になっている。基部には凹凸が見られ,研磨が完成していない段階の未製品かあ

るいは欠損品である。断面は扁平である。828は完形の大型蛤刃石斧で,長さ19.7cm,幅 6.8

cm,厚 さ4。 7cm,重 さH32.4gと 大型品である。基端部は平坦で,側縁部は若干刃部側が

広いが,ほ ぼ平行になっている。基端部の両側には凹凸が少々ある。刃部は丁寧に整形さ

れており左右の研ぎ出し部分はほぼ同じ位置である。また刃部は一方がすり減つておりこ

の部分が後側の部分になっていたと考えられ,こ の方向に合わせて擦痕が認められる。基

部の上部には柄の装着痕がありこの部分だけ色調が変わっており,使用時に柄が擦れたた

めと考えられる擦痕がある。断面は楕円形で柄の装着部分が最も厚 くなっており,刃部に

向かって薄くなって行 く。全体に均整のとれた逸品である。829は刃部の破片である。刃

部には使用痕と考えられる擦痕が認められ,先端部は若干の刃こぼれがある。断面は扁平

な楕円形で,刃部は厚手である。830～ 832は いずれも基部の細片で,830・ 831は厚手で ,

832は扁平になっている。833は刃部の破片で,擦痕が認められ,先端部は刃こぼれを起こ

している。断面は扁平な楕円形であるが,片側の面は平坦に近 くなっている。834も 刃部
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の破片で,刃部は基部より狭 くなっているようである。刃部は鋭く尖つており,擦痕が認

められる。側面部の稜線は明瞭である。断面は楕円形である。835は基部の細片で,836は

刃部付近の細片で,両者とも厚手で断面は楕円形である。

837は小型方柱状石斧である。長さが12.7cmと 小型方柱状石斧にしては長くなっている。

しかし幅は1.7cm,厚 さは1.5cmと 小さいものである。基端部は半分欠損 しているものの ,

0 5cm

-

遺物番 号 1   器 種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石 材 備 考

83劇太 赳90Aガ 石斧 К岩) そ山岩
8341太 刃石斧 7 450 (脈岩 ) 山 色

8351太 刃石斧 6. 5 )安山リ

83d太 赳l.・刃石斧 4 (Ill薩 ) ご山岩 河部付 近 の細 片 色
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若干丸みを帯びている。側縁部はほぼ平行しているが,刃部付近になって少し狭くなって

おり,全体に棒状のものである。刃部は片刃であるが,反対側も少し湾曲しており両刃に

近くなっており,先端部は鋭利になっている。断面は正方形で,基部の中央部分の角の部

分に横方向の擦痕が少しある。結晶片岩製のもので基端部を含めて全体に丁寧に研磨して

ロ

o stt

遺物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 備 考

Jヽ型方柱状石斧 1 1

庄状片刃石斧 2 ]

L状片刃石斧 fqr晶 片岩 刃部摩滅 、基部摩 減 、快 り部 に藤痕

第222図  CttS D01出土遺物(89)(1/2)



いる。

8380839は柱状片刃石斧である。838は 欠損品で,基部の 2面が部分的に現存している。

扶り部分が僅かに残っており,扶 り部には擦痕が認められる。この決 りの位置から推定す

るとかなり大きなものであったと思われる。部分的に凹凸があり磨き残すなど研磨はやや

雑な感じである。839は長さ20.5cmの完形の柱状片刃石斧である。後面の上部に長さ4 cm,

深さ0.6cm程度の扶 りを入れている。決 り部分には柄と紐によって装着 した際の擦痕が

残っている。基端部は前面側で屈曲しているが,基端部と決 りとの間の部分は丸く湾曲し

ており,基端部から袂 り部にかけて摩滅している。この摩滅は装着した柄に当たったため

と考えられ,逆に斧台の部分を窪めた柄が想定出来よう。また右側面の快 りの横の部分が

若干窪んでいるが,こ れも柄との装着によるものであろう。刃部は前面側が大きく湾曲し

て片刃としているが,後面側も緩く湾曲している。刃部には擦痕は認められないが,両面

ともに摩滅している。断面は長方形であるが,扶 り部の断面は膨らみ加減である。結晶片

岩製のもので,全体に丁寧に研磨しており,重 さも595。 7gあ る立派なものである。

840～ 849は石鍬である。840は大型の石鍬の刃部の破片である。刃部は両面から作 り出

されており鋭利になっている。刃部から側縁部にかけて大きな剥離によって整形した後に

細部の整形を行つている。石鍬が欠損した後に欠損部に調整を加えている。石鍬の鋭い刃

部を利用してスクレイパーに転用しようとしたのかも知れない。841は基部の途中から幅

が狭 くなる有肩式のもので,変換部はなで肩状に張っている。刃部から側縁部にかけて大

きな剥離により整形した後に細かい剥離により細部調整を行っている。刃部は両面から作

り出しており,刃部と基部の一部が摩滅している。842は基部の
｀
倶1縁部の中央やや上寄 り

がくびれている,いわゆる分銅形の石鍬である。周囲に剥離魯ほどこし整形している。基

端部は半分欠損 しているが,恐 らく平坦になるものと思われる。刃部は欠損している。843

は側縁部が平行になっている短冊形の石鍬である。刃部は先細 りになり丸くなっている。

刃部の先端部はやや丸くなっており,両面ともに摩減している。また基部中央部の側縁部

分も摩滅しているが,こ れは柄との装着によるものと思われる。全体に薄い作 りで,結晶

片岩製である。844は刃部の破片で擦痕が認められる。基部の欠損部分に敲打を施 してい

る。845も 刃部の破片である。刃部は丸く整形しており,擦痕が顕著で摩滅している。ま

た先端部は潰れているがこれは使用によるものと考えられる。846は基部の中央部分の両

側に三角形の突起がある。この突起部分の上下の側縁部には敲打痕がある。刃部は欠損し

ているが,突起から下の基部は短冊形に近くなっている。また突起より上の側縁部が摩減



遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 備 考

そ山岩

石 1 2. k山岩
山 がくびれる

山 D部 と側縁中央部摩滅

石鍬 2. そ山

石鍬 8 2 そ山岩 刃部 に授痕 多 く摩滅 してし

石鍬 2 553. 安山岩 J縁に三角形の突起が2ヶ 所、架起の
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遺物番号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形 態 。手 法 の特徴 備 考

7 山 岩

4 サヌカイ 石庖丁の可能性 もある

1 山 岩 片面 に猥 痕 有 り

スクレイパー サヌカイ ト 石鎌 の よ うな刃部 を もつ

スクレイパー 7 サヌカイ ト

スクレイパー サヌカイ ト

こ山岩 刃部 は鋭月1さ に欠 けて、丸み を帯 び る

第224図  C tt S D01出 土遺物 (91)(1/2, 1/4)
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しているが,こ れは柄との装着によるものと考えられ,そ うするとこの突起は柄との装着

用のものと考えられよう。847は刃部の破片で,刃部はやや先細りで丸くなっている。部

分的に刃こぼれが生じているが,使用によるものであろう。基部の欠損部分でくびれてお

り,分銅形か有肩式のどちらかになろう。基部には一部自然面が残つている。848は石鍬

の基端部の破片と考えたものである。基端部の少し下の部分が若干くびれており,基端部

からこの部分にかけて敲打痕がある。サヌカイト製であるいは石庖丁かもしれないが,石

庖丁にしては側縁部にまで敲打痕が及び,やや厚手であることからここでは石鍬と考えた

い。849は短冊形のもので,基端部は直線になっている。周囲に粗く剥離を加えて整形し

ている。基部は平坦で,片面の中央部に擦痕が少しある。

850～ 853はスクレイパーである。850は長方形の一隅を斜めに突出させた形で,現存長

は17.8cm,最大幅15。 5cmの大型品である。突出した部分の先端部から直線的に伸びて鈍角

に屈曲する刃部を作っている。刃部は主に片面から作り出しており,大 きな剥離に細かい

剥離を加えて調整しているが,潰れ気味である。また刃部の先端部は下部に向かって欠損

しているが,ア イスピックのように下方に尖つていたものと思われる。刃部の先端部から

背部に至る斜めの面は自然面である。背部は片面側から調整しており,調整を施している

部分が摩減している。おそらくこの部分を手で持ったための摩滅であろう。スクレイパー

としたが,石鎌あるいは大型石庖丁といったほうが良いかも知れない。851は斜めの背部

に敲打痕が認められる。背部付近には自然面が残つている。刃部は直線になっている。852

は刃部の両端部が欠損しているが,直線になるものと思われる。裏側には素材剥離時の主

要剥離面が残っている。背部の中央部分には敲打痕がある。853は刃部と考えた直線的な

下部は,刃部にしては丸みがある。また背部と考えた部分は中央が山形に突出しているが,

この突出部分の両側が鋭くなっている。あるいはこの山形部分の両側を刃部にして石庖丁

のように使用したのかも知れない。

854～ 856は楔形石器である。854は片方の側縁部に両極打撃の痕跡がある。855は側縁部

を中心に敲打痕がある。856の背部には敲打痕があり,側縁部に両極打撃の痕跡が認めら

れる。また下部には階段状の剥離が認められる。

857は凹基の石鏃で,中央から少し上の部分が膨らみ加減である。一方の側縁部の基端

部付近が少し膨らんでいる。

858は石小刀である。内湾する内側の刃部と,途中で屈曲するが直線的な外側の刃部が

ある。外側の刃部は素材の剥片が折れた部分を利用している。身の方は欠損しているが ,
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遺物番 号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形 態 。手 法 の特徴 備 考

形 石 3. サヌカイ 両極打撃の痕跡有 り

855楔形石 2 サヌカイト
形石尋 トヌカイ ト 両極 打撃の痕跡 有 り

石麟 1 サヌカイ 』基

ヌカイ ト

石 7 5 サヌカイ ト に型品 4の 下

石盤 5 サヌカイ

石錐 6 4 サヌカイト
862石匙 7 サヌカイ ト

C ttS D01出 土遺物 (92)(1/2)
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おそらく直線になるものと思われる。

859～861は石錐である。859は全体に隅丸の逆三角形になっており,先端部に小さな錐

部を作 り出している。最大幅は5。 2cmと 大きなものである。860の頭部は最大幅5。 8cmと 大

きくなつている。素材の剥片を折つて,その湾曲した部分を錐部を作 り出すのに利用して

いる。錐部は大めで断面は丸に近い。861の頭部は欠損しているが,大 きいものである。

錐部は細 くて長いもので,断面は方形である。

862～ 865は石匙である。862の体部は縦長の三角形状になっている。側縁部を中心に丁

寧に調整を施している。つまみ部は上方に突出している。863の体部は縦横の差があまり

ない。つまみ部は側縁部と背部との境部分に斜め上方に突出している。また側縁部のつま

み部寄 りは扶れている。864の体部は横長で,一方の側縁部は自然面である。つまみ部は

背部から斜め上方に突出している。865は体部の半分とつまみ部が欠損 しているが,横長

の三角形に近い体部を持った石匙であろう。

866は流紋岩の自然石に穿孔を現存で 2箇所施したものである。 1箇所は先端部の少し

側縁部寄 りに斜め方向に施 している。穿孔部は片側は直径0。 7cmの 円形で,反対側は直径

1.7cmのやや歪んだ円形で,穿孔部の大きさが異なっている。大きな折れの部分にも穿孔

が部分的に残っている。両方とも穿孔部の内面は丁寧に磨いている。横長方向にしてみる

と,穿子Lは同じ高さに施されていることから,あ るいはつり下げて使用したのかも知れな

い。用途不明の石器である。

867～ 872は敲石である。867は縦長の扁平な敲石で,両端部に敲打痕がある。868は縦長

で断面が円形の大い敲石である。一方の端部を頻繁に使用したため,かなり潰れている。

また中央より少し上側の一方の側縁部には強い扶れが,反対側の側縁部には弱い決れがあ

る。これは手で握った部分であろう。869は平面形が楕円形で,断面が円形の厚手の円礫

を利用している。長軸方向の上下に強い敲打痕があり,側縁部には弱い敲打痕がある。870

は欠損した石斧の上半部を敲石に転用 したもので,各面に敲打痕が認められる。871も 各

面に敲打痕がある。872は結晶片岩製の扁平な板状のもので,上端部は平坦な面を持ち,

側縁部は平行になっている。柱状片刃石斧のような石斧類の未製品の可能性もある。

873～876は 凹石で円形あるいは楕円形である。873は表裏の中央部分が窪んでおり,片

面のほぼ全体が摩滅している。874は反対側の窪み部は欠損 している。現存する窪みは大

きく敲打痕が強く残る。875は 扁平な礫を,876は 厚手の礫をそれぞれ使用している。両者

とも表裏の中央部が窪んでいるが,その他の面にも敲打痕がある。
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遺物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 重 有 7 形憲・ 手法 の特徴 備 考

敗 石 639. 山 5に強い酪打痕
に石 こ強 い破 打痕 、左右 に弱 い破打痕

〔75 523. した石斧を使用
護 石 化岡岩

石 陪晶 片岩 庄状片刃石斧の未製品の可能性 も有 り

凹石 面 ほぼ全 体 に屋滅

凹 石 石英安 山岩 :打痕 2ヶ所 、研 暦 痕

第227図  CttS D01出土遺物 (94)(1/4)
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遺物番号 器 種 現存長 最 大幅 最大厚 菫 量 石 材 備 考

颯石

7 安山岩

石 8 4 3面便用
抵石 8 l 匿晶片岩 両面と側縁部と下端部を使用、石斧カ

石庖丁の未製品の可能性 iゝある

砥石 5 )岩 己存 で 3面便用
:石 322 岩 3面使用

砥石 岩 [状 の砥痕 3ヶ所 、玉砥石

抵石 7 状 の研 磨痕 5条 、玉砥 石

石皿
1山
岩

CttS D01出 土遺物 (95)(1/4)第228図
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877～ 882は砥石である。877は 3面 を研磨に使用しているが,こ のうちの 2面には敲打痕

があり,敲石を転用 したのか,あ るいは敲石と兼用 したのかも知れない。878は結晶片岩

製の薄い板状の砥石である。各面を使用しており,部分的に擦痕が認められる。あるいは

石斧か石庖丁の未製品かも知れない。879は細片であるが現存部で 3面 を使用している。

880は直方体状の砥石で 3面を使用している。881は平面形が三角形の砂岩製の小さな砥石

である。 3面に溝状の砥痕があり, 2～ 5 nlm程度の深さがある。玉あるいは石庖丁の背部

を研磨 したものと思われる。882は現存部分が断面台形のもので,砂岩製である。溝状の

砥痕が合計で 5条ある。

883は厚い板石を使用 しており表裏には窪みがある。最大幅は13.Ocmと 大きく,現存長

も10。 7cmで欠損以前はかなりの大型品と思われる。従つて手でもって敲打するには大きす

ぎるもので,台にして使用したものと考えられ,こ こでは石皿とした。

884～ 886は大型の素材剥片で,原産地からこのような状態で運搬 し,集落内でこの剥片

を小さく分割して各製品を作るための剥片を作つたと考えられる。884は 30。 4cm× 29。 2cm

の大きな剥片で,重 さは4.Okgに 及ぶ。 2側縁に自然面を残し,下縁部は剥離時の鋭い稜

線を残している。部分的に敲打痕と細かい調整が施されている。おそらく持ち運びやすい

ように部分的に加工 したのであろう。885も 剥離時の鋭い稜線を残しており,両面にポジ

テイブな主要剥離面とネガティブな主要剥離面を残している。またこの剥片の剥離時の打

点も残っている。886も 885と 同様に鋭い縁辺と主要剥離面が残っている。側縁部の一つに

は自然面が残 り,こ の部分には敲打痕がある。

887～ 897は鍬およびその未製品と考えられるものである。このうち889・ 891・ 893・ 894

はクスノキを使用しており,鍬には適さない柔らかい材を使用している。このためこれら

は鍬の未製品ではなく,他の器種例えば容器などの未製品の可能性もある。しかしここで

は他の明瞭な鍬の未製品と酷似 していることや,ク スノキを使用した鍬も少ないながらあ

ることから,こ れらは鍬の未製品と考えた。887は隆起部分の破片である。隆起は舟形で

長さ15。 7cm,幅は復元で5。 3cmで身の部分から1.3cmほ ど隆起している。隆起の中央部分に

斜め方向の柄孔がある。柄孔は隆起の上側で長径4.Ocm,短径は復元で2.6cmの楕円形であ

る。身は現存部分で厚さ0。 7cmと 薄手である。888は 隆起部分のみの破片である。舟形のも

ので長さ20.6cm,幅 7.3cmと なっている。身の部分から3.Ocmほ ど隆起しており,中央部分

に斜め方向の柄孔がある。柄孔は隆起の上側で長径 5。 2cm,短径3.5cmの楕円形で,長径は

下側の方が短くなっている。隆起の側面部分には加工痕がある。889は隆起部分の未製品
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肛 目 コナラ属アカガシ亜属
コナラ属アカガシ亜属

強 夫製品

B分の未製品

1目 クスノキ
コナラ属アカガシ亜煽

第230図  CttS D01出土遺物 (97)(1/6)
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89J鍬 未製 品

8941鍬 6 両端部 に切 り離 し痕 クスノ
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と思われるものである。隆起を削り出している段階で,裏側部分は扶れている。柾目材を

使用している。890も 隆起部分の未製品である。長さ21.2cm,幅6.6cmで 身から3.8cmと 大

きく隆起している。まだ柄孔は施されておらず,上面は傾斜している。また側面部の傾斜

は左右異なっている。891は広鍬の未製品である。両端部と中央付近が欠損している。幅

は20.3cmで ,厚 さは4.Ocmと 厚手である。身の残存部の側縁部は若干湾曲している。裏面

には加工痕が顕著に残つている。892も 広鍬の未製品であるが身の半分が欠損している。

隆起部分を中心に反転復元すると幅は22.6cmで ,身の厚さは2cm前後である。隆起は舟形

で長さ16.7cm,幅 は現存部で5。 5cmと なっており,身から4.Ocmほ ど隆起している。柄孔は

まだ施されていない。隆起は身の頭端部に作り出されており,頭端部側が段状に欠損して

いる。身は頭部が若干湾曲しているが,側縁部は平行で平面形は長方形である。表裏全体

に加工痕が顕著に残つている。893も 未製品である。平面形は隅丸の長方形であり,長 さ

28.5cm,幅 17.Ocmである。断面は楔形で丸太材をみかん割りに切ったことがわかる。厚い

部分で5.2cmあ り,柾 目材である。粗割りして材を切り落とした段階のものである。894は

みかん割り材を均一的な厚さに整えて,鍬一つ分にした段階の未製品である。平面形は長

方形で,長 さ38。 7cm,幅 24。 4cm,厚 さ6。 lcmと なっているも両端部には切り離し痕があり,

表裏に加工痕が少しある。断面を見ると少し反つているが,こ れは二次的なもので本来は

真つ直ぐであつたものである。895も 894と 同様にみかん割り材を均一的な厚さに整えて,

鍬一つ分にした段階の未製品で,片側の端部に切り離し痕がある。長さ27.5cm,幅 22.3cm,

厚さ2.7cmの もので,平面形は正方形に近い。片面に加工痕が少しあり,隆起は作り出し

ていない。896はみかん割り材を均一的な厚さに整えている段階の未製品で,側縁部の一

部に表皮が残っている。鍬一つ分にしては長いので,こ こから複数の鍬を製作する予定で

あったと思われる。片方の端部は欠損しているが,現存する端部には工具痕が顕著で,端

部に向かって薄くなっている。長い材を切り離した痕跡と思われるが,あ るいは刃部を意

識しているのかも知れない。現存の長さは47.4cm,幅20.3cm,厚 さ6。 lcmである。表裏に

はまだ凹凸がある状態である。897も みかん割り材を均一的な厚さに整えた段階の未製品

で,先端部が焦げている。幅は13.9cmと 少し小さめで,厚 さは3.Ocmである。

898は組み合せ式の鋤の身の着柄部付近の破片である。着柄軸の頭部は撥形に広がり,

前面側を斜めに削り出して柄を装着する時に紐を掛けやすくしている。肩部は現存部分で

は斜めでなで肩のようになっている。柄孔は肩部から少し下にあり,長径4.5cm,短径2.0

cmの楕円形のものが斜めに施されている。着柄部と柄孔の間の部分は窪んでいる。身は厚
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遺物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 本取 り 備 考

品 、 先端罰;力 魚` げて い る
動 5 肛 目 阻み合せ式

本庖丁 コナラ属アカガシ亜属

昨 7 芯持ち ヤブツパキ
ち 部欠 損 カ ヤ

底径 6 不明 ムクノキ



さ1.5cmほ どで,加工痕が少し残つている。

899は木庖丁と考えられるものである。両端部は欠損しており,全体の形は不明である。

幅は3。 2cmで小さめである。刃部は直線で両面から作り出している。背部は直線の部分か

ら斜めに袂れるようになっている。あるいは指を掛けやすいように加工したのかも知れな

い。柾目材を使用している。

900は竪杵である。片方の掲き部のみで握り部で折れており,握 り部の形態は不明であ

る。掲き部から握り部に至る部分は斜めに削り出しており,現存する握り部は直径4.2cm

ほどの楕円形に近い円形である。掲き部は直径8。 3cmの 円形で長さは41.5cmあ り,太い円

柱状である。先端部は若干丸みを帯びているがほぼ平坦であるが,使用のため角の部分が

摩滅して丸くなっている。芯持ちの一本を加工している。

901は弓と考えられるものである。全体に大きく弧を描いている。先端の彊部分は僅か

に残つているが大部分は欠損している。中央の握り部は直径 1。 7cmの 円形で,芯持ち材を

使用している。

902は容器の底部である。体部は直線的に上方に立ち上がることから鉢と考えられる。

底部の内面は丸くなっており,体部の立ち上がり部は肥厚している。底部は平坦で,外面

には加工痕が顕著である。木取りはよくわからないが,芯持ちの一本を創り抜いたものか

も知れない。903は容器の未製品と考えられるものである。厚さ8.5cmの板目材の周囲を削

り出し,断面台形状になっている。両端部は僅かに突出しており,上面に6～ 7 cm四方の

元々の面を残して側面を削っている。容器の未製品で外形を大まかに整形した段階と考え

られ,こ の後に中央部分を引り抜いて容器に仕上げるものと思われる。

904～907は杭で,いずれも芯持ち材を使用している。904は太いもので,細かい加工痕

が顕著である。905は先端部を鉛筆の芯のように削っている。906の先端部は杭にしては尖

り方が弱く丸みを帯びている。あるいは竪杵の鵜き部かもしれない。907は先端部を斜め

に切断して尖らせている。全体に焦げている。

908～ 910は板材である。908。 910は ともに柾目材で,厚 さは1.6cmと 1.5cmでほぼ同じで

ある。909はみかん割り材を均一的な厚さに整えている段階の板材である。長さ47.8cm,

幅15。 3cm,厚 さ3.6cmで ,片面には加工痕が顕著である。中央部分が薄くなっており,片

方の端部は片刃状に薄くなっている。鍬の未製品の板材に似るが,使用木材はヒノキ属で

他の鍬類とは異なるため,他のものを作ろうとしていた板材と思われる。910は芯に近い

部分で,板 目に似ている。



◎∞7
0                 1 ocm

0                 20cm

第234図  C tt S D01出 土遺物 (101)(1/4, 1/8)
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0              1 0cm

遺物番号 器種 現存長 最 大幅 最 大厚 本 収 ワ 形態・ 手法 の特馘 備考

阪材 lI目 シイノキ属

1 3 柾 目 ヒノキ属

阪材 HE目 コナ ラ属 また は ツプ ラ
ジイ

丸太材 みかんgllり 材 ヒノキ属

第235図  C tt S D01出 土遺物 (102)(1/4, 1/8)



9Hは丸太をみかん割 りに分割 したものである。全体

に 1/4ほ どの大きさで中心方向の厚さは9.Ocm前後であ

る。

912は部材と考えられるもので,両端部が欠損 してい

るものの現存長が125。 3cmと 長いものである。丸太をみ

かん割 りに分割したものを使用している。一カ所に四角

形の穿孔を施そうとしているが, 3 cmほ ど扶った段階で

放棄している。全体に焦げており,穿孔を施しかけたほ

うと反対側が若干反っている。建築用の部材ではないか

と思われる。

以上 S D01出 土の遺物について記述してきた。膨大な

量に及ぶためすべてについて図化は出来なかったが,日

縁部など遺物の特徴を表す部分についてはなるべく細片

まで図化に努めた。 S D01は 環濠と言えるもので,今回

の報告ではその一部分を紹介したにすぎない。大半の部

分は平成 3年度の調査区に続いており,本来ならその部

分の遺物との接合を試みなければならなかったが,遺物

量の多さや平成 3年度調査分については後年度に別途整

理作業を行う予定であるので,今回は割愛した。

なお,H4と 131が接合することが後日になって判明し

た。同一個体であるのでどちらかを削除しなければなら

ないが,今回はそのまま図示してある。
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S D02(第 237図 )

調査区の北壁沿いの中央やや東寄りで検出した溝である。溝の南側はS D01に より壊さ

れている。北側は平成 3年度調査区に続いて行く。検出部分は幅1。 3m～ 1.6mで北側に向

かって広くなっている。断面は逆台形で深さは10cmと 浅く,埋土は暗茶褐色粘質土の単一

層である。溝が埋没した後に上面からピットが掘り込まれている。

913～ 916は甕である。913は如意形口縁と言えるが,端部は真横を向いており,屈曲部

の内面は丸みを帯びている。端部には彫りの深い刻み目がある。体部は外傾しており,ヘ

ラ描き沈線が 3条巡つている。全体にナデている。914は如意形口縁で,端部には刻み目

がある。全体に摩減しているが,ヘ ラ描き沈線が 3条巡っている。915の口縁部は真横に

折り曲げており逆L字形になっている。体部は緩く外傾しており,外面にはヘラミガキを

丁寧に施している。ヘラミガキは口縁部付近は横方向である。916は如意形口縁で,体部

は内湾している。底部は平底で接地部が少し横に突出している。全体にナデている。

917・ 918は底部であるが,両者とも甕と思われる。917は若干上げ底である。

915

0                 1 ocm

＝

ン

這物番 号 榊 口 縫 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

か・聖
酔

にぶ い貢褐 10Y
R5/4

ヘラ描沈線3条 、口縁部端
郭刻み 目

知意形口縁、口縁部
"‐

、外面″
‐
、内面

げ・指押え

か 。欄 TI・ 少、 綱・
瞥

にぶい黄褐 10Y
R5/4、 にぶい
黄橙10YR7/2

ヘラ描沈線3条、口縁部端
部刻み目

知意形 口縁、全体にマメツ

鯛・ イン 熱25Y2/1、 に 口縁部折 曲げ、口縁部

"‐

・指押 え、外
面へお力
°
キ 内 面ナテ

゛

杯 。墾
。少 、 中・ こぶ い橙 7.5YR

7/4
知意形 口縁 、金 体 に,

杯・ 賀 平
°
多 らルk10YR6/1、

て黄25Y7/2
本面マメツ、内面″

‐

贅貢位 7.5YR8ノ 全体にマメツ

第237図  C ttS D02出 土遺物 (1/4)



S D03(第 238図 ～第239図 )

調査区の南壁沿いの西寄りで検出した

溝で,溝の南側は調査区の外へ続いて行

く。調査区の壁際からlmの ところで北

西方向に屈曲して,1.8mほ ど伸びたと

ころで収束する。屈曲部分の東側は角張 第238図  C ttS D03断 面図 (1/30)

A――
7.50m

―
A'

1 暗茶褐色粘土
2 暗灰褐色粘質土

50cm

つている。溝の幅は1.lm前後で,深 さは18cm前後である。断面は幅広のU字形で,西側

部分の掘 り込みが若干急になっている。埋土は上下 2層 に分層され,下層の暗灰褐色粘質

土層から遺物が少量出土した。

919は壺の体部である。外面に 6条 1単位の櫛描き直線文と波状文が施されている。全

体にナデている。

920。 921は甕である。920は如意形口縁で,端部には刻み目を入れている。日縁部外面

には強く指押さえを行っている。体部は直線的で,ヘ ラ描き沈線が 3条巡っている。全体

にナデている。921は逆 L字形口縁で,端部には浅く刻み目を入れている。体部は直線的

に外傾 しており,ヘ ラ描き沈線H条の下に列点文を加えている。

922は甕の底部で,体部の立ち上がり部分が肥厚している。923は 蓋のつまみ部である。

つまみ部の上面にはヘラケズリを施し,側面部には板ナデとナデを施している。

0         1 ocm

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施文 形態・手伝の特ロ 偏 考

甲・多 こぶい貢25Y6/3、
唐灰黄25Y5/2

師描文 (直線文・波状文 )

が ・ 墾 少
善

甲
鶴

こふ い貢褐 10YR5/3 ヘ フ憎 死課 3宋 、 日稼 郡晰
蔀力!み 目

知恵形 口稼 、全 体 に″

弥・甕
わ oノか

こぶい黄25Y6/3 ヘラ描沈線 11条 、列点文、
口縁部端部力|み 目

口縁部

"‐

、外面

"‐

、内面

"・

・指押え

こぶ い褐 7.5YR5/4
唐″昔 ,Av4/,

昨面マメツ、内面″
‐

か
。
蓋 つまみ

径6(
明赤褐2.5YR5/6 つまみ部外面ヘラクス

‐
り、外面板

"・

・

"・
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S D04(第 240図 ～第241図 )

調査区の東半分を北東―南西方向に直線的に伸びる溝である。溝の北東部は平成 3年度

調査区に続き,南西部は調査区外に続いている。溝は調査区内で22.5m検出し,幅は30cm

前後で多少広くなったり狭くなったりするが,全体的にはほぼ同じ幅である。深さは15cm

前後であるが,底部の高さは北東方向に向かつて下つている。断面はU字形で埋土は暗灰

色砂混じり粘質土の単一層である。この溝は後述する竪穴住居群を壊している。またS D01

との前後関係は不明である。

924。 925は壺である。924の 口縁部上面は傾斜しており,内面にはナデによる段がある。

端部は真横を向き先細りになつている。925は体部中央部分の破片で,貼付突帯が 1条

巡っている。突帯には棒状工具の先端部で押圧した深い刻みがある。体部は突帯の下部で

大きく屈曲している。

926。 927は甕である。926は逆L字形口縁で,日縁部上面は傾斜している。体部は直線的

でヘラ描き沈線の間に三角形列点文を加えている。927は如意形口縁であるが,鋭 く屈曲し

遺物番 号 器 種 口径 胎 土 色 調 施 文 備 考

2 5Y7/2 口縁部

"、
外 面

"‐

・板

"‐

、内 面

"か 優゙ 螢貢橙 10YR8/3、 灰 貢 2.5YG 体部に貼付突帯1条 本面

"‐

、内面

"・

・指押え

野 ・ 調 黄灰25Y4/1、 灰黄25Y7/2 ヘラ描沈線9条 +三タ
点文+ヘ ラ描沈線現 |

口縁部ナテ
‐
、外面

"・

、内面

"・
25Y7/4、 灰日5Y8/2 如責形 口縁 、外 面ナテ・ 、内面マメツ

中・多、細・多 にぶい貢橙 10YR7/4、 灰 白10 口縁部 IIF押 え→″
‐
、外面

"‐

、内面マ

メツ

自 10YR8/2、 貢灰 25Y5/1

中・多、細・多 にぶい黄橙 10YR7/3、 黒2.5
Y2/1

外面ナテ
‐
、内面板

"マ

→″
‐

第240図  C ttS D04出 土遺物 (1)(1/4)



ている。

928は鉢で,日縁部外面には指押さえを行っている。外面はナデているが,内面は摩滅 し

ている。

929。 930は壷の底部である。両者とも底

部は突出している。929の底部外面はヘラ

ケズリの後にナデている。930の 内面は板

ナデの後にナデている。

931は大型蛤刃石斧の基端部の破片であ

る。基端部は斜めになっており,部分的に

凹凸がある。断面は楕円形である。
0 5cm
t--------l------

-

退物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石材 形憑・ 手法 の特徴 備 考

太型蛤刃石斧 〔脈岩)安 山岩 Бナヤ 晨色

還 物 番 号 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 麗 又 備 考

政・晋 、綱・晋 文 (直線 文 ) :こマメツ

第241図  C ttS D04出土遺物(2)(1/2)

S D05(第 242図 )

調査区の南東隅で検出した溝である。北西一南東方向の溝で,全長1.2mと 短いもので

ある。幅は20cm,深 さは14cmで ,底部は平坦である。断面はU字形で,埋土は暗茶褐色粘

質土の単一層である。遺物は少量出土している。

932は甕で,日縁部端部は欠損 している。端部付近は摩滅しており,あ るいは逆 L字形

口縁の外側の粘土が剥離したのかも知れない

全体に摩滅しているものの, 4条 1単位の櫛

れている。

0          
′′
     10cm 932

第242図  C ttS D05出土遺物 (1/4)

S H01(第 243図 ～第244図 )

調査区の南壁沿いの東寄りで検出した竪穴住居である。住居の南半分は調査区外になっ

ているため,全体の形は不明である。検出部分での平面形は屈曲部分が 3箇所ある方形で,

不整形な方形になるものと思われる。住居は北側部分をS H02に 僅かに壊されており,北

東の部分で S H07を 壊 している。南壁部分での直径は4.8mあ り,住居の壁の立ち上がり

は10cm前後である。床面はほぼ平坦であるが,若千南壁際が低 くなっている。住居の壁の



部分から20～ 40cmほ ど離れた場所に柱穴があるが,このうちの4穴は直径が4.Omの 円周

上にあり,これが主柱穴と考えられるが全体の主柱の数は不明である。主柱穴の掘形の平

面形は円形で,直径は30cm程度,深 さは10～ 15cmで いずれも柱痕は確認出来なかった。埋

土は灰色粘土の単一層である。住居の埋土は大きく上下 2層 に分かれ,下層には灰色砂混

じり粘質土が堆積しており,土器が少量出土している。

933・ 934は壺である。933の 口縁部は大きく外反し,端部は少し下方に肥厚している。頸

部にはヘラ描き沈線が現存で 1条巡っている。全体にナデている。934は頸部にヘラ描き沈

線が現存で 7条巡っている。日縁部は欠損しているが,大 きく開くものと思われる。外面

子
7.型里A'

茶褐色粘質土

暗灰色粘土

灰色砂混じり粘質土

0          2m

0                 10cm

第243図 CttS H01平・断面図 (1/80)
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遺物番号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

吹黄 25Y7/2 頂部 にヘ ラ描 沈線 現存 1 面持
‐
、内面

"‐にぶい買褐10Y
マ5/4

唄部 にヘ ラ描 沈腺 現 rF7条 卜面材 目→″
‐
、内面マメツ

阻・4ヽ、中 。多 晨買橙 7.5YR3/ ヘラ価沈繰現存2条 、口縁
蔀路細力lみ 日

口縁 部″
‐
、全 体 に,‐

申・普、細 。少 臣7.5YR7/6、 浅
歯絆 7_5YR8/3

訃山 ,テ ・マメツ、内向マメツ
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はハケロの後にナデており,内面は摩減している。

935は逆 L字形口縁の甕である。日縁部端部には幅広の刻み目を入れている。体部には

ヘラ描き沈線が現存で2条ある。全体にナデている。936は甕の底部で,全体に摩滅気味

であるが,外面はナデの痕跡がある。

S H02(第 245図 ～第253図 )

調査区の南東部で検出した竪穴住居である。住居の平面形は北西部分が一部撹乱により

壊されているが,方形に近い円形あるいは隅丸方形である。 S H01・ 03・ 05。 07を壊して

おり,一連の竪穴住居群のうちで最も新しいものである。住居の直径は南北が4。 4m,東西

が5。 lmと 東西に少し長くなっている。壁の立ち上がりは15～ 20cmほ ど残つている。床面は

平坦であり壁溝や土坑は検出されなかった。住居の東側から南側にかけて柱穴が確認出来

た。反対側の柱穴は検出出来ず,柱穴の並びも不規則である。しかしこの中で直径3.Omの

円周上に並ぶ柱穴が 3穴あることから,本来は円形に主柱が配置されていたものと思われ

る。主柱穴の掘形は平面が直径35～40cmほ どの円形で,深さは15cm前後と浅いものである。

柱痕は確認出来ず,埋土は暗灰色粘質土の単一層である。住居の埋土は床面の直上には灰
く
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色粘質土の安定した層があるが,上部は埋没後の小さな掘 り込みが多くなっている。上層

には本来は灰褐色粘質土が堆積していたと考えられる。遺物は量的には多く,主に床面直

上の灰色粘質土層から出土している。しかし上層部分から時期的に床面直上の遺物より明

らかに古いと考えられる遺物 (939。 945)が出土している。これは他の壊された竪穴住居

のものか,あ るいは埋没後の掘 り込み部分に混入した遺物と考えられる。

937～ 950は壷である。937は頸部から口縁部にかけて大きく外反している。頸部にはヘラ

描き沈線が4条巡っており,全体にナデている。938の回縁部端部は下方に少し肥厚してお

り,彫 りの深いヘラ描き沈線が 1条巡っている。939の 口縁部は直線的に開き,頸部より厚

手になっている。頸部には削出突帯が巡っている。940は 口縁部に2個 1単位の穿孔が 2単

位ある。頸部には 2条 1単位の複条貼付突帯が巡っている。外面はナデているが,日縁部

内面にはヘラミガキが施されている。941の頸部は細長く開き気味である。全体に摩滅して

いるが,頸部には貼付突帯が 1条巡っている。942の頸部は欠損しているが,細 くなるもの

と思われる。日縁部は端部付近で少し器壁が薄くなり屈曲している。全体に摩滅している。

943の 口縁部は頸部から屈曲して直線的に開く。頸部は特に下部が肥厚しており,体部上部

には張りがない。口縁部はナデているが,頸部から下の外面はハケロの後にヘラミガキを

加えている。内面は頸部内面に指押さえを行つている他はナデている。944の 口縁部は大き

く開き,端部は平坦になつている。端部はヘラ描き沈線を 1条巡らせた後に,ヘラ状工具

の先端部により刻み目を入れている。頸部には 6条 1単位の櫛描き直線文を施し,その上

部に三角形列点文を加えている。外面は全体にハケロを施した後に,部分的にヘラミガキ

を雑に加えている。内面はナデている。住居の床面近くで出土したものである。945の 口縁

部端部は真横を向き,ヘラ描き沈線が 1条巡っている。頸部には沈線が 2条ある幅広の削

出突帯がある。全体にナデている。946の 口縁部端部は欠損しているが,頸部から大きく外

反して開くものである。頸部と体部の境部分には削出突帯があり,その上には竹管文が配

されている。頸部の内・外面にはヘラミガキが施されている。947は体部上半の破片である

が,球イ大になっている。また体部中央には大きく突出した貼付突帯があり,彫 りが深くて

幅広の刻み目が加えられている。948は頸部に4条 1単位と幅広の複条貼付突帯が巡ってお

り,全体にナデている。949の 口縁部は細い頸部から直線的に開いている。日縁部内面には

突帯を 1条貼 り巡らせ, 1箇所を開けて注ぎ口を作つている。注ぎ口部分の突帯は口縁部

より上方に突出している。頸部には断面三角形の突帯を貼 り巡らせ,幅広で彫 りの深い刻

み目を入れている。頸部と口縁部の中間に穿孔が 1箇所施された耳状突起が現存で 1個あ



遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 間 施文 形態 。手法の特徴 備 考

・ 多
>、  1綱 ・ 浅黄 2.5Y7/4

灰選F2_5Y6/2
項部にヘ ラ描沈線 4条

少

間灰 10YR6/1、

浅黄橙 10YR8/3
口稼部端部 にヘ ラ薇 沈繰 l
各

弥・壺 甲 。晋 浅貢橙 10YR8/3
曖昔福 loYR6/2

頃部に削出突帯 昨向

"、
困 口

"

多
間灰 10YR4/1 頸部に複条貼付架帯 (2条

1単位 )、 口縁部に2個 1単

立の穿孔2単位

浅買橙 10YR3/3 2俸にマメソ

か 霊゙ 阻 。グ、甲・

多

に お い 頁 健 10Y
R6/3、 灰黄25
Y7/2

が・霊 中・少、細・

普
にぶい橙7.5YR
7/4、 浅黄2.5Y
7/3

頸部に櫛描文 (直線文 ,

点昴身髪響挙礎漁
口縁部
朴面け目→雑なヘラミカ

｀
キ、内面
"‐

不 。重 甲・ 晋 、測 ・

普 階馨:ヽ露ダ:ャ6「ヂ旨段獣爺覇礎履繁
条
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道物番 号 器 種 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手 法 の特徴 備 考

甲・ イン、 潤 ・ 畿黄2.5Y7/3、
炎黄2.5Y8/3

唄瀾Sに竹管又を施 した削
出突帯1条

不面ヘラミカ
‐
キ・ナテ
‐
、内面ヘラミカ
‐
キ・″
‐

甲
°
多 天白10YR8/2、 体部に刻み 目突帯1条

が・量 て自10YR3/2、
L黄橙 loYR3/4

願部に複条貼付突帯 (4条
l単位 )

本面ナテ
・
、内面

"・
添 ・ 霊

多

天臼 10YR8/2 口縁部内面に突帯を貼り
付けて注ぎ口を作る、耳
伏突起現存1個、頸部にカ
み目突帯1条

層椰 贄
アテ 、外 山″ ・襦 Fllえ 、内面

"

が・霊 鯛・ 晋 こぶい貢橙10Y 俸部にヘ ラ描沈繰4条 雅面ヘラミカ
・
キ・ナテ・、内面板

"・
2 5Y7/2 口意形 口縁 、日縁 部

"▽

、全 体 に

"‐甲・ 多

'/4、

褐灰 10YR
1/1

口稼部に2条 1単位の突超
をもつた突帯を貼り付け
ている、ヘラ描沈線2条、

kll意 形口縁、外面ナテ
・
、内面

"・

・ 多

'、

 月倒 ・ 場灰 10YR4/1、
更昔福 loYR5/2 聖取燿別繁:暑帰贄

″‐・指押え、外面リ
天貢2.5Y7/2

昇電劃紀ぎ
信 Fllえ 、外面マメツ、内面板ブ
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る。全体にナデているが,内・外面ともに指押さえが顕著である。住居の床面に貼 り付 く

ように出土 したものである。950は小型の壺で,体部から上は欠損している。体部は中央

部分で大きく屈曲しており,上半部にはヘラ描き沈線が 4条巡っている。体部は沈線部分

から上部に向かって器壁が薄くなって行 く。底部は若干突出しているが,安定した平底に

なっている。体部外面にはヘラミガキを施し,内面は板ナデとなっている。

951～ 972は甕である。このうち951～ 953・ 955～ 959は如意形口縁,960。 961・ 964～ 968

は逆 L字形口縁のものである。954は如意形口縁と逆 L字形口縁の中間形態となっている。

962は 口縁部全体を折り曲げているが,逆 L字形口縁になっている。

951の体部は直線的で,ヘラ描き沈線が 3条巡っている。952は如意形の口縁部の外面に

2条 1単位の,突起を作 り出した突帯を貼り巡らせている。この突帯の下部にはヘラ描き

沈線が 2条巡り,さ らにその下にはヘラ描きの山形文を施している。全体に装飾した甕で ,

内・外面ともにナデている。953の 口縁部の内・外面には指押さえを行い,端部は平坦に

なっている。体部は上部の回縁部付近で屈曲している。954は 口縁部にさらに粘土を加え

て斜め上方に立ち上がらせている。日縁部の内 。外面には指押さえが顕著で,日縁部から

体部にかけての内面には板ナデを強く施 している。955は 口縁部と体部に指押さえが顕著

である。956は全体に摩滅しているが,間隔の開いたヘラ描き沈線が 3条巡っている。日

縁部は部分的に歪んでいる。957の 口縁部端部は真横を向き刻み目を入れている。体部は

外傾しており,外面には全体に丁寧にハケロを施している。また口縁部内面には板ナデを

強く施しているが後にナデているため,本来は口縁部内面もハケロであった可能性がある。

体部内面はナデている。日縁部は如意形であるが,時期的に中期初頭まで下る可能性のあ

る甕である。958は 口縁部端部は欠損 しているが如意形口縁と考えられる。体部は緩 く内

湾しており,ヘラ描き沈線が 5条巡っている。体部外面には粗いハケロを施した後にナデ

ている。底部は平底である。959の 口縁部端部は真横を向き,刻み目を入れている。体部

は内湾して膨らんでいる。ヘラ描き沈線が 4条巡つているが部分的に蛇行している。体部

は内・外面ともに板ナデの後にナデている。

960は全体に摩減している。体部は直線的で,口縁部直下には板状工具の小口部分の痕跡

がある。口縁部端部は先細 りになっている。961は 口縁部の上面は強いナデのため途中で屈

曲しており,端部は上方を向いている。端部は刻み目がある。体部は内傾しており,ハ ケ

目を施している。欠損しているが体部は大きく膨らむものと思われる。ヘラ描き沈線は 7

条巡っている。962は 口縁部を真横に折り曲げて逆 L字形に仕上げている。体部は内湾して



おり,外面は摩減しているがヘラ描き沈線が 5条ある。内面はナデと指押さえを施してい

る。963の 口縁部は内傾しており,端部の少し下に先細りの突帯を貼り巡らせている。体部

は内湾しており,突帯から少し離れたところからヘラ描き沈線が 6条巡っている。外面に

0                 1 0Cm

キ↓（ヽ
ミ _

ヽ

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

多

にぶい東構割OY
R7/2、 灰黄25
Y7/2

普 にぶい橙 5YR7/
用意形 口縁 、全 体 にマメツ

郷・ 狙 細 ・ 多 にぶい褐7.5YR
5/4、 にぶい黄
博10YR6/4

口縁部端部刻み 目

小・ 盤 阻
°
多
ン
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、 月欄・ 畿貢橙 10YR8/3
又白loYR8/2

体 にマメツ、日縁部 直下 に板状 工具 の
口痕

ヘ ラ描 沈線 7条 、 日縁脳
書R力鬱Ц日

口縁部″
‐
、外面材 目、内面″

‐

が・型 綱・晋 、甲・

普
天白10YR8/2 ヘラIItt1315条 口稼日
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器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

が・賀 甲 。多 こぶい黄橙 10Y
t6/4

口縁部やや下に突帯、ヘ

ラ描沈線6条
口縁部

"‐

、外面け 目、内面″
‐

が・賛 甲・少 、剤・ こぶい貢橙 10Y ヘラ描沈線 7条、 口縁部端 口縁部″
V、

外 面′サロ、内面マメツ

火曰 10YR8/2 口縁部端部刻み 目 口縁部

"‐

、外面ナテ
‐
、内面マメツ

添・視 世 。多 、甲・

多
こぶい黄橙 10Y
t7/3

口稼 H"7、 /1・ lEl"、 円 回 77

杯・ 観 中 。普 こぶい黄橙10Y 口稼 部

"・
僣碑 え、91・回77、 円 回万

脂 llmタ

杯
。
1配 天貢 25Y7/2 口稼部

"‐

、外面″ 日・敬″ 、内向
"脂押え

甲 。多 にぶい黄橙 10Y
t6/3、浅黄橙 10
rR8/3

ヘラ描沈線4条、口縁部上
面にヘラ描沈線3条

口縁部

"‐

、外面″
‐
、内面″
‐
、口縁部

険く内傾

7 宇 。少、細・ にぶい黄橙 10Y 口縁 部やや 下 に突帯 、ヘ
ラ粘 PI・譲 6各

口縁 部″
‐
、外 面材 日、内面け 目・″

‐

指 llIF'
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はハケロを施している。964は日縁部端部の下半に刻み目を入れている。体部の上部は内

傾気味で,ヘ ラ描き沈線が 7条巡っている。体部外面にはハケロを施している。965の口

縁部端部は先細りで刻み目を入れている。体部は直線的で,外面は全体にナデているが,

内面は摩滅している。966の口縁部端部も先細りである。体部は内湾しており,全体にナ

デている。967は口縁部の上下を強くナデており,端部は先細りになっている。また口縁

部の内 。外面には指押さえを行っている。体部は内湾しており,全体にナデている。968

は口縁部の上面に粘土を包み込むように加えて横へ突出させている。体部は全体に緩く内

湾しており,外面は口縁部直下に板ナデを施し,そこから下部全体にハケロを施している。

内面には指押さえが顕著である。

969は口縁部を強く内湾させており,外側に粘土を加えてT字状に仕上げている。そし

て口縁部の上面の平坦な面は少し傾斜しているが,ヘラ描き沈線を3条巡らせている。体

部は強く内傾しており膨らんでいる。外面にはヘラ描き沈線が 4条巡り全体にナデている。

970の 口縁部は内傾しており,日縁部の少し下に突帯を1条貼り巡らせて強くナデている。

体部は内湾して上部が膨らんでいる。ヘラ描き沈線が 6条巡り,外面は全体にハケロを施

している。内面の回縁部付近には横方向のハケロが少し見られる。体部の中央部分はナデ

ており,底部はやや厚手の平底で内面に指押さえを行っている。971も 口縁部の少し下に

刻み目を入れた厚めの突帯を1条貼り巡らせている。突帯の下部には細いヘラ描き沈線 6

条と大きめの円形浮文を加えている。972の回縁部は体部からそのまま立ち上がり収東す

る。日縁部の下の体部の屈曲部分の上側には把手状の突起が現存で 1個ある。全体にナデ

ているが突起部分の裏面には指押さえを行つている。あるいは鉢かも知れない。

973～ 987は壷および甕の底部である。973は外面は摩滅しているが,内面には板ナデの痕

跡がある。974の体部は内湾して立ち上がる。全体に摩減している。975の底部は突出して

おり,外縁部が若干潰れている。内面は体部からそのままなだらかに下ってくる。976の底

部は丸みを帯びており,体部は大きく開いて立ち上がる。全体に摩滅している。977の底部

は大きく突出しており,側面部には板ナデを施している。体部は若干外反気味に大きく開

いて立ち上がる。体部の開き具合からあるいは蓋である可能性も高い。978の体部は内湾し

て立ち上がり,中央部分で屈曲している。外面は大部分が摩滅しているが,底部付近にヘ

ラミガキが見られる。内面はヘラミガキが施されているが,あ まり密ではない。底部は安

定した平底で,体部の立ち上がり部分は鋭くなっている。979の体部も大きく開いて立ち上

がる。底部は外縁部が少し丸みがある。980の底部は部分的に高台状になつているが,中央



部分は接地している。体部の外面にはヘラミガキを施している。981の底部は突出しており

体部の立ち上がりは急である。983の底部は突出しており,肥厚 している。底部の側面部に

は板ナデを施している。体部は若干外反気味に立ち上がる。984の底部は小さめで突出して

'          971 O∝ |

ぐ

遺物 番 号 器 種 口 径 器 面 底 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

畿貢橙 10YR8/3 口縁部やや下に刻み 目梁
帯、ヘラ描沈線6条 、円形澤

口縁部

"▽

、外 面″
‐
、内 面ナテ

浅貢25Y7/3、 黒2
r2/1

lE手状の突起現存1個 本面″
‐
、内面

"‐
添・ 壁 天黄2.5Y7/2、 黄J

2.5Y5/1
不山マメツ、内 向瑠k,テ

‐
・マメツ

が・霊 知・多、中・
多

天白2.5Y8/2、 淡課
2.5Y8/3

全体にマメツ

が・霊 ・少、 1`,日・ 天白10YR8/2 本面

"‐

・マメツ、内面指押え・マメツ

阻・多、甲・

多

にぶい橙 7 5YR7/3
浅黄橙 10YR8/3

全体にマメツ

畑 。多 10YR3/2

天白5Y8/2 外面ヘラミカ
・
キ・マメツ、内面ヘラミカ

‐
キ・指押え

が・製 甲・ 多 浅貢2.5Y7/3、 に島
い137 5YR6/3

外面マメツ、内面ナデ・指押え
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0                 10cm

道物番 号 口径 器 高 底 径 胎 上 色 調 施 又 備 考

5 ・ イリか、  甲  ・

タ

灰貢 2.5Y7/2、
灰白25Y8/2

小面ヘラミカ
‐
キ、内 面マメツ

中・少、細・

多
にぶい橙5YR7/
4、 灰白25Y8/

小面マメツ、内面″
‐
・llBFIIえ

が・賀 Rll・ 多 、研・ 澄10YR8/3
2.5Y7/2

全体 にマメツ

が・聟 7 °
 多 レ、  消」 

°

「/4
小面板

"・

・マメツ、内面マメツ

中・ 多 炎黄25Y8/4、 昨面マメツ、内面

"マ

杯・ 霊 阻・多、甲・

多
褐7 5YR4/3、
にぶい黄25Y6
/4

昨面ナテ
~、

内面マメツ

杯 ・ 概 7 °
 多 、 剤  

・ 橙

２
．

貢

白
外面指押え・マメツ、内面マメツ、高台状の底
鰍

弥
。
翌 ・ 多 、甲・ 天貢2.5Y7/2 外面

"・

、内面

"‐

・板ナデ

が・限
瞥

にぶい黄橙10Y
R7/3

外面

"・

・マメツ、内面″
‐

多
浅黄橙 10YR8/3 外面

"‐

、内面″
‐
・指押え
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いる。体部は緩く内湾して立ち上がる。986の底部は外縁部が高台状に大きく突出してお

り,側面部には指押さえを行っている。体部は内湾気味に立ち上がる。987の底部は突出

しており,体部は直線的に大きく開いている。底部内面には板ナデを施している。

988・ 989は甑で,両者ともに底部の中央に穿孔している。

990・ 991は蓋である。990のつまみ部は平坦で,側面に指押さえを行っている。体部には

凹凸があり下部で大きく真横に屈曲しており,裾部は接地している。体部外面は摩減して

いるが部分的にヘラミガキが残つている。内面もヘラミガキである。991も 体部の下部で大

きく屈曲し,端部は真横を向いている。外面は摩滅しているが,部分的にヘラミガキが

0                 1 0cm

〕          l ocm

両

用
　
　
　
　
Ｌヽ
い

遺物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 麗 又 備 考
つまら
径51

天貢褐 10YR4/2
にぶい黄橙 10Y
27/R

が・蓋 ・
多

"、

 月制
° 畿貢橙 10YR8/3 外面ヘラミカ

・
キ・マメツ、内面マメツ

椰 ・ 勢

瞥
て貢褐 10YR5/2
じ箔青, 5Y7/R

口縁部

"・

、外面板″
・
、内面

"・

・指押
え、器高低い

椰 ・ 鉢 天自25Y8/2 口橡 部ナテ
‐
・襦 FFえ 、外 面

"‐

、内面

"‐
昴 ・ 膵

多

こぶい橙 7.5YR
う/4、 浅黄25Y
「/4

口縁部指押え→″
・
、外面″
・
、内面指

押え・ナテ・

曰5Y8/2 口縁 部 下 に把手 が現存 1 外面マメツ、内 面

"・

第252図  CttS H02出土遺物(7)(1/41 1/6)
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遺物番号 1   器種 現 存長 最 大幅 最大厚 菫 麓 石 材 備 考

4 7 ナヌカイ

合刃石斧 403 (脈岩 )安 1岩 融色

石 l 1479 を山岩

第253図  C ttS H02出土遺物(8)(1/2. 1/4)
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残っている。

992～995は鉢である。992は回径の割には器高が低 くなっている。体部は内湾気味に立

ち上がり,日縁部端部は真横を向いている。体部外面には板ナデを施し,内面には指押さ

えを行っている。底部は安定した平底である。993の 口縁部外面には指押さえを行い,端

部は平坦になっている。体部は浅く扁平なものと思われる。994は 口縁部の外面に粘土を

加えて肥厚させている。995は 回縁部の下部に把手が現存で1個ある。体部は把手の少し下

で屈曲して,下半は直線的になっている。復元の口径は63。 6cmと 非常に大型のものである。

しかし大型の割には器壁は薄くなっている。

996はスクレイパーで,刃部は直線に近い。背部は現存部分で山形になっており,部分

的に弱い敲打痕がある。997は大型蛤刃石斧で,基端部は刃部に比べて狭 くなっている。

基部の中央より少し上の部分が欠けている部分が多いが,こ れは柄との装着によるものと

思われる。刃部には刃こぼれが若干認められる。998は砥石であるが,中央部分に線状の

窪みが多数あるが,こ れは使用によるものかあるいは単なる傷かどうかはよく分からない。

S H03(第 254図 ～第260図 )

調査区の中央やや東寄りで検出した竪穴住居で,南西部は撹乱により壊されており,ま

た南側をS H02に ,西側をS H04に それぞれ壊されており,北側は S D01に 壊されている。

また住居が埋没した後に上

部からS D04が掘削されて

いる。このように住居の大

部分を他の遺構に壊されて

おり,東側部分から中央部

分にかけての部分が僅かに

残っている。全体の平面形

は不明であるが,僅 かに

残った部分では緩やかに屈

曲しており,円形に近い形

か,不定形な方形になるか

も知れない。壁の立ち上が

りは14cmほ ど残っており,

床面は平坦である。床面に

|

底
     L璽堅

=墓
墓
=墓
≡≡≡皇「

C ttS H03平 0断面図 (1/80)

黒灰色粘質土

暗茶褐色砂質土

暗掲色砂質土

灰掲色粘質土

灰色粘質土

第254図

いく
白
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印
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は柱穴が 3つ と土坑が 1つ検出された。主柱の配列や数は不明である。柱穴は直径20～ 40

cmの円形のもので,深さは20cmほ どである。柱穴の埋土は暗灰色粘質土の単一層で,柱痕

は確認出来なかつた。土坑は平面形は楕円形で現存の長径は73cm,短径は70cm,深 さは16

cmで ,埋土は暗灰褐色粘質土の単一層である。土坑からは遺物は出土しなかったが,柱穴

の一つからは土器の細片が出土した。竪穴住居の埋土は中央部分では黒灰色粘質土の単一

層であるが,北側部分では暗褐色砂質土が堆積していた。遺物は中央付近の黒灰色粘質土

層から多く出土した。また北側部分をS D01に 大きく壊されており,本来S H03に 属する

遺物がS D01に ある程度は混入していると考えられる。

999～ 1002は壺である。999は頸部から口縁部にかけて大きく外反しており,全体に厚手

になっている。日縁部の外面には指押さえによる整形痕がある。頸部は細くなっており,

内面には板ナデが施されている。1000は 口縁部から頸部にかけての部分が月巴厚している。

日縁部は強くナデており,頸部には幅広のヘラ描き沈線が 1条巡つている。1001は 内傾気

味の頸部から口縁部は大きく開いている。体部の上半部には張りが無く直線的で頸部から

僅かに屈曲するだけである。ヘラ描き沈線が頸部に4条 ,体部に現存 2条がそれぞれ巡っ

ている。外面は全体にナデており,内面は頸部にヘラミガキが認められる他はナデている。

1002は体部の中央部分に最大径があり,こ の部分で大きく屈曲している。外面は全体に摩

減しており,体部中央部分の少し上にヘラ描き沈線 3条が僅かに確認出来る。内面はナデ

ており,指押さえが顕著である。

1003～ 1028は甕で,こ のうち1003～ 1022は如意状口縁の甕,1023・ 1024・ 1026・ 1027は

逆L字形口縁の甕である。

1003は 口縁部外面に強く指押さえを行つている。体部にはヘラ描き沈線が 4条巡ってい

るが,部分的に蛇行している。1004。 1005も 口縁部外面に強く指押さえを行い,体部には

ヘラ描き沈線が 3条巡っている。1006の 口縁部端部は真横を向き,刻み目を入れている。

日縁部は一部歪んでおり,体部は全体に摩滅している。1007は 回縁部の内 。外面に強く指

押さえを行つている。体部は緩く内湾しており,間隔の開いたヘラ描き沈線が 3条巡って

いる。体部は内・外面ともに指押さえとナデである。1008の 回縁部は肥厚しており,端部

は平坦になっており,斜めに刻み目を入れている。体部は内湾しており,ヘラ描き沈線 5

条が密に巡っている。全体にナデている。1009の 口縁部端部には刻み目があり,体部は全

体に内湾しており均整のとれた形になっている。日縁部の直下にヘラ描き沈線が 3条巡っ

ている。外面は摩滅しているが,内面はナデている。1010は 口縁部外面と体部内面に指押



さえを行つている。体部には膨らみがない。1011は 口縁部端部に刻み目を入れている。体

部は内湾しており,外面には全体にハケロを施している。内面はナデている。1012の体部

は内湾して膨らんでいる。ヘラ描き沈線 4条が密に施されている。1013は 口縁部端部の下

半部に刻み目を入れている。体部内面には板ナデを施している。1014の 回縁部は大きく屈

曲しており,逆 L字形口縁に近いが,内面の屈曲部は丸みを帯びている。体部は外傾 して

一

一

ヽ

1005

1 0cm

這物番号 器 種 口径 器高 底 径 胎 土 色調 施文 形酔 手伝 の特徴 備考

が・量 中・少 にぶい貢橙 10Y 昨口 ″ ・彊 弾 え 、円 口 破 アア

灰毒i25Y7/2 Бにヘラ描沈繰 1条 面

"‐

、内面ナテ
・

弥・壺 鯛・少 、 中・

普
医自10YR8/2 頃部にヘラ描沈線4条、悴

駅にヘラ織
"線
暉左,条

口縁部

"‐

、外面

"｀

、内面ヘラミカ
‐
キ・

"‐

浅黄橙7.5YR8/
4

不部 にヘ ラ薔 沈級 3条 恥山 マメツ、内 向 すテ・信 FFえ

弥 ・ 1::il *22 阻・ 晋 灰貢25Y7/2 ラ描沈線4条 畑意形 口縁、口縁部

"‐

・指押え、外面

,>
浅買橙 10YR8/3 知恵形 口稼 、口稼瀾;77・ 眉 FPえ 、外 向

F・ 肉 面持
°
・指 lIF'

ホ・甕 綱・少 にぶい貢橙10Y
R6/4、 にぶい

ヘラ描沈線3条 如意形口縁、口縁部ナテ
‐
、外面ナデ・指摘

え、内面

"・

・指押え

か ■゙ °
 多

"、

  ぷ J ・ 灰自 10YR3/2 口縁部端 部刻 み 目 畑意形 口縁 、口縁部″
‐
、全 体 にマメツ

見黄橙 10YR8/3
如意形 口縁、口縁部″

・・指押え、外面リ
テ・・指押え、内面

"・

・指押え

亦 。甕 中 。少、細・ ら10YR3/1、 ヘラ描沈線5条、口縁部端 如意 形 口縁 、口縁部
"‐

、外 面″
‐
、内 面

げ ・指押 タ

か・■ 5. 蛯貢橙 10YR8/3
て白2.5Y8/2

ヘラ描沈繰3条 、口縁部端
前力lみ 目

kll意形 口縁 、口縁 部″
‐
・llEFIIえ 、外 面

′ツ、内面情・

第255図  C ttS H03出土遺物(1)(1/4)
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 偏 考

黄
２
灰
灰
暗
錯

m意形 口縁 、口縁 部
"‐

・指押 え、外 面
F・ 肉面持・・指 ttFタ

杯 ・ 盤 阻・ 夕 、 甲
°

多
にぶい貢褐10Y
t5/3、 にぶい
陽7.5YR5/3

口縁部端部刻 み 目 如意形口縁、口縁部

"・

、外面″日、内
面ナテ・・指押え

が ・ 聖

10YR4/1
畑意形 口縁、口縁日

`"‐

、外山″ 、内直
ド・指押 タ

弥 ・ 甕 甲・ グ 、 潤 ・

瞥

にぶい貢橙 10Y
ミ7/3

ヽラ薔預覇暴4条 、 日臓鰤那晰
拍力lみ 目

如意形口縁、口縁部

"・

・指押え、外面ナ
テ・、内面板″・

rIB・ 少 黒褐 10YR3/1、 ラ描沈線 1条 如意形 口縁 、口縁部″
‐
・指押 え、外 面

子・ 肉面特・・指 IIF'

が・視 甲・晋 天黄2.5Y7/2 如意形口縁、口縁部″
‐
、外面ヘラミカ

‐
キ

内面

"°弥
。
墾

普

にぶい橙7.5YR
6/4、 にぶい黄
2 5YR6/3

口縁部端部刻み目 如意形口縁、口縁部内面板″
‐
、外面
～日、内面板

"・

・

"・

・指押え

弥 ・ 覺 中 。少、細・
普

にぶい貢橙 10Y
R7/3

ラ描沈線4条 畑意形口縁、口縁部″
‐
、外面″
‐
、内直

第256図  C ttS H03出 土遺物 (2)(1/4)



目を入れている。日縁部の内面には板ナデを施している。体部は内湾して膨らんでおり,

外面には全体にハケロを丁寧に施している。内面の上部は板ナデで,下半はナデている。

1017の体部のヘラ描き沈線は 4条あるが部分的に蛇行 している。1018の体部は外傾してお

り,ヘ ラ描き沈線は 2条のみである。1019の 口縁部端部の刻み目は浅いものである。1020

の体部は緩く内湾している。全体にナデているが,内面には板ナデが部分的にある。1021

の口縁部端部には刻み目を入れている。体部は内湾して膨らんでおり,全体にナデている。

底部は厚手の平底である。1022の 口縁部端部は先細 りになっており,刻み目を入れている。

口縁部の内・外面には指押さえを行っている。体部は内湾して膨らんでいる。日縁部の直

下にヘラ描き沈線が 2条巡っている。

1023は 回縁部の上下を強くナデている。体部は内湾しており,ヘ ラ描き沈線が 4条巡っ

ている。1024は 口縁部を真横に折 り曲げて逆 L字形口縁に仕上げている。端部は間隔を開

けて刻み目を入れている。ヘラ描き沈線は蛇行 しながら4条巡っている。1025は 口径の割

には器高は低 くなっている。緩く内湾する体部からそのまま口縁部に至 り,日縁部端部は

傾斜している。日縁部の外面には把手が 2個付いている。体部の内 。外面にはヘラミガキ

を施しているが,下部はその後にナデている。底部は安定した平底になっており,内面に

は指押さえを行っている。1026は 口縁部を真横に折 り曲げて逆 L字形口縁に仕上げている。

端部は若干下方を向いており,刻み目を入れている。口縁部の内・外面には指押さえを

行っている。体部は口縁部よりも肥厚しており,ヘ ラ描き沈線が 2条巡っている。内・外

面に板ナデを施している。1027の 回縁部の断面は観察が困難であるため,正確には判らな

いがおそらく折 り曲げているものと思われる。端部には刻み目を入れている。体部にはヘ

ラ描き沈線が 9条巡っているが,途中で途切れたり蛇行している部分がある。外面にはハ

ケロを施し,内面はヘラミガキの後にナデている。

1028の 口縁部は若干内傾しており部分的に歪んでいる。端部は平坦になっている。日縁

部の少し下と体部に刻み目を入れた突帯を1条ずつ貼 り巡らせている。また上の突帯の端

部は上方を,下の突帯の端部は下方をそれぞれ向いている。そしてこの上下の突帯の間に

刻み目を施した棒状浮文を現存で 3本貼り付けており,長方形の区画を作 り出している。

体部は上の突帯部分で屈曲しており,内・外面ともにナデており,内面にはさらに指押さ

えを行つている。

1029～ 1037は壺および甕の底部である。1029は底部の側面部分に指押さえを行っている。

1030の体部は厚手である。1031の底部は突出して肥厚しており,若干の上げ底になってい



町7
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 備 考

か。翌 但 。少 、細
0劣

浅黄2.5Y7/3、
灰白2.5Y8/2

ヘラ描沈線2条 彙口意形口縁、口縁部ナデ、外面ナ
だ、内面マメツ

弥・甕 甲・ 少 、 細
● 普

灰種諭7.5YR5/2
灰壱彗積ヨ10YR6/2

ヘラ描沈線4条、口縁
部端部刻み目

如意形口縁、口縁部ナテ
マ
、外面ナ

だ、内面ナテ
゛

弥 。甕 甲・ 少 、細
。普

に晏ドい囃艶7.5YR7
/3、 にぶい黄橙
10YR7/2

102 が・狙 甲・ 多 浅黄橙10YR8/3 口縁部端部刻み目 k口意形口縁、外面ナテ
‐。指押え、

勾面ナテ
゛
・指押え

弥 。翌 甲 。多 、綱
●
多

灰貢2.5Y7/2 顧
蔀
フ
端
へ
離
L線2条、口縁
l14目

如意形口縁、口縁部ナテ
・・指押

え、外面マメツ、内面ナテ
゛

弥 。翌 細 。少 に1ドレ漬 囃艶10YR
7/3

ヘラ描沈線4条 口縁部ナテ
・・指押え、外面ナテ

や
、内

面ナデ・指押え

弥・ 甕 鯛 。晋 にJドレ漬 囃艶10YR
6/3

画
部
フ
端
へ
部
し線4条、口縁
」み目

口縁部折 曲げ、口縁部ナテ
・
、外面

トテ・・増押 夕 内面ナデ・指押 カ

弥・甕 阻・ 少 、 甲
● 普

灰 自 10YR8/2 口縁部 に把手 2個 口縁部ナテ
・
、91・面ヘラミカ

マ
キ。マメツ、

内面iヘラミカ
゛
キ

弥・甕 鯛 。少 、微
。
普

月稚力7.5YR5/6
置5YR6/6

ヘラ描沈線 2条 、 口縁
郎礫蔀力!み 日

口縁部折曲げ、口縁部ナテ
‐
、外面

阪ナテ
゛
、内面板ナテ・

切 ヽ
。
翌 細・少、微

・普
にぶい黄橙10YR
7/2

ヘラ描沈線9条、口縁
部端部刻み目

口縁部折曲げ ?、 日縁部ナテ
・
、

外面ハケロ、内面ヘラミカ
゛
キ→ナデ。指

押え

か。狙 放・晋、甲
・普

に1ドい,貫お艶10YR
7/3

口縁部下に刻み目突
帯、体部に刻み目突
帯、突帯間に刻み目
を施した棒状浮文現
イ■3J腱

口縁部ナテ
・、外面ナテ

や
、内面ナテ
・

指押え、口縁部歪む

C tt S H03出土遺物(3)観察表

る。体部外面にはハケロを施し,内面は板ナデである。1032の底部は肥厚しているが,体

部は薄くなっている。1033の底部は突出気味で肥厚 している。体部外面にはヘラミガキが

少し見られる。内面はナデている。1034の底部は側面部が横へ突出している。また中央部

分は非常に薄くなっており,幾分突出している。体部は大きく開いて立ち上がり,外面に

は板ナデを施している。1035の底部は非常に幅広で安定した平底で,全体に肥厚している。

大型の壷の底部である。底部内面は指押さえと指で横方向にナデている。また内面には竹

管文が 9個確認出来るが並びは不規則である。1036の体部は直線的に大きく開いて立ち上

がる。1037の底部は上げ底で,体部は直線的に立ち上がる。外面はナデているが,内面に

はヘラミガキを施している。この土器は竪穴住居の北側の,他のものに比べて一回り大き

い柱穴から出土したものである。

1038は甑である。底部の中央部分に穿孔がある。体部は直線的で全体にナデている。

1039。 1040は鉢である。1039は体部は直線的に開いてそのまま口縁部に至 り,口縁部端

部は平坦になっている。体部は内・外面とも全体に指押さえが顕著で,体部中央部分の器

壁が薄くなっている。底部には外側へ踏ん張る低い脚が付いている。脚部の外面には指押

さえを行つている。1040は大型の鉢で,体部は大きく内湾しており,扁平になるものと思

われる。全体にナデている。

1041は ミニチュアの壺である。日縁部は外側に短 く折り曲げた後に,内・外面をナデて

いる。国縁部直下の外面には指押さえを行つた際の爪の跡が残つている。体部は中央部分



で屈曲しているが,膨 らみは弱い。体部は全体に指でナデるように押えて整形している。

体部の上半部にヘラ描き沈線が 3条巡り,中央部分にも1条巡っている。底部は丸みを帯

びており,安定が悪い。

1042は打製石庖丁である。刃部 。背部ともに外湾するものである。安山岩の剥片を利用

0                 1 0cm

第258図  C ttS H03出 土遺物 (4)(1/4)
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選物番 号 器 種 口径 器 尚 [径 胎 上 色 闘 施 又 備 考

7 喫白10YR8/2ヽ 灰 白25Y8/2
にぶい橙 5YR6/4、 灰 自10YR
R/2

咋面マメツ、内面ナテ
‐
・指 押 え

鯛・ 多 にぶ い貢覆 10YR7/4、 火 買

7 ヨヨ2 5Y7/2 面

"‐

、内面ナデ

にぶい貢褐 10YR4/3、 にぶ
い黄橙 loYR6/4

咋面ヘラミカ
‐
キ・″
‐
、内 面″

‐

[ナテ
‐
、内面マメツ

餞貢橙 10YR8/3 :部内面 に部分 的 に
答 t

外面マメツ、内面指押え・マメツ

灰臼 10YR8/1 5情
‐
、内面指押え・マメツ

興白10YR8/2ヽ 灰 白25Y7/

323
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0              10cm

遺物番 号 器 種 口径 器 同 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

にぶい橙 7 5YR
7/4、 にぶい黄
綱210YR7/3

全体 に″

1

多 にぶい黄褐10Y い脚が付く

添 ・ 杯 にぶい貢橙 10Y
R7/2、 灰 白10Y

口縁部

"‐

、外面″
‐
、内面ナテ

‐

弥・ ミニ量 3
瞥

にぶい貢橙 10Y
R7/2

:部にヘ ラ描 沈線 3条 +1 口縁部
"‐

、外面ナデ・指押え、内面
"‐

・
指tFFタ ロ緑熱下 :「 爪の疸

第259図  CttS H03出土遺物(5)(1/4)

しており,全体にあまり加工を施していない。刃部は両面から作 り出しているが,研 ぎ出

しは片側のほうが大きくなっている。刃部には若干の刃こぼれがある。背部は素材剥片の

斜めの面をそのまま利用しており,部分的に加工している。刃部から体部中央部にかけて

摩滅しており,部分的に擦痕が認められる。1043は スクレイパーである。刃部 。背部とも

に外湾しており,打製石庖丁に似ている。しかし石庖丁にしては幅が2.7cmと 狭 く,手で

持っての石庖丁のような作業は行い難いことから,ス クレイパーと考えたものである。刃

部は片面から大きく剥離を加えて大まかに作 り出した後に,両面から細かく剥離を加えて

刃部にしている。背部は主に片面からの調整により整形している。表裏の剥離の稜線は摩

滅している。1044は扁平両刃石斧である。全長6.Ocm,刃部幅3。 9cm,厚 さ1.lcmの小型品で

ある。基端部はコーナー部分で欠損しているが,刃部よりは狭くなっている。また基端部

の表裏には剥離が加えられて薄くなっている。側縁部の片側は明瞭に面を形成しているが ,

反対側は剥離面になっている。あるいは途中で欠損 したのを再調整したのかも知れない。

刃部は両面から作 り出し,研 ぎ出し部分も表裏同じになっている。器形的には扁平片刃石

斧であるが,刃部は両面であるので扁平両刃石斧とでも言うものである。1045は 石槍と考

えられるものである。先端部は欠損しているものの,あ まり鋭いものではない。両面とも
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遺物番号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石材 形IIF・ 手伝のTI‐似 備 考

1042打製石庖丁 で山岩 から体部にかけて歴減

サヌカイト 責 の稜 の部分 が摩減 してい る

扁平両刃石斧 片 岩 反顕 者 、刃部 は両刃

サヌカイ ト
0 1 サヌカイ ト コ基

第260図  CttS H03出土遺物(6)(1/2)

に加工を施しているが,あ まり丁寧ではない。側縁部の調整も大きな剥離のままの部分が

ある。1046は 凹基の石鏃で,中央部分に主要剥離面を残している。基端部はやや不揃いで

ある。

S H04(第 261図 ～第265図 )

調査区の中央部分で検出した竪穴住居である。住居の中央部分を撹乱により壊されてい

る。さらに北側部分は S D01に より壊されている。東側部分はS H03を 壊している。この

ように壊されている部分が多いので正確な平面形は不明であるが,お そらく円形に近い方

形になるものと思われ,東西方向は復元で4。 2m前後ある。壁の立ち上がりは20cm前後残っ

ており,南側の立ち上がり部分は急になっているが,南西部分は緩やかである。残存部分



1
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3

4 暗灰褐色砂混じり粘質土

o          2m

第261図  C ttS H04平 。断面図 (1/80)

の床面には柱穴が 3個検出されたが,主柱の並びや本数は不明である。柱穴の平面形は直

径20～ 30cm前後の円形で,深 さは15～ 20cmで柱痕は確認出来なかった。柱穴の埋土は暗灰

色粘質土の単一層である。また住居の埋土は上下 2層 に大別出来る。床面直上の下層には

主に黒灰色粘質土が堆積しているが,南側から西側の壁際には灰色粘土が堆積 していた。

遺物は主に下層の黒灰色粘質土から出土したが,上層の暗茶褐色粘土層からも少量出土し

た。また北側の S D01に壊されている部分は, S D01の掘削後にその掘 り込み部分が崩れ

て S H04の 遺物が S D01に 落ち込んでいる様子が伺えた。このため S D01出 土遺物のうち

S H04と の交点付近で出土した遺物の中には本来は S H04の 遺物であったものがかなりあ

るものと思われる。S D01出 土遺物のうちで S H04と の交点部分で出土した遺物は,S D01

の遺物観察表を参照していただきたい。

1047～ 1049は壺である。1047の 口縁部端部は平坦で,外面には指押さえが顕著である。

1048の 口縁部は頸部から大きく開いている。頸部にはヘラ描き沈線が 5条巡っている。外

面はナデており,内面はナデているものの大部分は摩滅している。1049の体部は丸く膨ら

んでおり,球形に近い。体部中央部分にヘラ描き沈線が 3条巡り,外面には丁寧にヘラミ

ガキを施している。内面はナデと指押さえである。

暗茶褐色粘土

黒灰色粘質土

灰色粘土



1050・ 1051は如意形口縁の甕である。1050は 口縁部端部の下半部に刻み目を入れている。

ヘラ描き沈線は 2条である。1051は 口縁部外面に指押さえを行い,ヘ ラ描き沈線は 4条

巡っているが,蛇行している。

1052・ 1053は鉢である。1052は体部外面にハケロの後にヘラミガキを施し,内面にもヘ

ラミガキを施している。1053の体部は内湾しており,全体にナデている。

1054～ 1062は逆 L字形口縁の甕である。1054は 口縁部の上面に粘土を包み込むように加

えて逆 L字形に仕上げている。端部には刻み目を入れている。体部は外傾しており,間隔

の開いたヘラ描き沈線が現存で 7条巡っている。外面にはハケロを施している。1055の体

部は緩く内湾しており,内面には板ナデを施している。1056は 口縁部の内・外面に指押さ

'             1047

0              10cm

遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

死白 10YR8/2 口縁部

"‐

、外 面ナデ・指押 え、内面マメツ

1041 白25Y8/1 本面

"‐

、内面

"‐

・マメツ

杯・ 量 甲・イン 麻部にヘラ描沈線3条 外面ヘラミカ
‐
キ、内面″

‐
・指 FFえ

1051 が・聟 不蘭 甲・ 晋 にぶい貢橙 10YR
7/2、 灰自10YR8

ヘラ描沈線2条、口縁部
喘部刻み目

畑意形 口縁、外面

"‐

、内面″

P・ 晋 天黄25Y7/2 ヘラ描沈線4条 如意形口縁、口縁部

"‐

・指押え、外面サ

祢・鉢 中・イン 天貢 25Y6/2 口縁部″
‐
、外面け目→ヘラミカ

‐
キ、内面ヘラ

ミカ
゛
キ

灰日10YR8/2、
浅黄橙 7.5YR8/3

口縁日

"ラ

彰朴血プラ 、困 山

"

第262図  C ttS H04出 土遺物 (1)(1/4)
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遺物 番 号 器 種 口 後 器 局 色 調

郷・ 郎 甲 。少 火頁個 10YК 4/Z

こぶい黄褐 10Y

ヘラ描沈繰現存7条、口樹
郭端部刻み目

口林 笥S"、 /1・国 ′V日 、四 回 アア

天貢25Y7/2、
晩黄2.5Y7/3

口縁 部

"‐

、外 面

"‐

、内面板″
‐

か
。
覺 甲・ 少 、郡・ 畿貢橙 10YR8/3 ラ描沈線 10条 口縁部

"・

・指押え、外面マメツ、内面

"・
黒褐 10YR3/1
黒10YR2/1

ヘフ価 瀕】景3粂 、 日縁 日∫野 口稼罰∫″ 、外 向77、 内 向
"

弥 。甕 ・少 、甲
。 にぶい貢橙10Y
t6/3

ラ描沈線3条 口縁部ナテ
‐
、外面ナデ、内面ナデ・指押え

弥・甕 Ill・ イツレ>、  甲・

普
浅貢橙10YR8/3
にぶい黄橙10Y
R7/3

ヘラ描沈線5条

陽10YR6/2
2 5Y7/3

ヘラ孤滉腺6条 口縁部

"・

、外面

"・

、内面

"・

・指押え

1061 弥 ・ 甕 ・イン、 170。 火自10YR8/2、
喫苦25Y7/2

口縁部

"‐

、外面

"‐

、内面

"‐

・llEFllえ

弥 ・ 甕 甲 ・ 晋 吹貢褐 10YR4/2 口縁部ナテ
‐
・帽押 え、外 面

"‐

、内面″
‐

指抑 カ

106( 口縁 日
`や
や 卜に失 帯 口稼 目Sナテ 、外 向″ ・宿 弾 え、内 向

"

第263図  C ttS H04出 土遺物 (2)(1/4)
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遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

不・ 量 甲 。多 死黄25Y6/2、

曳黄2.5Y7/3
盆体 にマメツ

FIB・ 晋、中・

少

こぶい貢橙 10Y
t7/4、 灰黄2.5
r7/2

小面″
‐
・指押 え、内面

"・

小・ 量 ・ 夕 、 甲・ 天自10YR8/2 小面ヘラミカ
‐
キ、内面

"・
天白25Y8/2、
錯灰 2.5Y4/1

昨面マメツ、内面″
・

多

こぶい亦部 YR
ソ4、 褐灰 10YR
1/1

咋面ヘラミだキ、内面

"・

不・ 壼 甲 。少、ilJ・
瞥

ｂＹ
橙

頁
ぶ

ホ・甕 甲・晋 、綱・晋 こぶい橙 7 5YR
)/4、 にぶい橙

'YR7/4

咋面板″
‐
、内面

"‐

、底部外面に籾痕

不・ 賀 脳 。少 天黄2.5Y7/2、
曳黄25Y7/3

郷・ 報 こぶい貢橙 10Y 外面材 目・マメツ、内面ヘラミがキ・指押え

瞥 て黄25Y7/2
冷回 77・ 僣 弾 え 、円 口

"・
彊 FFえ

不 。OH 甲 。1晋、 微 ・

多
こぶい褐7 5YR
,/3、 にぶい黄
豊10YR6/4

甲・ 多
こぶい黄2.5Y6

昨面 ,テ 、内 向 ヘバ カ

第264図  C tt S H04出 土遺物(3)(1/4)



えを強く行い,日縁部は部分的に歪んでいる。体部は直線的で,ヘ ラ描き沈線が10条巡っ

ている。1057は 日縁部の外側の粘土の貼 り付けは雑で,接合痕が残っている。1058の体部

は緩 く内湾しており,ヘラ描き沈線が 3条巡っている。1059は 口縁部を真横に折 り曲げて

逆 L字形に仕上げている。日縁部の直下は強くナデているため少し窪んでいる。体部は内

湾して膨らんでおり,全体にナデている。1060の 回縁部の外側への突出は弱く,端部は先

細 りになっている。日縁部の内面に強く指押さえを行つている。体部は直線的に外傾 して

いる。1061の 口縁部端部は先細 りで鋭くなっている。体部は内湾しており,ヘ ラ描き沈線

が10条巡っているが,部分的に蛇行 している。1062の 口縁部端部は先細 りで鋭 くなってお

り,内面側は内傾 している。体部は内湾しており,内面に指押さえが顕著である。

1063は 口縁部の少し下に若干上向きの突帯が巡っている。体部は直線的に内傾しており,

全体にナデているが,突帯付近には指押さえが目立つ。

1064～ 1073は壷および甕の底部である。1064の底部は肥厚 している。全体に摩滅してい

る。1065の底部は突出しており上げ底になっている。底部の側面部には指押さえを行つて

いる。1066の底部も突出しており,体部外面にはヘラミガキを施している。1067の底部は

肥厚 しており,体部は大きく開いて立ち上がる。1068の体部は直線的で,外面にはヘラミ

ガキを施している。1069の体部は若干内湾しながら立ち上がる。外面には全体に板ナデを

施しており,内面はナデているが底部付近には指押さえが顕著である。底部は安定 した平

底である。1070の底部は薄手で外面には籾痕が認められる。体部は直線的で,外面には板

ナデを施している。1071は体部外面に丁寧にハケロを施している。1072の底部は上げ底で

肥厚 している。体部は直線的で立ち上がりは急である。外面は摩滅しているが下部にはハ

ケロが残る。内面にはヘラミガキを施している。1073は底部付近に指押さえが顕著である。

0                 1 0cm

第265図  CttS H04出土遺物 (4)(1/4)

遺物 番 号 器 種 口径 器 同 底 径 胎 土 色 調 備 考

か
。
1駐 薇
筏

5YR6/6、  灰
囀風1 0VR4/'

2体にマメツ、つまみ部外面指押え

杯
。
1霊 篭符

にぶい貢橙 10Y



1074・ 1075は甑である。1074の底部には両面から穿孔を施している。体部は直線的に立

ち上がり,全体にナデている。1075の底部の穿孔は大きく,内面にはヘラミガキが認めら

れる。

1076・ 1077は蓋である。1076の つまみ部の上面は少し窪んでおり,側縁部が若干斜め上

方に突出している。つまみ部の内・外面には指押さえが顕著である。体部は直線的で下部

で大きく屈曲している。端部は欠損 しているが真横を向くものと思われる。1077の つまみ

部上面は若干窪んでおり,側面部には指押さえを行つている。体部は大きく開いている。

S H05(第 266図 ～第269図 )

調査区の南東部で検出した竪穴住居である。その大部

分をS H02と S K03に 壊されており,南東部分が残存し

ている。そのため全体の平面形は不明であり,あ るいは

大型の土坑の可能性もある。しかしここでは残存する部

分のラインの曲がり方から竪穴住居と考えた。東側の部

分は丸くなっているが,南東部の S H02と の交点付近で

は鈍角に屈曲しており,大部分は S H02と 重なっている

ものと思われる。壁の立ち上がりは10cmほ どで残りは悪

く,東側部分の壁は急である。床面には柱穴や土坑など 第266図 CttS H05平面図(1/80)

は検出されなかった。検出部分の東西長は3.5mあ る。住居の埋土は暗茶灰色粘質土の単

一層である。南東部分を中心に遺物が出土したが残存部の割には遺物は多かった。この中

には磨製石庖丁が含まれており (1093),こ の石庖丁は S D01の 下部で出土したものと接

合している。

1078・ 1079は壺である。1078の体部は内傾しており,そのまま口縁部に至る無頸壺であ

る。口縁部端部は丸く収め肥厚している。回縁部には穿孔が現存で 1個あり,全体に摩減

しているがヘラ描き沈線が 5条残っている。1079は頸部から体部にかけてなだらかに湾曲

しており,体部に向かって肥厚して行 く。外面はナデているが内面は摩滅している。頸部

にはヘラ描き沈線が現存で 8条巡つている。

1080～ 1089は甕で,すべて逆 L字形口縁である。1080の 日縁部端部には刻み目がある。

1081の 口縁部端部は先細りで,内・外面に指押さえを行つている。1082の 口縁部端部には

刻み目を入れており,内面は強くナデている。体部は直線的でヘラ描き沈線が 5条巡って

いる。外面には粗いハケロを施している。1083の 回縁部端部は先細 りになっている。体部

0     1m

―



は外傾しており,外面は摩滅しているが口縁部の下にハケロが残つている。内面には指押

さえが顕著である。1084の 回縁部端部も先細りである。体部は直線的で,ヘ ラ描き沈線は12

条と多条である。外面にはハケロを施し,内面はナデている。1085の 回縁部端部は先細り

で鋭くなっている。体部は内湾して膨らみ,外面にはハケロを施している。1086の 口縁部

端部は上方を向いている。体部は中央部分で大きく「く」字形に屈曲しており,屈曲部か

ら上下は直線的である。全体に摩滅気味であるが,ヘラ描き沈線が 3条巡っている。底部

は突出して肥厚している。1087は 回縁部の上面を強くナデており,端部には刻み目を入れ

吻 α

０８０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０８‐

第267図  C ttS H05出 土遺物 (1)(1/4)

0                1ocm

1蜃
餞

道 物 番 号 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

不 自 °
ノ 、 甲 ・

じ

天白2.5Y8/2 ヘフ薔沈縁現顧 条、ロ
縁部に穿孔現存1個

金体 にマメツ、無頸 壷

甲・ 多 天藤ミ25Y7/2 頸部にヘラ描沈緑現存8
条

外面ナテ
‐
、内面マメツ

1081 甲
°
少 天白2.5Y8/2 ヘラ描沈線現存6条、口

縁部端蔀力|み 目
口稼 部″

‐
、外 面″

‐
、内面ナテ

‐

か。現
多

天貢褐10YR5/2、
こぶい黄橙 10YR7

ヘラ描沈線6条 口稼 郡

"・
宿 FFえ 、外 面マメツ、内面″

‐

が・電 甲・ 多 こぶい黄橙 10YR6
′
3、 灰黄25Y7/2

ヘ ラ薔 沈繰 5条 、 口縁部
齢熱夕|み 日

口縁部

"‐

、外面粗い′サロ、内面

"‐
か 狙゙ ・  ク た、  消目 ・ 場灰 10YR4/1、

死苦福 loYR6/2
口縁部″

‐
・指押え、口縁部下面に材

日、外面マメツ、内面ナデ・指押え
こぶい黄2.5Y6/3 ラ構沈線 12条

が・聖 甲 。多、綱・

多

こぶい貢褐10YR5
ら、灰黄褐10YR4/

ヘ フ 面 π 課 3余 口縁部

"‐

・指押え、外面け 日、内面マメ



\.- t-i -L /

遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 関 施 又 備 考

・少、中・ 灰自25Y8/2、 淡簿
2 5Y8/3

ラ描 沈繰 3条 口縁附 7‐ 、外面

"‐

・マメツ、内面襦FFえ・

マメツ

1081 弥 ・ 1111: 医貢24Y7/2、 浅藤
2 5Y7/3

ヽラ描沈線4条 、口縁部端
郭刻み 目

口縁部

"・

、外面芳
‐
・マメツ、内面

"‐

・指
押え

弥 ・ 甕 灰黄2.5Y7/2 ヽフ価訊J泉 8条 、口厖鰤那妬
郭刻み 目

口縁部″
・
、外面FIBかいけ 日、内面ナデ

綱・ 晋 黒25Y2/1、 灰黄 2. 口縁部″
‐
・指押え、外面け 日、内面″

弥・甕 7 甲・ 普 、 測 ・ にぶい橙 7.5YR6/4
灰黄褐 loYR5/2

跡・壺 こぶい貢橙10YR7ん
更黄25Y7/2

外面″
‐
、内 面

"‐

・信押 え

1091 不・ 霊 1 甲・ 多 、綱・

普
曳藤i2.5Y7/4 外面材 日、内面指押え。マメツ

第268図  CttS H05出土遺物(2)(1/4)
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0              5 cm

遺物番 号 器 種 現 rF長 最大幅 最大厚 重量 石材 備 考

109割磨 製石 庖 丁 に擦痕多し

サヌカイ 内

第269図  CttS H05出土遺物(3)(1/2)

ている。体部は内湾して膨らみ,日縁部は内傾気味になっている。全体に均整のとれた形

である。1088の 口縁部は横へ大きく突出しており,端部には刻み目を入れている。体部は

内湾して膨らんでおり,間隔の開いたヘラ描き沈線が 8条巡っている。外面には細かいハ

ケロを施している。1089は 口縁部の内・外面に指押さえを行い,端部は先細 りになってい

る。体部は直線的で外面にはハケロを施している。

1090～ 1092は壷および甕の底部である。1090の体部の立ち上がりは急である。1091は 幅

広の底部で若干の上げ底で少し突出している。全体に肥厚している。1092の底部は少し突

出しており,内面には指押さえを行っている。体部は直線的に大きく開く。

1093は磨製石庖丁である。刃部 。背部ともに外湾している。刃部は両面から作 り出して

おり,紐部は中央部分に若干斜め方向に穿孔されている。刃部と背部は片側 (左図右側 )

が傾斜しているが,こ れはこの部分を主として使用したためと考えられる。刃部は使用の

ため,背部は手で持つたためにそれぞれすり減つたものと考えられる。またこの部分には

擦痕が顕著である。この石庖丁は S H05で半分欠損して出土したが, S D01で 出土したも

のと接合している。1094は石鎌である。刃部は内湾しており先端部は少し欠損 している。

刃部は両面から細かい剥離により調整している。背部も両面から調整しておりやや鋭さに

欠けるが刃部に似ている。あるいは両側に刃部を作 り出した石小刀かも知れないが,体部



は調整を施さず,剥離面のままである。

S H06(第 270図 ～第274図 )

調査区の東側で検出した竪穴

住居である。北側部分はS D04

に壊されており,逆に南側部分

ではS H07を 壊している。北側

部分ではS D04よ り北側の部分

で S H06が検出されなかったこ
A‐

とから,本来の S H06の北側の

壁はS D04と ほぼ平行になって

いたと考えられる。平面形はほ

ぼ円形であるが,東西の部分は
0          2m

直線的になっている。直径は南

〔
∞

劇
測
悧
７
ト

―
―
―

∞

北方向3.5m,東西方向3.7mで

少し東西に長くなっている。壁

の立ち上がりは15cmほ ど残って

A一一
7.艶
A'

第270図  CttS H06平・断面図 (1/80)

おり,床面には柱穴や土坑は検出されなかった。そのため竪穴住居ではなく大型の土坑の

可能性もあるが,こ こでは周囲の遺構の様子や規模・形,床面が平坦であることから竪穴

住居と考えておきたい。埋土は暗茶灰色粘質土の単一層である。主に中央から北側の部分

で遺物が出土している。

1095～ 1104は壷である。1095の 口縁部端部は少し肥厚している。頸部にはヘラ描き沈線

が現存で 2条巡っている他は全体に摩減している。1096の 口縁部内面は強いナデのため段

になっている。頸部は下部が欠損しているため正確ではないが削出突帯と考えられるもの

があり,現存で4条の沈線を伴っている。1097の 回縁部端部は角張って面取りを施したよ

うになっている。内面には板ナデの痕跡がある。1098の 回縁部は少し歪んでおり大きく外

反して開いている。端部には平坦な面を形成している。頸部にはヘラ描き沈線が現存で 2

条ある。1099の 口縁部端部は先細りで,全体に摩滅気味であるが内面にはハケロが僅かに

残つている。1100の 口縁部は外反して立ち上がり,内面に三角形列点文を配している。口

縁部端部はヘラ描き沈線を1条巡らせた後に刻み目を入れている。頸部には3条 1単位の

複条貼付突帯を巡らせている。外面には縦方向に丁寧にヘラミガキを施し,内面にもヘラ

9■

■



ミガキを施している。1101は少し内傾する頸部から口縁部は直線的に立ち上がり,頸部よ

りも肥厚している。端部は下方に少し拡張している。体部は丸みを帯びているが張りはな

い。頸部と体部にヘラ描き沈線がそれぞれ 4条巡っている。全体にナデている。1102は 頸

部から体部上半にかけて大きく外反しており,体部は扁平になるものと思われる。全体に

摩滅しているが,頸部にヘラ描き沈線が 2条残つている。1103の体部は中央部に最大径が

5

第271図  C tt S H06出 土遺物(1)(1/4)

遺物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 文 備 考

蹟部 にヘ ラ薔沈縁 現 rF2条 2倅 にマ

が・壼 甲・晋 こぶい橙 7.5YR7/
1、 灰白25Y8/1

i部に削出突帯 (沈線現 小面ヘラミカ
‐
キ・″
‐
、内面

"‐

添・ 壺 甲・ 晋 天白10YR7/1、
天白loYR3/2

て自2.5Y8/1、
修黄橙7 5YR8/3

蹟部 にヘ ラ薔 滉腺 現存 2粂 小面マメツ、内面

"・

浅黄2.5Y7/3
小面

"・

・マメツ、内面材 目・マメツ

不・ 壼 阻 。少 、 甲・

瞥

天貢褐10YR6/2、
こぶい黄橙 10YR7

頃部に複条貼付突帯 (3条
l単位 )、 口縁部内面に三

角形列点文、口縁部端部
沈線→刻み 目

小面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

か。壺 。少 、 甲・ 天白10YR8/2 頸部と体部にヘラ描沈線
各4条

訃山

"・
僣習 え、困口 77・ 僣押 え

阻。少、中・ (Jξ 2 5Y7/2 頸部にヘラ描沈線2条 全体にマメツ

336



あり,大 きく膨らんでいる。外面は摩滅しているが,内面には板ナデを施している。頸部

にはヘラ描き沈線が現存で 7条 と多条である。底部は平底で,体部の立ち上がり部分の内

面側が盛り上がっている。1104の体部は最大径が中央部分にあり球形に近くなっている。

頸部は全体に外反しており,底部は安定した平底である。外面にはヘラミガキを施し,内

面には指押さえが顕著である。また底部側面部にも指押さえを行つている。

てし)

o lortn

-

第272図  C ttS H06出 土遺物 (2)(1/4)
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一ヾ ′十

イン
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施 文 備 考

尉褐2.5Y3/1
瞑罰S:こ ヘフ抽死腺タイ子條 外面マメツ、内面板″

‐
・マメツ

杯 ・ 壼 ・
 多 、 llT」  ・ 天自25Y8/2 外面ヘバカ

‐
キ・襦 FFえ、内面ナテ

‐
媚 押 え

杯 ・ 観 甲・ 晋 、 測 ・

多
にぶい黄橙 10Y
R7/2、 灰 白10Y

白 10YR8/2 口縁 部

"‐

、外 面ナテ
‐
・マメツ、内 面マメツ

弥・甕 *28 て日10YR8/2 4,烏 口縁部

"‐

、外 面マメツ、内面

"‐灰黄25Y7/2
HO( 不・ 霊 *22. F・ 少、 1綱・

諄
にぶい黄橙 10Y
R7/3、 灰 白2.5
Y8/2

ヘラ描沈線4条、口縁部端
部刻み目

口縁部″
‐
、外 面″

‐
、内 面ナテ

不・ 聖
。少、中・ 吹白25Y8/2 ヘラ描沈線5条 口縁部

"~、

外 面マメツ、内面マメツ

か 。概 20. 咀・ 夕 、 甲 ・

多
にぶい貢橙 10Y
R7/4、 灰黄2.5
Y7/2

ヘラ描沈線 4条、口縁部端
部刻み目

口縁日S″
‐
、外 面租 いけ 日、内 面

"

日 10YR8/2 口貢形 口縁 、全 体 にマメツ



1105～ 1111は逆 L字形口縁の甕である。1105は 口縁部を強くナデており,端部は先細 り

になっている。日縁部直下には指押さえを強く行つている。体部は直線的で外面は摩滅し

ているが,ハケロが残つている。1106は 口縁部の内面側を強くナデている。1107の 口縁部

上面は傾斜しており,端部は下方を向いている。体部には間隔の開いたヘラ描き沈線が 4

条巡っている。H08は 口縁部直下の外面は強いナデにより窪んでいる。他は全体に摩減し

ている。1109の 口縁部端部には間隔の開いた刻み目がある。体部は内湾しており,沈線の

部分が膨らんでいる。H10の口縁部の横への突出は弱い。体部は内湾しているが,沈線の

部分は少し扶れている。1111の 口縁部端部には刻み目を入れている。体部にはヘラ描き沈

線が蛇行 しながら4条巡っているが,こ の部分の器壁が薄くなっている。外面には粗いハ

ケロを施している。

H12～ H16・ H18は如意形口縁の甕である。H12の口縁部外面の屈曲部は直角に近 く

なっている。体部は内湾して膨らんでいる。1113の 口縁部の器壁は薄くなっている。体部

は内湾して膨らんでおり,幅広のヘラ描き沈線が 2条巡っている。外面は摩滅しているが ,

内面はナデており指押さえが顕著である。1114の 回縁部は大きく開いている。体部には幅

広のヘラ描き沈線が 2条巡つており,全体にナデている。H15の 口縁部端部は平坦で,刻

み目を入れている。体部は緩 く内湾しており,ヘラ描き沈線が 3条巡っている。H16の 口

縁部端部は刻み目を入れている。体部外面は摩滅しており,内面には全体に鉄分が付着し

ており,観察が出来なかった。1118の体部は内湾しており,上部が膨らんでいる。

1117の 回縁部は鋭く屈曲して斜め上方に立ち上がり,外面には指押さえを行つている。

如意形口縁と逆 L字形口縁の中間形態である。体部は内湾して中央部分が膨らんでいる。

間隔の開いたヘラ描き沈線が 4条巡 り,外面には粗いハケロを施している。

1119～ 1122は壷および甕の底部である。1119の底部は肥厚している。1120の底部は突出

しており,側面部には指押さえを行つている。体部は直線的に立ち上がる。H21は底部の

外面はヘラケズリである。体部外面にはハケロを施している。H22の底部は上げ底で,体

部の立ち上がりは急である。

1123は甑である。底部の中央より偏つた場所に両面から穿孔を施している。H24は高杯

あるいは鉢の脚部である。外反して広がり裾部は接地している。H25は鉢で口縁部の外面

に指押さえを行っている。

H26は磨製石庖丁である。刃部は外湾しており,背部は直線である。そして斜めの側縁

部がある。刃部は両面から作 り出しており,片面の研 ぎ出し部分は側縁部に向かって広



遺物番 号 器 種 口 後 器 両 [径 胎 土 色 調 施 又 偏 考

*20. 天貢 2.5Y7/2 畑意形口縁、口縁部マメツ、外面マメツ、内面
ド・・増押 タ

°
多

"、

 1制
° K,E2.bYb/2
奇2.5Y6/2

ラ描沈線 2条 買ロモU杉 口稼、口稼日
"7、

91・山″ 、円向

多 にぶい黄2.5Y6
ヘラ価訊ヨ景3条、日核爆那端
郭刻み目

知意形 口縁 、口縁郡″
‐
、外 面″

‐
、内面

り|ア・

Tl・ 1『

畿黄橙 10YR8/3
口縁 部端部刻 み 目 畑意形 口縁 、口縁 部″

~、

外 面マメツ、内面
不明

杯・聟 阻・ 夕 、甲・

諄
にぶい黄橙 10Y
t7/3

ヘラ描沈線 4条 、口縁部端
郭刻み 目

口縁部折曲げ、日縁部″
・・指押え、外

面粗い材日、内面

"゛杯 。翌 中。多、細・ く日25Y8/2 知恵形 口縁、口縁部″
‐
・信 Fllえ 、外面リ

テ・、内面

"・杯 ・ 霊 7 ・ イリた、  甲 ° 天自2.5Y8/2 外面″
や
、内面

"・

か。量 ・  Zレ 、  淵潤 
° 天自25Y8/2、 外面″

‐
・指押え・マメツ、内面指押え・マメリ

多

ぶ
ん
Ａ

に
も
お

貢褐 10Y
黒褐2.5

外面″ 日、内面

"‐

、底部外面ヘラ舛
‐
lJ

弥 ・ 甕
・ 少 、中・ にぶい橙 5YR6/

4、 灰黄25Y7/2
全体にマメ

第273図  C ttS H06出土遺物(3)(1/4)



がっている。紐部は体部の偏つた位置にある。全体に擦痕が顕著である。1127は磨製石庖

丁の側縁部付近の破片である。素材に自然面の残る剥片を使用しており,片面は自然面が

残っている。刃部 。背部ともに外湾するものと思われ,側縁部は尖っている。刃部は両面

から作っているが,片側の研ぎ出しが大きくなっている。H28は凹基の石鏃で基端部は大

きく突出している。

∩

‐
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第274図  C ttS H06出土遺物 (4)(1/2, 1/4)
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選物番 号 器 種 口 径 器 同 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態・手 法の特徴 備 考

か 臥゙ ・  2'、   州」 ・ にぶい橙5YR6/
4、灰黄2.5Y7/2

小面マメツ、内面″

が・鉢 甲 。少 天白25Y8/2、
こぶい橙7 5YR

口縁部

"‐

・指押え、外面

"・

、内面

"‐指押え

遺物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 備 考

丁 4 流紋岩 阻孔が偏 る、体部 ル刃部 に擦痕

紋 岩

百鏃 サヌカイ ト 凹基

340



S H07(第 275図 )

調査区の東側で検出した竪穴住居で,周囲をS H01・ 02・ 06に壊されている。住居の

コーナー部分は東側の 1箇所検出したのみであるが,こ の部分では丸みを帯びて屈曲して

いる。東側と南側の部分は直線的であり,加えて南側は少し内惧1に曲がっている。僅かに

残った北側の部分では丸みを帯びている。これらの検出された部分から考えると,この住

居の平面形は隅丸方形か不定形の方形と考えられる。壁の立ち上がりは15cmほ ど残ってお

り,床面の南側部分に柱穴と考えられるものを3個検出した。平面形は直径20cm前後の円

形で,深 さは15cm程度である。埋土は暗茶灰色粘質土の単一層で柱痕は確認されなかった。

このほかの部分で柱穴は検出されず,検出した3個のものが主柱を構成するものとは思え

ない。従つて主柱の本数や並びは不明と言わざるを得ない。住居は南北方向で4.5mあ り,

東西の現存部分で5。 4mあ り東西に長くなっている。またS H01と S H02が切り合ってい

1 12

選物番 号 器 租 口径 器 尚 底 径 胎 土 色 調 鷹 又 形態・手法の特徴 備 考

杯・ 霊 甲・晋 陽灰 10YR4/1、
清灰昔25Y5/2

項部にヘラ描沈線現存4条

団 。多 にぶい貢緩狐OY
R7/4

ヘラ描 沈線 4条 、 日縁 部端
颯力鬱崚日

知恵形 口稼 、日稼 濁S″ ・信響 え、外 山リ
「・ 、内面材 目・情・

匁 白25Y8/2
小面

"‐

・指押え、内面

"‐

・指押え

杯 ・ 覺 中 。少
橙5Y6/6

全体に,｀

第275図  CttS H07平・断面図 (1/80),出 土遺物 (1/4)



る部分より東側ではS H07の 壁の部分は検出されていないことから,本来の S H07の 西側

の部分は丁度 S H01と S H02と の切 り合い部分に相当していたと考えられる。住居の埋土

は暗茶褐色粘質土の単一層であった。遺物は少量出土したにとどまる。 S H07も S H06と

同様に壁の立ち上がりが残つているにもかかわらず,柱穴が部分的にしか検出されないこ

とから竪穴住居ではなく大型の土坑とも考えられる。しかしここでは規模や形状,周辺の

遺構との関連などからS H06と 同様に竪穴住居と考えておく。

H29は壺で,頸部にはヘラ描き沈線が現存で 4条巡っている。体部上半には張りがなく,

全体にナデている。内・外面ともに指押さえが顕著である。1130は如意形口縁の甕で,日

縁部端部には間隔の開いた刻み目がある。体部は緩 く内湾しており,肥厚している。ヘラ

描き沈線は 4条であるが,一番上のものは途中で途切れている。外面はナデており,内面

もナデているが,部分的にハケロが見られる。1131の底部外面は不整形で凹凸があり,上

げ底になっている。1132の底部中央部分は薄くなっており,体部は直線的に立ち上がる。

全体にナデている。

S H080 S K01(第 276図 ～第277図 )

調査区の西側で検出した住居である。壁の立ち上がりが削平された竪穴住居あるいは平

地式住居で柱穴と土坑が残っていた。柱穴は直径7.Omの円周上にH個が配置されており,

大型の円形の住居が考えられる。H個の柱穴のうちBの 1イ固南側の柱穴が20cm,B'と

C'の間の柱穴が30cmそれぞれ円周の外側にある。柱穴の中には隣のものとかなり接近し

ているものがあるが,こ れらの中から柱穴の直線距離で2.0～ 2.5m間隔で配置されている

ものが 8穴あり,Aの柱穴の両側は3.4m間 隔になっている。これらのことからA'の北

側の柱穴とBと Cの 間の柱穴を除いた 9個の柱穴を主柱穴と考えたい。Aの柱穴を挟んだ

両側は他より間隔が開いているが,こ こには何か施設があった可能性がある。また間隔の

狭い残 りの 2穴は補助的な柱の跡と考えたい。主柱穴の柱間の平均は2.51mと なっており,

平面形は直径25～ 45cmの円形で,深 さは15～ 20cm程度であった。主柱穴の埋土は暗茶褐色

粘質土の単一層で,柱痕は確認出来なかった。

住居の中の中央より北寄りに土坑 (S K01)を 1基検出した。住居の壁がないために柱

穴と同時併存で住居に伴うものか正確には判断できない。土坑出上の土器と柱穴出土の土

器を比較すると,土坑出土の甕がすべて如意状口縁であるのに対して,柱穴出土の甕は逆

L字形口縁であることから若干の時期差を考えられなくもないが,両者が共伴する例も

多々あることから,こ こではこの土坑は住居に伴う施設と考えたい。 S K01の 平面形は楕
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第276図  C ttS H08平 0断面図 (1/80),
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l 暗茶掲色粘土
2 暗茶掲色砂混じり粘質土
3 暗灰色粘土 炭化物含む
4 暗掲色粗砂

0           1m

S K01断面図 (1/40)
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円形で,長径3.9m,短径2.8mで東西に長くなっている。深さは34～ 48cmで ,南北方向の

底部はほぼ平坦であるが,東西方向は中央部分から東側が部分的に深くなっている。南東

部分の掘 り込みは他の部分に比べて緩やかになっている。埋土の最下層では暗灰色粘土が

堆積 していたが,こ の層には炭化物がある程度含まれていた。遺物は最下層では出土せず ,

中程から上の部分で出土した。

同じ調査区の東側で検出した竪穴住居群 (S H01～ S H07)は明瞭に壁の立ち上がりを

残すものであった。住居の検出面もこれら竪穴住居群と同じであつた。しかしS H08では

壁の立ち上がりが検出されなかったことは,遺構面より上位でこの住居を検出できなかっ

たことや,包含層の存在や上位の堆積状況から削平が考えにくいことからも,こ の住居は

竪穴住居ではなくて元々壁の立ち上がりを持たない平地式住居であったという可能性も考

えておかなければならないだろう。

1139が S P01,1142が S P02か ら出土した他はすべて S K01か らの出土である。

1133～ H35は壷である。1133は頸部に間隔の開いたヘラ描き沈線が現存で 3条巡ってい

る。H34は体部の細片であるが,突帯を1条貼 り巡らせている。外面はハケロの後に丁寧

にヘラミガキを施している。1135の 回縁部は頸部からそのまま外反して開く。頸部には列

点文を巡らせている。外面にはハケロの後にヘラミガキを施すが,頸部付近のヘラミガキ

は密になっている。内面にもヘラミガキを施している。

H36～ 1139は甕で,こ のうち1136～ 1138は如意形口縁,1139は逆 L字形口縁のものであ

る。1136は 口縁部端部に刻み目を入れている。体部は緩く内湾しており,ヘ ラ描き沈線が

4条巡っている。外面には全体に板ナデを施し,内面はナデているが指押さえが顕著であ

る。1137の 回縁部端部は真横を向いており,端部には刻み目を入れている。外面の中央部

分に縦方向のヘラミガキが見られる。体部は内湾しており,底部は安定した平底である。

H38の 回縁部端部は平坦になっている。体部は内湾して上半部が膨らんでおり,ヘ ラ描き

沈線が3条巡っている。外面にはヘラミガキを施 し,内面はナデている。H39の 口縁部内

面は内傾しており,上面にハケロを施している。体部は直線的で外面には口縁部直下から

ハケロを施し,内面にはやや雑にヘラミガキを施している。

n40～ H42は壺および甕の底部である。1140の底部は突出気味で,全体にナデている。

1141の底部は中央部分が薄くなっている。体部は外面にハケロを施した後に部分的にナデ

ている。1142の底部は肥厚しており安定した平底である。側面と内面に指押さえを行って

いる。
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遺物番号 器種 口 後 器高 底 径 胎 土 色調 施 文 r//懸・ 千 法 の 特 似 備 考

ξ褐10YR6/2
ξ2 5Y6/,

頃部にヘラ描沈線現存 3条 外面ナテ
・
、内面

"・
・少、細・

曳黄橙 10YR8/3
本部に貼付突帯1条 本面け目→ヘラミカ

。
キ、内面
"・

甲・ 晋
こぶい赤褐5YR

'/4

蹟部 に夕1点文 本面材 目→ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

か
。
犯 甲・ 多 登5YR6/6、 褐

死10YR4/1

ヘラ描沈線4条、口縁部端
郭刻み目 器耳考昌繁ヨ早賢響輝::信翻ζヽ外面

杯 ・ 賀 こぶい貢橙10Y
t6/4

口縁部端部刻み 目 知恵形 口稼 、外 面

"‐

・ヘラミだ キ、内面ガ

弥 ・ 甕

普
灰自2.5Y8/2 ラ描沈線3条 知恵形 口稼、口稼瀾S"‐ 、外面ヘラヨ

~キ
、

村面ナテ・・指押え

が ・ 費

ウ

て自2.5Y8/2、
学7.5YR6/6

口縁部上面材日、外面材日、内面ヘラミが
キ・指押え

添 ・ 狙 9
匁

買橙 10YR8/3
白loYR8/2

全体に

"・
琢
°
電 甲 。多、 綱・

多
にぶい貢2.5Y6
/3、 にぶい黄
福 lovTR/R

外面″ 目→

"や

、内面

"・

杯
。
重

多
浅貢橙10YR8/4
にぶい黄橙 10Y
R7/4

外面

"・

・指押え、内面″
・・指押え

C ttS H08出 土遺物観察表

S K02(第 278図～第279図 )

調査区の中央の南壁付近で, S H04の西側に隣接 して検出した土坑である。平面形は西

側が直線的になっている,不規則な楕円形である。長径は3。 3m,短径は2.Omで東側の掘

り込みが急になっており,南東部分の掘 り込みは緩やかになっている。底部はほぼ平坦で

あるが,中央の少し南側が部分的に盛 り上がっている。深さは10～ 15cmで ,遺物は中央か

―――A'

0           1m

3       7.50m A 暗灰褐色粘土

掲色粘質土

茶灰色粘質土

第278図  C ttS K02平・断面図 (1/40)
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D                10cm
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遺物 番 号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施文 形態 。手 法 の特徴 偏 考

が・盟
。
選 F、  】刊 ・ にぶい黄橙10Y

R7/3

ヘラ描沈縁4条 、日縁部端
靴刻み目

即恵ル ロは 、口豚 前
'77、

/1・回 7メ フ、肉国
け
゛
・指押 え

が・慨 2.5Y8/3、

2.5Y7/2
ヘラ描沈線9条 肇血取打 、円 山

"・
彊習 え

が ・ 慨
。
 少 、 llJ ・ 天黄褐10YR5/2

黄灰2.5Y5/1

ヘラ描沈線現存8条、口縁
郭端部刻み目

口縁 部折 曲 げ、口縁 部″
‐
、外 面″ 日、

力面持・・増卸 ,

杯・ 墾 甲・ 多 にぶい貢橙 10Y
R7/3、 浅黄橙 10

口稼 目S"、外 山租 いけ 日、円 ロカ

杯 ・ 霊 褐 7.5YR4/4、 に
ぶい橙 5YR6/4

小面マメツ、内面″
‐
・指押え

7 RII。 多 灰自2.5Y8/2、
東黄2.5Y7/2

主体 にマメツ

弥
。
甕

多

灰買 2.5Y6/2、
オ リープ褐2.5
Y4/3

昨口

"、
円 回 ″

弥
。
翌 にぶ い貢覆 10Y 咋面板″

‐
、内面板″

‐

弥 ・ 鉢 不徹 阻・ グ

2.5Y7/3
外面粗いけ 日、内面″

・・指押え

弥・ミニ甕
ウ

灰貢褐 10YR6/2 本面指押え、内面指押え、蓋のつまみ
部の可能性 1、 ある

第279図  C ttS K02出土遺物 (1/4)
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ら少し西側の上層の暗灰色粘土層から出土している。

H43～ 1146は 甕である。1143は如意形口縁で,日縁部端部には彫 りの深い刻み目を入れ

ている。体部は内湾して上部が膨らんでおり,ヘ ラ描き沈線が 4条巡る。一番下の沈線は

部分的に途切れている。外面は摩滅しているが,内面はナデている。1144の 口縁部上面は

平坦になっている。日縁部の外面には粘土の剥離痕があり,本来は逆 L字形口縁であった

ものである。体部は緩く内湾しており,外面にはヘラ描き沈線が 9条巡っており,外面に

は板ナデを施している。1145は 口縁部を真横に折 り曲げて逆 L字形に仕上げており,端部

には刻み目を入れている。日縁部の少し下にヘラ描き沈線が現存で 8条巡っている。体部

外面にはハケロを施している。H46の体部は直線的に強く外傾している。外面には粗いハ

ケロを施している。

H47～ H50は壺および甕の底部と体部である。H47の底部は突出して肥厚 している。外

面は摩滅しているが,内面はナデている。H48の底部は上げ底になっている。全体に摩滅

している。H49の底部中央部分は薄くなっている。1150は底部は欠損している。体部は直

線的で,内 。外面に板ナデを施している。

1151は鉢である。□縁部の内面は内傾 しており指押さえを行っている。上面を強くナデ

ており,端部は先細 りになっている。体部は直線的に外傾 しており,外面には全体に粗い

ハケロを施している。1152は ミニチュアの甕の底部と思われるものである。底部は大きく

突出して肥厚 している。体部の立ち上がり部は現存部分で大きく屈曲して,真上に立ち上

がっている。内・外面とも全体に指押さえを行つている。蓋のつまみ部かも知れない。

S K03(第 280図 ～第282図 )

調査区の中央やや東寄 りで検出した土坑である。東側部分をS H02に 壊され,北側部分

は撹乱により壊されている。また南側の部分はS H05を 壊している。全体形は不明である

が,検出部分は大きく弧を描いており,お そら

く楕円形になるものと思われる。土坑の掘 り込

みは西側部分では急であるが,南側から南東側

にかけての部分は緩やかである。深さは15cm程

度で埋土は暗灰褐色粘質土の単一層であった。

検出した部分は少ないにもかかわらず,土坑か

らは土器が潰れたような状態で比較的多く出土

した。 第280図  CttS K03平面図 (1/40)
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遺物 番 号 機 種 口 径 器 尚 底径 胎 土 色 調 施 又 形 顧・ 手 活 の特篠 備 考

不・ 霊 こぶ い東褐 10Y
t5/3、  月尉2 5Y2

俸部にヘラ描沈線 6条、大
きな円形浮文

舛面ナテ
‐
、内面板ナテ

‐
・指押え

中・普 天貢 2.5Y7/2、
llPえ

杯・ 壺 ・ `りた、  甲  ・ 火日2 bY8/Z、
淡苦 25Y8/3

小面け 目→

"・

、内面

"‐

、体部 と頸部
こ突帯の剥離痕

添
。
1麓 甲 ・ 多 、 剤

°

普
吹自2.5Y8/2 体部 に刻 み 目梁帯 2条 小面

"・

、内面

"・

・指押え

ハ
゜
1配 甲 。多 、 綱・

多
浅黄橙 10YR8/3
淡黄2.5Y8/3

口縁部折曲げ、口縁部″
‐
・指 IIPえ 、内

甲・晋、 測 。
普

にぶい橙7 5YR
7/3、 にぶい黄

ラ描沈線4条 口縁部

"｀

、外 面

"‐

、内面

"

弥 ・ 犯 甲
°
多 暗灰貢2.5Y4/2

こぶい黄2.5Y6
ヘラ描沈繰5条、口縁日噺
部刻み目

口縁部

"・

、外面

"や

、内面″
‐

不・ 覺 綱 。少 曳黄2.5Y7/3、
火黄2.5Y7/2

ラ描沈線5条 口縁部″
‐
、外面

"‐

、内面

"
添・ 犯 甲 。多 こぶい黄褐10Y

t5/3

ヘラ描沈線3条 口縁部″
‐
、外面板

"‐

・橋FFえ 、内面板

第281図  C ttS K03出 土遺物(1)(1/4)
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H53～ 1156は壺である。1153は体部の中央部分の破片である。 6条のヘラ描き沈線の下

に大きな円形浮文を貼 り付けている。1154の 回縁部は頸部から屈曲して直線的に開く。端

部は平坦になっている。内面にはヘラミガキを施している。1155の体部上半は張りがなく,

徳利のような形になっている。体部と頸部に突帯の剥離痕がある。体部外面はハケロの後

にナデている。H56の体部には刻み目を入れた突帯を2条巡らせているが,下側の突帯の

刻み目は周多りが深 くなっている。

1157～ H61は甕である。H57の 口縁部は真横に折 り曲げており,直下に指押さえを行つ

た後に強くナデている。体部は大きく内傾 しており,全体にナデている。1158～ 1160は 逆

L字形口縁である。1158は 間隔の開いたヘラ描き沈線が 4条巡っている。1159は 口縁部の

上面を強くナデており,端部には刻み目を入れている。体部は内湾しており,全体にナデ

ている。H60の 口縁部上面は傾斜 している。H61の 回縁部は真横に折 り曲げて逆 L字形に

仕上げている。体部は内湾しており,太いヘラ描き沈線が 3条巡っている。内・外面には

指押さえと板ナデの痕跡が顕著である。

1162～ 1166は壷および甕の底部である。1162の底部は安定した平底で肥厚している。外

面にはヘラケズリを施している。H63は全体にナデている。1164の底部は突出している。

体部は内湾して立ち上がり全体にナデているが部分的に凹凸がある。H65の底部は突出し

ており,外面は板ナデである。体部の内・外面にも板ナデを施している。H66の底部外面

第282図  CttS K03出土遺物 (2)(1/4)
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遺物 番 号 器 極 口径 器 間 底 径 胎 土 色 調 施 文 形憑 °手 法 の特碑 備 考

出・ 晋 火白25Y8/2
部外面ヘラタス

・
リ

甲・ イン、 測・
少

こぶい貢2.5Y6
′
3、 にぶい黄
嘔10YR5/3

外面

"・

、内面″
・

甲 °多 貢2.5Y6/2、
F昔 ,5YS/,

界山

"、
内 向

"
1161 が・観

瞥

日 bY8/2、 Ⅸ 外面板″
‐
、内面板

"‐
天貢25Y6/2、
唐灰黄25Y5/2

外面板

"・

、内面マメツ



には凹凸がある。また底部の中央部分が盛り上がって肥厚している。体部外面には板ナデ

を施している。

S K04(第 283図 )

調査区中央部の南壁付近で検出した土坑で, S D04と S H05の 間に位置している。平面

形は長楕円形と長方形の中間形態である。長径2.5m,短径1.2mで ,西側の部分が直線的

になっている。底部は平坦であり,深 さは6cmほ どで残りは非常に悪いものである。埋土

は暗茶灰色粘土の単一層である。

遺物は細片が少量出土したのみで,図下出来たのは 1点のみである。1167は逆L字形口

縁の甕で,日縁部の内 。外面に指押さえを行つている。体部のヘラ描き沈線は13条 と多条

である。

0               1 0Cm

1 暗茶灰色粘土

第283図  CttS K04平・断面図 (1/40),出 土遺物 (1/4)

S K05

調査区の中央部分で検出した土坑である。平面形は楕円形で,長径1.2m,短径0。 8mと

なっている。深さは8～ 10cmで底部は平坦である。埋土は暗灰色粘質土の単一層である。

遺物は細片が少量出土したのみで,図化は出来なかった。

S K06(第 284図 ～第286図 )

調査区の中央部分の北壁寄りで検出した土坑で, S D01よ りも北側に位置している。平

面形は隅丸長方形で,長辺は1.7m,短辺は1.2mに なっている。底部の南北方向は緩やか

遺物番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 形態 。手法 の特徴 備 考

杯・ 型 粗 。少、細・

普
にぶい黄橙10Y
R6/4、 にぶい

ヘラ描沈線 13条 口縁部

"・

・指押え、外面″
・
、内面

"‐指押え



に傾斜したテラス状の面を形成した後に屈曲して狭い底部を形成しており,底部は西側に

向かって緩やかに下っている。北側から東側にかけては段掘 りになっている。土坑の深さ

は45～ 50cmで ,最下層には粘性の強い黒褐色粘土がやや厚 く堆積 しており,土器と炭化物

が含まれていた。土坑の周囲にはピットが多数検出された。しかし周囲で検出したピット

群は平成 3年度調査区にも引き続き見られるもので,多少無理すれば住居を復元出来なく

もないが,あ えて復元はしなかった。この土坑を含む周辺で住居が復元できる可能性を指

摘するにとどめておきたい。この土坑は住居に伴う可能性もある。

1168～ H70は壷である。H68は回縁部を強くナデており,端部にはヘラ描沈線が 1条

巡っている。頸部にはヘラ描沈線が 3条巡り,外面はナデているが,内面にはヘラミガキ

を施している。H69は体部の破片で,全体に大きく内湾している。中央部分より少し上に

ヘラ描沈線が現存で 4条巡っており,外面には縦と横方向のヘラミガキを施し,内面は板

ナデとなっている。H70の回縁部は端部付近が短く外反している。外面は摩滅しており,

内面はナデている。

1171は甕で,日縁部を真横に折 り曲げて逆 L字形に仕上げており,端部は先細 りになっ

ている。体部外面にはヘラ描沈線が現存で 6条巡っているが, 3条 日と4条 目との間の間

隔が開いている。

1172～ H76は壷および甕の底部である。1172の底部は肥厚 しており,外面にはヘラケズ

リを施している。1173の底部は欠損 しており,全体に摩滅している。1174の底部側面には
ロ

|

1 茶褐色粘質土

―一 A' : 層民翫 土 
器含む

4 暗茶掲色砂混じり粘質土
5 黒灰色粘土
粘性強く青灰色粘土プロック含む

6 黒掲色粘土
粘性強い,土器・炭化物含む

7.艶
A'

0           1m

ヽ
気

口

‐―
―
―

Ｎ
・・陶Ю』ｐ
口
】

―
―
―

口

¨

第284図  CttS K06平 0断面図 (1/40)



指押さえを行っている。H75の底部は若干の上げ底になっており,体部は大きく開いてい

る。1176の体部の立ち上がりは急で,底部の内面には指押さえを行っている。

1177は鉢で,日縁部は短く屈曲しており端部は平坦になっている。体部は外傾しており,

外面は摩減しているが,内面には板ナデを施している。

惑
ヾ

ヽ
　

　

″

て

ぃ
: 173

簾
1171

〕                1 0cm

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 文 形 剛・ 手紙 の特徴 備 考

ウ

灰貢褐 10YR6/2 頸部にヘラ描沈線3条、日
隊部端部ヘラ描沈線1条

杯・ 霊

普
灰買25Y7/2、  浅買
25Y7/3

俸部にヘラ描沈線現存4条 外面ヘラミカ
‐
キ、内面板

"‐
阻・ 多 燈5YR7/6、 褐灰 10YR

3/1
外面マメツ、内面″

‐

が・甕 尋灰 7.5YR4/1、 浅買
争7.5YR8/3

ヘラ描沈線現存6条
内需霧算

曲げ、口縁部ナテ
‐
、外面ナデ、

添・ 重 にぶ い買橙 10YR7/4
圧昔楊 1 0VR6/,

界面ナテ
‐
、内面

"~、

底部外面ヘラ舛
‐
リ

〒・晋、 綱・
多

にぶい貢橙 10YR7/3
黒褐 10YR3/1

全体にマメツ

阻・ 少 、 中 。

諄
浅黄橙 10YR8/3、 黒褐
10YR3/1

本面ナテ
‐
・指押 え、内面ナテ

‐

にぶい橙 7 5YR6/4、
にぶい黄橙 10YR7/4

外面

"や

、内面マメツ

にぶい黄25Y6/3 咋面マメツ、内面

"‐

・指押 え

弥 ・ 鉢 甲・ 多 、 IIH・ 天自2.5Y8/1、  灰 自
2 5Y8/2

口縁部″
‐
・指押え、外面マメツ、内面

板持・

第285図  CttS K06出土遺物 (1)(1/4)
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遺物番号 器 種 呪存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形 態・ 手法 の特徴 備 考

こ石庖丁 岩

石 サヌカイ ト

石 0 3. サヌカイ ト

石 サヌカイ ト 凹基

第286図  CttS K06出土遺物(2)(1/2)

1178は磨製石庖丁である。刃部はすべて欠損 しており,形状は不明でる。背部は直線で ,

側縁部を形成している。背部は肥厚 しており,全体に擦痕が認められる。1179は石匙で ,

刃部は直線で,両面から作 り出している。つまみ部は中央より偏つた部分に斜め方向に作

られており,つ まみ部の下部を両側から調整を加えて体部との境を明瞭にしている。また

つまみ部の上部は折れた後に細部加工を施している。H80は平基の石鏃で縦長である。先

端部は中央より少しずれた位置にある。H81は凹基の石鏃で,身の中央部分が少しくびれ

ている。

S K07(第 287図 )

調査区の少 し西側で検出した土坑で,南側をS D01に壊されている。検出部分のコー

ナーは丸くなっており,隅丸方形か長楕円形になるものと思われる。検出部分の長径は2.6

m,短径は1.lmで ,深 さは10cm前後である。底部は全体に平坦になっている。埋土は暗

灰褐色粘質土の単一層になっている。

遺物は細片が少量出土したのみで,図化できたのは 1点 にとどまる。1182は壷の底部と

考えられ,肥厚して安定した平底である。体部は直線的に立ち上がり,外面は摩滅してい

るが内面には板ナデを施している。

ハ
＝
＝
＝
Ｈ
＝
Ｖ



゛
ヽ

ヘ

く

0                 1 0cm

遺物 番 号 器 種 口径 器 lHl 底径 胎 土 色 調 施 文 Jln/態
。手法の特傲 備 考

にぶい橙7.5YR7/4、 黒10YR2/1 卜面マメツ、内 面板

"・

Ｎ
ふ

博

Ｆ

＞
・

第287図  C ttS K07平・断面図 (1/40),出 土遺物 (1/4)

S P03～ S Pll(第 288図 )

建物の主柱を構成しない単独のものである。 S P03は S H08の 内部に位置しているが ,

S H08の 内部には他に柱穴はなく,主柱穴と関連のあるような配置にないので S H08と は

無関係と判断した。 S P04～ S Pllは いずれもS D01よ り北側で S K06の 周辺に位置して

いる。 S K06の 周辺には建物が復元できる可能性があり,こ れらの柱穴が建物を構成する

ものになる可能性はある。しかしここでは単独のものとして扱う。柱穴の平面形はS P03

とS P10が方形に近い以外はすべて円形である。直径はS P03と S P04が50cmと やや大き

めである以外は30cm前後になっている。深さは S P04が52cmと 深くなっている他は10～ 20

cm程度である。埋土はいずれも単一層であつた。

1191・ 1192が S P03出 土,1186が S P04出 土,H93が S P05出 土,H85・ H87が S P06

出IL, 1194が S P07出 土, 1190が S P08出 土, 1183。 1184・ 1195が S P09出 土, 1189が S

P10出土,1188が S Pll出土となっている。

1183～ H85は壷である。1183は体部の中央部の少し上にヘラ描き沈線が 7条巡つている。

H84の頸部は体部から鋭く屈曲して立ち上がり,沈線を4条伴う削出突帯が見られる。全

体に摩滅している。H85は頸部から口縁部にかけて全体に外反しており,日縁部端部は少

し屈曲している。頸部にヘラ描き沈線が 4条巡っているが,全体に摩減している。

H86～ 1192は甕で,こ のうち1186～ 1190は如意形口縁,1191・ 1192は逆 L字形口縁であ

る。1186は 口縁部端部に彫 りの深い刻み目を入れている。内面には板ナデを施している。

1187の 口縁部端部は真横を向いて平坦になっており,刻み目を入れている。日縁部の直下



11851184

第288図  CttS P03～ S Pll出 土遺物 (1/4)



遺物番号 器 種 口径 器 同 底 径 胎 土 色調 施 文 備 考

鯛 。多 こぶい褐7.5YR
,/4、 明褐灰75
rR7/2

本部にヘ ラ薔沈縁7条 外面ナテ
‐
、内面マメツ SP09

阻・少、中・多 にぶい褐 7.5YR
〕/3、 にぶい橙
7.5YR7/4

項部に削出突帯 (沈線4条 全体 にマメツ SP09

天白10YR8/2 :こマメツ

申・ィン にぶい黄橙 10Y
R7/2

口縁部端部刻み 目 知意形口縁、日縁部

"｀

、外面

"‐

、内面

*22. 鯛・ 多 、微 ・晋 にぶい黄橙 10Y
R7/3、 浅黄25
Y7/3

ヘフ価π株 2粂、日稼間;囁
郭刻み 目

不・ 狙 にぶい貢橙 10Y
RA/1

ヘ ラ薔 沈脚 条 、 口稼 罰S晰
部力|み 日

知恵形口株、口稼日S77、 外山″ 、困山
け
゛

添・ 欄 にぶい貢種10Y
R6/3、 にぶい橙
7 5YR7/4

ヘフTIπ線3余 、日稼瀾;晰
部刻み目

如意形口縁、口縁部
"‐

・指押え、外面
メツ、内面

"・

・指押え

17 5YR5/2

橙10YR8/3
ヘラ描沈線3条 如意形 口縁、全体にマメツ

2 5Y7/3 口縁部

"‐

・指 FFえ 、外 面材 日、内面マメリ

が・犯 甲・ 少 、郡 。多 こぶい買橙 10Y
t7/4、 浅黄2.5

帥面 又 嘩 又 り 、 二 月

形列点文、口縁部端部刻
口縁部″

~・

損 Fllえ 、外面″ 目→ヘシヨ
キ、内面

"・

杯・ 霊 世 ・ グ 、 甲
°
多 ν

橙
５Ｙ
黄
２
．
ぃ
日
ぶ
ハ

外面ナテ
・・指押え、内面

"・

・指押え

か
。
霊 こぶい買橙 10Y

t6/3
外面ヘラミカ

‐
キ・板

"‐

、内面

"‐

中・少、微・普 月亦 褐 2 5YR5/
)、 浅黄橙10YR

小面け 日、内面マメツ

C ttS P03～ S Pll出土遺物観察表

には指押さえを行い,体部は外傾 してヘラ描き沈線が 2条巡る。1188は 口縁部端部に刻み

目を入れており,口縁部直下には指押さえを強く行っている。体部は内湾して膨らんでい

る。ヘラ描き沈線が 3条巡っており,全体にナデている。H89の 口縁部端部は真横を向き,

端部には刻み目を入れている。口縁部直下には指押さえを強く行い,体部には彫 りの深い

ヘラ描き沈線が 3条巡っている。H90の体部は緩く内湾しており,下部に向かうほど厚手

になっている。全体に摩減している。1191の 口縁部の横への突出は弱く,指押さえを強く

行っている。体部は全体に肥厚しており,摩滅しているが部分的にハケロが残っている。

1192は 回縁部の内・外面に強く指押さえを行つている。体部は内湾して膨らんでおり, 4

条1単位の櫛描き直線文が巡っている。さらにその下には三角形列点文を加えている。外

面にはハケロの後にヘラミガキを加えており,内面はナデている。

1193～ 1195は壺および甕の底部である。1193の底部は肥厚 しており,側面部が少し横に

突出して指押さえを行っている。1194の底部は突出気味で,体部は緩く内湾して立ち上が

る。1195は底部側面が大きく横に突出している。体部外面にはハケロを施しているが,内

面は摩滅している。

(2)包含層出土遺物 (第 289図 ～第302図 )

1196～ 1205は壷である。1196は 7条 1単位の櫛描き直線文と簾状文を施している。1197

は4条 1単位の櫛描き直線文と波状文が巡っている。1198の頸部は直立しており, 5条 1

357



破

た

貼

は

り

の

の

ま

を

に

お

０３

部

ｏ

部

面

て

１２

体

る

縁

外

い

ｏ

は
　
い
　
口
　
　
，　
向
一　
る

００

て

に

り

を

い

‐２

け

側

お

方

て

ｏ

付

外

て

下

つ

る

り

の

し

は

巡

い

貼

分

反

部

が

は
離
制
嗣
財
畷̈
・，日
、
為

摩

形

頸

全

国

削

に

円

は

は

の

の

体

な

０１

部

０２

広

―

全

き

１２

縁

１２

幅

は
　
大

　

ｏ
　
日

　

ｏ
　
る

９９

に

る

ｏ

る

あ

Ｈ

下

あ

る

あ

条

―

ｏ

の

が

い

で

３

る

そ

跡

て

的

が

い

，

痕

つ

線

線

て

り

な

な

直

沈

つ

お

う

に

は

は

巡

て

よ

段

半

に

が

つ

た

が

上

部

文

巡

し

分

部

頸

状

条

離

部

体

ｏ

波

５

剥

け

ｏ

る

‐ヽ

と

が

が

付

る

い

‐

緻
淋
姉
脚
も
つて
　
　
‐９６

靴

版

淋

鳴

翻

酬

Ｈ
］
ヽ

、、、、

|‐

:ヽ:::::ヽ
::‐

‐‐‐~

|:〕

   :`:::   [::i!:ン i`~

一一ヽ、い》（パ、
0                 1 0cm

遺物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 又 形 態 。手伝 の特徴 備考

灰自 10YR8/2 、内面持・

・ 多
>、  FIB・ にぶい橙 7 5YR7/4

浅黄2.5Y7/3

が ・ 霊 ヂ・多 にぶい橙 7.5YR6/4
明福 7.5YR5/6

櫛描文 (直線文・波状文) 外面ナテ
・
、内面″
・

か
。
量 ・少 、 中・ 灰日2.5Y3/2 全体にマメ

甲 。多 にぶい黄褐10YR5/〔
黒10YR2/1

本部にヘ ラ描沈線5条 、大 本面″
‐
、内面″
‐

か。重 中 。少 、細・
匁

浅貢橙 2.5Y8/3、 減
歯25Y7/4

致部 に段 、口縁 郡″
‐
・ 帽 Fllえ 、外 山

'デ、内面マメツ
1201 不・ 量

R7/6
襲部 に日り出架 青ス沈線 3条 , 外面板″

・・指押え、内面板

"‐

・指押え

名

暴子a10YR3/1、 にオ
′ヽ黄25Y6/3

項部にヘ ラ描沈線4条 全体にマメツ

甲 。多 火白10YR8/2、 浅藤
登10YR8/4

項部に削出架帯 U闘騨条 小面マメツ、内面板″
~・

襦 FIIえ

1201 ・ グ 、 孤
・ 二ぶ い橙 7.5YR6/4、
1ぶぃ苦牌 loYRA/4

瑣部 にヘ ラ蘭 滉繰 6条 小面ナテ
‐
、内面″

‐
・襦 Fllえ

第289図  C区包含層出土遺物(1)(1/4)



口縁部は強く外反して,端部は真横を向いている。頸部にはヘラ描き沈線が 4条巡つてい

る。1204の 口縁部端部は外側に少し拡張しており,上面に傾斜する面をもっている。内面

は強いナデのため段のようになっている。頸部には沈線を4条伴った幅広の削出突帯が

巡っている。外面は摩滅しているが,内面には板ナデを施している。1205は頸部から口縁

部にかけて全体に外反しており,日縁部の上部から内面にかけて強くナデている。頸部に

はやや間隔の開いたヘラ描き沈線が 6条巡つている。

1206～ 1214は如意形口縁の甕である。1206は 回縁部の少し下に把手状の突起が現存で 1

個あり,日縁部と突起の間にヘラ描き沈線が4条あるが,部分的に途切れている。1207の

回縁部は肥厚しており,体部は緩く内湾している。全体に摩滅している。1208の 口縁部端

部には刻み目があるが,かなり摩滅している。1209の 回縁部は短く,体部は厚手である。

1210は 日縁部の内・外面に指押さえを行っている。体部は内湾しており,彫 りの深いヘラ

描き沈線が 4条巡っている。1211の 回縁部は直線的に立ち上がり,端部には刻み目を入れ

ている。1212の 口縁部も直線的に立ち上がり,端部は先細りで刻み目を入れている。体部

は内湾して膨らんでおり,ヘラ描き沈線が 3条巡っている。1213の 口縁部端部には刻み目

がある。体部にはヘラ描き沈線が 6条巡り,外面にはハケロを施している。1214の体部に

は太くて彫りの深いヘラ描き沈線が 5条巡っているが,部分的に蛇行しておりつなぎの部

分が雑になっている。

1215は体部の細片で,ヘラ描き沈線が現存で 1条あり,その下にヘラ描き波状文と円形

浮文を加えている。

1217・ 1222は 口縁部の下部に突帯を1条貼り巡らせているものである。1217の 回縁部端

部は平坦でやや内傾気味である。日縁部の下には断面方形のしっかりとした突帯があり,

刻み目を伴つている。体部にはヘラ描き沈線が現存で4条ある。1222の 口縁部は内傾して

おり,少 し下に突帯を貼り巡らせている。突帯には指押さえを行い上部を強くナデている

ために,突帯の端部は先細りになっている。体部は内湾して膨らんでおり,ヘラ描き沈線

が 6条巡っている。外面にはやや粗めのハケロを施し,内面はナデている。

1216・ 1218～ 1221・ 1223～ 1226は逆L字形口縁の甕である。1216は 口縁部を真横に折り

曲げて逆L字形に仕上げている。体部は緩く内湾しており,間隔の開いたヘラ描き沈線が10

条巡り,その下に三角形列点文を加えている。内面には指押さえが顕著である。1218は 口

縁部の端部を横へつまみ出している。体部のヘラ描き沈線は 5条であるが,体部の大きさ

の割には沈線文帯の幅は狭くなっている。体部は沈線文帯の下部から大きく内湾している。
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遺物番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 形懸・ キ 伝の特似 備 考

か 翌゙ F° 多 機貢橙 7.5YR8/
〕、灰 白10YR8/

如意形口縁、全体にマメツ

多

にぶい貢橙 10Y
R7/2、 灰黄25
Y7/2

ヽラ描沈繰5条 、口縁部端
郭刻み 目

か。慨 甲・晋 にぶい黄橙10Y
R7/2、 灰黄25
Y7/2

如意形 口縁、口縁部

"・

、外面

"や

、内面
け

。

l 甲・晋、 綱・
酪

ラ描沈線4条

甲 。多 にぶい黄橙 10Y
R7/3

ヘラ描沈線4条 、日縁部端 即恵形 口縁 、口稼 部
"媚
碑 え、外 山 1

メツ、内面持
°

が・賀 甲 。多 天貢2.5Y7/2 フ硝副冗1313粂 、 口稼間
`野

クロ意形 口縁、口縁部″
や
、外面″
‐
・マメツ、

にぶ い貢褐 10Y
R5/3、 にぶい
苦悟 loⅦ 6/4

郭刻み目
2口意形 口縁、日縁郡″

‐
、外面け 目、内

面

"・

杯 ・ 概

普

にぶい貢橙 10Y
R7/3、 灰白2.5
Y8/2

郭刻み 目
知意形口縁、口縁部ナデ、外面

"‐

、内面
′メツ

黄25Y7/2
ヘ ラ蘭 沈緑 現存 l条、ヘ ラ
綺濤船 立  円形淫 立

にぶ い貢橙 10Y 口縁部 ■ 曲げ、日縁部

"‐

、外 面マメツ、い

第290図  C区包含層出土遺物(2)(1/4)



1219は 口縁部の上面を強くナデており,外面には指押さえを行っている。端部には彫りの

深い刻み目を入れている。体部は内傾しており,間隔の開いたヘラ描き沈線が 8条巡り,

外面には全体にハケロを施している。1220の 口縁部端部の横への突出は弱い。体部は肥厚

しており,太いヘラ描き沈線が3条巡っている。1221の 体部のヘラ描き沈線は 5条巡って

~T~

胸
　

　

メメ‐２２６
遺物番号 器 極 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

甲・ 多 、剤・ 晋 にぶい橙7 5YR
6/4、 にぶい黄
2.5Y6/3

口縁部下に刻み目突帯、
ヘラ描沈線現存4条

口縁部ナテ
‐
、外 面

"‐

、内面

"

更選手2.5Y7/2 ラ描沈線5条 口稼 郡

"‐

、外 面マメツ、内面

"‐

・マメツ

弥 ・ il:II 天自2.5Y8/2 ヘラ描 沈線 8条 、 日縁部端
颯力‖L日

口縁部

"・

・指押え、外面材 目、内面マメリ

1221 か ・ 狙 阻・少、中 。普 にぶい貢橙 10Y
t7/2、 灰 白25
/R/,

ヘラ描沈線3条 、日縁部端
部刻み 目

口縁部ナテ
‐
、外面″
‐
、内面″
‐

か
。
盤 中 。少、細・普 火頁 Z bY′ /2 ヘラ描沈線5条 、日縁部端

郭刻み目
口稼 郡

"、
外 山

'テ

、困山 ,テ

1221 弥 ・ 霊 灰買褐10YR4/2
にぶい黄橙 10Y

口縁部下に突帯、ヘラ描
沈線6条

口縁部

"‐

・指押え、外面材 日、内面″
・

弥・甕 天貢 25Y7/2 ヘラ描沈線4条 、口縁部端 口縁部″・・指押え、外面板
"・

、内面サ
テ・・指押え

122. 弥 ・ 甕 中 。多、微・普
黒25Y2/1

描 沈線 4条 、 口縁部端 口縁部

"‐

・指押え、外面マメツ、内面板サ
テ・・マメツ

粗 。少、中・少 にぶい貢褐10Y
R5/3、 にぶい
黄2.5Y6/3

ラ描沈線3条

中・多 こぶい貢御 OY
t6/3

ヘラ薔沈繰4条 、口縁部端
郭刻み目

口縁部ナテ
‐
、外面汗
‐
、内面″
・

第291図  C区包含層出土遺物 (3)(1/4)



いるが,一番上のものが少し離れている。1223は 口縁部の上面を強くナデており,端部に

は彫りの深い刻み目を入れている。体部は直立しており,外面には板ナデを施している。

1224は 口縁部の内・外面に指押さえを強く行つており,特に内面は指押さえにより器壁が

内湾している。体部のヘラ描き沈線は4条であるが,一番上のものが大きく離れている。

1225の 回縁部の外面下部には,粘土を貼り付けた後に工具でナデた痕跡がある。体部は内

湾しており,太いヘラ描き沈線が 3条巡っている。1226の 口縁部上面は傾斜している。端

部は摩滅気味であるが,刻み目数個が 1単位になっている。しかし単位当たりの刻み日の

数は不明である。

◎
⑪

〇
一

第292図  C区包含層出土遺物 (4)
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 又 備 考

7 ・ 多 、 薇 ・ 登5YR6/6、 明
示褐 5YR5/6

昨面マメツ、内面マメツ

杯・ 壼 月亦綺Z bYKb/
〕、にぶい橙5Y
t7/4

本部にヘラ描沈線現存4条 全体にマメツ

添・ 聖 6 甲 。多 、 測 ・ 畿黄2.5Y7/3 菫部に2個 1単位の穿孔2単
,

全体にマメツ

123( 添・ 盤 5 甲 。多、薇 。

多

こぶい橙7 5YR
〕/4、 黄灰2.5Y
;/1

小面マメツ、内面

"・

・マメツ

123 不・ 臥 7 甲・ 晋 、微・

瞥 褐10YR5/2
咋面け 日、内面マメツ

1231 が・触
酢

咋面板″
‐
、内面マメツ

1231 ・  2'、   添 J ・ 天黄2.5Y7/2 2体にマメツ

径 6.
甲・ 多 こぶい橙7.5YR

r/4、 浅黄2.5Y
「/3

本面″
・
、内面″
・

1231
夕監3 1

甲・ 晋 曳貢25Y7/3、 昨山租 いけ 日・面取 り、内面″ 日、

策
咎

天自2.5Y8/2 全体にマメツ

1231 が・師 *30. 甲・ 晋

曳黄橙 2.5Y8/3
口縁部端部刻 み 目 口縁 部

"‐

、外 面

"▽

、内面マメツ

小・ 椰 天貢25Y7/2、 昨面″ ・マメツ、内面

"‐

こぶい黄橙10Y
t7/4

口縁部下に把手状の突起 口縁部

"や

、外面

"・

、内面

"・

124( 土製円盤 径5. 厚 l l
少

全体 に

"‐
径 4_ 厘 1 に,‐ 、斜めに穿孔

C区包含層出土遺物(4)観察表

1227～ 1230は壺および甕の底部である。1227は底部中央部分が少し上げ底になっている。

1228は 体部中央部分で大きく屈曲している。体部上半部にはヘラ描き沈線が現存で4条

巡っている。底部は少し突出した平底である。全体に摩滅している。1229の底部は突出し

て肥厚 しており,上げ底になっている。底部から側面部にかけて 2個 1単位の穿孔が 2単

位施されている。蓋のつまみ部の可能性もある。1230の体部の立ち上がりは急である。

1231～ 1233は甑である。1231は焼成後に主に底部側から穿孔している。体部外面にはハ

ケロを施している。1232の底部は上げ底で,中央から偏つた位置に焼成前に穿孔されてい

る。体部外面と底部外面には板ナデを施している。1233の底部は剥離している。体部は直

線的に立ち上がる。

1234～ 1236は蓋である。1234の つまみ部は窪んでおり,全体にナデている。1235は つま

み部と体部の境は不明瞭である。外面には板状工具により面取りを行つた後に粗いハケロ

を施している。内面もハケロとなっている。1236の つまみ部上面は平坦である。

1237～ 1239は鉢である。1237は逆 L字形口縁で上面を強くナデており,端部には刻み目

を入れている。体部は少し外傾 しており,外面はナデているが内面は摩滅している。ある

いは大型の甕かも知れない。1238は椀形の鉢で,体部からそのまま口縁部に至る。底部は

高台状の短い脚が付いている。全体にナデているが摩減気味である。1239の 回縁部端部は

上方を向き,日縁部の下には把手状の突起が付いている。体部は大きく内傾している。
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遺物 番 号 器 種 視存長 最大幅 最大厚 重量 石 材 備 考

「

サヌカ´

丁 倍晶片 刃部研 ぎ出す

丁 サヌカイ ト

丁 5 サヌカイト
サヌカイト 刃部摩減

「府 T 5 ヌカイ ト

[石庖 丁 サヌカイ

第293図 C区包含層出土遺物(5)(1/2)



1240は土製円盤で,全体にナデて仕上げている。1241は土製紡錘車で,斜め方向に穿孔

されている。

1242～ 1250は打製石庖丁である。1242は刃部と背部の大部分が欠損しているが,刃部は

外湾,背部は山形に近い外湾になるものと思われる。刃部は両面から作 り出しており,体

部には素材剥離時の主要剥離面が残っている。1243は刃部 。背部ともに直線で,幾分湾曲

する側縁部をもち,全体には長方形になっている。側縁部の片側は折れた後に再び細部加

工を施して,石庖丁として再利用している。刃部は磨製石庖丁のように研ぎ出している。

背部の作 りは大きな剥離によるだけで雑である。結晶片岩製のものである。1244は刃部・

背部ともに外湾しているが,外湾の度合いは刃部の方が大きい。いわゆる杏仁形に近いが ,

側縁部が僅かにあり,小 さく扶 り状になっている。刃部は両面から作 り出しており,背部

には敲打痕がある。体部は全体に肥厚しており,欠損しているが横に長く重量感のあるも

のである。1245は体部の半分が欠損 している。刃部・背部ともに外湾しているが,背部は

山形に近くなっている。刃部は両面から作 り出しているが,調整は雑で刃部の鋭さはない。

背部には敲打痕がある。1246は側縁部を形成 しないもので,刃部と背部がそのままつな

がっており,接点は尖つている。刃部 。背部ともに外湾している。背部には敲打痕があり,

部分的に摩滅している。1247は刃部 。背部ともに直線で,側縁部は丸くなっている。刃部

は主に片面から作 り出しており,弱 く潰れている箇所がある。側縁部の一部と背部には敲

打痕がある。全体に風化しており,欠損部分も風化している。1248は側縁部の破片で,明

瞭な扶 りを作 り出している。決 り部分と背部には敲打痕がある。刃部 。背部ともに直線に

なるものと思われる。1249は 中央部分の破片で,刃部は外湾しており,背部は直線になっ

ている。刃部は両面から作 り出しているが,その作 りはやや雑である。背部には敲打痕が

ある。体部の刃部側が厚くなっており,手に持つにはやや不安定な感があるが,直線部分

に敲打痕があることから,外湾部分を刃部と考えた。1250は刃部・背部ともに弱く外湾し

ている。刃部はあるいは直線かもしれない。側縁部には弱い扶 りがあり,刃部は両面から

作 り出しているが,雑な作 りである。体部にはほとんど調整を施しておらず,素材を剥離

したままの状態である。あるいは磨製石庖丁の未製品かも知れない。

1251～ 1262は磨製石庖丁およびその未製品である。1251は素材を粗割して整形した段階

の未製品で,刃部の研ぎ出しや穿孔,研磨はまだ行つていない。刃部・背部はともに直線

になっており,側縁部は一部欠損 しているが,丸みをもつものと思われる。刃部・背部と

もに細かい剥離を加えて整形している。体部中央部分はまだ素材剥離時のままで厚 くなっ
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遺物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 備 考

打製石庖 丁 サヌカイト
打製石 庖 T

i「

「
石 7 段階の木製品

段階の夫製品、部分的に刃部研磨

i「

「
1 安 山 刃部 と背部 を部分 的 に研磨 、未 製 品

第294図  C区 包含層出土遺物 (6)(1/2)
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